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まえがき 

 

 間もなく卒業式を迎えようとしていた平成 23 年 3 月 11 日東日本大震災が突然に起

こった。講義資料を整理し、次年度の準備をしている真最中、午後 2 時 46 分のことで

ある。マグニチュード 9.0、最大震度７の巨大地震である。太平洋沿岸部の街は壊滅的

に破壊され、死者と行方不明者約 2 万人の未曾有の大惨事となった。加えて、福島第 1

原発 2 号機の原子炉の水位低下による半径 3ｋｍ圏内の避難指示、3 月 12 日の福島第 1

原発 1 号機の建屋爆発に伴って半径 20ｋｍ圏内の避難指示が出されるにおよび放射能

汚染の拡大が刻々と明らかにされた。天災としての地震・津波と人間が造り出した大

惨事である原発事故が複合し、いずれも大規模で、公益的に生活基盤や地域社会を崩

壊させたのが東日本大震災である。 

東北福祉大学は、福祉系の総合大学として、「生きとし生けるもの、皆かけがえの

ない、生きるに値する生がある」とする『福祉の心』の「社会化」を使命とし、その

使命を達成するため、「行学一如」を建学の精神に掲げてきた。この精神に基づき東

日本大震災直後の 3 月 23 日、東北福祉大学では「東日本大震災と大学」と題し、人類

が初めて経験した地震・津波と原発事故の複合大規模災害に立ち向かう姿勢を宣言し

た。本調査研究はその 1 つの実践例である。 

東日本大震災の特徴は生活基盤と地域社会を壊滅させる複合大規模災害であったた

め、健康や福祉に関しても諸施設の消失や諸制度の機能停止に止まらず、それらを支

える諸々の条件が崩壊した。そのため一刻も早い地域社会の再構築が求められたにも

かかわらず、地域社会の再生・再構築に具備すべき要件は、人類が初めて経験した複

合大規模災害ゆえに整備されていない。 

本研究では、地域復興の観点から被災地域での調査員の雇用による大規模な戸別訪

問アンケート・聞き取り調査を行った。調査は、高齢者福祉について、現実に生起し



た災害の状況と住民、関係諸機関の対応実態等を把握するために、医療、福祉、社会、

住民のメンタル、生活の５つの観点から、地域社会の復興に向けた生活基盤情報と地

域社会再生のビジョン作りに資する基盤情報を収集し分析した。 

被災者は、「ドロドロの道を近所の人と手を取り合って避難所に向かった」「地震後

すぐ避難所であるセンターに住人を集めた。数名が自分の車でがれきに追われながら

逃げた。一番安全と思ったセンターが避難者もろとも津波に飲み込まれた」「先ずは近

くの高台に逃げること、一回避難したら貴重品や忘れ物を取りに家に戻らないこと」

など、心痛の思いで高齢者福祉の在り方に鍵となる声を発している。本報告書は、被

災者の声を収集分析し取り纏めた。 

末尾ではあるが、本調査研究を実施するに当たり、被災地域の自治体、社会福祉協

議会、地元マスメディア、高齢者施設等、そしてなによりも被災地域の高齢住民の皆

様（本人、そのご家族、介護者）の並々ならぬご協力に深く感謝する。    合掌 
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Ⅰ．研究の概要 

  



＜概 要＞ 

 

１． 研究の目的 

未曽有の被害をもたらした東日本大震災では，津波被害の大きかった沿岸部の自治体を中

心に生活拠点が壊滅し，一刻も早い地域社会の再構築が求められている。本研究では，宮城

県沿岸部の２つの自治体に焦点を当て，高齢者福祉の観点から大規模な調査を行い，地域

社会再生のモデルビジョン作りに資することを目的とした。また，対象地域での調査の実施に

際しては，生活基盤を失った被災者を積極的に雇用して，彼らの自立再生の足掛かりとするこ

とを意図した。また，聞き取り調査を通じて高齢被災者の心理障害の軽減をもたらすことや，調

査員とのコミュニケーションを通して，生活環境の変化によってさまざまな不安を抱える一人暮

らしの高齢者などに，安心をもたらすことも狙いとした。 

なお，本調査研究事業の遂行は，被災地にある福祉系教育研究機関の責務であり，単なる

調査研究の遂行としてではなく，大学が被災地域の住民と信頼関係を構築し，調査事業のち

も継続して関わり続けることが重要であると認識に基づいて取り組むものであった。 

 

２．事 業 概 要 

本事業では，被災地域の自治体，社会福祉協議会，被災地大学，地元マスメディアの協力

を得て，高齢住民の個別訪問アンケート・聞き取り調査を行うとともに，高齢者施設等の震災

前後の状況，復興に向けた動きを把握した。 

高齢住民の個別訪問アンケート・聞き取り調査では，現実に生起した災害の状況，災害が

地域にもたらした社会的，経済的，文化的影響，それらへの住民ないし関係諸機関の対応の

実態を把握し，調査結果の分析においては，各種建築物や諸施設の被害など災害の物的側

面だけでなく，関係諸機関の対応，住民の意識・行動など人的・組織的側面に力点を置いた。 

また，宮城県内の高齢者施設の震災前後の状況を取りまとめるとともに，地元マスメディア

（河北新報）が取材して記事とした膨大な情報を，被災地の高齢者福祉・医療の観点から整

理・総括した。さらに，被災地での行政・住民（企業等）の協力及びコミュニティ復興のための取

り組みを，南三陸町の復興市と地元企業（ホテル）の事例を通して示し，これらの調査結果から

研究目的の達成を目指した。 

複合大規模災害地域の高齢者福祉に関するアンケート・訪問調査は，宮城県本吉郡南三

陸町と宮城県牡鹿郡女川町を対象地域として，両町の 65 歳以上の住民にたいして，個別訪

問アンケート調査・聞き取り調査を実施した。調査にあたり，調査員として合計４８名の地元住

民を雇用した。 

また，次の①～⑤の組織にたいして，本研究の一部を委託することで，円滑な調査事業の

実施と，必要な情報の収集を行った。 

  



＜概 要＞ 

 

＜事業委託先及びその委託内容＞ 

①社会福祉法人南三陸町社会福祉協議会 

・調査事業の円滑な遂行にかかる助言  

・調査実施にかかる町民，町内外仮設住宅住民との調整業務  

―各仮設住宅自治会への調査協力の要請  

―各仮設住宅自治会組織を介した調査員への対象者情報の提供  

 

②社会福祉法人女川町社会福祉協議会 

・調査事業の円滑な遂行にかかる助言  

・広報誌を用いた調査員の募集  

・実施にかかる町民，町内外仮設住宅住民との調整業務  

―行政組織，住民組織等への協力要請 

・調査期間中の調査拠点となる場所の提供  

 

③ ㈱東北地域環境研究室 

・調査対象地域における行政・住民との協力体制の確立  

・コミュニティの復興に向けて先駆的に取り組んでいる会社・人材の聞き取り調査報告  

 

④ 河北新報株式会社 

・東日本大震災に関する取材情報・報道情報の提供  

―津波被災地（南三陸町・女川町および近隣地域）の高齢者の生活と福祉  

―津波被災地（南三陸町・女川町および近隣地域）の復興  

 

⑤ 社会福祉法人東北福祉会 

・震災時の施設の状況と対応に関する克明な情報提供と提言のとりまとめ 

・津波被災地域の福祉施設の状況調査報告  

 

研究の結果およびその分析は，次章以降に取りまとめた。また，委託先から得られた調査報告

を合わせて記すとともに，関連する資料を資料編として巻末に掲載した。 



Ⅱ．複合大規模災害地域の高齢者福祉に

関する実態調査 

 

１． 複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する 

アンケート・訪問調査 

 

２． 津波被災地域の福祉施設の状況調査 

 

３． 地元マスメディアの報道にみる被災地（南三陸町・女

川町および近隣地域）と高齢者福祉の状況 

 

４． 被災地での行政・住民（企業等）の協力及びコミュニ

ティ復興のための取り組み 

～宮城県南三陸町の取り組み事例から～ 

 

 

  



 

 

 

１．複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する 

アンケート・訪問調査 
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１． 複合大規模災害地域の高齢者福祉に関するアンケート・訪問調査 

（１）実施目的 

平成２３年３月１１日の東日本大震災では，地震・津波・放射線の複合災害によって高齢者

の生活拠点が壊滅し，一刻も早い地域社会の再構築が求められている。しかし，地域社会の

再生・再構築に具備すべき要件は，人類が初めて経験した大規模複合災害であり，被災地域

が高齢化率の高い地域であるがゆえに整備されていない。 

本研究では，高齢者福祉の観点から町全体が壊滅的打撃を受けた南三陸町，および東北

電力女川原子力発電所を有する女川町を取り上げ，高齢者福祉の観点から被災地域で集中

的に大規模な基盤調査を行い，高齢者の生活拠点の再構築に連なる地域社会の復興に向

けた生活基盤情報を収集し，地域社会再生のモデルビジョン作りに資することを目的とした。  

 

（２）実施対象 

調査地域： A．宮城県本吉郡南三陸町 B．宮城県牡鹿郡女川町 

調査対象： 上記両町の 65 歳以上の住民 

対象者数： 震災前の人口に基づく概算：8000 人（南三陸 5000 人，女川 3000 人） 

     2012 年 1 月 1 日時点の推計対象者数：7291 人 

（南三陸町 4516 人：震災前の高齢化率（29.3%）と震災後の人口から算出） 

＊南三陸町の人口：17378 人（2011 年 3 月 1 日・県の発表） 

＊南三陸町の人口：15141 人（2012 年 1 月 1 日・県の発表） 

（女川町 2775 人：震災前の高齢化率（33.7%）と震災後の人口から算出） 

＊女川町の人口：9932 人（2011 年 3 月 1 日・県の発表） 

＊女川町の人口：8233 人（2011 年 12 月 1 日・県の発表） 

 

（３）実施方法  

調査は，平成 23 年 10 月から平成 24 年 2 月にかけて，個別訪問アンケート調査・聞き取り

調査で行った。 

調査にあたり，調査員として南三陸町 31 名，女川町 17 名の地域住民を雇用した。調査員

は住宅地図等を手掛かりとして調査対象町内の仮設住宅を含む全戸，および町外仮設住宅

を訪問し，本調査研究事業の主旨を説明して協力が得られた場合に調査用紙への記入を依

頼した。調査用紙の記載にあたっては，調査対象者が自ら読んで記入できる場合には，そのよ

うに指示し，自ら読んだり書いたりすることが困難な場合には，調査員が設問を読み上げたり，

聞き取った回答内容を調査用紙に記載した。また，時間的な制約によってその場での回答が

困難な場合には，調査用紙への記載を依頼して後日，再訪問して回収した。 

調査内容は，現実に生起した災害の状況，それへの高齢住民ないし関係諸機関の対応の

実態を明らかにする上で，次の 5 つの観点からの分析が行えるように質問紙を作成した。 
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１） 医療（医療的なニーズ、供給体制、受療支援体制） 

２） 福祉（震災直後の高齢者支援、介護サービスの供給とその利用） 

３） 社会（地域社会の変化、個の離散、コミュニティの再構築、行政作用） 

４） 住民のメンタル（経時的心理障害、家族の喪失やコミュニティの崩壊等に起因する心理

障害、心理障害に伴う社会生活の喪失） 

５） 生活行動（日常生活行動の変化） 

 

調査用紙の設問内容は下記のとおりである（次項調査用紙参照） 

年齢・性別（A），住まいの状況（B），同居者（C），同居者の変化の有無（D），職業（生計の

立て方）（E），職業（生計の立て方）の変化の有無（F），身体の状態（１），身体状態の変化（２），

受療状況とニーズ（３），認知症の有無および症状の変化と受療状況（４），心理的変化（５），

震災によるストレスに起因する身体症状の発現（６）介護の必要性および介護支援の状況（７）

介護サービスの利用状況（８）震災前後での介護サービスの内容の変化（９），介護サービスの

ニーズ（10）震災後のボランティアによる介護支援の有無と内容（11），日常生活の状況変化

（12）社会活動への参加（13）原子力発電所の放射能汚染に伴う影響（14），将来の生活に対

する思いや不安の要素（15），将来の希望（16），震災発生時とその直後の行動（17），震災後

の支援で役立ったもの（18） 
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高齢者福祉に関する総合的調査研究 

＜調査協力のお願い＞ 

 東北福祉大学では，阪神大震災等での教訓と支援経験に基づき，この度の東日本

大震災での県内被災地域において，学生・教職員が一丸となって様々なボランティ

ア支援活動を続けています。その様なかかわりの中で，被災地にある福祉系大学の

役割として，高齢者の福祉に関する生活基盤調査を遂行し，地域の復興と後世の福

祉に役立てたいと考えております。 

ご苦労の多い状況の中で，このような調査をご依頼するのは甚だ恐縮ですが，何

とぞ主旨をご理解いただき，ご協力をお願い申し上げます。 

 

＊この調査は，指定する地域にお住まいの６５歳以上の方々を対象とします。もし，ご自身によ

る回答が困難な場合には，ご家族や介護者が代理でご回答願います。 

＊この調査票には，お名前や詳細な住所等あなたの個人を特定する設問は含まれません。調査結

果は，学術的方法に基づき，数量的・類型的に分析され，あなたのプライバシーが他人に知ら

れることはありません。また，得られた情報は本研究の目的以外に使用しません。情報が外部

に漏洩しないよう細心の注意を払います。 

＊この調査は強制的なものではございません。ご協力いただけるかどうかは，ご自由にお決めい

ただいて構いません。また，個々の調査項目に関して，意に沿わない質問や，答えたくない事

柄についてはお答えいただかなくても構いません。 

＊この調査は，厚生労働省の平成 23年度老人保健健康増進等事業の国庫補助を受け，調査員の雇

用も兼ねて実施するものです。 

 

 

 

 

＜事業担当責任者＞ 

渡邉 誠（東北福祉大学 教授）  

 

＜調査に関する問い合わせ先＞ 

東北福祉大学 担当：渡部芳彦 

Email fukushi414@gmail.com 

電話  090-1068-1994 
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【以下の設問について，該当する選択肢や項目の番号を○で囲むか，（ ）内に必要事項をお書き

下さい。＊この調査で言う「震災」とは，平成 23年 3月 11日の東日本大震災を指します。】 

 

Ⅰ 基本的なことについてお伺いします。       

A.ご年齢とご性別をお書き下さい。 満   歳／性別： 男 ・ 女 （○を付けて下さい） 

 

 B.お住まいはどちらですか。        

 ① 被害がなかったので自宅にいる。      

 ② 被害があったが自宅で生活している。      

 ③ 避難所          

 ④ 仮設住宅 

⑤ 民間借り上げ賃貸住宅      

 ⑥ 親戚・知人宅で暮らしている。      

 ⑦ 震災前と同じ高齢者施設にいる。  ：施設名（    ） 

 ⑧ 震災前とは別の高齢者施設にいる。  ：施設名（    ） 

 ⑨ 震災後に高齢者施設に入所している。 ：施設名（    ） 

 ⑩ その他（具体的に：                             ）

           

C.現在の同居者についてお尋ねします。 

 ① 一人暮らし  ⑤ 孫   ⑨ 配偶者と子 

② 配偶者  ⑥ 兄弟姉妹  ⑩ 配偶者と子と孫  

③ 親   ⑦ 配偶者と親  ⑪ 子と孫  

④ 子   ⑧ 配偶者と親と子 ⑫ その他（            ） 

        

D.震災前後で同居者に変化がありますか。    ① ある・② ない 

            

 E.ご職業（生計の立て方）は何ですか。（複数選択可）      

 ① 会社員  ⑤ 農業   ⑨ 家族の扶養 

 ② 公務員  ⑥ 漁業   ⑩ 資産収入 

 ③ 主婦  ⑦ 自営業(⑤，⑥以外)  ⑪ 生活保護  

 ④ パートタイム ⑧ 公的年金での生活  ⑫ その他（          ） 

 

F.上記のご職業（生計の立て方）は震災以前と同じですか。  ① はい・② いいえ 

 

 

Ⅱ お身体（からだ）の状態，医療支援の状況についてお伺いします。   

１．現在のお身体の状態はいかがですか。      ① 良い・② 普通・③ 悪い

           

２．震災の前後で，お身体の状態に変化はありましたか。    

 ① 特にない 

 ② 新たに病気になり，医療機関を受診した。  

 ③ 以前からの病気の症状が悪化して，医療機関を受診した。  

 ④ 体調が悪くなったが，通院したり薬を飲んだりはしていない。 

 ⑤ その他（具体的に：                  ） 
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３．現在，どのような医療を受けられていますか。     

 ① 必要がない。        

 ② 通院している。        

 ③ 往診・訪問診療を受けている。       

 ④ 入院している。        

 ⑤ 福祉施設（老人保健施設）に入所している。     

 ⑥ その他（具体的に：                      ） 

 

 ３の設問で①以外に○印を付けられた方にお伺いします。 

＊どのような医療サービスが必要だと感じていますか。（複数選択可）    

 ① 現在のサービスで十分である。      

 ② 町内に病院が欲しい。        

 ③ 町内にもっと多くの診療所が欲しい。    

 ④ 通院のための交通手段が欲しい。      

 ⑤ 往診・訪問診療をしてくれる診療所・病院が欲しい。    

 ⑥ リハビリをしてくれる診療所・病院が欲しい。 

 ⑦ 医療について相談できるところが欲しい。     

 ⑧ その他（具体的に：                           ） 

            

４．ご家族（本人または同居の方）に認知症の方はいらっしゃいますか。 ① はい・② いいえ 

 

  ４の設問で①はいと答えられた方にお伺いします。 

 ＊その方の認知症の症状は，震災の前後で変化がありましたか。 

  ① 特にない。 

 ② 悪くなった。 

 ③ よくなった。 

 ④ 震災後に発症した。 

 ＊現在，その方はどのような医療・介護サービスを受けておられますか。 

① 特に受けていない。 

  ② 入院している。 

  ③ 施設に入所している。 

  ④ 訪問介護を受けている。 

  ⑤ その他（具体的に：                           ） 

 

Ⅲ 心理的なストレスの状況についてお伺いします。     

５．震災の前後で，心理的な状態に変化はありましたか。（複数選択可）   

 ① 特にない。         

 ② 多少ストレスを感じるようになった。      

 ③ 強いストレスを感じるようになった。      

 ④ 心理的なストレスに関して周囲の人に相談するようになった。  

 ⑤ 心理的なストレスに関して病院・診療所で治療を受けるようになった。  

 ⑥ その他（具体的に：                           ） 
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６．この一週間で，つぎのようなことにどの程度悩まされましたか。次の（１）～（９）につ

いて，それぞれお答えください。     

 （１）睡眠の途中で目が覚めてしまう。  ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （２）イライラして怒りっぽくなっている。  ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （３）その時の場面が，突然頭にうかんでくる。 ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （４）寝つきが悪い。    ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （５）物事に集中できない。             ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

（６）震災を思い出すと，身体が反応して汗ばんだり，息が苦しくなったり， 

 むかむかしたりドキドキすることがある。 ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

（７）震災についての夢を見る。    ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （８）何事にもやる気が起きない。    ① 全くなし・② 少し・③ かなり 

 （９）その他（具体的に：                             ） 

           

Ⅳ 介護の状態，介護支援の状況についてお伺いします。    

７．震災の前後で，要介護認定の状態に変化はありましたか。    

 ① 認定は受けていない。        

 ② 要支援＜１・２＞のままである。      

 ③ 要介護＜１～５＞のままである。    

 ④ 要支援から要介護に変更になった。      

 ⑤ 要介護から要支援に変更になった。      

 ⑥ 要支援・要介護それぞれの中で悪い方へ変更になった。   

 ⑦ 要支援・要介護それぞれの中で良い方へ変更になった。   

 ⑧ 申請（新規・区分変更）をしたいができないでいる。    

    → よろしければ，その理由をお書き下さい。 

   (        ) 

 ⑨ その他（具体的に：                     ） 

 

８．現在，どのような介護サービスを利用していますか。     

 ① 利用していない。 

 ② 介護予防サービス＜運動・口腔・栄養＞を受けている。 

 ③ 認定を受けて，介護サービスを利用している。    

 ④ 利用したいができないでいる。      

 ⑤ その他（具体的に：                           ） 

          

 ８の設問で①・④以外に○印を付けられた方にお伺いします。 

＊具体的に，受けられているサービスの項目番号に○を付けて下さい。（複数選択可）  

① 訪問介護      ⑥ 通所介護    ⑪ 福祉用具貸与 

② 訪問入浴      ⑦ 通所リハビリテーション ⑫ 特定福祉用具販売    

③ 訪問看護       ⑧ 短期入所生活介護    ⑬ 住宅改修費支給 

④ 訪問リハビリテーション ⑨ 短期入所療養介護    

⑤ 居宅療養管理指導      ⑩ 特定施設入居者生活介護    
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 ９．震災前後で介護サービスの内容に変化はありますか。 

震災前から介護サービスを利用している方のみお答えください。 

 ① かつては現在よりも良いサービスを受けていた。    

② 変化はない。        

 ③ 現在のほうが良いサービスを受けている。     

           

１０．どのような介護サービスが必要だと感じていますか。 

現在，介護サービスを利用している方，または利用希望の方のみお答えください。 

 ① 現在のサービスで十分である。      

 ② 町内にもっと多くの介護サービスの事業者が欲しい。    

 ③ 町内にもっと多くの高齢者福祉施設が欲しい。    

 ④ 町外でもいいので，利用しやすい介護サービスや福祉施設が欲しい。   

 ⑤ もっと経費負担を軽減できる制度が欲しい。      

 ⑥ 介護サービスについて相談できるところが欲しい。     

 ⑦ その他（具体的に：            ） 

            

１１．震災後にボランティアによる介護支援を受けられましたか。 ①はい・②いいえ 

           

１１の設問で「はい」と答えた方にお伺いします。 

＊それはどのようなボランティアでしたか。 

 

 

 

 

 

Ⅴ 日常生活の状況についてお伺いします。      

１２．震災の前後で，日常生活の状況に変化はありましたか。    

 ① 特にない。         

 ② 多少悪くなった。        

 ③ とても悪くなった。        

 ④ その他（具体的に：                            ） 

          

 １２の設問で①以外に○印を付けられた方にお伺いします。 

＊どのようなことに不満や不便を感じるようになりましたか。（複数選択可）   

 ① 住まいの状況（住み心地等） ⑥ 地域での交流    

 ② 仕事    ⑦ 余暇や自由時間    

 ③ 買い物    ⑧ 公的なサービスや情報   

 ④ 食生活    ⑨ その他（   ） 

 ⑤ 近隣の人たちとの関係        

            

  ①～⑨のそれぞれについて，よろしければ具体的にお書き下さい。  

 具体的に：         
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１３．震災前後での社会活動への参加について伺います。   

① 震災前から同じ活動に参加している。 

② 震災前は参加していたが今はしていない。 

③ 震災後に参加するようになった。 

④ 震災前から参加していない。 

    

 １３の設問で④以外に○印を付けられた方にお伺いします。 

＊あなたが現在参加している社会活動について，あてはまるものすべての項目番号に○をつ

けて下さい。 

① 町内会や自治会  ⑤ 商工会    ⑨ その他の集まり等 

② 婦人会  ⑥ 宗教的活動（寺社・教会など） 具体的に： 

③ 老人会  ⑦ 政治的活動     

④ 消防団  ⑧ ボランティア団体  

        

１４．震災に伴う原発災害により，ご自身あるいはお住まいの地域で影響はありましたか。 

 ① 特にない。 

 ② 直接的な影響はないが，復旧・復興の遅れにつながっていると思う。 

  ③ 食料の確保や義援金の配分など支援の推進に影響が出ている。 

 ④ 漁業・農業への影響がみられる。 

 ⑤ 不安が高まり，心理的なストレスとなっている。 

 ⑥ 今はないが，将来への不安が強くなっている。 

  ⑦ その他（        ） 

 

Ⅵ これからの生活についてお伺いします。      

１５．震災の前後で，将来の生活に対する思いに変化はありましたか。   

 ① 将来の生活に大いに希望を持っている。     

 ② これまでと同様特に不安などはない。      

 ③ 今現在は不安だが，将来については特に不安は感じない。   

 ④ これまでにはなかった不安を多少感じるようになった。   

 ⑤ これまでにはなかった不安を強く感じるようになった。   

 ⑥ その他（具体的に：                           ） 

  １５の設問で④～⑥に○印を付けられた方にお伺いします。 

＊どのような点に不安を感じていますか。（複数選択可）     

 ① 地域社会（コミュニティ）の存続 ⑤ 住環境    

 ② 生活環境全般   ⑥ 人間関係     

 ③ 仕事（生計の確保）   ⑦ 家族の将来     

 ④ 健康     ⑧ その他（              ） 

       

１６．将来の希望に関して，どこで生活したいか，誰と暮らしたいか，「心の復興」のためには特

に何が必要かなど，ご自由にお書き下さい。     
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Ⅶ            

１７．震災発生時とその直後の行動について差し支えのない範囲でお書き下さい。＜避難経路・

場所・方法・避難時の高齢者支援の有無・避難場所での高齢者支援の有無など＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．震災後，どのような支援がありましたか。複数の支援を得た場合には，役に立ったと思わ

れるものから順に 3つお答え下さい。 

 

１．                           

 

 

２．                           

 

 

３．                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問は，以上で終わりです。貴重な時間を割いていただきありがとうございました。 
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（４）結果と分析 

①総合集計の結果 

回収された調査票は 4100枚（南三陸町 2691枚，女川 1409枚）であった。回収率は、南三

陸町が 59.6%，女川町が 50.8%である。以下に集計結果を示す。 

 

１）調査対象者の基本属性（設問 A～F）について 

年齢は 60歳から 102歳までに分布し，平均７6.29歳±7.06であった（表 1）。性別は，男

性が 39％，女性が 60％であった（表 2）。住居については，自宅（①，②）が半数を占める

とともに，避難所・仮設住宅・民間借り上げ賃貸住宅（③，④，⑤）が約 45％であった。 

 

 

     

       表 1 

A年齢 

年齢区分 度数 ％ 有効％ 累積％ 

 

60 – 64歳 7 .2 .2 .2 

65 – 69歳 796 19.4 19.6 19.7 

70 – 74歳 976 23.8 24.0 43.7 

75 – 79歳 989 24.1 24.3 68.0 

80 – 84歳 759 18.5 18.6 86.7 

85 – 89歳 373 9.1 9.2 95.8 

90 – 94歳 144 3.5 3.5 99.4 

95 – 99歳 24 .6 .6 100.0 

100歳以上 2 .0 .0 100.0 

合計 4070 99.3 100.0 
 

無回答 30 .7 
  

合計 4100 100.0 
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表 2        表 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居者については，配偶者との二人暮らし（②）が 25.8％を占め，親・子・孫などとの２，３世代同

居（③～⑪）が 68.2％である。また，一人暮らしの人（①）は 465 人（11.3％）であった。その他（⑫，

4.1％）としては，嫁，嫁の家族，ひ孫，姪・甥，叔父・叔母などであった（表 4）。また，18.8％が震災前

後で同居者に変化があると回答している（表 5）。その他(⑫)の回答では，「嫁」が 52人と多く，次いで，

「ひ孫」が 33人という回答であった。 

表 4 

  表 5 

D.震災前後での同居者の変化 

  度数 ％ 

ある 769 18.8 

ない 2806 68.4 

無回答 525 12.8 

 合計 4100 100.0 

 

  

B.お住まい 

  度数 ％ 

①被害がなかったので自宅にいる。 1361 33.2 

②被害があったが自宅で生活している。                   687 16.8 

③避難所 13 .3 

④仮設住宅 1770 43.2 

⑤民間借り上げ賃貸住宅 71 1.7 

⑥親戚・知人宅で暮らしている。 48 1.2 

⑦震災前と同じ高齢者施設にいる。 5 .1 

⑧震災前とは別の高齢者施設にいる。 3 .1 

⑨震災後に高齢者施設に入所している。 16 .4 

⑩その他 82 2.0 

無回答 44 1.1 

 合計 4100 100.0 

A*.性別 

   度数 ％ 

男性 1588 38.7 

女性 2466 60.1 

無回答 46 1.1 

合計 4100 100.0 

C.同居者 

  度数 ％ 

①一人暮らし  465 11.3 

②配偶者 1056 25.8 

③親 75 1.8 

④子 575 14.0 

⑤孫 71 1.7 

⑥兄弟姉妹 47 1.1 

⑦配偶者と親 42 1.0 

⑧配偶者と親と子 78 1.9 

⑨配偶者と子 560 13.7 

⑩配偶者と子と孫 655 16.0 

⑪子と孫 528 12.9 

⑫その他 170 4.1 
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生計の立て方については，自営業，臨時雇用も含めて，何らかの仕事に就いている人（①～⑦）

は，33.8％であり，年金受給者（⑧）は 72.2％であった（表 6）。また，生計の立て方が震災前後で変

わらない人は 73.9％，変わらない人は 18.1％であった（表 7）。 

 その他(⑫)としては，「瓦礫の処理」，「義援金・保険金」がそれぞれ 11人ずつの回答であった。 

 

  表 6 

E.生計の立て方 

  度数 ％ 

①会社員 260 6.3 

②公務員 43 1.0 

③主婦 66 1.6 

④パートタイム 62 1.5 

⑤農業 287 7.0 

⑥漁業 399 9.7 

⑦自営業(⑤，⑥以外) 276 6.7 

⑧公的年金での生活 2961 72.2 

⑨家族の扶養 813 19.8 

⑩資産収入 23 .6 

⑪生活保護 23 .6 

⑫その他 99 2.4 

 

  表 7 

F.生計の立て方は震災以前と同じか 

  度数 ％ 

はい 3029 73.9 

いいえ 742 18.1 

無回答 329 8.0 

合計 4100 100.0 
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２）身体状況，医療支援の状況について     

設問 1：「現在のおからだの状態はいかがですか」では，良いと答えたものが，21.9％，悪いと答え

たものが 18.8％，普通が 54.6％であった（表 8）。震災前後での変化については，特にないが 63.3％

を占めるものの，新たな病気，持病の悪化，通院服薬している人，その他・複数回答を合わせる（②

～⑤）と，36.7％であった（表 9）。受療状況については，14.1％の人は必要がないが，約 80％の人が

通院している（表 10）。 

その他(⑤)としては，「肩・腰・ひざ・あし」等の身体の痛みがあるという回答が 30人，「血圧の上昇」，

転倒による打撲・骨折がそれぞれ 12人ずつという回答であった。 

 

表 8     表 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表 10 

3.現在の受療状況 

  度数 ％ 

①必要がない。                   577 14.1 

②通院している。 3271 79.8 

③往診・訪問診療を受けている。 57 1.4 

④入院している。 28 .7 

⑤福祉施設（老人保健施設）に入所している。 19 .5 

⑥その他 25 .6 

無回答 123 3.0 

合計 4100 100.0 

 

 

1.体調 

  度数 ％ 

良い 899 21.9 

普通 2240 54.6 

悪い 772 18.8 

無回答 189 4.6 

 合計 4100 100.0 

2.震災前後での体調の変化 

  度数 ％ 

①特にない 2594 63.3 

②新たに病気になり，医療機関を受診した。 555 13.5 

③以前からの病気の症状が悪化して，医療機

関を受診した。 

379 9.2 

④体調が悪くなったが，通院したり薬を飲んだり

はしていない。 

124 3.0 

⑤その他・複数回答 180 4.4 

無回答 268 6.5 

 合計 4100 100.0 
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必要な医療サービスについては，現在のサービスで十分と回答した人が 29.1％いるものの，病院

（24.1％）や診療所（12.1％）の他に，通院のための交通手段がほしいと回答した人が 26.3％であっ

た。また，往診・訪問診療，リハビリテーション，相談については，それぞれ3％台であった（表11）。ま

た，その他の回答では，医療サービスまでのアクセシビリティの問題があるという回答が 27 人，医療

設備不足という回答が 22人にみられた。 

認知症については，5.9％が「家族にいる」と回答し（表 12），震災前後での症状の変化は「特にな

い（①）」が 4.7％，「悪くなった（②）」が 2.5％，「よくなった（③）」。0.0％，「震災後に発症した（④）」

0.6％であった（表 13）。この結果について，回答者数（323 人）に占める割合を求めると，「特にない

（①）」が 59.8％，「悪くなった（②）」が 31.9％，「よくなった（③）」が 0.3％，「震災後に発症した（④）」

が 8.0％であった。これらの人は特に医療・介護サービスを受けていない場合が多く（4.2％，表 14），

その回答者数（300 人）に占める割合は，58.0％であった。その他，ショートスティやデイサービス等

の通所型サービスを利用しているという 27人の回答があった。 

表 11               表 12 

 

 

 

 

   

表 14                            表 13 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

3*.必要な医療サービス 

  度数 ％ 

①現在のサービスで十分である。 1193 29.1 

②町内に病院が欲しい。 989 24.1 

③町内にもっと多くの診療所が欲しい。 498 12.1 

④通院のための交通手段が欲しい。 1079 26.3 

⑤往診・訪問診療をしてくれる診療所・病院が欲し

い。 

127 3.1 

⑥リハビリをしてくれる診療所・病院が欲しい。 159 3.9 

⑦医療について相談できるところが欲しい。 121 3.0 

⑧その他 223 5.4 

4.家族（本人または同居

者）に認知症の方がいる 

  度数 ％ 

はい 240 5.9 

いいえ 3545 86.5 

無回答 315 7.7 

 合計 4100 100.0 

4*.震災前後での認知症の方の変化 

  度数 ％ 

①特にない。 193 4.7 

②悪くなった。 103 2.5 

③よくなった。 1 .0 

④震災後に発症した。 26 .6 

無回答 3777 92.1 

 合計 4100 100.0 

4**.認知症の方の受けている医療・介護サ

ービス 

  度数 ％ 

①特に受けていない。 174 4.2 

②入院している。 20 .5 

③施設に入所している。 29 .7 

④訪問介護を受けている。 34 .8 

⑤その他 43 1.0 

無回答 3800 92.7 

合計 4100 100.0 
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３）心理的なストレスの状況について 

震災前後での心理的なストレスの変化（表 15）は，特にない（①）が 40％であり，それ以外はストレ

スを自覚している。特に強いストレスを感じている人（③）は 16.3％，心理的なストレスに関して受療し

ている人（⑤）が，1.1％であった。その他，ストレスだけでなく不安を感じるという回答が 21 名にみら

れている。 

また表 16 に示す設問６「この一週間で，次のようなことにどの程度悩まされましたか。」では，1.睡

眠途中で目が覚めてしまう，や4.寝つきが悪いといった睡眠関連の項目の度合いが高い。また，3.そ

の時の場面が突然頭に浮かぶも他の設問項目問と比較して高い傾向がある。また，その他(⑥)の記

述回答は 151 人からあり，「不安・うつ・やる気がない」と 28 人が回答しており，12 人が「安定剤を服

用している」と回答している。 

 

表 15 

5.震災前後での心理的な状態の変化 

  度数 ％ 

①特にない。 1651 40.3 

②多少ストレスを感じるようになった。 1512 36.9 

③強いストレスを感じるようになった。 670 16.3 

④心理的なストレスに関して周囲の人に相談するようになった。 35 .9 

⑤心理的なストレスに関して病院・診療所で治療を受けるようになった。 72 1.8 

⑥その他 46 1.1 

無回答 114 2.8 

合計 4100 100.0 
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表 16-a 

  
  

①  

全くなし 

②  

少し 

③ 

かなり 

 

無回答 

  

1睡眠途中で目が覚めてしま

う 

度数 1491 1842 576 191 4100 

% 36.4 44.9 14.0 4.7 100.0 

2 イライラして怒りっぽい 
度数 2440 1122 251 287 4100 

% 59.5 27.4 6.1 7.0 100.0 

3その時の場面が突然頭に浮

かぶ 

度数 1893 1444 430 333 4100 

% 46.2 35.2 10.5 8.1 100.0 

4寝つきが悪い 
度数 2222 1094 508 276 4100 

% 54.2 26.7 12.4 6.7 100.0 

5物事に集中できない 
度数 2648 891 226 335 4100 

% 64.6 21.7 5.5 8.2 100.0 

6震災を思いだし，身体が反

応する 

度数 2647 933 221 299 4100 

% 64.6 22.8 5.4 7.3 100.0 

6.7震災についての夢を見る 
度数 2653 926 236 285 4100 

% 64.7 22.6 5.8 7.0 100.0 

6.8何事にもやる気が起きない 
度数 2709 823 239 329 4100 

% 66.1 20.1 5.8 8.0 100.0 

 

       表 16-b 

 6.9その他（具体的に） 度数 ％ 

 記述回答あり 151  3.7  

 無回答 3949  96.3  

合計 4100  100.0  
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４）震災前後での要介護認定の変化について 

震災前後での要介護認定の変化(表 17)について，まず，介護保険の認定の有無については，認

定を受けていない(①)が 79.3％であり，要支援または，要介護の認定を受けているケースは，320 人

（約8％）であった。震災前後で介護度の変化が見られた(④，⑤，⑥，⑦)のは27人であり，悪い方へ

変更になった(④，⑥)のは 18人，良い方へ変更になった(⑤，⑦)は 9人であった。 

また，介護保険の認定に関して，申請(新規・区分変更)をしたいができない(⑧)という人も 7人おり，

その理由としては，「申請中」，「更新中」「このままで良いでしょうかと電話があり，なりゆきで『ハイ』と

家族の者が返事をしてしまった」等と述べられている(表 18)。 

        

 表 17 

7.震災前後での要介護認定の変化 

  度数 ％ 

①認定は受けていない。 3251 79.3 

②要支援＜１・２＞のままである。 113 2.8 

③要介護＜１～５＞のままである。 173 4.2 

④要支援から要介護に変更になった。 11 .3 

⑤要介護から要支援に変更になった。 5 .1 

⑥要支援・要介護それぞれの中で悪い方へ変更になった。 7 .2 

⑦要支援・要介護それぞれの中で良い方へ変更になった。 4 .1 

⑧申請（新規・区分変更）をしたいができないでいる。 7 .2 

⑨その他 27 .7 

無回答 502 12.2 

合計 4100 100.0 

   

         表 18 

7*.申請ができない理由 

  度数 ％ 

記述回答あり 42 1.0 

無回答 4058 99.0 

合計 4100 100.0 
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5）現在利用中の介護サービスについて 

現在利用中の介護サービス(表 19)は，利用していない(①)が 2520 人（61.5％）であり，介護予防サ

ービス(②)が 19 人，認定を受けて介護サービスを利用している(③)が 218 人という結果であった。ま

た，利用したいができないでいる(④)との回答が 11 人からあった。その他(⑤)として，「要介護認定を

受けていないがサービスを利用している」という回答が 10人ほどみられた。 

                       

表 19 

8.現在利用中の介護サービス 

  度数 ％ 

①利用していない。 2520 61.5 

②介護予防サービス＜運動・口腔・栄養＞を受けている。 19 .5 

③認定を受けて，介護サービスを利用している。 218 5.3 

④利用したいができないでいる。 11 .3 

⑤その他 21 .5 

無回答 1311 32.0 

合計 4100 100.0 
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具体的介護サービス(表 20)としては，訪問型サービス(①，②，③，④，⑤)の利用がのべ 184 人，

通所型サービス(⑥，⑦)の利用が 145 人，入所型サービス(⑧，⑨，⑩)の利用が 39 人，福祉用具の

利用(⑪，⑫)が 65人であった。その他，住宅改修費支給(⑬)が 11人という回答であった。表 20に示

すパーセンテージは総数を分母としているが，「介護認定を受けてサービスを利用している人（218

人）」を分母とすると，それぞれ，①訪問介護 28.4%，②訪問入浴 27.5%，③訪問看護 14.2%，④訪問リ

ハビリテーション 11.0%，⑤居宅療養管理指導 3.2%，⑥通所介護 43.1%，⑦通所リハビリテーション

23.4%，⑧短期入所生活介護 10.6%，⑨短期入所療養介護 4.1%，⑩特定施設入居者生活介護 3.2%，

⑪福祉用具貸与 28.0%，⑫特定福祉用具販売 2.3%，⑬住宅改修費支給 5.0%である。 

 

        表 20 

8*.具体的介護サービス 

  度数 ％ 

①訪問介護 62 1.5 

②訪問入浴 60 1.5 

③訪問看護 31 .8 

④訪問リハビリテーション 24 .6 

⑤居宅療養管理指導 7 .2 

⑥通所介護 94 2.3 

⑦通所リハビリテーション 51 1.2 

⑧短期入所生活介護 23 .6 

⑨短期入所療養介護 9 .2 

⑩特定施設入居者生活介護 7 .2 

⑪福祉用具貸与 61 1.5 

⑫特定福祉用具販売 5 .1 

⑬住宅改修費支給 11 .3 
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(6)震災前後での介護サービスの変化について 

震災前後での介護サービスの変化では，変化はない(②)が 240 人であり，サービスの改善（③）が

25人，サービスの低下が 40人であった(表 21)。 

        表 21 

9.震災前後での介護サービスの変化 

  度数 ％ 

①かつては現在よりも良いサービスを受けていた。 40 1.0 

②変化はない。 240 5.9 

③現在のほうが良いサービスを受けている。 25 .6 

無回答 3795 92.6 

合計 4100 100.0 

 

 

 

 

７）必要なサービスについて 

必要なサービスに関する設問(表 22)では，負担軽減の制度が欲しい(⑤)が 136人と最も多く，次

いで，町内に介護サービスや高齢者福祉施設が欲しい(①，②)がそれぞれ 109人，104人，町外で

もよいので利用しやすい介護サービスや福祉施設が欲しい(③)が 49人，介護サービスについて相

談できる所が欲しい(⑥)が 44人であった。その他，11人ほど，設問の選択肢以外の要望について回

答している。 

            

表 22 

10.必要なサービス 

  度数 ％ 

①現在のサービスで十分である。 199 4.9 

②町内にもっと多くの介護サービスの事業者が欲しい。 109 2.7 

③町内にもっと多くの高齢者福祉施設が欲しい。 104 2.5 

④町外でもいいので，利用しやすい介護サービスや福祉施設が欲しい。 49 1.2 

⑤もっと経費負担を軽減できる制度が欲しい。 136 3.3 

⑥介護サービスについて相談できるところが欲しい。 44 1.1 

⑦その他 15 .4 
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８）ボランティアによる介護支援を受けたかについて 

ボランティアによる介護支援については，450 人（11.0%）がボランティアによる支援を受けていた

(表 23)。また，どのようなボラティアによる支援を受けたかについては，「血圧測定」という回答が 285

人，次いで「薬の処方」が 90人という回答であった。 

 

             表 23 

11.ボランティアによる介護支援を受けた？ 

  度数 ％ 

はい 450 11.0 

いいえ 2429 59.2 

無回答 1221 29.8 

合計 4100 100.0 

 

 

 

９）震災前後での日常生活の変化について 

震災前後での日常生活の変化(表 24)は，特にない(①)が 1735 人（42.3％），悪くなった（②と③）

が 2072 人(50.5％)であった。その具体的な不満や不便について（表 25）は，買い物(③)を指摘する

人が 1261 人（30.8％）と多く，次いで住まいの状況・住み心地等(①)が 1106 人（27％），地域での交

流(⑥)が 415人（10.1％）であった。 

 

 

           表 24 

12.震災前後での日常生活の変化 

  度数 ％ 

①特にない。 1735 42.3 

②多少悪くなった。 1289 31.4 

③とても悪くなった。 783 19.1 

④その他 36 .9 

無回答 257 6.3 

合計 4100 100.0 
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表 25 

12*.不満や不便 

  度数 ％ 

①住まいの状況（住み心地等） 1106 27.0 

②仕事 396 9.7 

③買い物 1261 30.8 

④食生活 273 6.7 

⑤近隣の人たちとの関係 401 9.8 

⑥地域での交流 415 10.1 

⑦余暇や自由時間 145 3.5 

⑧公的なサービスや情報 332 8.1 

⑨その他 172 4.2 

 

 

表 26 

12**.具体的な不満や不便について 

  度数 ％ 

 記述回答あり 74 1.80  

 

 

日常生活での具体的な不満や不便さについてより詳細に記述した回答が，表 26 に示されるように

74人あり，特に多かった買い物への不満・不便さについては，「近所に店が無い。車を運転するので

隣町に行って買い物をしている。」，「買い物は息子に乗せられて 1 週間分買い込む。」等の回答が

みられ，住まい・住環境については，「狭い。なれない団地での集団生活。」，「自宅が震災で流失し

てしまい部屋が狭くゆったりできない仮設のため隣があまりに近すぎるため気を遣いすぎる」等の回

答がみられる。 
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１０）震災前後での社会活動の変化について 

震災前後での社会活動の変化(表 27)は，震災前から活動に参加していない(⑤)という回答が

2242 人（54.7％）と最も多い。その一方，震災前より何かしらの活動に参加し，それが今も継続してい

る人 (①)は 594人（14.5％），震災前は参加していたが今はしていないが 838人（20.4％），震災後に

社会活動に参加するようになったとの回答は 95人(2.3％)であった。 

表 23に示す「現在参加している社会活動」については，老人会(③)が 598人(14.6%)と最も多く，次

いで，町内会や自治会(①)14.2％であった。その他（⑨）では，グランドゴルフ等のスポーツへの参加

が 40人，お茶会への参加が 39人，地域の交流会への参加が 35人，趣味の会への参加が 24人等

という回答がみられている。 

 

 

 

         表 27 

13.震災前後での社会活動の変化 

  度数 ％ 

①震災前から同じ活動に参加している。 594 14.5 

②震災前は参加していたが今はしていない。 838 20.4 

③震災後に参加するようになった。 95 2.3 

④震災前から参加していない。 2242 54.7 

無回答 331 8.1 

合計 4100 100.0 

 

             表 28 

13*.現在参加している社会活動 

  度数 ％ 

①町内会や自治会 581 14.2 

②婦人会 225 5.5 

③老人会 598 14.6 

④消防団 36 .9 

⑤商工会 44 1.1 

⑥宗教的活動（寺社・教会など） 42 1.0 

⑦政治的活動 11 .3 

⑧ボランティア団体 105 2.6 

⑨その他 313 7.6 
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１１)原発災害の影響について 

原発災害の影響は，特にない(①)という回答が 2661 人（64.9％）であった。しかし，原発災害の影

響について，今はないが将来への不安が強くなっている(⑥)が 12.9％，漁業・農業への影響がみら

れる(④)が 8.6％であり，見えない被害への不安が少なからずある(表 29)。 

その他（⑦）では，「女川原発が心配」という回答が 32人と多く，そのうち，23人は南三陸町での回

答であった。また，「食べ物への影響」，「恐怖・不安を感じる」という回答が 17人，「原発は必要ない」

という回答が 15人であり，その 15人のうち 10名が女川町での回答であった。 

           

      表 29 

14.原発災害の影響について 

  度数 ％ 

①特にない。 2661 64.9 

②直接的な影響はないが，復旧・復興の遅れにつ

ながっていると思う。 

245 6.0 

③食料の確保や義援金の配分など支援の推進に

影響が出ている。 

38 .9 

④漁業・農業への影響がみられる。 353 8.6 

⑤不安が高まり，心理的なストレスとなっている。 154 3.8 

⑥今はないが，将来への不安が強くなっている。 527 12.9 

⑦その他 159 1.3 
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12)将来の生活に対する思いについて 

将来の生活に対する思いとしては，震災による将来への不安が感じられるという回答が約半数の

2285 人(55.7％)であり，これまでになかった不安を多少感じるようになった(④)が 1473 人（35.9％），

これまでになかった不安を強く感じるようになった(⑤)が 812 人（19.8％）であった。しかし，将来の生

活に大いに希望を持っている(①)という回答が 124 人(3.0％)みられ，これまでと同様に不安などない

(②)が 1043人（25.4％），今は不安だが将来については特に不安を感じない(③)が 262人（6.4％）と，

将来に対する不安は，必ずしも全員が感じているわけではない。 

また，表 31 に示されているように，どのような点に将来の不安を感じるかについては，健康（④）が

1064 人（26％）と最も多く，次いで，住環境（⑤）が 991 人（24.2％），生活環境全般（②）855 人（20．

9％）と続いている。その他の回答（⑦）では，「年金や医療費」などのお金に関する回答が 30人，「再

度，震災や津波が起こるのではないか」という回答が 16 人，「自身や家族の将来への不安」という回

答が 15 人であった。そして，原発の影響の項目への回答とは別に，原発・放射能に不安を感じると

いう回答が 14人にみられている。 

 

     表 30 

15.将来の生活に対する思い 

  度数 ％ 

①将来の生活に大いに希望を持っている。 124 3.0 

②これまでと同様特に不安などはない。 1043 25.4 

③今現在は不安だが，将来については特に不安は感じない。 262 6.4 

④これまでにはなかった不安を多少感じるようになった。 1473 35.9 

⑤これまでにはなかった不安を強く感じるようになった。 812 19.8 

⑥その他 37 .9 

無回答 349 8.5 

 

       表 31 

15*.どのような点に将来の生活の不安を感じるか 

  度数 ％ 

①地域社会（コミュニティ）の存続 376 9.2 

②生活環境全般 855 20.9 

③仕事（生計の確保） 669 16.3 

④健康 1064 26.0 

⑤住環境 991 24.2 

⑥人間関係 258 6.3 

⑦家族の将来 813 19.8 

⑧その他 133 3.2 
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13)将来の希望などに関する自由記述について 

将来の希望についての設問「将来の希望に関して，どこで生活したいか，誰と暮らしたい

か，「心の復興」のためには特に何が必要かなど，ご自由にお書き下さい。」への回答につい

て，自由記述の回答を表 32のようにカテゴリー化して集計を行った。その結果，特に住む場

所についての希望への回答者数は 1075 人（26.2％）と多く，その内訳は，「このまま・今の

場所に暮らしたい」が 537人，「元の場所に戻りたい」が 306人であった。 

生活・生き方についての回答者数は 408人(10.0％)であり，その内訳は，「元通りの生活を

したい」が 224人，「このままの生活をしたい」が 141人であった。3番目に多い。 

家族・親類についての回答者数は 294 人(7.2％)であり，その内訳の中では，「今と同じ人

と一緒に暮らし続けたい」が 237名と最も多かった。 

 

       表 32 

16.将来の希望などに関する自由記述カテゴリー分類 

  度数 ％ 

住む場所について 1075 26.2 

生活・生き方について 408 10.0 

家族・親類について 294 7.2 

仕事について 53 1.3 

医療・介護について 13 .3 

他者への要望について 30 .7 

健康・元気について 54 1.3 

設備や物資について 73 1.8 

心の問題について 32 .8 

経済問題について 11 .3 

地域社会の問題について 34 .8 

その他 162 4.0 

問題・要望なし 34 .8 

無回答 1827 44.6 

合計 4100 100.0 
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14)震災発生時の行動ついて 

災害発生後の行動についての設問「震災発生時とその直後の行動について差し支えのない範

囲でお書き下さい。＜避難経路・場所・方法・避難時の高齢者支援の有無・避難場所での高

齢者支援の有無など＞」については，その記述を「発災後の行動判断」(表 35)と「直後の具

体的な避難方法」に関してカテゴリー化して集計した。 

判断に関しては，「自分で避難の判断をした」が 1026 人（25.0％）と多くみられる。この分

類に関して，判断に関する記述があった 1477人を分母とすると，避難の必要なしと判断した

人 19.6%，自分で避難を判断した人 69.5%，親族の勧めで判断した人 4.3%，他人(親族以外)

の勧めで避難した人 4.3%，親族に対して避難を勧めた人 0.7%，他人(親族以外)に対して避難

を勧めた人 1.7%となる。 

また，一時避難の方法も，自力で避難したが 1142人（27.8％）と最も多い。この分類に関し

て，避難方法に関する記述があった 1464人を分母とすると，直後は避難できなかった（怪我・

病気・閉じ込められた・避難経路がない）人 4.2%，自力で避難した人 78.0%， 

親族の助けによって避難した人 5.9%，他人（親族以外）の助けで避難した人 8.2%，親族の避

難を助けた人 1.0%，他人(親族以外)の避難を助けた人 2.7%となる。 

 

      表 33 

17.震災発生時の行動カテゴリー分類①判断 

  度数 ％ 

避難の必要なしと判断した 290 7.1 

自分で避難を判断した 1026 25.0 

親族の勧めで判断した 63 1.5 

他人(親族以外)の勧めで避難した 63 1.5 

親族に対して避難を勧めた 10 .2 

他人(親族以外)に対して避難を勧めた 25 .6 

判断について不明 444 10.8 

その他・複数回答・分類不能 102 2.5 

無回答 2077 50.7 

合計 4100 100.0 

 

  



28 

 

      表 34 

17*.震災発生時の行動カテゴリー分類②一次避難方法 

  度数 ％ 

直後は避難できなかった（怪我・病気・閉じ込めら

れた・避難経路がない） 

61 1.5 

自力で避難した 1142 27.8 

親族の助けによって避難した 86 2.1 

他人（親族以外）の助けで避難した 120 2.9 

親族の避難を助けた 15 .4 

他人(親族以外)の避難を助けた 40 1.0 

一次避難方法について不明 273 6.6 

避難しなかった・その他・複数回答・分類不能 286 6.9 

無回答 2077 50.7 

合計 4100 100.0 
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15)震災後の支援で役に立ったものについて 

震災後の支援についての設問「震災後，どのような支援がありましたか。複数の支援を得た

場合には，役に立ったと思われるものから順に 3つお答え下さい。」への回答としては，飲食

物の支援が 42.3％と多く，次いで，生活用品の支援が 14.3％，被服の支援が，12.0％と，物

的支援が役に立ったという回答が多くみられている。一方で，多くの団体や個人が発災直後

から被災地支援を行っているが，物やお金の提供ではなく，人による援助行為（サービス）

を挙げる人も少なくない（表 35）。 

            

表 35 

18.震災後の支援で役立ったもの 3つ（合計） 

  度数 ％ 

飲みもの 908 14.6 

食べもの 1720 27.7 

着るもの 747 12.0 

寝具 187 3.0 

住まい 26 0.4 

避難所 15 0.2 

生活用品 889 14.3 

風呂 54 0.9 

お金 159 2.6 

民間のボランティア サービス 359 5.8 

公的なサービス 278 4.5 

身近な人からのサービス 36 0.6 

その他のサービス 239 3.8 

イベント 11 0.2 

支援なし 124 2.0 

複数回答 273 4.4 

その他 194 3.1 
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自由記述回答（設問 17）の抜粋 

ID 地域  年齢  性別  17．震災発生時とその直後の行動について，差支えのない範囲でお書きく

ださい。＜避難経路・場所・方法・避難時の高齢者支援の有無・避難場所で

の高齢者支援の有無など＞ 

R0122 南三陸  75 女性  3月 11日は高野会館での行事に参加していたので地震発生から津波が押し

寄せ時間迄長くはなかった。いち早く会館の従業員一同の避難誘導のおか

げで多くの方が命拾いをしたし，それに会館の建物が頑丈だったので 330 人

余りの生命も救われた。この日高齢者が多かったようです。二日間も閉じ込め

られ，先輩の方々は大変だったと思います。(食べるものもない)病院には患者

を運ぶヘリコプターが往来していましたが，会館にも老人が沢山居たようです

が一人も事故なく全員無事だったのでなによりでした。津波の時は空から助

けも必要ではないかと思いました。 

R0471 南三陸  70 女性  気仙沼の市立病院の帰り津波にあい，大谷で消防の一人の方に助けられ夜

になり車で寒さで震えていると大谷の仙翁寺に連れていかれ食事や水を口に

して四日間お世話になりました。消防の方は死亡しました。 

R0555 南三陸  78 男性  気仙沼市立病院に入院していたが治療がなくなりリハビリだけになったため，

震災で家が全壊し行くところがなくとても困りました。車いすで身障者だった

のでどこにも行くことができず，遠くの病院に転院せざるをえなかったので，精

神的にもとてもつらかった。家族も大変だろうしどうすることもできなかった。 

R0692 南三陸  86 男性  避難所生活はしないが友人宅に 40 日間お世話になった。ボランティアは避

難所などでは支援は十分だと思った。友人宅などでは不十分である 

R1037 南三陸  70 女性  自宅で孫たちが学校から帰る時間なので心配して待ってた。目の前に津波

が押し寄せてきたのが見えたので近所の高い家へ避難した。我が家は床上

浸水だった。自分が一人家にいたので夕方避難所へドロドロの道を近所の

人たちと手を取り合って歩いていった。道路が寸断されて避難所は孤立して

食事はもとより毛布も少なくて高齢者は特にトイレに通うのに大変だった。あっ

たこともない大震災。近くの保育所にいた保育士さん達２．３人で自宅も流さ

れたのに帰らず避難所で一生懸命被災者の面倒を見てくれた。特に高齢者

支援などは無かった。 

R1135 南三陸  82 女性  車で山手の方へ避難，夕方に体育館へ移動。体育館で体調を崩し，栃木県

の息子の所へ移動し，2 か月間の通院。避難所にあった診療所が大変助か

った。医者による心のケアや先生がいるということだけで安心できた。 

R1150 南三陸  82 男性  裏山つたいに親類の家に(高い所にある)避難した。部落が一つになって避

難生活をした。他の避難所の実体がわからないから，当地区の事情が良いも

のと思っていた。避難者に対する支援については実に有り難いと思っている。

ただし半壊と全壊の差が多いのには困っている面が多いと思います。半壊で

も生活する全ての物は 1 階に有ったので全て流されなくなり，水没したりで全

て捨てたので，そういう面では困ったものと思う。全壊と半壊の差が大きい。我

が家はもう少しで１階の天井まで届くほどの水がのった 

R1174 南三陸  89 女性  志津川のデイサービスに行き，同行した多くの人が死亡，行方不明になって

いる。私は車イスなので若い男性に背われて高校に避難した多くの人々に助

けられた。食事等を含め。 

R1363 南三陸  68 男性  自宅から二カ月後に仙台に(震災後地域コミュニティーに温度差と矛盾を感

じ，それが強いストレスとなり後日，仙台の病院で治療を受けた) 

R1641 南三陸  68 女性  三陸地方の先人の言葉で「津波てんでんこ」と言うのを良く耳にします＜注：

「津波が来たら，取る物も取り敢えず，肉親にも構わずに，各自てんでんばら

ばらに一人で高台へと逃げろ」 「自分の命は自分で守れ」 「自分自身は助

かり他人を助けられなかったとしてもそれを非難しない」  という不文律

（Wikipedia による ）＞。今回の震災で身をそれに近い経験だった様に思い

ます。もの凄い揺れに「多少津波が来るかも」と認知症の主人とペット (犬 )を

連れて自宅のすぐ上のデイサービスに避難しました。当時主人も利用者だっ

たので介護士さんが親切に毛布とベットを提供してくれたので当日の利用者

の方達と庭に要りました。６M の津波との防災無線を耳にした時「志津川湾」

の方で波の柱のような天までとどきそうなものを見ました。直後介護士さんが

私の目の前を主人のベットを押して建物の裏手の方へ回っていただいたので
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それを追いかけて走ったら「裏の杉山に登れー」って男性の声で呼ばれたの

で必死で山に足を掛けました。その時既に主人のベットは私の視界から消え

て居ました※仮設に入る迄姉の家で暮らしていたので避難所生活の経験は

ありません。 

R1850 南三陸  68 女性  仕事場に二日間泊まる。三日目 (１３日 )帰宅。歩いて志津川から自宅へ。す

ぐ避難所へ。折立より荒町まで歩いてそれからバスにて登米中学校へ(９９才

のお祖母さんが腰が悪いので歩行できず部落の方々におぶってもらったり担

架を作ってもらい運んでもらいました。大変お世話になりました。その後１５日

施設に申し出て施設の方が迎えにきていただき現在入居中なので助かりまし

た) 

R1876 南三陸  67 女性  自宅→自宅のまま流された→旭ヶ丘センター→仙台→現在の仮設。高校生

に助けられた。 

R1992 南三陸  71 男性  地震発生後防災無線放送をたよりに津波情報を開き 6Mの津波が来るとのこ

となので，チリ地震津波を想定して，この地域までは津波は来ないだろうと認

識してしまった。防災放送が１０M 以上の大津波が来ると放送後，プツリと放

送中止したので町舎が被災したのではないかと思い近隣の人たちが逃げた

か声をかけに出たら，もう目先５００M まで大津波が接近してたので，約 10 人

の人達に氏神様の山に逃げるよう指示して，自宅に戻りは母親（98 歳）を背

負い妻と共に裏山へかろうじて助かりました。約 1 時間くらいで海水が引いて

いった後，大声で逃げる人達を呼び避難先を佐藤さん宅にしてガレキの中を

移動した。途中流された屋根の上から助けを求める女性を声がしたので若者

達中心に助ける事が出来た。その後子供の注意が聞こえたところに母親が

探しに来たので，その子供も助かった。5 時 30 分頃に雪の中佐藤宅にたどり

着いたころ，もう近隣 15 人程が避難してましたが，ここでは無理と思い，荒井

地区ふれあいセンターの開放と支援の依頼して皆さんを送り入れた。自分の

母親は集団での場所では皆さんに迷惑に成ると思い海蔵寺住職にお願いし

て，妻と母親を頼みセンターで地域の行方不明者の人数確認に務めた。５０

～６０人の行方が分からなかった。その後については別途機会があれば，又

支援についても。13 日からの捜索（行方不明者）と道路の確保を区長を中心

に実施する。 

R2025 南三陸  76 女性  自宅で地震。アリーナに避難して，秋田の娘の家に，５か月いた.（ガレキの下

にお父さんが埋まってた） 

R2044 南三陸  72 女性  気仙沼の病院にいて帰る途中に津波に遭遇して，車の中でどんどん波が入

ってきて逃げようとしたら，波にさらわれて海中に入ってしまった。海中の中か

らどうにか浮いたところを助けられた 

R2129 南三陸  67 男性  3月 11 日午後２時４６分私と娘，そして外孫３人で居る時の大地震でした。私

は津波が来る事を思い，娘に津波が来るから避難するぞと言い私は孫を抱き

民家の多い道をさけて，旧清水小近くの親戚の家へ（車１分）親戚の家につ

きガスの元栓をしめ忘れた所に気付き元栓をしめに自宅へ戻りガスの元栓を

しめ上流の方を妻が仕事場から帰って来るかもしれない，そう思いながら川を

見て見たら水門が閉まっているのに水が少ない（私の家は川のそばにありま

す）これは大津波が来ると感じてすぐに元の道を通り車は旧清水小の校庭に

置き娘と孫の居る所へ急いで行き，車に乗る様に指示して歩きながら近くの

人達へ神社に行くように話し校庭では車の中にいる人達に大声で神社に行

くようさけび，私達は商工団地へ避難しました。 

R2130 南三陸  70 女性  今さらあんな思い，思い出したくもありませんので書きません。 

R2179 南三陸  65 男性  津波の時は家内と父の３人で家におりました。地震が来て津波が来るというの

で，家の前の山の上に３人で逃げその場所で津波に家が流されるのを目のあ

たりにしました。津波後は近くの親類の家で３カ月過ごしました。１カ月後に父

の体調が悪くなって４月２７日に死亡しました。津波から半年後に仮設に入居

しました 
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R2413 南三陸  77 男性  ①息子夫婦の車 2 台に家族全員（6 名と犬 1 匹）分乗して大雄寺の墓地予

定地で１夜を明かす②入谷小学校が避難場所になったとの事を聞き，入小

の体育館③上の山中腹にある姉の家で約２ヶ月間お世話になる④ホテル観

洋が避難所になったので家族全員でお世話になる（５月半ばから )⑤８月２５

日仮設住宅に転居，以後現在まで高齢者支援特になし(家族の中で特別に

個室を使わせてもらった）⑥大雄寺さんから外套を頂き助かる作業や外出の

際⑥綿入れの支給あり(室内着用に） 

R2419 南三陸  73 男性  地震の直後，仙台沖の津波が思い出され，すぐ会社に向かい事務所金庫の

書類をトランクに積み込み，高台商工団地へ運び現場を見に下へ下り，どの

くらいの津波が来るのか高台で見て水面がどんどん上がって来たので，さら

に上へ登り自宅の真上に移動した。丸平製材の上の佐藤さん宅まで登った

ら，おくまん神社の下のほうから，足の悪い夫婦が，ずぶぬれで登ってきたの

を見つけて，登るまで坂道を肩がけし佐藤さん宅まで上げ三度目の波を見，

水が下がったのを見届け，後は，収まったと思い商工団地の本家で多色を貰

い息子の嫁の実家の入谷に行き４ヵ月世話になる。チリ地震と今度と人生２

度家の流失にあっています。仙台沖の津波が来れば絶対，チリ津波より大き

いと前より思っていました。 

R2434 南三陸  65 男性  町内の山林で仕事中地震にあい，直ちに帰宅。家は特に被害なし。町の無

線広報で６Ｍの大津波警報を聞く。妻に家まで来ないからと言って地区内の

会館の開放と高齢者の安否に出かける。１軒目の訪問先で津波に遭う。約１

５Ｍくらいの高さだった。妻も俺が出かけた直後会館に避難，自宅の流失を

確認，保育所に通う孫の安否を確認しに歌中に行き，無事避難していたので

安心して地区に帰る。地区の会館に５０名程近所の炊き出しを受ける。翌日

から地区一丸となり被災者の支援にあたる。地区会館を避難所として１００日

間被災者のまとめ役として世話をする 

R2453 南三陸  69 女性  私は３月１１日地震にあったとき，石巻赤十字病院に書類を提出しにいって

いた。すごい揺れに津波が頭をよぎった。常々主人が話していたので電話を

しても通じない。まもなく第１波が３メートルと聞いてそれから１０メートルの話を

聞いたとき私の頭がパニックで真っ白になり，山手に逃げようと思っていても

道が思い出されなかった。とにかく志津川は終わりと思って早く帰らないと，と

焦る気持ちのまま４５号線に出た。渋滞で車が動かない。色んなことが頭をよ

ぎる。ふと左前方より１台の車が４５号線に向かって走ってくる。この道だと我

に帰って後は夢中で雪で視界が悪く不安だったけど津山まで帰ることができ

た。そこで志津川の事を聞いて横山より志津川は入れないと言われ途方にく

れてしまい，別のルートで途中まで帰りたかった。しかし道路が寸断している

かもしれないと言われ，あきらめて中田に居る息子の所に行き３ヶ月お世話に

なって，家族バラバラで生活した。初めて２週間後志津川に入った時まるで

廃墟のごとく目を疑った。 

R2469 南三陸  67 女性  海岸よりわりと遠くに家があったので，落ち着いて地震の収まるのを待ちまし

た。まさか全壊とは思いませんでした。地震では家の建物は全く大丈夫だっ

たので夜だったら逃げなかったのかも。避難する時は小学校の生徒（名足小

学校）と一緒に高台に登りました 

R2472 南三陸  65 女性  私は津波にあった本人であり，腰から下は山に這い上がると同時に波も一

緒。木につかまって登る所まで登ったが波も段々と一緒に登り脇に一緒にい

た若い男性に手を引いてもらい助かった状態。山の中間あたりまで登った時

はもう右足が上がらなくなりその日の午後は友達から衣類を借り夜からは避

難生活。年のとったばあちゃん達，主に女性が多かった。でもこういう生活嫌

だと思っても我慢して生活しなくてはならないし夜も眠れない生活。又色々な

方々との生活。神経の使う暮らしをしている内に，色々な病気が出て来て，病

院に通いついに津波のあった倉庫を片づけて現在は自分宅の倉庫で暮して

います。 

R2530 南三陸  73 女性  私は震災発生当時志津川の高野会館に老人クラブでの発表をしていまし

た。家に，もしいたら生きてはいなかったと思います。私は高会館での高齢者

の対応がとても良かったため助かりました。一生心に残る出来事です。死ぬま

で皆に語り続けます。 
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R2585 南三陸  69 女性  地震発生の時，自宅にいましたが余りにも強いのでコタツの中に入りました。

主人も家の中にいましたが外に出て様子を見ていたようです。すぐ戻ってき

て，私に津波が来るからコタツから出るようにとのこと。すぐ出て靴をはいて，

時計，眼鏡，日常使っている必需品もテーブルに置いたまますぐ外に出まし

た。車に乗れと言われましたが，近所の老人が気になり見に行ったら息子さん

が来ていたので，すぐ主人の車に乗って少し高い家の畑に車を止めて主人

はもう１台車を持ってくると，又家に戻りました。私は車をおりて前の方に３人

がいたので津波がくるから逃げるよう言いました。避難所に行こうとしたがそこ

で見ていたら間もなく太平洋がそのまま入ってきた様で，電柱や建物をなぎ

倒し，海で使うホタテのネットや浮き球等がすぐ国道を乗り越えて駅の方に流

れゆっくりと目の前の家が流され，すぐ避難所を目指し走りだしました。私の

実家は高台だったので地震が来たらいつでも逃げる様にと常にみんなに言

われていました。 

R2614 南三陸  67 女性  私は家に一人で，主人は伯母が暮らしてる本吉大谷のソレイユ（施設）に様

子を見に，息子達は石巻に，小学校に避難したが夫とはなかなか会えず夜

になって無事を確認した。孫たちとは一週間も連絡がつかず不安な日々を過

ごした。佐沼の体育館にいる事がわかり，埼玉にいる息子が持って来てくれた

ガソリンを持って，涙の再会をした。孫たちは嫁の兄が生活する千葉県の家

でお世話になり埼玉の息子がそのまま連れて行ってくれた。二次避難先の鳴

子に移ってから帰省した。 

R2620 南三陸  81 女性  自宅で作業中に大きな地震があり，まさか津波が家迄はこないだろうとの油

断から避難が遅れ，途中車を捨てて，山に登って助かり，夫と二人で山中を

歩き廻ってやっと国道に抜け出て，知人宅に（1 泊したが 28 人だった）翌日

別の知人宅より迎いが来て 9 人が分かれてお世話になり 9 泊して，又老人施

設で 20 日程世話になり，南三陸町より 1 回目の移動避難で鳴子へ，6 月平

成の森の仮設へ入居して現在に至る・・・・ 

R2662 南三陸  78 女性  地震が大きかったので，津浪が来るかもと思ったものの，放送があったので一

先ず避難しようと，軽い気持ちで伊里前小学校へ行った。校庭で海を眺めて

いても，何の不安も無くいたが，小学校も危ないといわれ，まさかと思ったが

中学校まで行った。中学校から上の住宅へ向かう途中，橋の上から下の駅

前の水の勢いを見て，これは，ただ事ではないとびっくりした。それからは，シ

ョックで口も利きたくなくなった。その夜は，知り合いの家で一夜を過ごさせて

もらい助かった。夜が明けてから，山手にある家に行き，それから４か月家族５

人お世話になった。８月７日仮設入居  

R2793 女川  71 女性  高台に暮らしており，下の住居に４０㎝位の津波がありましたが海岸近くに住

んでいた親戚が避難して数か月滞在したのでこの状況を忘れず小さい子供

たちにも伝えたいです。日用品は親戚に。お店がないので食料は私や知人と

分け合いました。 

R2797 女川  77 男性  自宅から車を取りに下の方へ行き津波にあい，前の家に飛び乗り家ごと流さ

れ，流された所から山へうつり・・・。国道を歩いてた人に助けられ三小の方へ  

R2806 女川  74 女性  犬の首輪をはずしてるうちに津波が来た。木につかまり流され，偶然波が引き

助かった。海泉閣に避難。 

R2815 女川  70 女性  津波が来ると察知し，すぐ高台へ避難。夫が旅館に避難所として出来るか交

渉してくれた。飲食業をしてたので区長さんに厨房を頼まれ３３０人の収容人

数の食を任された。昼はパンやおにぎり。食材のないときは自分の畑の菜類

を摘んできて料理したりした。 

R2816 女川  72 女性  うちが上の方にあったので，安心してたら津波が迫ってきた。振り返らず逃げ

た。 

R2824 女川  67 男性  ３月１１日の大地震，大津波で自宅は障子戸などが閉まりにくくなり，これから

の寒さが大変であります。 

R2826 女川  72 男性  家で妻と家ごと女川湾に流された。小乗の買受人組合の冷凍庫に流れ着き

一晩過ごした。妻は死亡し私は船に助けられた。 
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R2831 女川  67 女性  震災日親類のおばあさんを助け，５～６分温かかったけどその後冷たくなって

しまいました。残念です。道路は瓦礫で歩けないので三日間はそのおばあさ

んはうちにいました。でも四日目自衛隊の人が来て担架で運んでくれました。

胸が詰まる思いでした。体がぶるぶる震えていました。とても悲しく今でもふと

思い出します。 

R2844 女川  74 女性  自宅に居た。庭先で津波に遭い首まで波が来て死ぬと思い，玄関の柱を掴

んだ。 

R2861 女川  81 女性  塚浜で津波をかぶり皆に助けられた。原発の休憩所で４～５日位いて町立病

院の個室に移った。町立病院で支援してもらった。ボランティアの人達にも大

分助けられた。電力さんの所にいたので暖かい食事や寒さをしのげた。他の

避難所より恵まれていたと思う。 

R2865 女川  74 女性  家で地震。そばの川からすごい音で上がってきた。道路を津波が上がって来

て車に乗せてもらって避難  

R2869 女川  75 女性  自宅から避難場所へ直接逃げた。家族（息子・夫）は流された。支援は特に

無し。震災から三日位で妹（女川）に避難した。 

R2902 女川  66 男性  今から 50 年前のチリ津波の経験を十分に生かした避難経路などその時どの

様な事をしたらよいか日常，話題が出た時話しておく事が大事である。  

R2917 女川  73 女性  地震時老人クラブの後援会に行っていて，終わって出ようとした時地震にあ

って（生涯センター）家にすぐ帰り（大原）ガスの元栓を閉めて家の中の物を

片付けていた所車が体育館に逃げていたので，すぐ PL の所まで走って逃げ

た。その後すぐ津波が来たがもう少し逃げるのが遅かったら命も危なかったと

思う。総合体育館には八日居て，九日後に仙台に行き埼玉に行った。その

後蟹田の仮設に入った。※防災無線はよく聞こえなかった。埼玉に居た時地

区の区長さんを通じ色々野球の招待や歌のショーやイベントに参加させても

らって支援が嬉しかった。 

R2949 女川  68 男性  妻と２人で津波にのまれて助けられたが，町立病院へ消防団の方に運んでも

らっている途中で息を引きとった。消防団，看護師さんも家族や家が被害に

あっているのに大変だっただろうとおもう。 

R3054 女川  68 女性  地震後津波が到来し，無線での避難指示。高台の家にて一夜を過ごし，翌

朝学校に避難し，間もなく自衛隊のヘリコプターにて子供・老人達より順番に

誘導され各避難所に。その時は各地区ごとに部屋に誘導され助かり，顔見

知りの方々で心強く，食べる物はなくても心に余裕が出来たのが何よりうれし

かったです。石巻商業高校での１ヶ月半は先生・学生さんに大変お世話にな

り，感謝感謝でいっぱいです。女川１小に移ってからも地区ごとに部屋で過ご

せたことは，何よりも一番心に残って忘れない思い出となりました。私達は年

老いた方なので，若い人達に囲まれて幸せでした。 

R3055 女川  70 男性  津波で家屋は壊れたけど，高台の空き家に２５名位で一夜を過ごし，翌朝学

校迄山道をぬけ半日位で自衛隊のヘリコプターで石巻方面に老人，子供の

順に避難し，スムーズに島を離れたのが不幸中の幸いで，それだけが今考え

ると命びろいしたと，みなさんに感謝の気持ちいっぱいです。 

R3056 女川  69 女性  津波警報の防災無線が聞こえた直後，家のすぐ近くの三十三観音遊歩道の

山へ嫁と２才の孫と，となりの一人暮らしの８３才のおばあさんを連れて山へや

っとの思いで登り，雪の降る中３時間半かかり，体育館の避難場所へ行きまし

た。途中雪の中うす暗くなり細い道でやっとの思いで懐中電灯の小さい灯り

をたよりに必死で逃げました。登る途中下の方の２階建ての家がぐるぐるまわ

りながらせまって来て，電線がばたばた倒され，煙の様な黒い波が押し寄せ

て来ました。隣の８３才のおばあさんが避難場所についたとき，一瞬記憶喪失

の様な状態になりました。 

R3108 女川  77 女性  勝手口に居り落下物を片付けていた。夫の指示で海の様子を見るよう言われ

た。しかし屋根まで波が来て首まで漬かった。夫に手を引っ張られてベランダ

に上がる。家ごと流され竹林へ避難竹を燃やし暖をとる。そこで一晩過ごす

翌日体育館へ行く。朝は冷蔵庫から流れてきた魚を食べた。 
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R3109 女川  81 男性  トイレ中地震により，ドアが開かず収まった後叩き出る。二回目の地震は柱に

つかまりそれから仏壇を片付け妻に海の様子を見るように指示，屋根まで波

が来たのでダメだと思いベランダへ出る。後ろを見ると波中にいる妻発見，妻

の手を引っ張って上に上げた。その直後床が壊れ慌てて屋根に手を掛け

た。家が山際に流されそれから竹林に上った。十人の人が暖を取っていたの

で一晩過ごす。翌日徒歩で体育館に避難。寒く水もなく朝冷凍庫から流れ

た魚を焼いて食べた。避難所ではシートを被り過ごす。翌々日は別な場所に

移動した。（暖かった）段々と一人当りのスペースが広くなり改善された。避難

場所へは通常４０分掛かるが当日はガレキのため 2 時間半掛った。 

R3126 女川  83 女性  ベットで横になっていた時，地震が発生し娘がおぶって車に乗せ町立病院へ

避難した。病院内で波にのまれましたが助かりその後病院向いの福祉避難

所へ。 

R3131 女川  71 女性  自宅で被災した。近くのセンターへ逃げた。愛犬を連れて，その後鳴子へ犬

に対しても人に対しても，とても暖かい支援を受けた。 

R3140 女川  89 女性  家族３人で家にいる時，今まで味わったことのない地鳴りのような音とともに激

しい揺れに見舞われました。とにかく外へと足を進めるも歩くこともできませ

ん。這うようにして３人で玄関までたどり着いて，何とか外へ出て一番安全な

所をと見極めてみぞれの降る中，固まってふるえていました。しばらくして少し

おさまった頃，お隣の方が大津波警報が出ているので，早く逃げてと教えてく

ださいました。貴重品を取りに家の中に入りましたが，とても歩けたものではあ

りません。正直少し迷いましたが，とにかく着のみ着のままで指定の体育館に

向かいました。途中坂道で母と弟が歩けなくなりましたが，渋滞していた車に

乗せて頂いて難を逃れることが出来ました。避難時は誰もかれも同じ状況の

中で，過ごしたように思います。日数が過ぎるにしたがって，少しずつ状況も

良くなってきて，転んで一時車イスになったりもしましたが，それもお借りできま

したし，お医者様・保健師さん他いろいろ気を配っていただいて，とても助かり

ました。心細い思いをしていたので，ありがたかったです。 

R3161 女川  66 女性  水が来たぞと，となりの旦那さんが叫んだので見る道路に水が来ていたので，

それ，逃げろと言って，脇が杉山だったので，急いで山に登った。まもなく水

が来た。家も車も流されるのを目の当たりにした。次々家が流されてくる。水が

引いたと思ったら日水の油タンクが流されてきた。あっという間でした。雪が降

り寒くて大変でした。 

R3164 女川  70 女性  石巻に買い物に行っていたので３日目で歩いて帰って来て何もなくなった町

を見てぼう然，体育館で皆に会えた時はうれしいのと安心したのとで涙が止ま

らなかった。避難所生活は一生忘れない思い出になりました。皆で助け合っ

て３か月過ごした日々は本当に忘れません 

R3172 女川  78 女性  自宅にいて地震にあって，庭に出たところ津波が来て家の床上まで浸水し

た。近所の高台の家に避難し，その後自宅の２階で生活していた。ボランティ

アの人達が来てくれて，畳を上げて外に出し乾かしてから又敷いたり，窓拭き

をしたり，水を汲んでくれたりして，膝が悪いので非常に有難かった。近所の

人達にも水汲みや，その他で大いに助けられた。 

R3175 女川  78 男性  石巻（湊小）の近くで地震にあった。すぐ自宅へ戻ろうとしたが，一小前で津

波が来て，車を学校へ置いて山づたいに歩いて，自宅まで来た。自宅は１，８

ｍ位浸水し，自宅の２階でずっと生活していた。隣近所どうし助け合い，物を

やりとりしたり，食べ物をわけあって生活した。物資の支援はあまり受けなかっ

た。 

R3176 女川  74 女性  町内の駅前で地震にあい，すぐ自宅に戻り，片づけ方をしていたところ津波

が自宅１ｍ位に来て山に逃げた。もっと高い家に１晩泊った。女川高校の体

育館に４月６日まで居て女川一小に避難していた。４月７日の地震で具合が

悪くなり，救急車に乗せられ町立病院に３～４日入院していた。病院も避難

所となっていて，食事もおにぎり，ミカン等だった。物資も不足していて大変で

した。退院して妹（旭ヶ丘）にお世話になった。 
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R3177 女川  77 女性  自宅に居て地震にあい一番下のおばあさんが一人暮らしなので見に行って，

自宅に戻ろうとした時，あっという間に膝まで波が押し寄せたので，すぐ自宅

の犬２匹と近くの高台の家に避難し，近所の人達１０人位とその一人暮らしの

おじいさんの家に一週間お世話になった。その後，東京の娘の家へ４２日居

た。戻って来た自宅は２階の中間位まで水につかり，全壊の認定を受けた。

昔から近所づきあいが良く，お互いに一緒に行動したり助け合って共に生活

してきたので，生活環境は良くなかったが，だれも体調をくずしたり病院へ行

った人はいなかった。困った時は知恵を出し合い仲良く暮らした。ここは一人

暮らしの人がほとんどなので，足の悪い人の水汲み等手伝った。  

R3179 女川  77 女性  その日外出先から帰りトイレに入り地震に会い勝手，窓，門，座敷の飾り物の

落下絵足の踏み場がなく一応片付けをしていた所その内に上に屋根迄津波

がきたので慌ててベランダへ出ると妻が首まで波につかり手を思いっきり引き

上げた時ベランダが浮き上がり手摺に上がり屋根へ手を掛けた所家屋が浮き

上がりそのまま 300ｍ位山の方へ流され山際へたどり着きそこから杉山を這い

上がり峰から下り竹林で近隣の 12名と一緒になり山で古竹を燃やして一夜を

明かした。翌朝部落の集会所へそこから体育館へ 2 時間かけて行き避難し

た。 

R3180 女川  81 男性  自宅のトイレで地震。家の屋根まで波が来てベランダに逃げたが家屋が浮き

上がり山の方へ 300ｍ位流された。山際の杉山を這い上がりそこで 12人位の

人達と一緒になり竹等を燃やし一夜を明かした。翌日部落の集会所へ行き

体育館迄 2 時間かかり歩いて避難  

R3193 女川  80 男性  私は 6 年前仙台消防局での研修会で岩手県沖地震と宮城沖地震が連動型

地震に発生する恐れがあり，時期も過ぎている連動型地震になれば恐巨大

津波襲来すると教えられた。多くの人たちが知っていれば，犠牲者も少なくて

済んだのではないかと思います。発生から 2カ月後にあの地震は連動型地震

だったと新聞に載った。すべてが遅すぎた。私はあの揺れの最中，ああ。連動

型地震だと確信した。 

R3214 女川  81 女性  地震の時は西区に居てすぐ自宅に帰った。（車に乗ってた）お寺に避難し

た。その後自宅で生活した。区長さんも一小に避難していて食料，物資の配

給，情報も何もなくてすごく不便な生活をしていた。足が悪くて配給をもらい

に行けなかったが自宅に居られたので良かった。 

R3215 女川  82 女性  地震の時海岸のホテルポートにいた。すぐガスを消して外で様子を見てい

た。がすぐお寺に逃げた。二日程いた。その後清水町で四十日過ごし水道が

復旧したので自宅に戻った。高齢者の支援は足が悪く出かけられず受けられ

なかった。 

R3228 女川  73 女性  主人に逃げるように言われ逃げたがすでに入口に津波が来ていた。主人にも

逃げるように声をかけたが主人は二階へそのまま残った 

R3260 女川  77 男性  出島からヘリコプターで向陽小学校へ２ヶ月避難その後一小で避難生活寒

くなっても布団等も貰えず寒かった。避難所では若い人達の方がいっぱいも

らって，高齢者には声をかけて貰えなかった。 

R3266 女川  70 女性  大津波警報が発令され高台避難するよう指示されたが時間があるのではと思

い，倒れた物の後かたづけをして，頭では必ず高台に車で逃げる事を決めて

いた，駐車場につき清水地区を見たら黒い津波が轟音を立てて家々を，巨

大津波を目の当たりにし女の人の助けて，助けてと叫ぶ声が一生忘れられな

いでしょう。今回の教訓として近くの高台に逃げる事。一回避難したら貴重品

や忘れ物を取りに家に戻らない事  

R3275 女川  76 男性  途中で知らない人に車に乗せられ避難した。歩いていたら途中で津波にのま

れていたと思う。 

R3280 女川  67 女性  自宅で地震にあい，近所の一人暮しの方二人の無事を確認できたのでほっ

として自宅へ戻った。孫が友人４人を連れてきた。（務め先から嫁が帰宅）雪

が降ってきたのでコート類を孫たちに着せ１分で登れる裏山へ行くように話し

自分も身支度をして玄関で靴を履いている時異様な音が聞こえ，津波が見

えたので脇道を登り展望台へ避難。明るいうちに笹やぶの中を通り５０代女

性，嫁，孫，孫の友人４人の８人で町立病院へ次の日から総体で２カ月生

活。（展望台に逃げる途中庭に女性が見えたので上に来るよう叫ぶ。上がっ
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て来た女性は波が迫ってきて母の手を離してしまったと泣いていた。自分の

上着，孫のシャツをかしたが震えが止まらないでいた。 

R3288 女川  78 女性  旧女川第三小学校避難。（いろんな県からの医師が来てくれました。）二次

避難で秋田仙北市へ。秋田県の皆様，ハイランドホテル山荘の皆様に感

謝。 

R3291 女川  76 女性   家にいた。耳が悪いので，戻ってきた娘に助けられた。山の方に逃げたが

足がもつれて，みんなに助けられた。山で一晩すごしその後は総体，親戚，

娘の家，鳴子農民の家，今の仮設。 

R3292 女川  83 男性  妻と家にいた。地震のあと，すぐに外に出て，坂の上から様子を見ていた。近

所の人の車で一晩過ごし，その後ヘリコプターで総体にきた。総体で避難生

活を送って今になる。妻の認知症がひどくなり，同じ建物ばかりのここでは家

に帰れず何回か送られて来た。妻と娘は別の所に住んでいる。 

R3295 女川  66 女性  自宅地震が長かったので，近所の駐車場で７～８名で様子を見ていた。息子

に津波がくると言われ，急いで高台に登り振り向いたときには，自宅の５０メー

トル近くまで流されてきた家や車など押し寄せてきていた。その後は恐怖で後

ろを振り返らず，なお高いところに建っている町の施設に避難。２～３日後か

らボランティアで調理場を手伝い３カ月半毎日食事の手伝いをしていた。そ

の後仮設住宅に入居現在に至る。体を動かしている方が少しでも忘れる事が

出来ると思い，私に出来る事をしなければとの思い。 

R3300 女川  84 女性  私は郵便局へ用事で出掛け，その途中女川ビルの前の駐車場を歩いている

時に，あの地震に出会い，立って居られず，座り込み揺れのおさまるのを待っ

て，こんなに強い地震では津波が来ると直感，家へ帰る等頭中に無く，信用

金庫の後ろの階段を登って町立病院へ向かって登りました。雪が降って寒く

町立の一階へ入ったら歩ける方は，四階へとの声で，私は四階迄止まりまし

た。ひと晩，階段登り切った処の廊下に窓から外したカーテンをたたんだのを

体に巻き夜の明けるのが待ちどおしかった。寒くて，明るくなって町の壊滅的

な被害を目にした時の驚き，家も車も家財道具，衣類が無残。あの光景は生

涯忘れられないでしょう。三陸津波，チリ津波等にあっていたので，避難した

のがよかったと思っています。  

R3307 女川  83 男性  船で沖に出て助かる。次の日にヘリコプターで女川に上がる。避難所での高

齢者支援は何もなし。ヘリで別々に避難したので詳細が不明でした 

R3321 女川  68 男性  自宅で地震にあった。区長をしていたので近隣の安否確認をして回っていた

時（高台）津波が来た。自分は無事だったが家ごと妻が流された。波が引い

てから近隣の人達と女川高校へ徒歩で避難した。 

R3327 女川  69 女性  家が比較的高い所にあったため片付けをしていたところガラガラと音がするの

で外に出て波が目の前に来ていた首まで波につかり枝につかまって助かった

その後町立病院へ行き白衣を借りて着替えて総合体育館へ。 

R3328 女川  74 男性  首まで水につかり町立病院へ。着替えをもらい総合体育館で生活  

R3334 女川  76 女性  店に居て息子さんの車で二小の方へ避難した。出かけていた娘さんも二小で

会った地震が来て７から８分で逃げたから店が流される。津波は見ていない。

その後は１０日間車中泊をして見かけた自衛隊の人達がテントを張ってくれ

た。主人は一年前から認知症でテント暮らしになるとひどくなり家族は大変だ

った。今は入院しているが先が不安だ。 

R3336 女川  69 女性  石巻で会合があり参加して居ました。帰宅時間になり車のキーを持ちハンド

ルを持つと同時に大きい地震があり，津波情報が流れて途中石巻市内の信

号がストップになり，夢中で車を走らせました。しばらくして市民会館のところ

で，トンネルか稲井方面と迷い，ふと北上川の川岸を走り，川の水が丁度半

分ぐらいのところから，黒と黄色の太い線のように見えて，とても怖くなって，も

しかして津波が来ると思い，車を走らせました。女川へ向かって来たら浦宿の

駅前で，水が流れ車や人やその他のいろんな物が見え，水の中を車で走り

老人ホーム前を通り，女川バイパスまで来て目の前に車や建物がゴウ音とた

てて，流れていたので本当に驚き，その夜は一小に避難しました。 

R3343 女川  67 女性  電力寮に避難していたが，はじめは良くしていただきましたが，だんだん顔を

にごされて来たので，家に帰ってきた。水も電気も無い中，とても不安でした
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が，家は一緒に避難した家族がいたので，心強かったが，一人暮らしの方

は，そこを出るのはとても，かわいそうでした。 

R3363 女川  72 女性  震災発生時，自宅に居ました。地震によって倒れた物の片付けをしていまし

た。自宅まで津波が来ると思いませんでした。その時，耳に，役場の高さまで

津波が来ています。逃げてください，と，聞こえた。私は年老いた母と近所の

93 歳の夫婦を乗せ，車で逃げました。オーテックの手前で波におそわれまし

たが逃げ切ることが出来，体育館まで避難しました。 

R3364 女川  85 男性  避難場所は二中の東側下，駅には近く住んでいたので，避難は割合早く息

子の車で運動公園に避難しましたが数日車の中で過ごしましたがあいにく車

のガソリンが少なくガス欠となり寒さと着るものも持ち出せず大変困った。その

後やっと体育館に入ることが出来ました。妻はその当時から体調不良で保健

室に行きましたが今になって考えるとその当時の不良状況が病状を早めたの

ではないかと思い残念でなりません。高齢者支援はありませんでした。町の福

祉施設にも届けておりません。どうにもならないので半ばあきらめています。  

R3366 女川  65 女性  自宅に居る時震災にあう。しかし，津波被害が当時どれくらいの物かラジオだ

けしか情報がなく，状況が分からなかった。ラジオからの女川全滅の実感がな

かった。夫は仙台へ仕事に行き翌日帰宅した。水も食料もあり火を焚いて食

事を作った沢水を個人で汲みに行った。 

R3372 女川  75 女性  妙子，石浜の息子の所から宮が崎に帰ってきたらすぐ地震なって，夫は足が

悪いので早くといっても１人では歩けないので，無理やり連れて上に行ったら

若い人達４人降りてきて夫を抱いて，どこまでも上に行けと言われてやっと助

かりました。ありがたかった。その夜道にいたら家に入って休みなさいと声をか

けられ一晩泊まった。 

R3379 女川  76 男性  地震後，すぐ避難所になっている地区のコミュ二ティセンターへ近くの住人を

集めた。津波は来ると思ったが逃げ遅れた人達を山の高台にも避難地，目の

前に見えた大津波にのみ込まれそうな，６～７名の人達を自分の車でガレキ

に追われながら逃げた。１０人くらいの人達を救助出来たが，一番安全と思っ

た地区の避難に集めた人達はセンターもろ共のみこまれた。２ヵ月後，妻は

海中よりサルベージ作業中に発見された。津波後，その日のうちに三棟ある

アパート全戸を（５０戸くらい）を捜索し５名の生存者を救助し友人と力を合わ

せ，町の高台にある体育館まで移動などなど。その後も，毎日生存者の捜索

と集うようにあたり，遺体を６体収容した。 

R3465 女川  84 男性  自宅で地震にあう。妻が近くの高齢者を見に行って流された。 

R3514 女川  72 女性  自宅で地震に合って一人暮らしの兄を連れて来た。その後 5 分位して津波

が自宅の前まで来たが自宅には入らなかったので自宅でずっと暮らした。兄

の酸素ボンベがなくなったので翌日町立病院まで行って助けを求めた。ボラ

ンティアさんの助けで次の日日赤へ入院したがそこも酸素不足の為仙台の厚

生病院へ移った。 

R3604 女川  71 女性  女川の木村医院で地震にあい，いつもは，一旦家に帰る夫が，その日はなぜ

か医院の前で待っていた為，すぐ夫の車に乗り自宅（浦宿）へ帰れた。津波

は万石浦から道路へ流れ家は床下浸水し風呂のボイラーがダメになった。大

潮の時は家の前の道路が灌水し車の出し入れが大変だったが，道路もかさ

上げしてもらったので今は落ちついて生活している。ずっと自宅で暮らしてい

る。 

R3611 女川  65 男性  知人の家に居て近くの山へ逃げた。身内の安否がわからず自ら探しに行って

車の中で亡くなっているのを見つけた。車から出してあげたくても一人では無

理だったので，近くにいた消防団員の人に手助けを求めたが断られ，誰もが

大変な時ではあったが人間の無情さを感じ，憤りさえあった。 

R3641 女川  75 女性  自宅の２階の自分の部屋で被災。部屋に閉じ込められたが，一番上の孫に

助けられ孫三人と一緒に車で避難所である第二小学校に上がったが，津波

が上がってきてさらに総合体育館の駐車場に避難した。家からは何も持ち出

せず体育館の中にも入らず乗ってきた車で寝泊りした。毛布・衣類・食料は３

日目に娘と孫たちが石巻市蛇田あけぼのに行き店外で販売していたものを

購入し，水と焚き木を山からとってきて駐車場で煮炊きしていた。 
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R3655 女川  79 女性  自宅から，近くの山に逃げた。その後避難所，知人宅と転々とした。特に支

援はなかった。食べ物，毛布すらも無く，避難所では空腹や寒さで大変な思

いをした。知人宅に行って，少し落ち着いて眠れた。 

R3689 女川  77 女性  地震は家で。おさまった後，外に出，向かいの人達に車に乗せられ高い山の

方に避難。寒かったので車の中で津波の様子を見ていた。それから向かいの

家に近所の母子家庭の人達と１０人で集まり，家にあるものを持ち寄り皆で分

け合って食べ３日位一緒に過ごした。（ストーブ，灯油，米，もち，うどん等）。

水は被災してないので給水車も来ず沢の水を汲んだ。寒いし遠いので一番

大変だった。その後それぞれ家に帰ったが食べるものもなく親戚の人からお

にぎりを貰ってたべた。友人を探し回った時，ガレキの中に死人を見たときは

地獄だと思った。一週間目に熱を出し，ガソリンのない中病院に連れて行っ

てもらった。肺炎で高熱，酸素欠乏，水も食もなく入院。応援医師団の先生

に後で「危なかったですよ」と言われた。今は助けられ，生きる喜びを感じてい

る。 

R3693 女川  88 女性  場所，女川町清水町  方法，車（清水から女川総合体育館に避難）オーテッ

クの下で海水をかぶるも無事逃げる事が出来ました。支援は３，4 日寒さの中

でイスに座っている状態続く 支援はほとんどありませんでした。 

R3697 女川  81 女性  自宅にいた。いつもお世話になっているヘルパーさんが自宅にちょうど居てす

ぐ逃げようと寝たきりだった自分を助けてくれた。自宅は津波でのまれた。ヘリ

コプターで救助され体育館へ，そこから登米にある○○園という施設に 2 ヶ月

間世話になった。そこでリハビリをして何とか歩行できるようになった。 

R3728 女川  70 女性  ３月１１日午後２時４６分。自宅で友人とお茶飲みをしていた。あの地震には

気が変になる位の揺れで友人と外に飛び出し（家があぶないと判断した為）

道路に座り込み，このまま地割れでその中に入るのかと怯えた。どれくらいの

時間は覚えていないがかなり長く揺れていたと思う。大津波警報が防災無線

で流れたがここまでは来ないと思って居たところ下の方からゴーッとか水が流

れる音や建物のきしむ音が聞こえ慌てて何も持たずそのままさらに上に上が

って行った。やはりライフラインがすぐに駄目になり何の情報がないのが大変

でした。海岸が大変な事になっていても情報がないので自分の家に津波が

入ったので動揺していた。（情報が少ないのが不安でした。私の地区は区長

さんも津波被害にあい部落の連絡は不便な所もあったと思う） 

R3735 女川  78 男性  外出から戻って１時間後位に自宅で震災にあった。それから自分の会社の

従業員（中国人研修生 30 人）がバスで避難してきたので，彼らの世話をして

いた（避難所へ連れて行ったりした）その後県外へ家族と一緒に避難した。  

R3794 女川  82 女性  家に居て震災にあった。台所に居たので食器棚の下敷きになってしまった。

息子が来て助けてもらった。娘と孫を探しに保育所に行ったら，もう帰ったと

言われ避難所で待っていたが来なかった。絶望感で一杯になり少し気も狂っ

てしまった。体もこわしてしまったが今は落ち着いた。親類の家や息子の所に

お世話になったが行方不明の娘（３９歳）と孫（女の子 ,５歳）の為に女川に戻

ってきた。これからは，娘と孫が見つかるまで元気に過ごさなくては・・・と思っ

ている。 

R3808 女川  69 男性  地震直後，沖より戻りリフト等を片付けていたら，浮きダルが津波で流されてき

て，妻が逃げていく方向に行きそうなのでリフトに飛び乗り，浮きダルを止めて

いたら逃げ遅れたので，リフトから納屋の屋根に登ったが，屋根が流されてし

まった。流されているうちに丁度家の船の所にたどり着いたので，船に乗り移

り出島まで流され一夜を過ごした。翌日，尾浦に戻りお寺に避難した。  

R3810 女川  65 男性  当時地震の後，家の中で後片付けをしていたら，目の前に津波が押し寄せ，

母の手を引いて家の裏戸をあけ逃げたが間に合わず，母からお前だけ早く

逃げろの言葉に，自分だけ何とか裏の神社の高台に逃げて幸いにも命だけ

助かることが出来ました。母は残念ながら波にさらわれて，今も行方不明のま

まです。 

R3834 女川  74 女性  発生時の行動は，いつも高台と思っていましたので迷うことなく地震の大きさ

を察して，すばやく避難場所に行きました。当日は，寒さと空腹をさせない為

に，手分けして行動し家族の方が老人を支援して過ごしました。  
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R3841 女川  65 女性  自宅より北東方向の山道に避難。近くの阿部様宅にお世話になりました。避

難した人のうちには濡れた人もおり当時の天候 (雪）では阿部様宅の尽力が

なければ更に犠牲者が増えたことは，確実だったと思われます。避難時には

公的支援は一切ありませんでした。 

R4017 女川  73 女性  塚浜のちょっと高台に家があった。そこで三人の知人と居た。もっと高い所に

避難して助かったが，知人は流されてしまった。（家も）避難所ではもっと大変

な人やお年寄りが居たのでその人達の世話に夢中だった。物の取り合いの

姿に心が痛みました。 

＊下線及び注釈は研究者が記入した 
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＜将来の希望に関して（すべて掲載）＞ 

高い場所，一軒家，区（前）の人達。 

お金  

1 軒だけになり娘の所へ来るように言われ

るが夫が此処にいたいと言っている。寂し

くて心が沈んでしまうが気を強く持って頑

張ろうと思う。 

1 週間に数回訪問して様子を見に来てほ

しい 

１女川で一生暮らしたい。２妻を震災で

死亡し今一人暮らしです次男家族が一

小仮設に入っていますが震災前一緒に

いましたが，今は別々ですので早く復興

し家族みんなで暮らしたいです。３公共

住宅が必要です。 

①女川町に住みたい②妻と二人で暮らし

たい③普通の住宅にすみたい (仮設でな

く） 

①地区の人がいないのでとじこもりになる。

（地区毎の対応）②スロープの部屋から

駐車場が遠い（健常者と逆ではないかと

思う） 

２～３年後，仮設を出た後が不安。前の

地区に住居を希望しているが，先が見え

ないことが不安。趣味があるので出張講

座があれば行きたい。 

70 を過ぎて商売をしているが，幸い２人

の息子に手伝ってもらっているので，将

来についても現在の仕事をできれば良い

と思っている。しかし，息子たちがうまく引

き継いで結婚相手でも見つけられて在続

できるのがベストだろう。また，人間関係を

もっと広げられることを望む。 

いずれは子供の世話になるかもしれない

が元気で動けるうちは島で暮らしたい。住

み慣れた環境にいることが元気でいられ

る 

いつになったら自分の家を持つことが出

来るのか，どこに家を建てられるのか不安

である。 

いつまで仮設に入っていられるか。早く地

元に帰って友達に会いたい。 

いまのままで 

いまのままで今の場所で暮らす 

いままでどおりで 

いままで通りでいい 

いままで通りに生活をしていきたい 

いろんな事がふあんだらけ。農業をやっ

ているので先が見えない。 

女川町内  

お金もないし，考えられない。 

お店がないし病院の整備を早くして欲し

い 

カラオケおどりなど，たのしんでいきたい 

がんばる気力はあるが，何も将来が見え

ず動けない。子供の仕事（漁業）を手伝

いたいから，地元に住みたい。不安と希

望の繰り返しの毎日  

グループホームを希望します。 

ここ（浦宿）で生活したい。 

ここ（浦宿）で生活する。 

ここ（浦宿）で暮らしたい 

ここ（仮設）で終わると思っているので，先

は考えられない。 

ここ（尾田峰）で家族と一緒に暮らした

い。 

ここで 

ここで 自宅で 

ここで（自宅で），家族と。 

ここで（尾田峰）で生活したい。 

ここでいい 

ここでいい息子のそばで暮したい 

ここでいままでのように暮らしたい 

ここでこのまま過ごして行きたい。 

ここで浦宿で暮らしたい。 

ここで家族で 

ここで家族と一緒に暮らしたい 

ここで家族と仲良く暮らしたい 

ここで家族と暮らしたい 

ここで家族と暮らして行きたい 

ここで家族のみんなとずっと暮らして行き

たい。住み慣れているのでここを離れるの

は考えられない。 

ここで子供と孫とひ孫と一緒に 

ここで生活したい 

ここで生活したい。 

ここで生活する 

ここで暮したい 

ここで暮らしたい。 

ここで暮らして行きたい。住み慣れた所な

ので。 

ここで暮らし家族みんなで元気でありたい 

ここにずっと住んでいたい。自分が住みな

れた所が一番いい。 

ここに住みたい 

ここのお家で家族と一緒に過ごして行き

たい。住み慣れた場所がいい。 

ここ堀切で生活する 

ここ鷲の神内山で暮らしたい。花や野菜

を育てているといやされる。 

このまま 

このまま，ここで暮らして行きたい。 

このまま，ここで暮らして行きたい。きょうだ

いが多いので週一回来てくれて掃除等

身の回りの世話をしてくれて，とても心強

い。 

このままここで暮らしたい。体の自由がき

かなくなったら老人ホームに入りたい。 

このままここに住みたい 
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このままここ尾田峰で暮らしたい。 

このままこの家に住み続ける。 

このままこの土地で暮らして行きたい。 

このままで 

このままで女川町が早く復興する様に祈

っています。 

このままで良い 

このままに暮らしたい 

このままの家で暮らしたいが・・・ 

このままの状態で暮して行ければいいと

思う 

このままの生活で。 

このまま浦宿で暮らしたい 

このまま家で家族で暮らしたい。 

このまま家で家族三人で暮らしたい 

このまま家で生活  

このまま家で暮らしたい 

このまま家族とここで暮らしたい 

このまま家族と一緒に暮らしたいけど街の

道が。 

このまま家族と暮らしたい 

このまま家族と暮らせればいいと思う。お

ばあちゃんが認知症の為，何でも自分で

やるようにしている 

このまま現状維持で。 

このまま今の所に居られたら良いと思う。 

このまま今の場所に住めればいいと思う 

このまま仕事を続けながら暮らして行きた

い。 

このまま自宅で暮したい。息子夫婦と孫

と。 

このまま自宅で暮らしたい 

このまま自宅で暮らしたい。 

このまま自宅で暮らしたい。息子と一緒

に。 

このまま自宅に暮らしたい。 

このまま住み続けたい 

このまま地域で過ごしてゆきたい。（女川

から離れたくない） 

このまま地元にて過ごして行きたい。 

このまま尾田峰で暮らしたい。 

このまま暮らしたい 

このまま暮らしたい。 

このまま暮らして行く 

このまま娘と息子  

このまま野菜とか作って暮らしたい 

この家で 

この家で旦那さんと 

この場所で暮らしたい。半壊認定されて

いるので不安  

この先のことは個人でどうこう出来ない状

態です。世の中すべて金銭だとつくずく

感じた災害でした。 

この地で今までどうり暮らしたい 

この町以外で暮らすことは考えられませ

んし，家族と一緒にこの町で暮らして行き

たい。以前と同じような町になれるかどう

かもわかりませんけれど，そうなることを期

待したいですし，病院は存続していただ

きたいです。 

これからの町の復興にあまり期待していな

いので，津波のない町（近郊の市町村）

に将来は住みたい 

これまでと同様，家族とおだやかに暮らし

て行ければいいと思う。その為には環境

が良くなればいいと思う。 

これまでと同様で良い。（女川で家族と）

同じ町の住民として扱ってほしい。 

これまでと変わらず 

これまで通りに暮らしたい 

これまで通り家族と暮らして行ければ，い

いと思う。 

これまで通り地元で生活してゆきたい。 

これまで通り地元で暮らしたい 

これまで通り暮せればよい 

これまで同様，地元で暮らして行きたい。

家族と一緒に暮らして行きたい。 

これまで同様家族と暮して行きたい。 

これまで同様家族と暮らしていきたい 

これまで同様家族に迷惑かけないように

暮らしたい。 

これまで同様生活が出来れば良い 

これまで同様変わらず暮して行きたい。 

これまで同様暮らして行きたい 

これまで同様暮らして行ければいいと思う 

これ以上悪くならないでほしい 

しばらくは一人で暮らしていたい。その後

は娘の所にでも 

住宅地の場所が決まらないと一歩が踏み

出せない 

ずっと住み慣れた所で暮らしたい 

ずっと女川に住みたい 

ずっと竹浦で暮したい 

そのまま 

できるだけこの町で自立して生活して行

きたい。小地域での相互助け合い 

できるだけ一人で生活していきたいが体

が効かなくなったら息子のところで生活し

たい。 

できれば，女川町に住みたい 

できればこの町で，長年楽しく過ごした町

で一生を終えたい。穏やかな家族団らの

絆など持って暮らしたい 

できれば女川の安全な場所，夫婦で。 

できれば南国で暮らしたい（グアム）とかタ

ヒチ等  

どこか安全安心できる場所や家に移り暮

らしたい。家の修理も必要だし，子供も実

家に戻る予定がないので。経済的理由で

修理費用捻出するのは無理。 

どこでもいい 

どこでも良い 

年をとっているので，お金もなく仮設を出

た後が心配だ。思う事があってもあきらめ
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るしかない。 

とりあえずいまのままでいる 

なし 

なるべく以前の場所に。今は別に住んで

いる娘家族と一緒に住みたいが，若い人

の負担にはなりたくない。 

なるべく江の島に居たい。子供の世話に

もあまりなりたくない。 

なるべく寝込まないこと！寝てたらダメ。 

なるべく早く公営住宅や老人の安心して

暮らせる施設を作ってほしい。 

なる様になるしかない，年をとって家を建

てることもできない。元のように戻れない。

亡くなった家族を思いながら頑張るしかな

い 

にぎやかな所で家族と一緒に 

バスの本数が少ない。通院の際，息子に

仕事を休んで来てもらう。 

ひ孫の友達がいなくなってかわいそう 

ほかの土地に移る 

マイナスからのスタートなので，どこまで国，

県，町の支援があるのか 

また，田舎での，隣近所のつきあいをした

い。同じ場所，家にもどりたい。 

まだよくわからない 

まだわからない 

まだ仮設に入って間もないので将来まで

は考えられない。一日一日を元気に暮ら

せればよい。 

また家族一緒になって家を建ててから暮

らしたい 

まだ健康に自信があるので前の仕事に

戻りたい。また家族と従業員さんたちと楽

しく忙しく働きたい 

まだ考えられない 

まだ考えられない。孫の進学に合わせて

石巻に出たい。 

まだ将来の事は決めていない。考えてい

ない 

まわりに世話をかけないよう生活したい 

みんなで暮らしたい 

みんなと今まで通りに暮らしたい 

みんなに戻ってきてほしい 

もうすぐ９０才で将来の事など考えない。

今楽しめる所がほしい。 

もう女川には住みたくないという気持ちで

す。 

もちろん町内で身体が動ける内は，元気

に働きたいと思ってます！ 

もっと年を取ったら老人ホームへ行こうと

考えている。 

もとのように家で生活したい 

もとのように商売がしたい 

もとのように暮らしたい。 

もとの所に住みたいが・・・訪問で血圧を

測ってほしい。何かあっても気づいて貰え

ない不安がある。 

もともと住んでいた地区に近隣の人たちと

近くに住みたい 

もともと住んでいた地区に近隣の人達と

近くにすみたい 

もと住んでいた所に戻りたいが，戻れるの

か心配  

ものままの状態を維持したい。（仮設住

宅） 

やっと仮設に入って落ち着いたばかりな

のでまだ考えられない。 

やはり以前住んでいた女川の寺間とも思

いますが，色々な事情が生じ，それは無

理かと思う。代替地が女川町にできるとす

れば，それも望むと思います。また娘夫婦，

幼い孫達の事が心配です。 

やはり女川に住み続けたいと考えている 

やはり女川に住み続けたいと考えている。

住み慣れた女川からは離れたくない。 

リウマチの娘も一緒に暮らしているので早

く落ち着いて生活できる家がほしい。 

安心して住める町に早くなってほしい。 

安心安全な場所へ移りたい。 

安全な内陸部で生活したいです。健康な

限り二人で生活すると思います。内陸部

が理想といっても経済的に新たな土地を

買い新築は不可能なので復興住宅に，

避難道は確実に整備された場所に落ち

着くことになりそうです。 

以前から家まで車で来れないので，車の

通れるところで暮らそうと思っている 

以前と同じ所に住みたいが，無理だと思

う。健康に気を付けて，元気に暮らした

い。 

以前と同じ場所に住みたい。町のアパ-ト

よりも一軒家に住みたい。 

以前と同様家族と一緒に住みたい 

以前の仕事に戻るので，前住んでいた所

の高台に住みたい。 

以前の場所に住みたい。 

以前の生活  

以前の町内で家族，町内の皆で一緒に

生活したい。 

以前は島で生活していたが，年なので車

も無く，島に戻るのは病院にかい通うのも

不便なので，ここ（浦宿）で生活する。 

以前住んでいたところに住みたいです。 

以前住んでいた所にもどりたいが，同居

の家族の都合で石巻に家を建てている

のでそちらの方で暮らす様になる。 

以前住んでいた所に住みたいが家族の

都合で石巻に家を建てている。 

以前住んでいた所に住みたいが家庭の

関係でそれが出来ないのでさみしい。 

以前住んでいた所に戻りたい。 

以前住んでいた所の高台に住みたい。 

以前住んでいた石浜地区に住みたい。 

医療の充実  
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医療機関  商店会  

医療機関に近い所。配偶者と子。自分の

家。 

医療機関の問題。商店会の復興を願う 

一人で出きるうちは頑張りたい。 

一人で暮らしたい。 

一人暮らしで具合が悪くなった時心配。

以前の様にシーパル号がまわるといいな

と思う。 

一人暮らしなので何もない 

一人暮らしをしたい。 

一生ここで住んでいたい 

飲食業をする準備をしているが人口の流

動による不安，環境による顧客の入り。 

浦宿原のここで生活したいので不安なく

暮らせる様にしてほしい。 

浦宿石ノ田で生活したい 

浦宿浜字浦宿の道路が大潮で冠水する

ので，かさ上げはしたが，ここで生活する

かどうかはわからない。 

横浜の息子が連れに来るかもしれない。 

黄金町で生活したい。土台を早めにやっ

ていただきたい。 

仮設から出てからの住まいは女川に住み

たい。町営住宅，土地・・・これから先の

事がみえないのが不安  

仮設が終了したら，町営住宅に入りた

い。 

仮設だと知らない人が多く，さびしいので

早く地元に帰り，知っている人がいる所へ

行きたい。 

仮設では死にたくないので家を建てた

い。 

仮設では死ねないので，家を建てたい。 

仮設でポータブルのトイレが置けないの

でこれから心配  

仮設に早く入りたい。 

仮設を出た後が心配どこに行くかわから

ない 

仮設を出た後のことが不安です。夫と二

人で暮したい。病院の近くが良い。 

仮設を出た後一人でどのように暮らして

いくか不安。 

仮設を出てからの生活が心配 (住む家 )。

冬は閉じこもりがち 

仮設後の安心して住める場所を用意して

ほしい。 

仮設後の住む所，息子さん達と一緒の

場所  

仮設住宅がとてもありがたい。どこで生活

したいかまだ考えていない。 

仮設住宅に何年居られるか？仕事もした

い。 

仮設住宅に住み危険性のない所で親し

い友達と一緒に暮せれば良いと思います

心の復興の為に時々温泉に行ったり小

旅行を実施し身体を動かすグランドゴル

フ等長く続けられたら身も心もリフレッツ

出来るように思います 

仮設住宅の狭い部屋にベッドを置き，身

動きがままならない。息がつまる様だ !親

子でも余りに近づきすぎでストレスがたま

る。広い所に生活したい。 

仮設住宅の生活が長くなると精神的に疲

れるから早く公営住宅に入りたい 

何もない 一日一日を精一杯生きるだけ 

何も不自由がないです。元気で暮らして

生きたい。 

何十年も暮らしてきた所で暮らしたい (寺

間～女川） 

何度も大きな病気をしているので，あまり

先の事は考えられない。「一日，一日を

大切にいきる！」 

可能であれば子供と暮らしたい。仕事の

関係上県外にいる（息子） 

家があるのでこの家で長男と暮らしたい 

家が残っているので以前の生活が出来

れば良い 

家が大丈夫だったのでこのまま自宅で 

家が必要です。 

家が流されたので将来が心配。 

家で 

家で子どもたち，孫たちと出来る限り一緒

に生活がしたいと思っています 

家で暮らしたい 

家に住み続けたい 

家は大丈夫だったのでここで暮らして行

きたい。不便は所はあるが，住み慣れたこ

こで過ごして行きたい。 

家も家族も変わりないので何も望みはな

い。 

家も残っているので，現状の生活ができ

ればよい。 

家も修理したので特別将来について希

望はない。今の生活を続けられればそれ

でよい。 

家も被害にあい，修理もすぐ出来ないと

いう理由で，安心して生活できる所へ引

っ越したい。夫も病気がちなので「心の復

興」には若い人の就職や失業問題，住

宅等行政指針を早く出すことにより全体

の復興を早めると思う。 

家を建てても何年住めるかわからないの

で避難した今の持家（畑の納屋）でよい。 

家を建てるより毎日の生活にお金を使っ

た方が良いと思い，古くても住める家があ

るので，畑をしながら生活をしていく。 

家を建てる気持ちはない，町営住宅等を

早く用意してほしい 

家を直して皆で暮らしたい。 

家業の都合で今までの住んでいた高台

に住みたい 

家族 (嫁いだ娘）に心配かけない様現在

地で終末まで暮らすのが目標です。 
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家族 4 人でそっと暮らしたい。そのために

は健康でいたい 

家族 7 人で元の場所女川に家を建てた

い。医療費が心配  

家族７人みんな一緒のところに暮らしたい。

二人暮らしは淋しい 

家族が居るのでこの土地で暮らしていき

たい。 

家族が健康で過ごせればよい。仕事の場

があればよい。 

家族で以前のように過ごしたい。商店が

近くに来るのがまちどうしい。 

家族で女川町に住むみたい，自宅に遭

った所でぜひ 

家族で大勢で暮らしたい 

家族で暮らしたい。 

家族とこのままここで暮らしたい 

家族とこのまま暮らしたい 

家族とこれまでどおり暮らしていきたい 

家族としては特養施設に入所させたい。

特に必要なのはもっと特養施設がほしい

と思います。 

家族とともに 

家族とともにここで暮らしたい 

家族とともに暮らしたい。 

家族と一緒だし，被災もしてないので心

配はない。 

家族と一緒ならどこでも。 

家族と一緒に以前と同じ生活がしたい。 

家族と一緒に今までの地区で生活したい 

家族と一緒に住みたい 

家族と一緒に女川にいたい 

家族と一緒に女川に住みたいと思ってい

たが，復興に時間がかかりそうなので気

持ちが変わりつつある 

家族と一緒に石巻に住む。現在建設中  

家族と一緒に地元で暮らしたい 

家族と一緒に暮らしたい。 

家族と共に現在のところで暮らしたい。 

家族と今まで通り暮らしたいが，住むとこ

ろが無いのでどうしたらいいか。 

家族と自宅で生活がしたい 

家族と住める住まい（現在二人住まい。

以前は９人家族で生活） 

家族と生まれ育った所で暮らしたい。 

家族と前の所に住みたい 

家族と相談しながら決めたい。 

家族と仲良く暮らしていきたい。くよくよし

ないこと。 

家族と同じところ 

家族と浜から離れたくない。 

家族と暮らしたい 

家族と暮らしたい。 

家族と暮らしたいとは思っていますが自

宅で食堂をしているのでお世話になる訳

にいかないので今の施設で満足です 

家族と暮らしていきたい 

家族の皆がそろっているのでずっとここで

暮らしたい。 

家族の皆とここで暮らしたい。近所の人

達とお茶のみをして過ごしていきたい。 

家族の健康が第一  

家族みんなで仲良く生活がしたいです。 

家族みんなで暮らしたい。 

家族や家屋に特に被害がなかったので

今まで通り家族そろって生活します。 

家族一緒なら，どこでも良い 

家族一緒ならどこでも，一人息子だから，

息子達の行く所へついて行く。 

家族一緒に住みなれた所で生活したい 

家族一緒に地元で暮らしたい 

家族一緒に暮らしたい 

家族仲良く暮らしたい 

歌津に住んで４０年です。山と海の自然

を子供，孫たちとこれから先暮らして生き

たいです 

河南町に家を建築予定。現同居者と暮

す。 

花が好きなので花を見たり，世話をしたり

していきたい 

海のそばで生活したい 

海の仕事が出来ないと不安。早く船が欲

しい 

海の仕事なので，前の所に 

海の仕事なので海の近くに住みたい。

（前のところでなくても高台のほうへ・・・。 

海の仕事をしていたので前の所に住みた

い。 

海を見たくない。 

皆が仕事を出来るようになればいいと思

う。 

皆と一緒に住みたい。 

患者の話に耳を傾けてくれる医者が地域

に必要。震災後の医療ボランティアでき

て下さった先生方に聞いてもらえたが，隣

接する地域の診療所も含め配慮の足りな

い医師が少なくないと思う。 

希望としては，子供と一緒に暮らしたい。

元気なうちはいいが，自分が動けなくなっ

たらと思うと，多少の不安はある。 

気がるに訪問して健康状態を見て欲しい 

気持ちが定まらない。考えても分らない。 

宮ヶ埼に住み今までと同じ様な生活が出

来る事を望んでいます  家があるため物

資などもらいにくかった 

旧自宅は庭も広く…木や花と一緒の生

活がしたい。 

居住場は，女川町内希望，今まで暮らし

てきた家族と暮らしたいと思う。現場，自

分の住宅，店舗はかさ上げ道路となり，

ダンプが通っている状態です。高台に代

替場として住宅地としていただければ自

分自身家族，みんなの復興につながると

思う 
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漁業をしているため，海の見える場所で 

近いうちに引越し そのことで心配やら不

安やら 引越し先の方々を頼りにしている 

近くに子供たちがいるので，将来的には

同居はしなくても近くの所に住む予定で

す。 

近人は家の被害の為，引越しや仮設に

行ったが，自分はこのまま，ここに住みた

い。なぜなら，震災で地域住民とのつな

がりが強くなったから 

苦労して建てた家だから離れがたいが，

子供達が来いと言っている 

携帯が使えない（同居家族が固定をつけ

ないので不便） 

健康  

健康が一番大切  

健康でいつまでもいたい 

健康でいられるうちは島でくらしたい

が・・・その後は子供の面倒になるのか，

施設に入るか今は分からない。 

健康で家族とここで暮らしたい 

健康で今の状態で過ごせることができれ

ばよい。 

健康で長生きがしたい 

健康で長生きしたい 

健康なうちは島で過ごし，そのあとは子供

と暮らしたい。 

健康なうちは島で暮らし，その後は息子

の世話になりたい。高齢の島など病気に

なった時不安。 

健康なうちは島で暮らしたい。いずれは

息子の所。住民が減り活気がなくなった。 

健康なうちは島で暮らしたい。住民も減り

活気もなくなり不便もたくさんあるので少

しでも早い復興をと思います。診療所が

ないので病気になった時不安。 

健康なうちは島に居たい。いずれは息子

の所へ行くつもりです。 

健康には気をつけたい。住む所は今は考

えていない。 

健康面・震災後，駅前まで歩いたが今は

歩かない。外出がおっくうになった。会話

がない。  

見えなかった海が見え瓦礫の工事の音

だけが毎日毎日繰りかえされて心が沈ん

でくる。また皆が帰って来て欲しい。寂し

くなった。 

見通しが立たない,町の復興に合わせて 

元々女川出身じゃないので出来るなら仙

台や内陸の方に移りたい娘さんや息子さ

んが女川に居るから自分も居る集合住宅

ではなく一軒屋に住みたい 

元いた場所にもどりたいが（浜の見える家）

まだ高台移転の話がまとまっていないよう

なので早く決まってほしい。 

元いた場所に家を建てたい 

元のところに住みたいが被災した子ども

達は津波が上がった所は住みたくないと

言うので仕方がない。 

元の住所で生活したい。 

元の場所  

元の場所で家族の一緒に暮らしたい。で

も今の現状では無理な様である。家だけ

でも早く建てられたら良い。考えても無意

味な事だらけ 

元の場所に住みたい 

元の場所に住みたい。 

元の場所に住みたいが，無理なので以

前住んでいた付近の高台に住みたい。 

元の場所に暮らしたい。 

元の生活。地域の人達と一緒の場所に

暮らしたい。 

元の生活。地域の人達と暮らしたい。 

元の生活に戻りたい 

元の生活に戻りたい。みんなの協力が必

要  

元気でいるうちはこのまま家族と暮らして

いきたい。 

元気で過ごす。 

元気で過ごすこと。 

元気なうちは，島でのんびり過ごして，い

ずれは，娘の所に行く。 

元気なうちは一人暮らしを頑張りたい 健

康  

元通りの生活に戻りたい。長生きも良い

事がない。 

原子力があるので福島の様な事があると

とても心配しております。他県に住居を移

す事も考えますが，自分の育ったこの女

川で生活したいとも思う所があります。そ

れには住環境，地域社会の存続若い人

が仕事があり生計の確保が出来る町にな

ってくれる事と思います。 

原発から遠い所  

原発に対する不安はかなり強まった。漁

業農業に関わらず原発事故が起きたら

町民全ての人が被害を受けるので，震災

に関係なく安全と保障をきちんと考えて

欲しい。不安を抱えた生活をしたくない。 

原発のできるだけ離れた地域に住みた

い。 

原発の無い所で家族で暮したい。 

原発の無い所で暮したい。電力会社の

社長や重役の家族に原発の敷地内で暮

してもらいたい 

原発廃炉  

現在１人。嫁いだ娘にどこまでお世話に

なっていいか不安。遺産問題が悩み 

現在と同じ生活を地元でしたいと思って

いる。 

現在のところで 

現在のところで家族と暮らしたい 

現在のまま 

現在のままで静かに生活し，なるべく入
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院等をしないで家族の介護を希望してい

る 

現在の仕事が長続きできるのか人口の動

きが心配です。 

現在の場所  

現在の場所で生活していきたい。 

現在の場所で暮らしたい 

現在の状況のままに暮したい。（家があり

大きな変化が無い為） 

現在の生活が継続できることを願う 

現在の通り妻と２人暮らしが出来れば良

い（健康な限り）どちらかが体調を崩し現

状通りに生活が困難になったら子供の世

話になり，子供の負担が強くなれば老人

ホームに入りたい健康維持が復興につな

がると思う。 

現在は，高台の娘宅に世話になっている

ので，生活は安定しているが，先代から

の家が流出何にもなくなり，土地も規正

区域だし，一人暮らしだった自分の年齢

を考えると自分の持ち家を建てる気持ち

にもならないし，息子達も孫達も遠くに住

んでいるので，仕事上女川に帰って住む

事は望めないし，孫達も在学中，震災後

みんな来てくれました。ボランティアで家

族で協力して行きました。子供達の帰る

故郷が無くなると思う寂しく，辛い。 

現在は仮設にいますが２年後の住居が

心配です。早く見通しがつくといいです。 

現在一人暮らしのため老人ホームなどに

入る場合がきたら不安  

現在家族と一緒なので，そのまま今まで

の地区にとどまりたい 

現在自宅  

現在住んでいる場所で変わらず家族と暮

らして行きたい。 

現在住んでいる場所で暮したい 

現在西 2 区で自分の家で夫と一緒に生

活していますが，女川からどこにも行くつ

もりはありません。女川は水産加工が盛

んな町なので港に船が入って来るよう早く

前の生活に戻れるように，元気で頑張っ

て行きたいです。 

現在石巻バイパス仮設ですが元住んで

いた女川石浜に住みたい 

現在地での生活希望。子と暮らす事  

現在地で今まで通りの生活を望みます。 

現在地で子供と孫と 

現在地で生活希望です。 

現在店の倉庫に住んでおり，ずっとここで

生活をすることに決めました。店は開きま

したが，ちりちり，バラバラになった人たち

が志津川に戻ってくるのでしょうか。住む

ことなし，仕事もなしはどうしようもありませ

んよね。店が続けられることを願っていま

す。 

現在同様，静かに楽しく入院等もなく家

族介護を希望している。 

現在夫と二人で生活しているが，健康で

あればよいが，体に心配なことがあれば

娘の近くで生活できればと思っている。 

現住所で家族  

現状  

現状  のまま暮らせれば良いと思っている 

現状に満足  

現状のまま 

現状のままでいい 

現状のまま健康に気を付けて暮らして行

きたいと思っている。 

現状のまま生活できれば。今のままで健

康であればいい。 

現状のまま夫と暮らせればほぼ満足であ

る，お互いに身体の調子が悪くなり，生

活するのが大変になったら子供の所へ引

っ越したいいずれは老人ホーム等に入り

たい。 

現状のまま暮していければ良い 

現状のまま暮らしたい。健康の為運動を

しているので続けて出来れば良い・ 

現状の状態で（夫婦で）暮らしていけれ

ば良いと思う。子供に迷惑をかけず暮ら

してゆきたい。 

現状の生活  

現状の生活，家族と一緒に暮らしたい 

現状の生活（家族と共に暮らしたい） 

現状の生活で(家族と一緒に暮らしたい） 

現状の生活の維持  

現状の生活をしたい 

現状の生活維持  

現状の生活家族と一緒に暮らしたい 

現状維持  

現状維持で 

現状維持でいい。 

現状維持で妻と孫と一緒  

現状維持で生活出来れば良しと思いま

す。 

交通が不便である。 

交通の便，宅地の整備  

交通の便が不便なので便利になって欲し

い 

交通の便の良い所で親子で，現在の生

活を長くしたい。 

交通の便の良い所に家族と住みたい 

公営住宅に入れてもらいたいと思う。仮

設を出てからの住まい生活が心配。 

幸い津波からまぬがれたので，現状のま

ま暮らして行きたい。そのためにも一日も

早い復旧，復興を望みます。道路の整備，

拡大を早急に願います。 

広い家に住みたい 

恒久的公営住宅で妻と一緒に暮らした

いと思うが，公営住宅がいつ建設される

のか，特別に望みはないが早く仮設住宅

から出たいと思っています。高齢者にとっ
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て医院，商店，公共機関の近い所に住

みたいと思っている。それが願いです。 

江の島には居たいが年を取れば子供の

世話にもなるがあまり面倒もかけたくな

い。 

江の島の人と暮らしたい 

考えても仕方ないので考えていない。 

行く所がないので甥の所でお世話にな

る。 

行政の心配りがもっと必要だ 

高い所に住宅建設を早くしてほしい 

高所に住宅がほしい 

高台で地域のみんなと一緒に暮らしたい。

震災後，地域がまとまった。 

高台に移ることを考えています。 

高台に住みたい 

高台に住みたいが土地と金の問題が山

ずみです。 

高台に住居  

高台の移転を考えてほしい 

高台の公営住宅に各行政区事の集落で

ありたい。それがお互いに心のよりどころ

（安心感）が得られると思います。 

高台の住宅の整地は国のもと 

高年齢なので子供たちにゆだねる 

国民年金で生活していても入れるような

老人ホームが欲しい 

今，現在でも女川に住みたいと思ってま

す。店が駄目で商工会のおかげで仮設

店を借りる事にしました。その後どうなるの

か？自分の土地で店が出来るのか心配

です。 

今いるところで今まで通り家族と近所の方

と暮らしていきたい。 

今お世話になっているところは何かにつ

けてとても便利で，嫁の仕事の都合孫の

学校のことなどで石巻に住むつもりです。 

今と変わらずの生活で家族と暮らしたい 

今のところで 

今のところで今まで通り暮らしたい 

今のところ健康なので，夫と二人でこの家

で暮らせればよい。先のことを考えてもあ

まり意味がないと思うから。とりあえず家の

修理が必要なのでその件は心配である。 

今のまま 

今のまま。 

今のまま。だけど話す相手，コミュニケー

ションの場をもっと増やして欲しい 

今のままここ（浦宿）にいたい 

今のままここで暮らしたい 

今のままで 

今のままで，生活して行ければそれでよ

い。 

今のままで。 

今のままでいい 

今のままでいいです 

今のままでここで 

今のままでここで家族と暮らしたい 

今のままでここで生活したい。 

今のままでよい 

今のままでよい 嫁が欲しい 

今のままで健康に暮らしたい 

今のままで充分。 

今のままで暮して行ければ良い。幸運に

も自宅が残って，今まで通りの生活が出

来ているので多くを要求しない。 

今のままで良い 

今のままで良い。 

今のままに生活（自宅で一人暮らし）暮ら

してい行ければ良いと思っている。原発

不安のない町，人が町内に戻ってこられ

るような町作りが必要なのではないでしょ

うか。 

今のままの生活で寝込まないで毎日暮ら

して行きたい。 

今のままの暮らしでいい 

今のまま女川町で暮らしたい 

今のまま生活  

今のまま二人（妻）と暮らせればよい。葬

式や戒名・お寺（お墓も含む）に対する考

え方が地域の人と異なり，多少不満に思

うことがある。自分の考え方は自分の意

見を反映した葬式なり儀式をしたいと思

っている。 

今のまま暮らしたい 

今の時点ではあきらめの気持ち。仕事を

するにも資金面等の工面，場所を考える

と出来ない。これから商売をしようと思う気

持ちがわかない。 

今の時点では特に希望はないが戻れる

なら十年は若返りたい 

今の自宅で今の家族と 

今の所  

今の所が一番  

今の所が一番いい。 

今の所で 

今の所で生活したい 

今の所で暮らしたい 

今の所に居たい。 

今の場所  

今の場所で 

今の場所でいい 

今の場所で暮らしたい 

今の場所で暮らして行きたい。もう同じ土

地で居るので。 

今の生活でいい 

今の生活のままでいい。健康でいたい 

今はまだ，どこで生活したいかは考えてい

ない。女川町の先（将来が見えない）から

だ。町がはっきり将来の復興計画を立て

なければ，若い世代が町から出ていくと

思っている。自分もいずれ息子の所に行

ってしまうかもしれない。 

今は一人暮らしだが，生活環境が整い次
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第，家族全員で今の住家で生活がした

い。 

今は仮設ですが将来恒久的公営住宅が

いつ頃出来入居出来るかどうか心配にな

ります。国・県・町で速やかに公営住宅の

建設をしていただき，年齢も年齢ですの

で恒久的住宅に入りたいと思います。妻

と二人近隣の方と一緒であれば良い 

今は何とか自宅で十分生活できる 

今は家族と別々に住んでいるので，一緒

に暮らしたい。（家はあるが部屋がつぶれ

てしまったので，帰れない。） 

今は考えていない。 

今は考えられない 

今は考えられない。 

今は子の扶養の元生活しているが震災

で（漁業）子が無職になり全ての漁業関

係の財産をなくし，家も二軒失くしました。

たまたまもう一軒あった家が大規模半壊

ながらも残ったので修繕して入っています。

家があっても子の仕事無いので不安で

す。 

今は子供と一緒なのでずっとこのまま暮ら

して行きたい。 

今は実家に戻っていた為，実家の仏壇と

仮設住まい。何年か先は実家の仏壇を

持って，旭ヶ丘の家族と共に旭ヶ丘で暮

したい。 

今は大丈夫だが，動けなくなった後のこと

が心配。 

今まだと同じく暮らしたい少しでも安全な

生活がしたい 

今までとうり 

今までどうり 

今までどうりここで暮らしたい 

今までどうりで自宅で暮らしたい 

今までどうりで良い 

今までどうりに生活できればいい。いまの

ところ心配や不安はない。 

今までどうりの生活を希望  

今までどうり家族で住んでいたところで暮

らしたい 

今までどうり家族と暮らしたい 

今までどうり地元で生活していきたい 

今までどうり暮らしたい 

今までどおり 

今までどおりに生活したい 

今までどおりに暮らしたい 

今までどおり家族とここで暮らした 

今までどおり家族と健康で仲良く暮らした

い 

今までどおり普通に暮らしたい。 

今までどおり普通の生活。 

今までと同じ 

今までと同じ場所に住む。 

今までと同じ様に現在生活している所で

暮らしたい。地域社会の存続はどこまで

やれるのか？現在住んでいる所でどこま

で介護が受けられるのか？ 

今までのところに住みたい。 

今までのようでいい 

今までの自営業を早く始めたい 

今までの所で息子たちと同じように暮して

いきたい 

今までの所で暮したい 

今までの所に暮らしたい。出来なければ

すべてが心配  

今までの生活でいい 

今までの生活をしていきたい 

今までの地元に帰りたい。近所の人や家

族が集まれる場所。 

今までやっていた自営の店を早く始めた

い。とにかく「前に進む」だけ。 

今まで持っていた土地を，どのようにして

もらえるかが不安。 

今まで住んでいた家はとても便利のよい

所なので，また同じ所で夫と二人で暮らし

たい。 

今まで住んでいた所。 

今まで住んでいた所に帰りたい。 

今まで住んでいた所は不便なので女川

の復興住宅に住みたい。年金暮しなので

できるだけ安い家賃で願いたい。 

今まで住んでいた女川に戻りたいが家族

の仕事の関係でどうなるのか？ 

今まで住んでいた場所に住みたい。 

今まで住んでいた場所に宅地増成してい

ただいて，旧地区の方が一緒に家を建て

て暮らしたい。 

今まで住んでいた付近に住みたい 

今まで住んでた場所に前の地域の人た

ちと暮したい 

今まで清水に住んで居ましたが仮設住宅

は，知らない人ばかり前の様に清水区の

住民と一緒に住みたい。 

今まで生活して来た部落で生活した。生

計の確保が一番に考えられる。 

今まで通り 

今まで通り，長男夫婦と一緒に暮した

い。 

今まで通りがいいが，この先子供達に戻

って欲しいと思う。 

今まで通りここで 

今まで通りここで家族と暮らしたい 

今まで通りここで家族と暮らしたいが，車

が家まで入れないので他のところを探して

いる 

今まで通りここで元気に暮らしたい。あま

り若い人に迷惑をかけないように 

今まで通りここで子や孫と暮らしたい 

今まで通りここで生活したい 

今まで通りここで生活したい。 

今まで通りここで配偶者と一緒に生活し

ていきたいと思います。近所同士で仲良
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く暮らしたいと思います 

今まで通りここで暮らしたい 

今まで通りこの家で家族と暮らしたい 

今まで通りこの場所  

今まで通りこの場所で暮らしたい 

今まで通りこの町で暮らしたい 

今まで通りです。 

今まで通りに暮らしたい 

今まで通りの家族で 

今まで通りの生活がしたい 

今まで通りの生活でいい 

今まで通りの地域で生活したい 

今まで通り家族と一緒にいたい 

今まで通り家族と共にこの町で暮らしたい 

今まで通り家族と暮らしたい 

今まで通り海の仕事をしてここで暮らした

い。 

今まで通り住み慣れた所に居たい。 

今まで通り地元で生活がしたい 

今まで通り地元で生活したい 

今まで通り地元で生活したい。 

今まで通り地元で生活していきたい 

今まで通り地元で暮らしたい 

今まで通り夫婦仲良く暮らしたい。 

今まで通り暮して行きたい 

今まで通り野菜を作りここで暮らしたい 

今まで同様ここで家族と暮らしたい 

今まで同様ここで健康に暮らしたい 

今まで同様ここで暮らしたい 

今まで同様ここで暮らしたい(行政区長の

妻)必要とされている限り 

今まで同様家族と暮らして行ければ良い

と思います。津波で家を失った人が数多

く居る中で，自分は自宅も在り変わらず

生活できるので十分満足している。 

今まで無料になっていることが，戻って支

払いすると家計がぎりぎりなので不安。高

齢者本人とその家族のフォローも含めて

高齢者福祉を考えてほしい。おむつ以外

にもおしりふきなど介護に必要な物が自

由に選べるようになると助かる。 

今回の震災で家族などを失い仮設住宅

などで不便な生活をしている人が沢山い

る中で多少の被害があっても自宅会社と

も残り現在は震災と変わらない状況で暮

せているのでそれだけで十分だと思いま

す。 

今回被害はなかったが，これからないとは

限らないので防災対策をしっかりやって

ほしいし，自分もしていこうと思う。 

今現在，息子夫婦のお世話になってるの

で，このままお世話になりたい。 

今現在と同じに暮らしたい 

今現在不安に思う事は原発の事です。

自分達は高齢ですから，現住所で暮らし

ますが孫達は成人して女川を離れてほし

いと思ってます。 

今現在娘と一緒に住んでいますが，今後

も一緒に住むので安心です。 

今現状維持  町営住宅を建ててもらって

そこに住みたい。 

今後も住み慣れた女川で暮らして行きた

いので，早急の復興を望みます。特に地

域の整備，道路の拡大をして下さい。 

今住んでいる所が一番 (住みなれた) 

今住んでいる所で十分です。 

今住んでいる地域で高台に家を持ちた

いと思っています。 

今落ち着いたばかりで先のことは考えら

れない。 

最後には娘（横浜と仙台）の所に暮らした

い 

妻が津波にのみ込まれたので，将来は生

れた土地へ移住しようかと思っている（子

供がいないので，妹の家族と暮すことに

なりそうだ）心の復興は一番むずかしいと

思う。生きている間は長い時間をかけるよ

り仕方がないように思う。 

妻と現住居で 

妻を津波で行方不明でこれからどうしたら

いいかわからない 

災害前の家。子供と暮らしたい。 

財産・自分の大切なもの・車・仕事，全部

流され，ストレスを感じる。 

三年前に息子の定年退職に伴い東京よ

りこの地に来たがこの様な大災害にあうと

は・・・幸いに自宅はまったく被害は無く

息子夫婦の世話でこれからもこの場所で

生活をしていく予定  

残った自宅でダンナとこのまま暮して行き

たい 

仕事  

仕事，収入がない。義援金も仮設の用意

でなくなってきている。一年後保険税を払

うようになると心配。 

仕事（水産業）の関係もあるし，女川に住

みたい。出来れば前の所に 

仕事（水産業）の関係もあるし，女川生ま

れなので女川に住んでいたい。出来れば

前の所に住みたい。 

仕事（生計） 

仕事があれば人口も増えると思う  部署

に戻りたい人もたくさんいる 

仕事がないので，人口が減っていくと思う 

仕事がなく一日中仮設でひきこもりになる

のが心配。家があった所で花をやろうと思

う。 

仕事に対しての不安  

仕事の場所の確保・ボランティア活動  

仕事の都合で以前の住んでいた高台に

住みたい。 

仕事の都合で今まで住んでいた高台に

住みたい。 

仕事の都合上，不便ではあるが，以前住
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んでいた所に帰り家をたてたい。 

仕事もあるので今まで住んでいた津波の

こない高台に住みたい。 

仕事をしなくなり運動する量が減った 

仕事をする為には，今まで住んでいた所

に戻りたい。 

仕事をする場所があれば人口が増える 

仕事を見つけ家族と元の生活がしたい 

仕事場  

仕事場が必要  

姉妹で同じ所にくらしたい。 

子のまま暮らしたい 

子供がないため特にないですが 

子供たちが住んでいる浦宿・鹿妻に住み

たい。 

子供と一緒に暮らしたい 

子供と同居。以前住んでたところには，不

便なので帰らない。 

子供と同居。以前住んでた島には帰らな

い。 

子供と暮らしたい。 

子供にまかせている。 

子供の家が流され孫が転校，転校で可

愛そう 

施設に入りたい 

施設を利用している祖母がいるので，生

活面でも年金で暮らしていかないのかと

思うと，主人と二人三脚で小さいながらも

家を建て町で暮らすより（以前は島なの

で，これからライフラインも正常で見通しも

くらいので）しかない現在です。 

私たちは島で漁業をして生活したいが，

流され養殖漁業で生活をしていましたが

海の物が全部流されて何もないので仕事

が出来ないです。 

私の家は高台にあったが津波がそこまで

押し寄せてくるとは思わなかった。幸いに

住む所が見つかり，そこに引っ越しました

ので不安はあるが女川町に居るしかない

と思う。家族で住んでいるので今はそのま

ま住みます。 

私はここの仮設住宅にいられるだけいて，

後は子供達の言う事を聞いてどこに行く

か・暮らす所もまだ決まっていないので一

緒にいくしかありません。今までより元気

で頑張らなきゃとの思いが強くなった。 

私自身は女川でくらしたいと強く願ってい

ますが，復興しだいでどうなる事でしょう

か。 

寺間で暮らしたい。戻りたい。子供，孫と

一緒に住みたい。 

時間長い時間。何気ない優しさ。話し相

手  

自営業なのでこれまで以上に仕事を頑

張りたいです 

自宅  

自宅があったところに戻りたい 

自宅が残ってるので現状の生活でよいと

思っている。 

自宅が無事だったので現状のままで大丈

夫ですが，町内の復旧を早期に望みま

す。 

自宅で 

自宅で。 

自宅でいまのままで 

自宅でこのまま暮らしたい 

自宅で奥さんと 

自宅で家族３人で暮らしたい 

自宅で家族と 

自宅で家族と一緒に 

自宅で家族と一緒に暮らしたい 

自宅で今のまま。 

自宅で今のままでいいです。 

自宅で今の家族で 

自宅で妻と暮らしたい 

自宅で夫と暮らしたい 

自宅で暮したい 

自宅で暮らしたい 

自宅で暮らしたい。 

自宅に住みたい。色々な催しに参加した

い（一人暮らし） 

自宅に被害がなかったので，同じ所にい

ます。 

自宅に被害はあったが暮らしてます。この

まま暮らして行けばいいのですが，同じ被

災者として何の支援も受けれないのが残

念です。 

自宅に被害はあったが暮らしてます。自

分たち以上に大変な生活もしていると思

いますが同じ被災者でも何の支援も受け

れません。在宅者の生活も考えて欲し

い。 

自宅の建設は無理なので・・・。どのように

なるか不安。女川には住みたい。（７５年

住んでいる。) 

自分が生まれた所に早く家を建てたい 

自分が生まれ育った地域に住みたい。 

自分が動けて自分で自分の事が出来る

まで，自宅で生活するつもり。子供達に

は頼れないので，最後は施設に入れれ

ば良いと思うが，現在夫は透析中の為自

分が当分頑張らなくてはならないし，夫中

心の生活を送らざるを得ない状況です。 

自分たちの健康が一番大切  

自分の家がほしい 

自分の家が残っているので，そのまま 

自分の家で。 

自分の家に住みたい。一人で暮らしての

不安はないが一人でどこで死ぬんだろ

う。 

自分の健康  若い世代にお願いします 

自分の故里でこれまでと同じ漁業と共に

暮らせたらと思うが，漁をするものが船も

なければ海岸は７０も下がって現状では
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船を付ける場所もなければ，船を引き揚

げる場所もない。この様なため大部分の

人は漁師をあきらめざるをえない状態に

ある。 

自分の事は自分でやりたいと思う。みん

なに迷惑はかけられない。 

自分の出身地は福島で福島に帰りたい

気持ちはあるがやはり女川に住み続けて

いきたい。出来れば孫たちとも一緒に暮

らしたい。 

自分の土地があるのでそこで暮らしたい。

息子夫婦と暮らしたい。 

自分は高齢者なのであと何年生きるかわ

からないがこの町が早く復興しないと若者

達の仕事先がないのが不安である 

自分は女川から離れたくない。（子供の

仕事の関係でどこに行くのかわからない） 

自分自身の健康  

実姉と一緒に女川に住み続けたい 

社会に迷惑をかけないようにしたい 

若い人たちが活動出来る環境作り 

若い人たちの為に町の復興を望んでい

る。 

集会所が津波でなくなり老人会も解散と

なりコミニュティが無くなった。近くに仮設

住宅がないのでボランティアも来ないしイ

ベントもないので楽しみがない。交通の便

が悪く買い物が不自由。夜も住宅の明か

りもまばらで心寂しくなる。 

集落が町より離れているので，孤独感が

あり，１人暮らしで，何かあった時心配  

住みなれた，今の場所がよい 

住みなれたところでくらしたい 

住みなれた今までの地で生活し子供たち

と暮らしたいと思う。 

住みなれた土地で生活し子供達と残りの

人生を生きて行きたいですがそれには自

分の家がほしいです。固定資産税は大

分納めて来ましたが今は家を建てる事は

出来ず早く公営住宅に入りたいです。 

住みやすい環境で生活したいので町が

復興しなければどこか近くの住みやすい

ところへ移っても仕方ないと思う 

住み慣れたところがよいのでリフォームし

て住む。 

住み慣れた家でこのまませいかつしたい 

住み慣れた家で家族と暮らしたかった。

安心して暮らせる住環境になって欲し

い。 

住み慣れた家で良い 

住み慣れた現在の場所で家族や友達と

過ごしたい。自分の (から)の中に閉じこも

って居ないで種んな事に参加しストレス

解消しながら前向きに進められたら良いと

思います。 

住み慣れた今の家で家族と一緒に過ご

して行きたい。 

住み慣れた今の場所がよい。 

住み慣れた今まで住んでいた少し高台に

住みたいが自分では建てられないので町

営等の復興住宅を造ってほしい 

住み慣れた所が良い。 

住み慣れた所で，もとの生活をしたい。 

住み慣れた所で家族と一緒であれば幸

せです 

住み慣れた所で今のままで良い。 

住み慣れた女川がいいが，実家の石巻

に住んでもいいとも考える。 

住み慣れた女川で暮らしたい 

住み慣れた女川に住みたいが現状では

何の見通しもなく，不安の毎日です。将

来と言ってもいつまで元気でいられるかわ

かりません。交流の場が全然ありません。

友達も近くに居ません。心の復興の為に

も一日も早い町の復興（安心して暮らせ

る環境）や地域の人達の交流の場がたく

さんあればと思います。 

住み慣れた女川に戻りたい 

住み慣れた土地を離れて他に移るがそこ

での関係が心配  

住み慣れた尾浦に戻り，また養殖をした

い。 

住む住所，前の場所  

住む所・・・女川  誰・・・家族と友達  心

の復興・・・きちんとした家と国や地方のし

っかりとした震災復興支援制度  

住む所が心配，低い所にいたので前の

場所には住めない。 

住んでいた場所には戻れないので，別の

所に土地を求めている。息子と孫と息子

の奥さんとおっぴさん達と暮らさなければ

ならない。 

住宅，仕事が必要だと思う 

住宅と仕事  

住宅地なり場所が決まらないと一歩が踏

み出せない 

出島で暮らしたい 

出島には帰らない 

出島には住めないのでとても不安  

出島には戻れない。町の方針に任せる。 

出来ることなら子供達と暮らしたいのが夢

です 

出来ればこのまま自宅に住みたい。近所

の人達が良い人達なので。（庭の前側が

少し落ちているので，このまま住めるかど

うかわからない。 

出来ればこの地域みんなで暮らしに行き

たい 

出来れば女川で生活したいと思っている

が先が見えない。 

出来れば女川に住みたい 

出来れば女川町で住みたい 

出来れば女川町に住みたい 

出来れば震災前のいた場所で住みたい
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が，まったく生活環境の変わった所で，将

来どのようになるか心配です。 

出来れば地元で一生を送りたい。国民年

金でも暮らしていける生活環境であります

様に。 

所有地に住居を持ちたい。 

女川  

女川，前に居た清水町で暮らしたい。町

民アパートか町民住宅で暮らしたい。年

金１ヶ月が少ないので，生活保護をもらい

たい。 

女川，前の場所。 

女川（海のある所）には住みたくない。町

外希望  

女川（出来れば前の所に住みたい） 

女川（塚浜）に帰りたい。元の近所の人

達と過ごしたい。 

女川が良い。生まれ育った町が安心す

る。 

女川で，できれば前の所に住みたい。 

女川では暮らしたいが，今現状をみると

考えてしまう。早く町を復興してほしいで

す。 

女川で家族で暮らしたい 

女川で子と孫として暮らしたいです。 

女川で自分家を持ち，親子水入らずで

暮らせたらいい。 

女川で住みたい 

女川で住みたい。自宅にあった場所にで

きるのであれば夫と住みたい。 

女川で商売しているので，女川に残るし

かないが，仮説は嫌だったので石巻に。

しかし不便。 

女川で商売はもうしないので便利性のあ

る石巻（娘の近く）で生活したい 

女川で生活がしたい，強く思う。 

女川で生活したいが，家が無いので帰ら

れない 

女川で息子と暮らしたい。息子が元の会

社に出来る様になって欲しい 

女川で暮したい 

女川で暮らしたい 

女川で暮らしたいが土地がない，早く土

地を確保したい。 

女川で暮らし変わらない山河を眺め静か

に暮したい。 

女川にいたい 

女川には居たいが，今後又同じような事

が起きると思うと不安  

女川には住みたくない。妻を亡くし家も無

くなった 

女川には住んでいない予定。 

女川に家を建てたい。 

女川に居たいが住む家がどのようになる

かとても不安になる。 

女川に元の場所に家を建てたい。 

女川に住みたい 

女川に住みたい。 

女川に住みたい。もとの住んでいるところ

に 

女川に住みたい。町営が建てば移りた

い。 

女川に住みたいが町の対応が悪い。 

女川に住み続けたい 

女川に住み続けたい。そしてみんなで高

台移転  

女川に戻り，みんなで生活したい。 

女川に戻りたい 

女川に戻りたい。 

女川に戻りたいが，年なので自分で家は

たてられないので町営等安く入れる住宅

に住みたい。 

女川に戻りたいが若い人は戻らない。働

く場所があれば良い 

女川に戻りたいが場所が無いので，息子

さんの考えでいきたい。 

女川のグル-プホームで暮らしたい。 

女川の高台  

女川の地に住みたい。 

女川の町営住宅  

女川は自然に恵まれすごく住みやすかっ

たが（子供は仕事がないので都会で生活

しているが）今回の震災でもう女川には住

みたくないと思っているが，今住んでいる

家を売って蛇田に行きたいと思っている。

（夫が病気で日赤に通院しているため） 

女川を出る 

女川町  

女川町が好きだが原発があるので福島の

様にならないように祈っている。何とか代

替えエネルギーで出来ないものだろうか。

町の姿勢が気になる。町民が安心して暮

らせる様にして欲しい。原発継続となれば

女川町をでて行く事も検討している。 

女川町で夫婦で安心して，安住できる場

所がほしい。 

女川町で暮したい 

女川町で暮らしたいが主人が亡くなった

時は老人ホームに入るか，娘の所へ行く

か思案中である。 

女川町で娘と一緒に暮らしたい。自宅が

あった同じ場所で暮らしたい 

女川町にこだわっています。今は仮設で

皆様のご支援に助けられて生活刺せても

らっています。できるだけ早く津波のこな

いところで家を建てる気持です。場所は

夫が若い頃に用意したものがあります。

家のないことは大変なことです。小さくて

もいいです自分達で生活出来るように考

えています。 

女川町にずっと住みたい。家族，愛犬と

暮らしたい 

女川町には戻りたくない。思い出してしま

うから，ここ内田の仮設住宅は買い物も



54 

 

便利で環境もよく安心して住める。 

女川町に住みたい 

女川町に住みたい。出島に行くのに便利

だから。町営住宅に住みたい。 

女川町に住みたい。町営住宅ができれ

ばそちらに移りたい。 

女川町に住みたい。町営住宅に入りた

い。 

女川町に住みたいと思います。自営業で

す。息子が後継ぎをするとの事ですが若

者がこれからの女川町の復興の為にいろ

いろな案を出して欲しいと願います。若者

が女川から都会へ流れ去らないで居られ

る（暮らせる）明るい町作りを検討していっ

て欲しいと願います。若者が集う場所

等々沢山出来れば良いと思います。 

女川町に住み続けたい。 

女川町に暮したい。できれば町内の住宅

に 

女川町に暮らしたい。（できるなら元の自

宅があった場所）に。できれば子供たちと

一緒に。孫たちも大きくなっているが，行

ったり来たりできるように近くに住んでもら

いたいのが一番の希望である。 

女川町に戻りたい。実家の父母も家を失

い民間の賃貸住宅で生活しているが一

緒に暮らしたいと思っている。 

女川町に老人の福祉センターが欲しいで

す。女川町で安い家賃の住宅（年金で生

活出来る）が欲しい。 

女川町の区画整理が決定された時に考

える希望は自分の土地で生活したい。 

女川町の高台に家を建てる 

女川町の石浜で生活したい 

女川町の宅地計画がまだはっきり決まっ

ていないのでこのまま様子をみている。 

女川町の町営住宅（今，建替中） 

女川町も福島と同じ原発をかかえており

一番の心配。避難道路がない。（石巻線

一本だけ）避難場所もガラス張り。一日で

も早く土地（罹災した土地）の代替えがほ

しい。二重ローンを助けてほしい。 

女川町高台  

女川町高齢者住宅に入りたい。 

女川町内  

女川町内で今迄通りの生活ができれば 

女川町内にすみたい 

女川町内にすみたいがどうなるかわから

ない 

女川町内に住みたい 

女川町内に戻って昔の住人達と暮らした

い。 

商店  

商店がほしい 

商店が無い 元の町に戻って欲しい 

商店会と住宅地の設備   

商店会と住宅地の設備  生活費もかかる

ので大変だ 

商店会の復旧を早めてほしい 

将来についてはまだ考えられない 

将来の生活がとても心配です。土地も無

く不安です。どこに住むかあてが無い毎

日です。 

将来は以前と同じ地区の皆さんと近くに

暮らしていきたい。夫が９０歳になるので

一人での介護は大変で，娘も頻繁に来

てはくれるが，以前は近くの人達が声を

掛けてくれたりし，助けられたので，そうい

う生活に戻りたい。一人での介護は本当

に大変です。 

将来は女川で生活して行きたい。今まで

と変わらない生活をしたい。 

将来への先がない（高齢なので）ので現

在の所で生活を続ける以外に選択肢は

ないと思う。少しでも心穏やかに過ごした

いと願うので，私たち住民で出来る事は

努力するし，私達の及ばない事は，自治

体・県・国の頑張りにかかっていると思う。 

将来も，仮設の土地は自分の土地なの

でその土地で家族と今迄の飲食業を準

備してるので。 

少ない年金で生活できるか心配  

障害児が居るので，ここで暮らす他ない。

子供の事が心配。 

常に孫の心配をしている 

寝たきりになった時が不安  

心の整理がつかない 

心の復興に関しては一般論としてやはり

職の安定による所大なので私の会社でも

一人でも多くの雇用に貢献できたらと考

えています。 

心の復興の為に家が必要  

親子大勢で暮らしたい 

親戚の所で今暮らしてるが，とても便利で

孫たちの将来のこともあり，石巻に家を建

てることにした。 

親類と離れ離れになってしまったので近く

にいたい 

身体が許すかぎり自宅で１人で暮らした

い（子供がいないので頼る人がいない。） 

身体が許す限り自宅で暮らしたい。息子

は仕事で年に数回しか帰らないため，子

供達の負担を考え他の町で新たにマン

ションでも購入し暮らしたい。 

震災うけてないし年ですので今のままで

良い 

震災を受けた我が家は，高台で１５ｍの

所に建っていました。生活環境もよく，地

域のコミ二ティーもよく，とても住み良かっ

たので，又その場所に地域の人達といっ

しょに住みたいと願っています。又，家族

（６人）なので学校，保育所などもあれば

良いと思います。 

震災を忘れる為に体を動かす。 
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震災後，息子と三ヶ月過ごした。落ち着

いてから帰って来た。一緒に暮らそうと言

われたが住み慣れた所がいいので元気

なうちは一人でも頑張って生活したい。 

震災後は，逆にしっかり食事を取り，他の

人に迷惑をかけない様にしている。人の

おせわをするのも嫌じゃないので，同じ仮

設に住む人と仲良くやっていきたい。 

震災後は色々と考えるようになった。この

まま自宅に居たいが息子が住む仙台の

方が生活をするのに不便を感じないので

は？と今はまだはっきり言えない。 

震災後は色々と考えるようになった。自宅

に居たいが仙台の息子の所に行った方

が不便を感じずに生活出来るのではない

かと・・・。今はまだはっきり言えないが。 

震災後人口の減少により特に若い世代

の他市町村に流失によりこの先この南三

陸町が心配になる早く復興計画をせし希

望が持てる町にして欲しい 

震災前と同じかわらない生活がしたい。 

震災前と同じ所に家を建てて息子や孫

達と暮らしたいです。 

震災前と同じ所に家を建てて孫達と暮ら

したいです。 

震災前と同様に家族一緒にくらしたい。 

震災前に暮らしていた場所に住みたい。

一日も早く ,５年も１０年もかかったら，私

達はこの世に居なくなってしまう様な気が

する。 

震災前の行政区の世帯数は１７０世帯あ

りましたが，現在は１７世帯です。今後こ

の地区には一般住宅は建築は許可なら

ないのが残念です。このことから地域コミ

ニュティが存続出来ないのが残念です。

ここに住んでから５０年にもなりますので将

来ともこの地区で現在の家族と一緒に暮

らしたいと思います。 

震災前の今までどおりの生活に戻れば充

分  

震災前の住居が希望だが，規制上難し

い場合は，その周辺の安全な場所，高齢

者の健康維持の取組。 

震災前の所で生活したい。 

震災前の場所に１日も早く住居が建てら

れる様，それができないなら，震災前の高

所に部落民が一緒に暮らせる土地を早く

作ってほしいです。 

震災前の場所に早く公営住宅を建てて

ほしい。これから１０年なんてまてません。

早くつくって今までの部落民と一緒に暮

らしたい。 

震災前の地域の人達が一緒に暮らせる

場所  

震災前の地区にすみたいが津波の来な

い高台に家族はもちろん地区の方々と同

一地区に 

震災前の様に，一緒に皆と暮らしたい 

震災前は家族と一緒に住んでいたが，借

り上げ住宅の際，息子は仕事で家にいる

時間が少なくなり，一人では心配という声

で老人ほ＾むに仕方なく入った。前のよう

に自分の家で暮らしたい。 

震災前は息子達と住んでいた。みんなと

一緒に住みたい。（前と同じ場所） 

震災前は息子達と同居してたが仮設に

入って別々なので前のように一緒に暮ら

したい 

震災前は息子達と同居で 8 人暮らし。今

は仮設で別々なので一緒に暮らしたい。 

震災前後，特別生活環境が変わったわ

けでもないのし，今まで通りに生活できて

いるので心配などない。 

震災前住んでいた場所付近に住みた

い。 

人間関係，協力してみんなで生きる。健

康に生活  

人口増加  

清水町で暮したい。 

生きていれば明日は何とかなると思って

生きている 

生まれ育ったこの女川の地で生活を考え

ています。そのためにも一日も早く復興を

願っています。 

生まれ育ったところで生活していきたい。 

生活はここで  病院，商店が少ないので

大変  

生計の確保  

静かにここで暮らしたい 

石巻，女川，現在の家族。住む土地。 

石巻で生活  

石巻で生活する。 

石巻に自宅は完成しているが，区長をし

ている事もあり，まだ住めない。東京から

娘も帰って来る。 

石巻の娘所有のアパート 

石巻近郊，娘，孫  

石巻方面に住みたい。 

仙台に住む息子と将来同居することで二

年前に二世帯住宅を建て，元気なうちは

こちらですごす予定だったが震災で仙台

へ行くのが早まった。 

仙台の長男の所で暮らしたい。（一人暮

らしなので） 

先が見えてないので具体的にわからな

い。 

先にも書いたように家内の病状から目が

離せなく，時々救急車のお世話になって

います。せめて古い家でもよいから平屋

の私たちの目の届く畳の部屋でう余生を

送らせたいと切実な願いを実現してやり

たいと思っています。 

先のこと（自宅，宅地，ほか）がはっきりし

ていないので具体的に考えることができ
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ない。 

先の事はまだ考えることができない 

先の事は余り考えられない。一日一日自

分でできる事を精一杯頑張る 

前と仕事は同じだが，場所と人が変わっ

たのでストレスで吐いたことがある。 

前と同じ所に住みたい。 

前と同じ所に生活したい。家族と・・・。何

かやる事がほしい。 

前のところで。 

前の家の近くにくらしたい 

前の所，女川にいたい。雇用  広報等で

雇用のあっせん情報がほしい。来年から

保険料など支払いがあると仕事がないの

で経済的に心配で不安だ。 

前の所で住みたい 

前の所に住みたい 

前の所に住みたい。 

前の同じ地区で暮したい 

前の様に歩けなくなった。家族が病気に

なりひとりで家に置かれることがある。１人

でいると震災の事を考えてすごく不安に

なる。 

前は浜に住んでいたが病院や店が近い。

女川町内の高台に住みたい。 

前向きに行きたいと思っています 

曾孫が遠くに住居を移したので，行政で

の一日も早く町の方針を定め，町民が共

に家族，地域体制に戻れる様望む。 

早く家が建てられて，家族みんなでくらし

たい 

早く元通りになることが『心の復興』で

は？ 

早く私の土地に家を建てたい 

早く女川へ帰り，家族みんなで生活した

い 

早めの復興  

早期の女川の復興を望む。漁業で生計

をたてていたので，それなりの仕事が出

来る様になってほしい。 

早期の復興を期待する。狭い集落だから

こそしっかりケアをしてもらいたい。時に孤

立したところの家に残った人たちを 

息子がよくしてくれるので，心配ない 

息子から自分のとこるに来いと言われる

が自分はあまり行く気がしない。このまま

ではいけないとおもっている。 

息子が家を建てて一緒に住もうと言って

いますが，何年たつかわかりません。一緒

に住みたいと思います。 

息子が漁業もしないので出島にも戻れな

い。将来どこに住んだらいいか不安。 

息子が死亡し幼い孫３人が残されたので，

震災時生後２５日だった３番目の孫が成

人するまでじじ・ばばとで頑張りたいで

す。 

息子が亡くなり孫を大学卒業させたい。

土地を買い家を建てたい。 

息子さんが女川町内に居る。家は無事だ

ったが商売はダメになってしまった。 

息子さんが独身なので息子のことで多少

心配している。自身が健康でいることに

努めている。 

息子たちと一緒に暮らしたい 

息子たちと暮らしたい。場所はどこでもい

い。 

息子と一緒に住みたい。 

息子と今まで通り暮らしていきたい。 

息子と生活したい。 

息子と町内で  

息子と離れて暮らしているので運転も高

齢になると，出来なくなるので，今一番要

望しているのはＪＲ仙石線と石巻線の早

期開通を望む。とにかく一番の困ってい

ることです。仙台へのアクセスの整備です。

バスとかはありますが。 

息子に就職が一番心配  

息子に任せている 

息子の意見に従い生活していく身なので，

任せている（あまり深く考えていない）本

心は町内に住み，家を建てたい。高台移

転しても，元の地区の住民とくらしたい。 

息子や孫と一緒に暮らしたいと思ってい

ます。地元には家が建てられないのが一

番つらいです。早く復興計画をだしてもら

いたい。 

息子一家と一緒に住みたい 

息子家族が被災しているので家族で生

活できる場，落ち着ける場（仮設ではなく）

がはやくもとめられるように思う。 

息子夫婦と暮らすものだと思っていた。今

回，一か月暮して今までには感じなかっ

た思いを抱く様になった。（嫁さんの言葉）

自分の気持ちだけではこれから先も一緒

に暮せないと思った。今は一人で頑張っ

て生きて行こうと思っている。一緒に居た

人が流されたのでそれを思うとショックで

す。 

息子夫婦家族と一緒に暮らせれば場所

はどこでもよい。 

足が不自由なのでこれからが大変  

続く支援，医療費，老人ホームのお金の

軽減  

孫（中学・高校生）の将来，就職先雇用，

形だけの復興ではなく中味もしっかり復

興してほしい。 

孫が石巻に居るので，石巻かその周辺に

中古住宅でもいいので買いたい。 

孫たちが安心して学校に通える道路の復

興。自宅で家族と一緒に今までどうり。自

分にできることをこれからも趣味でやって

る踊りを通して施設など慰問を続け少し

でも楽しみを一緒に分かち合えたらと思う。

会話思いやり。相手の話を聞いてあげら
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れる人間になれたら・・・ 

孫たちが早く帰ってきて一緒に暮らした

い。 

孫たちと同居したいが被災した町では今

後不可能であると思う。しかし住みは慣れ

たところを移ることも決断しがたい 

孫たち家族を呼んで一緒にここで暮らし

たい（震災前は四月からその予定だっ

た） 

孫と一緒に女川で暮らしたい。 

孫と子供は原発のない所で暮らさせたい。

配偶者と一緒ならここで暮らしたい。 

孫の事を思えば，どこがいいのかはわか

らないが子や孫と一緒に暮らしたい。以

前の様なデイサービスの再開を希望して

いる。 

孫の将来の事が不安  

孫の成長が見たい 

多少家の状態（被害あり）は悪いが，現

在の生活を続けて行きたい。嫁と孫は仮

設住宅に住み，息子は我々と同居中（高

齢者二人を自宅においていけない為。）

仮設住宅に 5 人は狭すぎる。 

体が健康なうちは女川で暮らしたい。（竹

の浦の人達とも暮らしたいが，交通が不

便） 

体が元気なうちは一人で頑張りたい。具

合が悪くなったら息子の所か老人ホーム

に申し込むか考える 

代々継がれてきた元の集落地に早く戻れ

るよう，復興をお願いしたいです。 

台風のたびに冠水するのが心配。 

大規模半壊で家が傾いている所で生活

している。まだ家を壊す予定も立たないし，

次に住む所も決まっていない。町内にくら

したい。 

宅地ができ，商店街ができ人口が増えて

欲しい 

宅地の確保を進めて欲しい 

沢山の方とお話しがしたい 

地域との交流を密にする為に公的行事

を行っていただけると地区の新たな交流

が構築されてゆくと思われるのですが。 

地域に娯楽がもっとあればいいと思う 

地域に集会場（？）がほしい。 

地域のつながりの存続  

地域の皆さんと一緒に暮らした。 

地域の集まり（おちゃのみ会）がほしい 

地域の人たちと一緒ならどこでも 

地区の集会所が欲しい 

地区毎に移動したい。戻りたいが怖い。

情報が心の安心につながっているので掲

示板に貼って終りではなく対応してほし

い。 

地元で家を再建したい，しかし一方で地

元を離れて子供と暮らすべきか悩む。経

済・住宅的問題の解決が心の復興に一

番つながる。若い人の仕事（漁業）現場

を見ると心がいたむ（働きたいが出来な

い） 

地元で家族で一緒に暮らしたい。 

地元で家族と暮らしたいが，高齢のため

家を建てるのは，今から困難  

地元で現在の家族で暮していければよい。

家に被害はあったが，残っているので幸

せと思わなくてはと考えている。 

地元で今まで通り家族とくらせればよいと

思っている。早く町の復興（特に水産関

係）が進み，以前の生活に少しでも戻れ

る様になれば「心の復興」に通じるのでは

ないだろうか 

地元で子供達と暮らしたい。漁業に見通

しが立てば子供の仕事 (漁業）を手伝い

たい。現在は夫の病気で生計は立てられ

ない。 

地元で生活が出来，震災前の地域の人

たちと生活出来たらいいと思う。心の復興

には自分もわからない。でも，何か熱中で

きる物があったらなぁと思います。 

地元で生活したい 

地元で生活したい。体が続く限り自分で

地元で生活したい。 

地元で生活したい。知人・友人・家族と

常にコミュニケーションがとれる場所が欲

しい 

地元で生活していきたい 

地元で町営住宅でくらしたい。 

地元で病院も済ませたいし自宅も離れた

くない 

地元で娘と暮らしたい。年齢の関係で家

の再建不可能なので町営公営住宅に入

りたい。その為国の政策の早い行動を求

む。造成や漁港を早く！ 

地元にもどり，元住んでいる所に家族み

んなで生活したい。 

地元に家を再建したい。避難中は何度も，

被害を受けた自宅を見に行った。 

地元に帰りたい，今まで通り家族と一緒

に生活したい。早く自分の家，自分の部

屋でゆっくり余生を過ごしたい。 

地元に住みたい。 

地元に戻り，家族と住みたい。」 

地元に戻り，今まで通りに家族と暮らした

い。 

地元に戻りたい 

地元に戻りたい。女川町を早く復興させ

たい。 

地元に戻りたいが年もとっているので，戻

ってから生活できるか心配です。 

地元や元の場所で生活したいが，いろい

ろ考えると，難しく，他の土地で生活した

方がよいと思うことがあり決めかねている。

家族（特に女性）は海の見えない所に暮

らしたいようです。 
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地元女川に住みたい。できれば元の同じ

地区の人たちとまた一緒に。町営ができ

るのであればそこで暮らしたい。 

地元女川に住みたい。できれば元の同じ

地区の人たちとまた一緒に町営が出きる

のであればそこで暮らしたい。 

地元生活にこだわっていない（年齢の関

係上）。体の許す限り二人で暮らしたい。 

地震で家が壊れたので仮設にでも入りた

いがだめらしい｡今度，大きい地震が来た

ら心配    

地盤が下がったので台風で冠水するの

が心配。このままであれば移転も考える。 

地盤が心配  

地盤沈下，がれきが万石浦湾に沈んで

漁業が心配  

竹浦に戻りたいが家を立てられるか不安  

町がこのようになり何も考えられない。 

町から流出した人達に戻って来て欲しい 

町が早く欲しい。人とのふれあいが欲しい

です。寂しいです。 

町が復興すれば孫たちと一緒にここで暮

らしたい。 

町の復興  

町はダメになったが，新たな町ができれば

よいと思う。 

町営の住宅の設備  

町営住宅  

町営住宅ができたら，そこに入りたい。 

町営住宅ができたら，そこに入りたい。い

つできるのか見通しがたたないので不安  

町営住宅ができれば，そこに住みたい。 

町営住宅が出来たら，そこに入りたい。 

町営住宅に住みたい 

町営住宅の希望  

町営住宅を希望，孫たちは成人している

ので早く出たいようだ。夫婦落ち着いて

暮らしたい。 

町営住宅を希望する 

町営住宅を希望するが一戸建てを希望  

町営住宅を建ててもらって女川に住みた

い。 

町営住宅を建設してほしい 

町外にある病院の近い所に移り住みた

い。 

町外のある病院の近い所に移り住みたい 

町議会の対立が収まらないうちは復興に

ならない 

町内  

町内でくたしたい。 

町内での生活を希望。孫，ひ孫達の成

長を祈りたい。 

町内で生活したいが，町内で子供たちが

仕事に就けるか？ 

町内で町営住宅に住みたい 

町内に住みたい。家屋建設の時，いくら

でも補助金が有れば良いと思う。 

町内に住みたい。元の自宅のそばがい

い。 

町内に住む 

町内に留まりたい。大きな不安の中答え

（考え）がまとまらない。 

町内の高台移転，出来れば息子と共に 

町内の高台移転，出来れば息子と共に。 

町内を離れて息子（東松島市）の世話に

なる。 

長男（千葉県）の所に行きたい。 

長男が津波で流され見つかっていないの

で寝つきが悪い 

長男が透析を受けているので将来が心

配  

長男が独身なので将来どこに又どのよう

にして家を建ててやったらよいかわからな

い。先の見通しがたたない。自分は地元

で生まれ育っているので出来れば地元で

暮らしたい。 

長男のところ（仙台） 

長男家族の住居の近くで，仲良し友達も

近く居て，暮らせたらなーと 

長男夫婦と一緒に以前のところで新しい

家を建て暮らす予定  

直接的ではないが気持ちが少しずつ離

れているようなきがする。人の輪，助け合

い，協力しあうこと 

津波で家を流されて，こうしていられること

がありがたい。 

津波の影響がなかった（高台なので）。こ

こで家族のみんなと一緒に過ごして行き

たい。 

津波の心配のない高台の復興住宅で生

活したい。 

津波の来ない所に暮らしたい。若い人達

の為に早く仕事を増やしてほしい。安定

した収入がほしい。 

通院，買い物に連れて行ってくれるサ－

ビスが欲しい。今は弟に頼んで連れって

行ってもらっているが，弟にも生活がある

ので頼んでばかりでは悪いから。 

通院が不便。往診してほしい。 

土地の問題がはっきりしないと動きようが

なく不安  

土地を買い上げてもらえば家を建てた

い。 

土地を戻してそこに住みたい。（別の高

台）希望を持って頑張りたい。 

島での生活は出来ず，町で暮らすより他

がないので，妻と一緒に小さい家でも建

て暮らそうと思っています。 

島に戻りたい 

島に戻りたいが・・・娘宅にいると思う。 

当分の間は，現状の生活でよいと思って

る。しかし家の修理や健康面（自分と夫）

を考えると将来は子供の家へ引っ越し同

居した方が良いかどうか同時に考えてい
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る。（現在町外に住む，子供の仕事を

時々手伝い行き来しているので。） 

糖尿病を患っているため，これから仕事

をする事が困難なので女川町内にこだわ

らず年金で暮せるくらいの住宅が建てば

いいと思っている。 

働く所がなければ絶対に『心の復興』に

はならないと思う。 

動けなくなったら長男が面倒を見てくれる

ので現住所には移住しなくてよい 

動けなくなった時相談したいがどこにどの

様に相談してよいかわからない。定期的

に訪問して相談ののってほしい。 

動物用の食べ物の支援もしてほしい 

同じ 

同じ処に住みたい 

同じ所  

同じ所（旭ヶ丘） 

同じ所（海の見えるとこ）で，家族と 

同じ所（自宅に被害がなかったので・・） 

同じ所（特別被害が無かったので） 

同じ所（利府にいる娘が来いと言ってくれ

るにで私は言ってもよいが，息子が女川

を離れたくないと言うので一緒にいる） 

同じ所で 

同じ所で。 

同じ所でくらしたい。 

同じ所でくらしていく。 

同じ所で家族と暮らしたい。 

同じ所で姉妹でくらしたい。 

同じ所で住みたい。 

同じ所で生活したい 

同じ所に 

同じ所に（特別被害がなかったので） 

同じ所にいたい 

同じ所にいたい。 

同じ所にいたいが・・・ 

同じ所にいる 

同じ所にくらしたい 

同じ所にくらしていく 

同じ所に家族で…。 

同じ所に居たい 

同じ所に住みたい。 

同じ所に住みたいが… 

同じ場所  

同じ場所で 

同じ場所で生活したい。漁業で生計を立

てたいが，放射能が心配。資金を出して

漁をして果たして売れるかが不安。 

同じ部落に居たい。離れたくない 

特にない 

特にない。 

特になし 

特になし（自宅に現在住んでいるので現

状でほぼ満足している。）外出して気晴ら

しができなくなった（交通の便が悪い為） 

特になし 

独り住まいなので，老人ホーム等に行き

たいと思っているので心の準備はしてい

る。 

南三陸町で家族で生活していきたいです 

南三陸町で暮らす。 

二人で生活しているので，多分他の地域

に行くと思います。 

二世帯住宅をたてて，娘一家と息子とく

らしたい。女川にはいない。 

二年後の住居に不安（前の所に住みた

いが・・・） 

認知症がひどくなったら心配。介護認定

が認めてもらえるか心配。今後ひどくなっ

たら申請を考えるが家族でみられるうちは

みる。 

認知症なので回答できない 

年金で生計を立てているが病気したとき，

経済的に心配。 

年金額が不安  

年金生活なので年金を下げないでほしい 

配偶者と町営住宅に住みたい。 

買い物する場所が近くに欲しい。働く場

所があれば遠くに行った人も戻って来る

と思う。 

被災してないので今のままで十分  

避難してきた家族の将来が心配  

美容院とかなくて行きたくても行けないの

で活性化して欲しい 

病院がちかくに欲しい。 

病院がないので不安。(仮設なので寒くな

ると大変 ) 

病院の近い所。配偶者と子。家。 

病院や娯楽施設がほしい 

病院を近くに立てて欲しい。商店会も近

くに欲しい 

不便な生活だったが小さいころから志津

川を離れたくない 

夫が老健に入所している為に特養に入

所させたい。どこも２００人以上待ち。自分

の宅地がどうなるのか早く復興計画を示

してほしい。それが一番の心の復興にな

ると思います。 

夫の健康  

夫は事務所を石巻に移しましたが私はパ

ソコンも何もかも流失し（家），今手書きで

仕事を仮設内でしてますが，この先何年

続けられるかとても不安です。 

夫婦で女川町に住みたい 

夫婦二人で浦宿で暮らしたいが１人にな

ったら老人ホームにでも入りたい。娘の所

には行けない。 

夫婦二人で家を建てて暮らしたい。 

部落の人達は，皆一緒に同じ所に住み

たい。 

部落を離れたくない。 

復旧の遅れ。仕事。 

復興住宅ができれば，そこにはいりたい。 
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分からない 

別にないというか，わからない。 

変わらず家族と一緒に暮らしたい 

変わらず住みたい 

変わらず住み慣れた家で暮らしたい 

変わらない生活がしたい 

変わりなく生活したい。今まで通りの家

族。 

変化なし 

便利のよいところで暮らしたい 

便利の良い所で暮らしたい 

暮らしたい。そのためにも島での仕事が

いろいろあればいいと思う。住民も減り高

齢の島なので活気がなくさみしさはある。 

放射能の影響で牛が出荷停止になった

りでこれからが心配で早く安心して暮らし

たい 

毎日の仕事がなく収入もない。常に不安

を感じている。このまま自宅（浦宿）で暮ら

したい。 

未だ 分らない。子供も被災。息子を亡く

した。 

夢も希望もないが，家でもとのように暮ら

したい。 

娘  

娘がいなくなり，これから先何をどうしてよ

いか心配  

娘が家を建てるので仮設を出るときはそ

こへ行く。健康でできれば１人でくらした

い。 

娘が流され，高２中３男の子を残されこれ

から先，どうしたらよいかわからない。孫た

ちのこれからが心配  

娘とここで暮らしたい 

娘と一緒に暮らします。 

娘の家なのでこのまま暮らす。 

娘の近くで１人で暮らしたい。 

娘の仕事が無いことが心配  早く仕事し

て前のように暮らしたい 

娘宅を出て，一人で暮らしたい。 

娘夫婦と同居しており，自宅は流出して

しまったが，震災後石巻に新築し住んで

いる。娘のだんなさんが優しいので，この

まま娘夫婦と暮らして行きたい。住み慣れ

た土地から離れたので，近所や地域の交

流の場がなかなかないので，女川町でも

そういう風に離れた人達にも，目を向けて

欲しい。月に一度でも情報が欲しい。 

鳴子に避難  

戻りたいが住めない。 

役場にお風呂が壊れた事を言ったが，な

かなか直しに来てくれない。雨漏りもひど

い。子供達は女川を離れろと言われるが，

自分は住み慣れた所で過ごして行きたい

と思っている。 

友人の近くの仮設に行きたい 

友達を通して仲良く生きていきたい 

来年から野菜を始めたいが原発の影響

が心配  

離れて暮らしている子供に迷惑をかけな

い為にはこの町で頑張るしかないが年金

生活故甚だ先行きの生活に不安を感じ

ている。 

老人ホームに入りたい 

老人ホオムに入りたいと思います 

老人ホーム的な所で暮らしたい。子供に

迷惑をかけたくない。 

老夫婦で健康で暮らしたい。現在の場所

でいいが，部落がほとんど家屋流出した

ので淋しい 

鷲神浜向山で暮らしたい 
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②調査地域に関する集計結果の分析 

下記の両町の共通点及び相違点を念頭に，今回の調査結果の両町の違いを考察した。 

１.南三陸町と女川町の共通点 

・東部を三陸リアス海岸に面し，沿岸部の日本有数の漁港を中心に街が密集して発展 

・海沿いまで山が迫り，可住面積が狭い。 

・高齢化率が宮城県内の他の市町村と比べても高い（南三陸 30.1%，女川 33.5%）全国

平均 23.1％（H22 国勢調査 ）  

・平成の大合併に際して大合併や市への統合をせず，一郡一町として存続している｡ 

2．南三陸町と女川町の違い 

・旧歌津町と合併した南三陸のほうが，総面積が女川の約 2.5 倍 

・人口も女川約 1 万に対して南三陸約 1 万 8 千 

・女川のほうが平地が少なく可住面積率が低い。（南三陸 23%，女川 15%：2005 年デー

タ）その結果，人口密度も南三陸 92.3 人 vs 女川 124 人と，女川のほうが狭い低地

に人口が密集している。 

・女川の方が高齢化率が高く，高齢夫婦世帯割合（南三陸 7.7%，女川 14.2％）高齢者

独居世帯割合（南三陸 6.4％，女川 10.9％）ともに高い。その結果，世帯構成人数

も南三陸 3.5 人，女川 2.7 人と，女川のほうが少ない。 

・一次，二次，三次産業への従事率は，南三陸 26.0%：29.5%：44.5%に対して，女川

15.8%：33.8%：50.4%であり，女川のほうが原発もあって三次産業の割合が高い。（参

考：福島第一原発のある大熊町，双葉町の率は 9.1%：29.2%：61.4%） 

・農業従事者の割合に顕著に差があり，南三陸 5.4%に対して女川 0.3％。漁業も南三

陸 17.3％，女川 14.7％となっている。 

 

３．アンケート調査結果の考察 

年齢と性別：平均年齢は南三陸 76.89±7.088 歳，女川 75.17±6.855 歳で，性別はど

ちらもおよそ 6 割が女性，4 割が男性となっている。(図 1a,図 1b)これらについて，統

計学的な有意差はなかった。 

図 1a                                    図 1b 

    

男性 

38% 

女性 

61% 

無回答 

1% 

性別(南三陸) 

男性 

40% 

女性 

59% 

無回答 

1% 

性別(女川) 
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住居について 

自宅に被害がないが南三陸で 41.9％に対して女川 16.6％と顕著に差が出ている。仮

設住宅への移住を強いられた割合も南三陸 40.0％に対して女川 49.3％と 10 ポイント

近い差が出ている。(図 2a,図 2b)これは女川のほうが総面積が狭いこと，津波の被害

を受けた低地に人口がより集中していたことから導かれる。 

 図 2a 

 

図 2b 
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同居者 

一人暮らし世帯が南三陸 8.8％に対して女川 16.2％，同じく配偶者のみ世帯も南三

陸 20.7％に対して女川 35.5％と顕著な差が出ている。(図 3a,図 3b)しかし，震災前後

での同居者の変化が両町であまり変わらないので，これは震災以前からのものと思わ

れる。H22 年国勢調査でもこれは裏付けられる（上記の両町の相違点参照）。 

図 3a 

 

図 3b 
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生計の立て方 

女川で農業が少ないのは国勢調査結果からも震災以前からであることが伺える。家

族の扶養が南三陸 26.0％に対して女川が 8％と低く，公的年金での生活者が南三陸

70.3％に対して女川が 75.9％と高い。(図 4a,図 4b)  

 

図 4a                                 

 

図 4b 
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体調について 

「悪い」と答えた人と「良い」と答えた人の割合が南三陸 25.4%：16.1％に対して女

川 15.3％：24.0％と明らかに差が出ている。(図 5a,図 5b)年齢からみて女川のほうが

若い高齢者が多いはずなので，明らかに逆転している。体調の変化についても，「新た

に病気になった」，「以前より悪化した」割合が南三陸 12.4％＋7.8％に対して女川

15.6％＋11.9％と若いはずの女川に悪い結果が出ている。 

 

 

   図 5a                図 5b 
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必要な医療サービス 

「現在のサービスで十分」が南三陸 24.8％に対し女川 37.3％（逆に「町内に病院が

欲しい」，「診療所が欲しい」は南三陸（32.1%，14.8％），女川（8.9％，7.2％）と女

川の満足度が高い。(図 6a,図 6b)これは，高台にあって一階部のみの浸水で済んだ女

川中央病院（他の民間診療所も再開）と，完全に水没して登米市立よねやま診療所の

空き病棟に移転を余儀なくされた結果，町内に病院がなくなった南三陸町との差が出

ていることが考えられる。 

 

図 6a 

 

 

図 6b 
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い。 
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心理的ストレス 

女川の方が南三陸に比較して結果が悪い傾向がある。(図 7a,図 7b) 

 

図 7a 

 

図 7b 
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68 

 

利用している介護サービス 

利用していない率が南三陸 55.1％に対して女川 73.5％となっている。(図 8a,図 8b)

この結果は，女川では，介護サービスを使っていない人の多い女川で「体調」「体調の

変化」「心理的ストレス」に悪い結果が出ているのは危険サインであろう。 

 

図 8a 

 

図 8b 
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③認定を受けて，介護サービスを利用している。 

④利用したいができないでいる。 

⑤その他 
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ボランティアによる介護支援 

ボランティアによる介護支援を受けた人は，南三陸で 15.6％であるのに対して，女

川では 2.2％と顕著な差が出ている。(図 9a,図 9b) 

図 9a                                    図 9b 

     

 

 

  

16% 

55% 

29% 

ボランティアによる介

護支援を受けた? 

(南三陸) 

はい 

いいえ 

無回答 

2% 

67% 

31% 

ボランティアによる介護

支援を受けた? 

(女川) 

はい 

いいえ 

無回答 
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不満や不便 

 住まいの状況に対する不満が南三陸 24.9％に対して女川 31.0％と高いが，両町の相

違である可住面積の狭さ（女川が狭い）ことが影響していると思われる。女川は仮設

住宅を石巻市の敷地に建設するなど，高台で安定して住める土地が少ない。 

一方，買い物に関しては南三陸 34.3%に対して女川 23.9％と不満が女川で少ない。移

動スーパーなどに加え，経済活動が本格化している県内第二の都市である石巻が隣接

している便によるものと思われる。(図 10a,図 10b) 

 

図 10a 

 

 

 

 

図 10b 

 

 

 

  

669 

290 

924 

199 

244 

271 

87 

229 

81 
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①住まいの状況（住み心地等） 

②仕事 

③買い物 

④食生活 

⑤近隣の人たちとの関係 

⑥地域での交流 

⑦余暇や自由時間 

⑧公的なサービスや情報 

⑨その他 

不便や不満(南三陸) 

437 

106 

337 

74 

157 

144 

58 

103 

91 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

①住まいの状況（住み心地等） 

②仕事 

③買い物 

④食生活 

⑤近隣の人たちとの関係 

⑥地域での交流 

⑦余暇や自由時間 

⑧公的なサービスや情報 

⑨その他 

不便や不満(女川) 
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社会活動の変化 

震災後に社会活動をやめてしまった人の割合が，南三陸 18.2％に対して女川が

24.6％と高い。(図 11a,図 11b) 

 図 11a 

 

 

 

 

図 11b 

 

 

  

15% 

18% 

3% 
55% 

9% 

震災前後での社会活動の変化(南三陸) 

①震災前から同じ活動に参加している。 

②震災前は参加していたが今はしていな

い。 
③震災後に参加するようになった。 

④震災前から参加していない。 

無回答 

14% 

25% 

2% 

53% 

6% 

震災前後での社会活動の変化(女川) 

①震災前から同じ活動に参加している。 

②震災前は参加していたが今はしていな

い。 
③震災後に参加するようになった。 

④震災前から参加していない。 

無回答 
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原発の影響 

「農業・漁業への影響」を訴える人の割合が南三陸 11.0％に対して女川 4.0％と，原

発の立地する女川で逆転現象が起きている。(図 12a,図 12b)しかし，これは「両町の相

違」で触れた一次産業従事者の相違（女川が一次産業従事者，特に農業従事者が少な

い）によるものと考えられる。また「将来への原発の不安」は，立地している女川の

ほうが高い数字なのは必然であろう。  

 

 図 12a 

 

 

図 12b 

 

 

 

  

1773 

139 

28 

297 

83 

249 

111 

0 500 1000 1500 2000

①特にない。 

②直接的な影響はないが，復旧・復興の遅れ… 

③食料の確保や義援金の配分など支援の推… 

④漁業・農業への影響がみられる。 

⑤不安が高まり，心理的なストレスとなっている。 

⑥今はないが，将来への不安が強くなっている。 

⑦その他 

原発災害の影響について(南三陸) 

888 

106 

10 

56 

71 

278 

48 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

①特にない。 

②直接的な影響はないが，復旧・復興の遅れ… 

③食料の確保や義援金の配分など支援の推… 

④漁業・農業への影響がみられる。 

⑤不安が高まり，心理的なストレスとなっている。 

⑥今はないが，将来への不安が強くなっている。 

⑦その他 

原発災害の影響について(女川) 
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将来の生活への思い  

「これまでと同様に不安などはない」と答えた人が南三陸 27.8％に対して女川は

20.9％，逆に新たに「不安を感じるようになった」人が南三陸 55.2％に対して女川は

60.4％であり，女川の人のほうが多く不安を感じるようになっている。(図 13a,図 13b) 

 

 図 13a 

 

 

 

図 13b 

 

 

 

  

89 

749 

162 

930 

502 

11 

248 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

①将来の生活に大いに希望を持っている。 

②これまでと同様特に不安などはない。 

③今現在は不安だが，将来については特に… 

④これまでにはなかった不安を多少感じるよ… 

⑤これまでにはなかった不安を強く感じるよう… 

⑥その他 

無回答 

将来の生活に対する思い(南三陸) 

35 

294 

100 

543 

310 

26 

101 

0 100 200 300 400 500 600

①将来の生活に大いに希望を持っている。 

②これまでと同様特に不安などはない。 

③今現在は不安だが，将来については特に… 

④これまでにはなかった不安を多少感じるよう… 

⑤これまでにはなかった不安を強く感じるよう… 

⑥その他 

無回答 

将来の生活に対する思い(女川) 
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将来の希望 

可住面積に制限のある女川では「住む場所」についての希望が高く出ている。(図 14a,

図 14b) 

 

 図 14a 

 

 

 

 図 14b 
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無回答 
住む場所について 

生活・生き方について 
家族・親類について 

仕事について 
医療・介護について 

他者への要望について 
健康・元気について 
設備や物資について 
心の問題について 
経済問題について 

地域社会の問題について 
その他 

問題・要望なし 

将来の希望などに関する自由記述①(南三陸) 

481 

644 

62 

53 

18 

6 

13 

18 

38 

28 

4 

4 
15 

25 

0 100 200 300 400 500 600 700

無回答 

住む場所について 

生活・生き方について 

家族・親類について 

仕事について 

医療・介護について 

他者への要望について 

健康・元気について 

設備や物資について 

心の問題について 

経済問題について 

地域社会の問題について 

その他 

問題・要望なし 

将来の希望などに関する自由記述①(女川) 
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③性別による集計結果の分析 

 

男性が 1588 名（38.7％），女性が 2466 名（60.1％），不明 46 名であった。その平

均年齢は，男性が 75.5 歳±6.56，女性が 76.8 歳±7.30 であった。  

性別と設問 1「おからだの状態」に男女で統計学的な相違はなかった（χ2=5.751，

自由度 2，p=0.056）。しかし，震災の前後で，心理的状態に変化がありましたかとい

う設問では，特にない（①）と回答した男性は 45.2％で，女性（37.5％）よりも割合

が高かった。一方，多少のストレス（②），強いストレス（③），心理的ストレスに関

して受療（⑤）は女性の方が，割合が高かった。(クロス集計表 1) 

 

クロス集計表 1 

 

  

５．震災の前後で，心理的な状態に変化はありましたか。     

（複数選択可） 

性別 

男性

(n=1588) 

女性

(n=2466) 

度数 度数 

①特にない。 717 924 

性別の％ 45.2 37.5 

     

②多少ストレスを感じるようになった。 554 941 

性別の％ 34.9 38.2 

     

③強いストレスを感じるようになった。 227 440 

性別の％ 14.3 17.8 

     

④心理的なストレスに関して周囲の人に相談するようになった。 14 21 

性別の％ 0.9 0.9 

     

⑤心理的なストレスに関して病院・診療所で治療を受けるようにな

った。 

20 51 

性別の％ 1.3 2.1 
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設問 6「この一週間で，つぎのようなことにどの程度悩まされましたか。」では，睡

眠途中で目が覚めてしまう（１），その時の場面が突然頭にうかんでくる（３），寝つ

きが悪い（４），震災を思い出すと，身体が反応して汗ばんだり，息が苦しくなったり，

むかむかしたりドキドキすることがある（６），震災についての夢を見る何事にもやる

気が起きない（８）の項目で，男女の回答傾向に統計学的な差異がある（p<0.05）す

なわち，これらの項目では，いずれも女性の方が，程度（頻度）が高く，震災による

心理的影響の度合いが強いと考えられる。  

 

クロス集計表 2 

 

性別 

合計 男性 女性 

（１）睡眠の途中で目が覚

めてしまう。 

① 全くなし 度数 689 793 1482 

性別 の % 45.6% 33.5% 38.2% 

② 少し 度数 655 1167 1822 

性別 の % 43.3% 49.4% 47.0% 

③ かなり 度数 168 404 572 

性別 の % 11.1% 17.1% 14.8% 

合計 度数 1512 2364 3876 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 64.375 2 .000 ） 

 

  
性別 

合計 男性 女性 

（２）イライラして怒りっぽく

なっている。  

① 全くなし 度数 905 1512 2417 

性別 の % 61.6% 65.4% 63.9% 

② 少し 度数 464 651 1115 

性別 の % 31.6% 28.1% 29.5% 

③ かなり 度数 99 150 249 

性別 の % 6.7% 6.5% 6.6% 

合計 度数 1468 2313 3781 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 5.687 2 .058 ） 
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性別 

合計 男性 女性 

（３）その時の場面が，突然

頭にうかんでくる。 

① 全くなし 度数 818 1062 1880 

性別 の % 56.3% 46.5% 50.3% 

② 少し 度数 507 921 1428 

性別 の % 34.9% 40.3% 38.2% 

③ かなり 度数 127 300 427 

性別 の % 8.7% 13.1% 11.4% 

合計 度数 1452 2283 3735 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 38.817 2 .000 ） 

 

  
性別 

合計 男性 女性 

（４）寝つきが悪い。 ① 全くなし 度数 998 1206 2204 

性別 の % 67.8% 51.9% 58.1% 

② 少し 度数 344 741 1085 

性別 の % 23.4% 31.9% 28.6% 

③ かなり 度数 130 375 505 

性別 の % 8.8% 16.1% 13.3% 

合計 度数 1472 2322 3794 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 98.252 2 .000 ） 

 

  
性別 

合計 男性 女性 

（５）物事に集中できない。             ① 全くなし 度数 1042 1580 2622 

性別 の % 71.9% 69.2% 70.2% 

② 少し 度数 317 570 887 

性別 の % 21.9% 25.0% 23.8% 

③ かなり 度数 91 134 225 

性別 の % 6.3% 5.9% 6.0% 

合計 度数 1450 2284 3734 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 4.731 2 .094 ） 
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性別 

合計 男性 女性 

（６）震災を思い出すと，身

体が反応して汗ばんだり，

息が苦しくなったり，むかむ

かしたりドキドキすることが

ある。 

① 全くなし 度数 1121 1507 2628 

性別 の % 76.6% 65.4% 69.7% 

② 少し 度数 289 633 922 

性別 の % 19.8% 27.5% 24.5% 

③ かなり 度数 53 166 219 

性別 の % 3.6% 7.2% 5.8% 

合計 度数 1463 2306 3769 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 57.683 2 .000 ） 

 

  
性別 

合計 男性 女性 

（７）震災についての夢を見

る。   

① 全くなし 度数 1069 1567 2636 

性別 の % 72.8% 67.7% 69.7% 

② 少し 度数 335 578 913 

性別 の % 22.8% 25.0% 24.1% 

③ かなり 度数 65 170 235 

性別 の % 4.4% 7.3% 6.2% 

合計 度数 1469 2315 3784 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 17.401 2 .000 ） 

 

  
性別 

合計 男性 女性 

（８）何事にもやる気が起き

ない。    

① 全くなし 度数 1077 1608 2685 

性別 の % 73.9% 70.4% 71.8% 

② 少し 度数 301 517 818 

性別 の % 20.7% 22.6% 21.9% 

③ かなり 度数 79 158 237 

性別 の % 5.4% 6.9% 6.3% 

合計 度数 1457 2283 3740 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 6.262 2 .044 ） 
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設問 15「震災の前後で，将来の生活に対する思いに変化はありましたか。」では，男女で

の統計学的な差異はなかった。（χ2=4.159，自由度 5，p=0.527） 

 

クロス集計表 3 

 

  

 

性別 

合計 男性 女性 

１５．震災の前

後で，将来の

生活に対する

思いに変化は

ありましたか。 

①将来の生活に大いに希望

を持っている。 

度数 53 69 122 

性別 の % 3.6% 3.1% 3.3% 

②これまでと同様特に不安

などはない。 

度数 410 623 1033 

性別 の % 28.0% 27.7% 27.8% 

③今現在は不安だが，将来

については特に不安は感じ

ない。 

度数 112 147 259 

性別 の % 7.6% 6.5% 7.0% 

④これまでにはなかった不

安を多少感じるようになっ

た。 

度数 568 892 1460 

性別 の % 39% 40% 39% 

⑤これまでにはなかった不

安を強く感じるようになった。 

度数 305 502 807 

性別 の % 20.8% 22.3% 21.7% 

⑥その他 度数 17 20 37 

性別 の % 1.2% 0.9% 1.0% 

合計 度数 1465 2253 3718 

性別 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率 (両側）＝（ 4.159 5 .527 ） 
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④年代別による集計結果の分析 

対象者の年齢群を男女に分けて比較すると，高齢になるほど女性の割合が高いという日

本の人口構造に合致する傾向がみられる。(クロス集計表 4) 

身体の状況については，サンプル数の少ない 95 歳以上の群を除くと，ほぼ相違なく，

良いが 22-23％，普通が 55-58％，悪いが 19-21％となっており，年代による差異は明らか

ではない。（χ2=7.119，自由度 6，p=0.310） 

クロス集計表 4 

 

年 齢 群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

性別 男 性 度数 738 693 152 2 1585 

年齢群の % 41.8% 39.8% 29.8% 8.0% 39.2% 

女 性 度数 1026 1047 358 23 2454 

年齢群の % 58.2% 60.2% 70.2% 92.0% 60.8% 

合 計 度数 1764 1740 510 25 4039 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 34.52 3 .000 ） 

 
  

年 齢 群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

１．現

在のお

身体の

状態は

いかが

です

か。 

良 い 度数 385 390 115 3 893 

年齢群の % 22.6% 23.3% 23.7% 12.0% 23.0% 

普 通 度数 988 953 267 20 2228 

年齢群の % 58.1% 56.9% 54.9% 80.0% 57.3% 

悪 い 度数 328 331 104 2 765 

年齢群の % 
19.3% 19.8% 21.4% 8.0% 19.7% 

合 計 度数 1701 1674 486 25 3886 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 7.119 6 .310 ） 
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震災の前後での心理的な状態の変化は「特にない」の割合が高齢になるに従って増える

一方，多少ストレスを感じるようになった人の割合は若年者群で多い。強いストレスを感

じる人の割合は，95 歳未満では 15-16％程度で大きな相違はない。(クロス集計表 5) 

 

クロス集計表 5 

５．震災の前後で，心理的な状

態に変化はありましたか。（複

数選択可） 

年 齢 群 

合計 

(n=4039

) 

65～74

歳 

(n=176

4) 

75～84

歳 

(n=174

0) 

85～94

歳 

(n=510

) 

95 歳以

上 

(n=25) 

度数 度数 度数 度数 度数 

①特にない。 679 703 245 14 1641 

年齢群の % 38.5% 40.4% 48.0% 56.0% 40.6% 

  
     

②多少ストレスを感じるように

なった。 
699 640 157 5 1501 

年齢群の % 39.6% 36.8% 30.8% 20.0% 37.2% 

  
     

③強いストレスを感じるように

なった。 
294 294 78 2 668 

年齢群の % 16.7% 16.9% 15.3% 8.0% 16.5% 

  
     

④心理的なストレスに関して周

囲の人に相談するようになっ

た。 

16 13 6 0 35 

年齢群の % .9% .7% 1.2% .0% .9% 

  
     

⑤心理的なストレスに関して病

院・診療所で治療を受けるよう

になった。 

35 29 6 0 70 

年齢群の % 2.0% 1.7% 1.2% .0% 1.7% 
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設問 6「この一週間で，つぎのようなことにどの程度悩まされましたか。」では，イライ

ラして怒りっぽくなっている（２），その時の場面が突然頭にうかんでくる（３），の項目

で，年齢群での回答傾向に統計学的な差異がある（p<0.05）。すなわち，これらの項目で

は，いずれも若い方の年齢群で程度（頻度）が高く，震災による心理的影響の度合いが強

いと考えられる。(クロス集計表 6) 

 

クロス集計表 6 

  

 

年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（１）睡眠の途

中で目が覚めて

しまう。 

① 全く

なし 

度数 661 627 183 11 1482 

年齢群の % 38.6% 37.5% 38.3% 47.8% 38.2% 

② 少し 度数 805 785 226 12 1828 

年齢群の % 47.0% 47.0% 47.3% 52.2% 47.1% 

③ かな

り 

度数 246 259 69 0 574 

年齢群の % 14.4% 15.5% 14.4% .0% 14.8% 

合計 度数 1712 1671 478 23 3884 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 5.189 6 .520 ） 

 

  
年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（２）イライラ

して怒りっぽく

なっている。  

① 全く

なし 

度数 1031 1048 332 15 2426 

年齢群の % 61.6% 64.7% 70.2% 65.2% 64.0% 

② 少し 度数 518 468 123 7 1116 

年齢群の % 31.0% 28.9% 26.0% 30.4% 29.4% 

③ かな

り 

度数 124 105 18 1 248 

年齢群の % 7.4% 6.5% 3.8% 4.3% 6.5% 

合計 度数 1673 1621 473 23 3790 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 15.343 6 .018 ） 
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年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（４）寝つきが

悪い。 

① 全く

なし 

度数 967 945 281 15 2208 

年齢群の % 57.7% 57.9% 59.7% 68.2% 58.1% 

② 少し 度数 487 463 132 6 1088 

年齢群の % 29.1% 28.4% 28.0% 27.3% 28.6% 

③ かな

り 

度数 222 224 58 1 505 

年齢群の % 13.2% 13.7% 12.3% 4.5% 13.3% 

合計 度数 1676 1632 471 22 3801 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 2.699 6 .846 ） 

 

  
年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（５）物事に集

中できない。             

① 全く

なし 

度数 1153 1141 323 16 2633 

年齢群の % 69.5% 71.4% 69.8% 72.7% 70.4% 

② 少し 度数 417 351 111 5 884 

年齢群の % 25.2% 22.0% 24.0% 22.7% 23.6% 

③ かな

り 

度数 88 107 29 1 225 

年齢群の % 5.3% 6.7% 6.3% 4.5% 6.0% 

合計 度数 1658 1599 463 22 3742 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 6.710 6 .348 ） 

 

  
年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（３）その時の

場面が，突然頭

にうかんでく

る。 

① 全く

なし 

度数 802 795 269 17 1883 

年齢群の % 48.5% 49.6% 57.5% 77.3% 50.3% 

② 少し 度数 657 615 158 5 1435 

年齢群の % 39.8% 38.4% 33.8% 22.7% 38.3% 

③ かな

り 

度数 193 192 41 0 426 

年齢群の % 11.7% 12.0% 8.8% .0% 11.4% 

合計 度数 1652 1602 468 22 3744 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 19.948 6 .003 ） 
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年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（６）震災を思

い出すと，身体

が反応して汗ば

んだり，息が苦

しくなったり，

むかむかしたり

ドキドキするこ

とがある。 

① 全く

なし 

度数 1165 1110 342 16 2633 

年齢群の % 69.7% 68.8% 72.5% 80.0% 69.7% 

② 少し 度数 408 414 100 4 926 

年齢群の % 24.4% 25.7% 21.2% 20.0% 24.5% 

③ かな

り 

度数 99 90 30 0 219 

年齢群の % 5.9% 5.6% 6.4% .0% 5.8% 

合計 度数 1672 1614 472 20 3778 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 5.770 6 .449 ） 

 

 

年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（７）震災につ

いての夢を見

る。   

① 全く

なし 

度数 1173 1116 335 17 2641 

年齢群の % 70.2% 68.5% 71.1% 85.0% 69.6% 

② 少し 度数 404 406 103 3 916 

年齢群の % 24.2% 24.9% 21.9% 15.0% 24.2% 

③ かな

り 

度数 95 107 33 0 235 

年齢群の % 5.7% 6.6% 7.0% .0% 6.2% 

合計 度数 1672 1629 471 20 3792 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 6.118 6 .410 ） 

 

  
年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

（８）何事にも

やる気が起きな

い。    

① 全く

なし 

度数 1170 1165 342 14 2691 

年齢群の % 70.6% 72.7% 73.4% 66.7% 71.8% 

② 少し 度数 389 335 90 6 820 

年齢群の % 23.5% 20.9% 19.3% 28.6% 21.9% 

③ かな

り 

度数 99 103 34 1 237 

年齢群の % 6.0% 6.4% 7.3% 4.8% 6.3% 

合計 度数 1658 1603 466 21 3748 

年齢群の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 6.33 6 .387 ） 



85 

 

設問 13「震災前後での社会活動への参加について伺います。」では，年齢と共に震災前から参

加していない（④）人が増える。一方震災後も継続して同じ活動に参加している（①）人は，年齢が

低いほど多い。75～84 歳では，震災前は参加していたが，今は参加していない（③）人が 25.4％と

他群に比較して多い。この年代層の人たちを中心に，震災を契機として社会活動への参加が中断

される傾向があると考えられる。(クロス集計表 7) 

 

クロス集計表 7 

 

年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

１３．震

災前後で

の社会活

動への参

加につい

て伺いま

す。 

①震災前から同

じ活動に参加し

ている。 

度数 313 245 32 0 590 

年齢群

の % 

19.5% 15.0% 6.6% .0% 15.8% 

②震災前は参加

していたが今は

していない。 

度数 323 416 96 0 835 

年齢群

の % 

20.1% 25.4% 19.9% .0% 22.3% 

③震災後に参加

するようになっ

た。 

度数 53 29 11 0 93 

年齢群

の % 

3.3% 1.8% 2.3% .0% 2.5% 

④震災前から参

加していない。 

度数 914 946 343 23 2226 

年齢群

の % 

57.0% 57.8% 71.2% 100.0% 59.5% 

合計 度数 1603 1636 482 23 3744 

年齢群

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 89.142 9 .000 ） 
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設問 15「震災の前後で，将来の生活に対する思いに変化はありましたか。」では，年齢

群での統計学的な有意な差異がみられた（χ2=110.737，自由度 15，p=0.000）。すなわち，

高齢であるほど将来に対しての不安は少なく（②，③）年齢が低いほど不安を感じている

（④，⑤）傾向がみられる。(クロス集計表 8) 

 

クロス集計表 8 

 

 

 

 

年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

１

５．

震災

の前

後

で，

将来

の生

活に

対す

る思

いに

変化

はあ

りま

した

か。 

①将来の生活に大い

に希望を持っている。 

度数 61 46 16 0 123 

年齢群

の % 

3.7% 2.9% 3.5% .0% 3.3% 

②これまでと同様特

に不安などはない。 

度数 351 497 183 9 1040 

年齢群

の % 

21.5% 30.9% 39.6% 42.9% 27.9% 

③今現在は不安だが，

将来については特に

不安は感じない。 

度数 94 118 42 5 259 

年齢群

の % 

5.8% 7.3% 9.1% 23.8% 7.0% 

④これまでにはなか

った不安を多少感じ

るようになった。 

度数 699 625 135 4 1463 

年齢群

の % 

42.8% 38.8% 29.2% 19.0% 39.3% 

⑤これまでにはなか

った不安を強く感じ

るようになった。 

度数 413 307 81 3 804 

年齢群

の % 

25.3% 19.1% 17.5% 14.3% 21.6% 

⑥その他 度数 14 18 5 0 37 

年齢群

の % 

.9% 1.1% 1.1% .0% 1.0% 

合計 度数 1632 1611 462 21 3726 

年齢群

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 110.737 15 .000 ） 
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⑤同居・独居の別による集計結果の分析 

 

独居同居 

合計  独居 同居 

 年齢群 65 - 74 度数 229 1515 1744 

 独居同居 の % 49.4% 42.9% 43.7% 

 75 - 84 度数 190 1532 1722 

 独居同居 の % 40.9% 43.4% 43.1% 

 85 - 94 度数 44 458 502 

 独居同居 の % 9.5% 13.0% 12.6% 

 95+ 度数 1 23 24 

 独居同居 の % .2% .7% .6% 

 合計 度数 464 3528 3992 

 独居同居 の % 100.0% 100.0% 100.0% 

 Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 9.733 3 .021 ） 

 

同居と独居について：一人暮らしの高齢者は，464 人（11.6％）である。独居者は若い

年齢群に多い傾向を示す。(クロス集計表 9) 

独居者の 6 割は仮設住宅に住んでいる。独居者と同居者について，震災前後での同

居者の変化に傾向の差異は見られない。(クロス集計表 10) 

仮設住宅に一人で住んでいる高齢者のうち，261 人（16.1%）は独居であり，自宅で

生活している独居高齢者の割合（7~9％）と比較して高い。  

 

クロス集計表 9 

 

独居同居 

合計  独居 同居 

 D.震災前後で

同居者に変化

があります

か。 

ある 度数 91 665 756 

 独居同居 

の % 

22.5% 21.3% 21.4% 

 ない 度数 314 2462 2776 

 独居同居 

の % 

77.5% 78.7% 78.6% 

 合計 度数 405 3127 3532 

 独居同居 

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 

 Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ .308 1 .579 ） 

  



88 

 

 クロス集計表 10 

 

独居同居 

合計  独居 同居 

 B.お住ま

いはどち

らですか。 

①被害がなかった

ので自宅にいる。 

度数 104 1237 1341 

 お住まい

の% 

7.8% 92.2% 100.0% 

 ②被害があったが

自宅で生活してい

る。                   

度数 58 619 677 

 お住まい

の% 

8.6% 91.4% 100.0% 

 ③避難所 度数 1 12 13 

 お住まい

の% 

7.7% 92.3% 100.0% 

 ④仮設住宅 度数 281 1461 1742 

 お住まい

の% 

16.1% 83.9% 100.0% 

 ⑤民間借り上げ賃

貸住宅 

度数 4 65 69 

 お住まい

の% 

5.8% 94.2% 100.0% 

 ⑥親戚・知人宅で

暮らしている。 

度数 1 47 48 

 お住まい

の% 

2.1% 97.9% 100.0% 

 ⑦震災前と同じ高

齢者施設にいる。 

度数 0 5 5 

 お住まい

の% 

0.0% 100.0% 100.0% 

 ⑧震災前とは別の

高齢者施設にい

る。 

度数 1 2 3 

 お住まい

の% 

33.3% 66.7% 100.0% 

 ⑨震災後に高齢者

施設に入所してい

る。 

度数 4 9 13 

 お住まい

の% 

30.8% 69.2% 100.0% 

 ⑩その他 度数 8 71 79 

 お住まい

の% 

10.1% 89.9% 100.0% 

 合計 度数 462 3528 3990 

 お住まい

の% 

11.6% 88.4% 100.0% 

 Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 73.953 9 .000 ） 
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震災の前後でのお体の状態の変化は，独居と同居で統計学的な差異は見られない（χ

2=5.557,自由度 4，p=0.235）。(クロス集計表 11) 

クロス集計表 11 

 

独居同居 

合計  独居 同居 

 ２．震

災の前

後で，

お身体

の状態

に変化

はあり

ました

か。 

①特にない 度数 277 2288 2565 

 独居同居 

の % 

64.1% 68.4% 67.9% 

 ②新たに病気になり，医療

機関を受診した。 

度数 71 473 544 

 独居同居 

の % 

16.4% 14.1% 14.4% 

 ③以前からの病気の症状

が悪化して，医療機関を受

診した。 

度数 41 330 371 

 独居同居 

の % 

9.5% 9.9% 9.8% 

 ④体調が悪くなったが，通

院したり薬を飲んだりは

していない。 

度数 16 104 120 

 独居同居 

の % 

3.7% 3.1% 3.2% 

 ⑤その他 度数 27 149 176 

 独居同居 

の % 

6.3% 4.5% 4.7% 

 合計 度数 432 3344 3776 

 独居同居 

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 

 Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 5.557 4 .235 ） 
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⑥就業状況による集計結果の分析 

就業状況 

平均

値 度数 

標準偏

差 

会社員・公務員など 75.57 354 7.169 

農業・漁業・自営業・臨時雇用・アルバイトなど 75.13 881 6.829 

主婦・無職（年金・資産・扶養等） 76.71 2696 7.015 

合計 76.25 3931 7.019 

 

区分した 3 群において，平均年齢に有意差はない。(クロス集計表 12) 

 

クロス集計表 12 

 

年齢群 

合計 65 - 74 75 - 84 85 - 94 95+ 

就

業

状

況 

会社員・公務員な

ど 

度数 170 141 40 3 354 

年齢群

の % 

9.9% 8.4% 8.0% 14.3% 9.0% 

農業・漁業・自営

業・臨時雇用・ア

ルバイトなど 

度数 458 324 94 2 878 

年齢群

の % 

26.6% 19.2% 18.9% 9.5% 22.4% 

主婦・無職（年

金・資産・扶養等） 

度数 1091 1222 363 16 2692 

年齢群

の % 

63.5% 72.4% 73.0% 76.2% 68.6% 

合計 度数 1719 1687 497 21 3924 

年齢群

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 41.031 6 .000 ） 
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震災前後で，就業状況が変化した人が全体の 2 割である。震災によって，臨時雇用・

アルバイトなどの職に就く人が増えるとともに，職を失うきっかけになった可能性も

ある。(クロス集計表 13) 

 

クロス集計表 13 

 

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

F.上記のご職業（生

計の立て方）は震災

以前と同じですか。 

はい 度数 281 612 2093 2986 

就業状況 

の % 

82.2% 72.9% 83.0% 80.6% 

いいえ 度数 61 228 428 717 

就業状況 

の % 

17.8% 27.1% 17.0% 19.4% 

合計 度数 342 840 2521 3703 

就業状況 

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 42.262 2 .000 ） 
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農業・漁業・自営業・臨時雇用・アルバイトなどの群で，身体状況が良く，次いで

会社員・公務員となっている。(クロス集計表 14) 

 

クロス集計表 14 

 

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

１．現在のお身体の

状態はいかがです

か。 

良い 度数 87 239 550 876 

就業状況 

の % 

25.0% 28.4% 21.2% 23.2% 

普通 度数 198 469 1495 2162 

就業状況 

の % 

56.9% 55.8% 57.6% 57.1% 

悪い 度数 63 133 550 746 

就業状況 

の % 

18.1% 15.8% 21.2% 19.7% 

合計 度数 348 841 2595 3784 

就業状況 

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 25.096 4 .000 ） 
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設問 6「この一週間で，つぎのようなことにどの程度悩まされましたか。」では，そ

の時の場面が突然頭にうかんでくる（３），寝つきが悪い（４），物事に集中できない

（５），震災を思い出すと，身体が反応して汗ばんだり，息が苦しくなったり，むかむ

かしたりドキドキすることがある（６），何事にもやる気が起きない（８）。の項目で，

就業状況の相違での回答傾向に統計学的な差異がある（p<0.05）。すなわち，これらの

項目では，いずれも主婦・無職（年金・資産・扶養等）群で程度（頻度）が高く，震

災による心理的影響の度合いが強いと考えられる。(クロス集計表 15) 

 

クロス集計表 15 

 

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（１）睡眠の

途中で目が

覚めてしま

う。 

① 全くな

し 

度数 145 346 950 1441 

就業状況 の % 41.4% 41.2% 36.6% 38.1% 

② 少し 度数 158 384 1244 1786 

就業状況 の % 45.1% 45.8% 47.9% 47.2% 

③ かなり 度数 47 109 404 560 

就業状況 の % 13.4% 13.0% 15.6% 14.8% 

合計 度数 350 839 2598 3787 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 9.019 4 .061 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



94 

 

 

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（２）イライ

ラして怒り

っぽくなっ

ている。  

① 全くな

し 

度数 226 550 1592 2368 

就業状況 の % 66.3% 68.1% 62.5% 64.1% 

② 少し 度数 94 213 777 1084 

就業状況 の % 27.6% 26.4% 30.5% 29.3% 

③ かなり 度数 21 45 179 245 

就業状況 の % 6.2% 5.6% 7.0% 6.6% 

合計 度数 341 808 2548 3697 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 9.337 4 .053 ） 

 

  

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（３）その時

の場面が，突

然頭にうか

んでくる。 

① 全くな

し 

度数 193 415 1220 1828 

就業状況 の % 56.8% 51.4% 48.6% 50.0% 

② 少し 度数 120 311 980 1411 

就業状況 の % 35.3% 38.5% 39.0% 38.6% 

③ かなり 度数 27 81 310 418 

就業状況 の % 7.9% 10.0% 12.4% 11.4% 

合計 度数 340 807 2510 3657 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 12.36 4 .015 ） 
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就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（４）寝つき

が悪い。 

① 全くな

し 

度数 222 474 1460 2156 

就業状況 の % 64.7% 58.0% 57.4% 58.2% 

② 少し 度数 86 247 726 1059 

就業状況 の % 25.1% 30.2% 28.5% 28.6% 

③ かなり 度数 35 96 359 490 

就業状況 の % 10.2% 11.8% 14.1% 13.2% 

合計 度数 343 817 2545 3705 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 10.279 4 .036 ） 

 

  

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（５）物事に集

中できない。             

① 全くな

し 

度数 262 579 1738 2579 

就業状況 の % 78.0% 71.9% 69.2% 70.6% 

② 少し 度数 60 192 605 857 

就業状況 の % 17.9% 23.9% 24.1% 23.5% 

③ かなり 度数 14 34 167 215 

就業状況 の % 4.2% 4.2% 6.7% 5.9% 

合計 度数 336 805 2510 3651 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 16.405 4 .003 ） 
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就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（６）震災を

思い出すと，

身体が反応

して汗ばん

だり，息が苦

しくなった

り，むかむか

したりドキ

ドキするこ

とがある。 

① 全くな

し 

度数 258 582 1729 2569 

就業状況 の % 75.0% 71.5% 68.2% 69.6% 

② 少し 度数 77 199 636 912 

就業状況 の % 22.4% 24.4% 25.1% 24.7% 

③ かなり 度数 9 33 170 212 

就業状況 の % 2.6% 4.1% 6.7% 5.7% 

合計 度数 344 814 2535 3693 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 17.495 4 .002 ） 
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就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（７）震災に

ついての夢

を見る。   

① 全くな

し 

度数 245 572 1757 2574 

就業状況 の % 71.6% 70.4% 68.9% 69.5% 

② 少し 度数 80 199 622 901 

就業状況 の % 23.4% 24.5% 24.4% 24.3% 

③ かなり 度数 17 41 171 229 

就業状況 の % 5.0% 5.0% 6.7% 6.2% 

合計 度数 342 812 2550 3704 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 4.227 4 .376 ） 

 

  

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

（８）何事に

もやる気が

起きない。    

① 全くな

し 

度数 260 611 1770 2641 

就業状況 の % 76.2% 75.8% 70.5% 72.2% 

② 少し 度数 68 160 562 790 

就業状況 の % 19.9% 19.9% 22.4% 21.6% 

③ かなり 度数 13 35 180 228 

就業状況 の % 3.8% 4.3% 7.2% 6.2% 

合計 度数 341 806 2512 3659 

就業状況 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 16.884 4 .002 ） 
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設問 15「震災の前後で，将来の生活に対する思いに変化はありましたか。」では，就

労状況の相違での統計学的な有意な差異がみられた（χ 2=23.871，自由度 10，p=0.008）。

すなわち，仕事をしていない人＜主婦・無職（年金・資産・扶養等）＞は，仕事して

いる人よりも将来に対しての不安を強く感じている人が多い傾向がある。(クロス集計

表 16) 

クロス集計表 16 

 

就業状況 

合計 

会社

員・公

務員な

ど 

農業・

漁業・

自営

業・臨

時雇

用・ア

ルバイ

トなど 

主婦・

無職

（年

金・資

産・扶

養等） 

１５．震災

の前後で，

将来の生活

に対する思

いに変化は

ありました

か。 

①将来の生活に大い

に希望を持っている。 

度数 10 33 71 114 

就業状況 

の % 

3.0% 4.1% 2.8% 3.1% 

②これまでと同様特

に不安などはない。 

度数 122 228 669 1019 

就業状況 

の % 

36.6% 28.2% 26.8% 28.0% 

③今現在は不安だが，

将来については特に

不安は感じない。 

度数 18 64 172 254 

就業状況 

の % 

5.4% 7.9% 6.9% 7.0% 

④これまでにはなか

った不安を多少感じ

るようになった。 

度数 128 299 1001 1428 

就業状況 

の % 

38.4% 37.0% 40.1% 39.2% 

⑤これまでにはなか

った不安を強く感じ

るようになった。 

度数 52 174 561 787 

就業状況 

の % 

15.6% 21.5% 22.5% 21.6% 

⑥その他 度数 3 10 24 37 

就業状況 

の % 

.9% 1.2% 1.0% 1.0% 

合計 度数 333 808 2498 3639 

就業状況 

の % 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

Pearson のχ2 乗値，自由度，漸近有意確率(両側）＝（ 23.871 10 .008 ） 



99 

 

（５） 調査結果の考察 

（１）医療について 

調査対象とした南三陸町と女川町では，それぞれ公立志津川病院，女川町立病院を中心

として，住民に医療が提供されてきた。被災直後の状況については，その建物の被害状況や

職員の動きなどがマスメディアなどでも広く伝えられており，現場の医療関係者の尽力は言うに

及ばない。そして，その後の継続的な医療活動は，遠隔地から続々と集まったボランティアの

医師，保健師，看護師等も大きな役割を果たした。さらに，津波被害がなかった場所から順次

医療機関は再開し，住民の医療ニーズに応えるための医療機関の復旧の取り組みは現在も

続いている。また，近隣自治体にある医療機関や石巻にある石巻赤十字病院などをはじめ，

二次医療，三次医療の拠点も，発災直後から医療の不足を補ってきた。 

本調査は平成２３年９月から２４年２月にかけて実施しているが，震災から半年以上が経過し

た時点でも，体調が悪い人は 772 人（18.8%）に上る。また，地域差もみられ（南三陸：16.1%，女

川：24.0%），高齢化率の差や被災に伴う居住状況などの因子の関与が示唆される。また，一般

に高齢者では慢性疾患を中心に有病率が高いが，様々な形で震災が心身の健康に影響を及

ぼしている。すなわち，震災前後での体調の変化について，「新たに病気になり，医療機関を

受診した人」が 555人（13.5%），「以前からの病気の症状が悪化して医療機関を受診した人」が

379 人（9.2%）であった。そして，高齢者の医療ニーズは多岐にわたり，その頻度も高いことは，

現在通院している人が 3271 人（79.8%）という結果からも明らかである。 

さらに，病院や診療所の設置を求める要望は高く＜（病院 989 人（24.1％），診療所４９８人

（12．１%）＞疾患があっても安心して生活できる医療供給体制が望まれる。その一方で，通院

のための交通手段に対するニーズが高い＜1079 人（26.3%）＞。震災に伴う道路網の寸断，車

両の故障・流失，公共交通機関の停止が，高齢者の医療へのアクセスを妨げ，その結果として

必要な受療が実現していないと考えられる。震災からある程度の日数が経過して，避難所から

仮設住宅に移る時期，あるいは住民生活や都市基盤が復旧する前のこの時期においては，医

療機関の整備よりも，医療へのアクセス手段を確保することにより多くの力を注ぐ必要があるか

もしれない。 

 

（２）福祉について 

高齢者は身体機能の低下の観点から災害弱者である。高齢の住民が，移動手段がないた

めに，津波被災時に逃げ遅れた可能性がある。その一方で，家族や近隣住民が声を掛け合っ

たり，避難を助けたとの記載が多い。大規模な災害によってフォーマルな福祉サービスが提供

できない状況においては，地域のつながりに基づく相互の助け合いが大きな意味を持つ。避難

時の判断，避難方法のみならず，避難所で食料や毛布，衣料品などを分け合ったり，高齢者

に配慮した援助が必要である。 

 調査時点において，介護が必要な状況の人はおよそ 350 人程度と一割に満たないが，介護

事業所の機能が回復していない状況においては，必要な介護サービスが提供されていない可

能性がある。しかし，震災前後でのサービスの変化について回答した 305 人中 240 人は，震災
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前後で介護サービスに変化はないと回答している。また，305 人中 25 人は現在の方が良いサ

ービスを受けていると回答している。これらを併せると 265 人（86.9%）は，現時点で介護保険に

基づく必要な介護サービスを受けることができている。しかしながら，要望として，介護サービス

事業所や高齢者福祉施設の増加とともに，経費負担の軽減を求める声が多くある(136 人)。震

災によって多くの資産を失った人たちにとって，介護に係る負担を軽減してほしいという要望が

あることは，被災者の経費負担軽減を目的とした諸制度が追い付いていない側面と考えられ，

本人や，その人を支える家族の経済的・心理的負担感を十分に軽減しているとは言えない。

一方で，このような要望は災害の発生に関わらず生じるものであることも考慮する必要があるだ

ろう。 

ボランティアによる介護支援については，大きな地域差がみられた。すなわち，南三陸では

介護支援が 15.6%であるのに対し，女川では 2.2%であった。女川町は震災後の道路状況が悪

く，ボランティアワーカーのアクセスが困難であったこと，女川では介護支援の必要な人が石巻

等の福祉避難所で必要な介護サービスを受けることができた可能性などが考えられ，地理的

特色も深く関与していると考えられる。 

 

（３）社会について 

震災に伴う物理的な環境の変化は，そこに住む住民の生活を大きく変えた。家屋を失った

人たちの仮設住宅への入居者のみならず，家屋が残った人たちにおいても，近隣住民がその

家を離れ，人口が減少する状況にあっては，同じコミュニティーを維持することが困難であること

も少なくない。一方，仮設住宅では新たな住民組織が作られたり，ボランティア団体などが関与

して，コミュニティーづくりを推進する動きがある。 

本調査では，震災前後の社会活動の変化に注目した。現在参加している社会活動に関し

ては老人会（598 人，14.6%），町内会・自治会（581 人，14.2%），婦人会（225 人，5.5%）が多い。

いずれも，地域に根差した組織であり，その継続状況はコミュニティー崩壊の程度を示すと考

えれる。震災前後での社会活動の変化については，838 人（20.4%）が「震災前は参加していた

が今はしていない」と回答している。高齢者の社会との接点として，このような地域に根差した

組織が重要であるが，同時に，近所付き合いや，家族，親族との往来も重要である。また，年

齢群の分析では，震災後に社会活動への参加が途切れているのは「75-85 歳」の群であり，よ

り高齢群では，震災前から参加していない人が多いことなどから，震災がこの年代を中心に社

会活動への参画をやめる「契機」になった可能性が示唆される。 

 

（４）住民のメンタルについて 

瞬時に多くの財産や大切な人を失った悲しみは，察するに余りある。しかし，その後の生活

を維持するためには，この悲しみを乗り越えたり，やり過ごしたりして，恢復を得ることが求められ

る。人によってその過程の速度は異なり，今回の調査ではその横断面が記録されているものと

推察される。若年者においては，仕事や生活の復旧を目指す取り組みの中で，悲しみを忘れ

る時間ももたらされるが，高齢者においては，そのような状況とは異なって，孤独なうちに悲しみ

に向き合い続ける人も少なくない。 
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調査の結果，以前強いストレスを感じている人が 670 人（16.3%）もおり，加えて心理的なスト

レスに関して周囲の人に相談したり，治療を受けるようになった人が合わせて 107 人いた。また，

この一週間で，次のようなことにどの程度悩まされたか」との設問では，睡眠障害や「その時の

場面が突然頭に浮かぶ」というフラッシュバックが頻度が高い。年代別の分析においては，60

代，70 代など比較的若い年代層で強いストレスを感じる人が多い傾向がある。また，若い年代

層では，「イライラして怒りっぽくなる」「その時の場面が突然頭に浮かぶ」といった傾向が強い。

また，就業状況別に分析したところ，仕事をしていない人の群＜主婦・無職（年金・資産・不要

等）＞で震災による心理的影響の度合いが強いことが伺える。 

被災者の心の問題に向き合うためには，専門的なスキルもさることながら，その人に寄り添い，

関わり続けることや，同じような経験によって痛みに共感できる人の存在が大きい。本アンケート

調査は，そのようなニーズを探る機会でもあり，リスクの高い高齢者について，地域の保健師や

専門職に連絡して対処を求めたり，社会福祉協議会や民生委員への連絡を行ったケースもあ

った。また，調査後も調査員が再訪問して見守りをしたり，話し相手となったケースも多くある。

高齢者の悲しみに寄り添う援助は長期に及ぶ可能性もあるが，家族，地域，専門職が連携を

取り合って対処することが大切である。 

 

（５）生活について 

震災に伴う生活環境の変化は，住民に様々な障害をもたらしている。また，高齢者において

は，家族が仕事を失ったり，家族の構成や生活習慣が変化することで，二次的に生活に影響

を受けている人も少なくないと考えられる。震災前後で日常生活に変化があるかとの設問では，

多少悪くなった・とても悪くなったが半数を占めている。具体的には買い物（1261 人，30.8%），

住まいの状況・住み心地（1106人，27.0%），地域での交流（415人，10.1%），近隣の人たちとの

関係（401 人，9.8%），仕事（396 人，9.7%），公的なサービスや情報（332 人，8.1%），食生活

（273 人，6.7%）の順であった。買い物に関しては，その背景に（医療の項目で述べたように）移

動手段がないことも関与していると考えられる。仮設住宅での生活が，様々な制限やストレスを

産み，生活への悪影響を及ぼしていることが推察されるが，時間と共に住民組織が確立し，新

たな近所付き合いができ，相互の見守りやケアが生まれることが望まれる。また，今後の支援と

しては，そのような住民のニーズに応える働きが大切である。 

生活のための手段と環境が確保され，安心できるコミュニティが構築されることで，生活者の

心理的な負担や不安が軽減される。生活基盤の整備は，行政が担う側面がとともに，住民組

織の自治的や，その自立を支える様々な支援が望まれるだろう。 
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＊調査員アンケートについて 

本研究事業で雇用した調査員に対して，調査の終盤（2012 年 1 月）に記名式のアンケート

調査を実施した。本アンケートは，調査員が調査を通して感じたことや，気づいたことを自由に

述べていただくものであり，その回答傾向を分析した。調査内容は以下の通りである。 

 

（１）調査内容 

「この度は，本事業の調査員としてご協力を賜りありがとうございます。本アンケートは，調査

員の皆様が調査を通じて感じたことをお聞きするものです。報告書を取り纏めるにあたっての

貴重な資料にもなりますので，可能な範囲で，忌憚のないお声をお聞かせ願います。」 

１）ご自身・ご家族の被災状況について 

２）調査内容（アンケート調査項目）について 

＊追加したい事項，あるいは削除した方がよいと思う事項があれば，挙げてください。 

３）調査対象となる高齢者との関わりを通して感じたことをお書きください。 

４）調査を通して気づいたことを 3 つ挙げてください。 

５）調査を通して困ったこと・ストレスと感じたことは何ですか？ 

６）今後，この調査結果を踏まえてどのような対策が必要だと思いますか？ 

７）今後，どのような調査が必要だと思いますか？ 

８）東北福祉大学への要望があればお書きください。 

９）その他，自由に気づいたこと，感じたことをお書きください。 

 

（２）回答傾向 

１）被災状況 

自由記述によって得られた回答によると，回答者 40 名中 23 名（57.5%）の自宅が全壊・大規

模半壊・流失している。また，7 名の家族・親戚が死亡または行方不明である。10 名は失業中

である。現在仮設住宅に住んでいると回答した人は 16 名おり，また，車を流失した人は 5 名で

ある。そのほか，家や家族が無事だった人も，震災の際には数日間家族と連絡が取れず不安

な日々を過ごすなど，状況を詳細に記述している調査員もおり，調査員それぞれが，被災の内

容は違っていても，震災によって想像を絶する体験をし，その辛い記憶を震災から約１年を経

てもなお強く引きずっている様子が伺われる。 

一方，本質問項目に無回答であった調査員は 15 名であった。無回答であるのは被災の程

度が低かったからなのか，それとも想起したくないからなのかは不明である。 

 

２）調査内容について 

 追加したい項目については，「要望に関する項目」をあげた回答１件のみであった。そのほか

の回答はすべて，削除したほうがよい項目，もしくは改善したほうがよい内容に関する回答であ

った。 

削除したほうがよい項目としては，「原発関連」「認知症関連」「震災前後の同居者の変化」
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「生計・収入」「これからの希望・復興」「イライラして怒りっぽくなったなどの心理的変化」があげ

られた。原発に関しては，回答者の居住地が福島第一原発から距離があり，強い危機感がな

いためと考えられるが，それ以外の項目については，対面での調査のため，「相手に失礼では

ないか」「答えるのは辛いのではないか」という思いから聞きにくいということが理由として考えら

れる。また，調査員自身が被災者であるため，質問項目によっては調査員自身が自分の体験

を想起してしまう場面もあったのではないかと推測される。 

改善したほうがよい点として「質問が多くて時間がかかる」「質問が理解しにくい」「内容や項

目を調査しやすいように工夫してほしい」「高齢者に自由記述は難しい」という内容があげられ

た。一般の高齢者向けのアンケートであるため，回答者のリテラシー能力の個人差が大きかっ

たためと考えられる。今後同様の調査を実施する場合には，理解しやすいように易しい表現を

用い，回答は選択式を中心にするなど，回答者の立場に立って工夫をする必要がある。 

 

３）高齢者との関わりを通して感じたこと 

 高齢者への質問を通して「話し相手をほしがっている」「新しい人間関係を築くのに消極的」と

いうような，高齢者の孤独感を強く感じた調査員がほとんどであった。そのほか，交通が不便で

あることにより困っている点をあげた調査員も多かった。対面して話を聞いたことにより，高齢者

の想いがより強く伝わったものと考えられる。 

 

４）調査を通して気づいたこと 

 直前の設問 3 とほぼ同様の回答が多かった。 

 

５）困ったこと・ストレスと感じたこと 

 この質問項目では，多くの種類の回答が寄せられ，本調査は調査員にとってさまざまなストレ

スや困難をともなう作業であったことが推測された。調査員自身が被災者であるため，回答者

の体験が自分の体験と重なって辛い思い出がフラッシュバックされてきたり，ともに涙したりする

場面もあったようだ。また，面識のない個人の住居を訪問することへのストレスや，強い語調で

協力を拒否されたことへのショックもあった。そのほか，寒い中，玄関先で立ったまま長時間行

われた調査の大変さを記述している調査員もいた。調査項目を整理するとともに，選択式にす

るなど，短時間で実施できる調査を工夫する必要があると考えられる。 

 

６）今後の対策 

 継続的な心のケア，独居老人への支援をあげる調査員が多かった。実際に対面して話を聞く

ことにより，被災者が人との心の交流を求めていることが強く実感されたものと思われる。 

 

７）今後の調査 

 健康調査，若年を対象とした調査，半年～１年後の追跡調査，などがあげられた。調査自体

については今後も実施を希望する前向きな意見が寄せられた。 
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８）大学への要望 

 今後もボランティアを継続してほしい，学生に高齢者の話し相手になってほしいというボランテ

ィアに関する要望や，今後も調査をする際には調査員をさせてほしい，という雇用の希望も寄

せられた。質問５において，調査において困ったことやストレスを多く記載していた一方で，本

質問項目において今後も調査に協力したいと述べる人が多いという結果から，調査員にとって

この調査が有意義な活動であったと考えられる。 

 

９）その他 

 さまざまな人と出会うことができてよかった，勉強になった，高齢者だけではなく子供への支援

にも取り組んでほしい，などの肯定的あるいは発展的な感想が多く，否定的な感想の記述はな

かった。この調査を通して調査員自身が多くを学び，震災について客観的に考え，心理的に

成長する機会となった様子が伺われる。 

 

（３）調査員アンケート回答抜粋  

1．被災状況 

・家屋の流出 

・親戚，おじ，おば，多数犠牲。 

・震災により解雇，失業。 

 

2．調査内容について 

・原発災害の事は皆さんあまり関心がなかったように思います 

・削除したいというか，聞きづらいのは，震災前後の同居者の変化。 

・アンケートの調査項目が長いと言われることが多かった。 

 

3．高齢者との関わりを通して感じたこと 

・皆さんがお話をしたがっていると思う。特に一人暮らしの方や，昼間一人で留守番をしている

お年寄りの方。 

・将来どこで暮らしたいか等の質問では，高台移転する場合は今までの部落単位とか顔見知り

の人達と一緒に移転したいという希望が圧倒的で，高齢者にとっては先が短いので新たな人

間関係を築くのに消極的になっている。 

・対人関係や健康面に不安を持っている人が多い。 

・仮設住宅に一人暮らしはやっぱり寂しいと話すお年寄りの方がいて，とても悲しくなりました。

できれば若い人達が声をかけてあげて，お年寄りの方が寂しくないような行事をするとか，お

茶会をするとかしてあげられたらいいなと思った。 

 

4．調査を通じて気付いたこと 

・自宅が残っている方は孤独感があった。 

・一人暮らしの方が多い（一日中誰とも話す事がない方もいる）。 



105 

 

・仮設に住む人達以上に，民家の高齢者に話し相手が必要だと思う。 

・仮設生活者と自宅生活者との間に心のわだかまりや小さなトラブルが発生している（物資の配

給，コミュニケーションがうまくいかないなど）。 

・交通手段（バス）がもっと多くほしい（仮設住宅の所まできてほしい）。 

 

5．困ったこと・ストレスを感じたこと 

・震災の犠牲になったお宅に調査に入る時，あまりに知りすぎているお宅だと，項目をとばして

もストレスを感じた。 

・この調査をして，津波の事がますます頭から離れず津波に飲まれる夢まで見るようになり辞め

ようかとも思ったが，調査しながら自分より大変な人がたくさんいて，励まされたりもしながら皆

さんに支えられながら頑張っている。 

・調査に協力はしていただいたが，何を聞いても「大丈夫，大丈夫」と答える人達が逆に心配だ

った。 

・やはり，辛い話を聞くと，こちらの気持ちも沈む。 

・話を聞いてくれて，ちゃんとアンケートに答えてくれる人と，そうでない人がいた。そうでない人

に関しては，他にもアンケート調査みたいなのがあったりして「そんなアンケートとって何になる

のや？」とか「何してくれるのや？」とか言われ断られた時に確かに返答に困ってしまった。知

らない家に言って，話したりする事の難しさを痛感した。 

 

6．今後の対策 

・話を聞いてもらいたい人のところには何回か訪れた方が良いと思う。特に一人暮らしや，津波

でパートナーを亡くした方など。 

・足腰が弱っている方々が多いので，楽しくまた行きたいと思う。リハビリ体操などを考えてやっ

てみたら外に出るきっかけにもなるし，コミュニケーションもとれるし，心と体の健康につながる

のではないか。寝たきりでない限り，やる気のある方は迎えに行ってあげたらもっと良いと思う

（行きたくても歩けない人が多かったから）。 

・高齢者以外にも中高年（４０～６０歳）にもストレスがあることを感じた。子供や高齢者に対する

ボランティア含め精神的ケアが手厚いが，それ以外はあまりないように感じる。中高年にもスト

レス解消できる事があると良い。 

・仮設から出ても心のケアは必要だと思う。 

 

7．今後の調査 

・健康の調査。 

・独居老人とか他人とうまくコミュニケーションがとれない人達への再調査等，対策がとれれば

良い。 

・高齢者だけでなく，若い方，働き盛りの方への調査も必要だと思う（色々な心配事が高齢者よ

り山積みのような気がする）。 
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・一年以上経った上で，どのように暮らしが変わったか，将来のめどはある程度ついたのか，と

か，気持ちのストレスとか変わったか調査した方が良いのではないか。 

・これからの生活面での要望（どこで，誰と暮らしたいかなど）。 

 

8．大学への要望 

・是非今後も高齢者を対象とした健康調査や，ストレスの具合などを定期的に聞き取りをしてあ

げた方が良いと思う。 

・被災地の年寄りを見捨てないでください。心のケアをしてください。 

・今後も仕事の場を作ってほしい。話し相手のサポートができるような専門知識のアドバイスを

希望したい。そして次の仕事につながればと思う。 

・特に自営業（漁業など）者で高齢者の時間の使い方に問題がある。何をしていいか分からず

ダラダラとしている。無理もないが（まだ立ち直るには時間が必要だと思うが），もうそろそろ立

ち上がるきっかけを作る時期ではないか。男性が参加しやすいイベントをぜひ考えてほしい。

また在宅の仕事を考えてほしい。 

 

9．その他 

・皆さんあたたかく迎えてくれて思ったより聞きやすかった。 

・幅広い年代の人とさまざまな職種の人と会えて楽しく仕事ができました。 

・今回の調査で，調査をしてみなければ分からなかったこと，知らなかったことが学べたような気

がする。 

・調査を始めて最初のうちは，ただアンケートに答えてもらう事，枚数をとる事だけを考えていた

ような気がするが，日が経つうちに，高齢者の気持ちに寄り添いながら話を聞いてあげられる

ようになってきた。この気持ちをまた何かにつなげていければ良いと思う。 
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２．津波被災地域の福祉施設の状況調査 
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１． 津波被災地域の福祉施設の状況調査（報告：社会福祉法人東北福祉会） 

 

① 震災時の高齢者福祉施設の状況  

2011 年 3 月 11 日 金曜日 午後 2 時 46 分 三陸沖を震源とするマグニチュード 9 の地震

が発生し，直後に襲ってきた巨大な津波によって，広範囲の地域で尊い命が奪われ，いまだ

行方不明の方もおられる。日ごろから災害には関心を高め，非常時に備えていたにもかかわら

ず犠牲者が多数になった。犠牲者の約 6 割が高齢者とされ，災害時の高齢者及び障害者等

弱者対策は大きな課題となった。 

震災は，平日の昼間に発生したため，高齢者福祉施設（以下，｢施設｣という。）では平時の

体制で運営がされていた。しかし，震災の規模は誰もが経験したことがなく，災害マニュアルの

想定をはるかに超える状況であった。多くの施設では，次に何をなすべきかといった行動や予

測に役立てる情報を入手できなかった。情報が伝わった施設では，早い時点で危険回避の判

断がとられ，被害は最小に抑えられたように，震災発生直後の行動に大きな影響が出た。 

実際に余震が続き，大きな余震が起きるたびに利用者，職員の不安は増していたと振り返

る。 

この報告書を作成するに当たっては，震災による被害の状況と現在について把握するため，

被災地にある施設への聞き取り調査 (対象：仙台市，石巻市，南三陸町)，並びに被災地にあ

る施設へのアンケート調査 (対象：気仙沼市，石巻市，仙台市)を実施した。また，法人職員が

被災地にボランティアとして従事した活動報告や実践記録を参考にしている。 

調査回答があった施設の被害の程度は，全壊 3，半壊 2，一部損壊 11 である。（資料参

照） 

◇ライフラインの状況 

生活に欠かせない水道，電気，燃料の確保は被災した施設にとって大きな問題であった。

特に，日常生活ではその大部分を電気に頼らざるを得ない仕組みにあるところから，復旧まで

の間，さまざまな障害が発生していた。 

○停電の有無 

震災後，東北・関東の広範囲で停電になったが，被災施設では，停電の期間が最長では

11 日間，最も短い期間でも 5 日間であった。施設には，基本的に「自家発電」設備が整備され

ているため，被災直後は対応がされている。しかし，停電の期間が長くなると生活形態に支障

が出ている。 

○断水の有無 

調査対象の施設はすべてで断水となった。公共の上水道が断水した期間で，最も長かった

ところでは 22日間にも及んだ。短いところでも 11日間にも及んでいる。断水によっては 10日以

上も日常生活に支障が出ており，水の使用制限による衛生上の問題も発生している。飲料水

は，いずれの施設でも 3 日分の備蓄はされていた。 

○食糧不足の有無 

施設には，非常食の備蓄が指導されており 3 日程度の期間は対応ができる。今回，調査対

象となった施設の半分が「不足した」と回答し，半分が｢非常食で乗り切れた｣との回答している。



109 

 

また，備蓄の食糧以外にも在庫の食糧がのこっていた施設もあったことが分かった。交通機関

が不通になるなどの影響で流通が滞り，食糧の確保が難しかったため，支援物資に頼ることに

なった。なかには近隣住民から野菜や米の支援を受けた施設がある。常食以外の流動食など

は大量には備蓄されてはおらず，多くの施設では流通が回復するまでの間，支援物資や施設

間支援に頼らざるを得ない状況であった。とくに，経管栄養は不足していた。また，震災直後の

一定期間，1 日の食事の回数を 2 回としていた施設もある。 

○通信について 

通信については，固定電話の復旧には 5 日～12 日も要している。そのため，医療機関，市

町村等との連絡などの障害となった。しかし，携帯電話は通信障害があったものの，ある程度

確保された。市町村機関との連絡網の確保は重要である。 

○燃料の不足 

車両用の燃料，調理用の燃料が相当不足した。車両については，緊急車両以外は使用を

やめていた施設や，要請があっても動くことができないなど，要介護者にも厳しい状態になって

いた。調理用や暖房用燃料が備蓄されていた施設は少なかったと思われる。調理用の燃料が

不足したため，通常に近い食事の提供ができなかった。ガスや灯油の備蓄が行われる必要が

あると，アンケート調査の「今後の災害に備えること」の回答としてある。燃料の確保に関しては，

一般消費者と同じようにガソリンスタンドの営業がされていないため，確保できない状況である。

福祉という大きな観点から，施設の車両が緊急車両に加えられることが望まれる。 

 

② 被災地における高齢者の避難状況  

被災地では，建物の安全性やライフラインの確保上の問題などで，一時的に他の場所へ避

難を強いられた施設があった。避難する期間は「50 日」，「ほぼ 1 年」と大きな開きがある。これ

らの施設以外にも，震災により要介護高齢者の日常生活に影響を与えている。宮城県内の特

別養護老人ホームとグループホームの震災前後の変化について，宮城県の資料をもとに捉え

る。 

○高齢者施設の数量的変化 

 2011 年 3 月 1 日現在，宮城県及び仙台市には特別養護老人ホームが 121 施設，グループ

ホームが 207 か所設置になっていた。その後，10 月時点，2012 年 1 月時点には施設数は増

加し，全体で特別養護老人ホーム 16施設，グループホームは 6か所増加している。これらは，

介護保険事業計画に基づいて整備されてきた新たな事業所の開設によるものである。 

○震災後の利用状況（稼働状況） 

 高齢者福祉施設において，震災前と震災後の利用者の受け入れに変化があるかを比較し

てみた。施設の利用状況（稼働状況）を把握すると＜図表 1＞＜図表 2＞のとおりである。定員

に対しての入所実人員である。利用中に（入所中）に医療機関に入院した場合や退所した場

合，利用率にはマイナスに作用する。特別養護老人ホームでは，一律に減少している。ＧＨで

は 10 月時点までは大きく減少している。グループホームの稼働率が減少している原因は，被

災地にあるグループホームのうち，数か所が津波被害により事業を休止しているためと推測で

きる。   
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＜図表 1 宮城県内特別養護老人ホームの推移＞ 

 

                (出所：宮城県高齢保健福祉部長寿社会政策課｢入所調｣をもとに作成 ) 

 

＜図表２ 宮城県内グループホームの推移＞  

 

              (出所：宮城県高齢保健福祉部長寿社会政策課｢入所調｣をもとに作成 ) 

 

要介護高齢者の施設利用希望者（待機者）の変化は＜図表 3＞のとおりである。特別養

護老人ホームの場合，利用希望者（待機者）は震災前の 3 月時の人員よりも 1 月時には約

2,000 人も増加している。また，グループホームでも同時期に約 400 人増加している。  

これらは，震災後，避難所の閉鎖の時期とほぼ同時期の 10 月から特養，グループホー

ムとも増加し始めている。それは，仮設住宅入居にともない，新たな生活環境になじめな

い，仮設住宅などでの在宅生活が困難な環境にある高齢者の受け皿として選択されている

と考えられる。すなわち，高齢者が取り残されている現状が推測される。  
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＜図表 3 宮城県内特養・GH 入所希望者の推移＞ 

 

              (出所：宮城県高齢保健福祉部長寿社会政策課｢入所調｣をもとに作成 ) 

○被災地への対応  

震災直後時から施設利用者以外の養介護の被災者を受け入れた施設が多くある。震災か

ら 6 か月が経過した 10 月でも宮城県内だけで 21 の特別養護老人ホームが自施設利用者以

外の被災者等を受け入れている。  

＜表１＞  利用定員を超える施設数の変化  

  １０月  １月  

  施設数  人数  施設数  人数  

特養 宮城県  20 施設  183 人  20 施設  134 人  

特養 仙台市  1 施設  3 人  2 施設  3 人  

出所 :「入所状況調」宮城県高齢福祉部長寿社会政策課資料を基に作成   

 

③ 高齢者の避難状況（福祉避難所の運営を捉えて）  

○石巻市の状況 

石巻市は震災直後に避難所を設置した。市内には，防災計画上の避難所のほか，市民が

自ら開設したところも合わせると，最大で 259 か所（3 月 18 日）の避難所が開設されていた。こ

の避難所には，最大で 50,758 人（3 月 17 日）が避難した。避難所は 9 月末で原則閉鎖され，

10 月末にはすべてが閉鎖となった。この間，「自宅へ戻る」，「仮設住宅へ移る」，「（市外に）転

居する」という選択を市民は行った。 

現在，石巻市には仮設住宅が 133 か所に分けて建設されている。仮設住宅の総戸数は，

7,169 戸である。仮設住宅は「仮設住宅団地」と呼ばれるように，最大の仮設住宅団地の戸数

は 1,000 戸を超えている。ここにはおおよそ 2700 人が暮らしている。最少の仮設住宅団地は，

20 戸となっている。  

○要介護高齢者の状況 
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この報告をするにあたり石巻市担当者及び石巻市内で市民に震災後の様子をうかがい，図

のように津波被害の市民，高齢者の方々の生活空間の移動が捉えられた。震災後，多くの被

災者は市町村が「防災計画」に基づいて設置することになっている学校，集会所等に避難を余

儀なくされた。これらの避難所は「一次避難所」とされ，多いところでは 1,000 名を超える被災者

が学校の教室や体育館，集会室等に身を寄せていた。この中には，要介護高齢者も多数含ま

れており，要介護高齢者を巡っては被災者同士のトラブルの原因となっていた。 

二次避難所は，「福祉避難所」とも言われ，要介護高齢者，単身高齢者等何らかの支援を

必要とする高齢者のための避難所である。被災地の中では人口規模の大きな石巻市の場合

は，市内に２箇所の「福祉避難所」が設置されている。設置された期間は 2012 年 6 月から 9 月

までの 4 か月間である。石巻市によれば，仮設住宅には多くの高齢者が住んでおり，大きな仮

設団地には，福祉仮設住宅も併設している。しかし，見守りなどが必要な高齢者が多く，保健

師やボランティア（「生活見守り隊」等），社会福祉協議会，ＮＰO により支援が行われている。  

施設は，施設サービス利用者の自立支援を目的に運営されるが，施設サービス利用者に限ら

ず，在宅高齢者への支援の必要性が高いことから，施設は地域社会資源の一つとして活動を

展開した。 

○石巻市ものう福祉避難所のケース 

 石巻市桃生地区には 6 月に福祉避難所が開設された。設置主体は石巻市，運営は社会福

祉法人に委託された。地区内にある市の体育施設に設けられている。利用定員は 50 名で，対

象者は被災者で単身高齢者，要介護高齢者，障害者等である。また，対象者は被災時，石巻

市内の避難所（一時）にいたことが条件となっている。 

支援にあたるスタッフには看護職，介護職，機能訓練士など生活支援並びに相談員として，

今後の生活も含めた相談活動を行うとした体制がとられた。こうした取り組みからも，被災地に

おける高齢者施設では 介護支援にあたるスタッフが不足する状況がみられる。こうした施設を

支援するための組織がいくつか立ち上げられた。NPO，ボランティアなど形態は異なるが，被災

地の施設機能を支える大きな力になっている。今後は，それぞれの団体が個々の施設と調整

するという取り組みから，支援する団体の情報を取りまとめ，受け入れが必要な施設につなぐと

いうネットワークをいずれの地域においても整備しておくことが望まれる。 

 

④ 被災地における高齢者の避難状況  

被災地における高齢者（一般市民）の避難状況及び施設における被災した高齢者への支

援対応について，調査しさまざまな情報をもとに分析した。その結果，震災被災者の生活は

「生活の場」の変更を余儀なくされたが。そのフローは，＜図表 4＞にあらわすことができる。 

震災発生時，ほとんどの市民は自宅（在宅）から避難所へ避難している。避難所ではボラン

ティア，NPO，行政等による支援が行われ，一般市民は自宅（在宅）または仮設住宅へと移動

する。しかし，要介護高齢者は二次避難所へ移動し，そこを経由して仮設住宅，自宅（在宅）

へと移動する。石巻市の場合，133 か所に 7.169 戸の仮設住宅を設置している。この中には相

当の高齢者が含まれており，生活を支援する対応が必要になっている。 
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＜図表４ 震災被災者への生活支援フロー＞ 

          Toshihiro Kakinuma 作成 

 

⑤ 今後の課題 

震災は平日の日中に発生した。いずれの施設では突然の災害に何をなすべきかといった

状況判断ができない状況になっている。こうしたときに最も重要なものが情報である。被災した

施設のすべてで通信手段としていた電話が不通となり，どのような状況におかれているのかも

含め，外部の状況が分からず混乱している。また，ライフラインが機能しない状況は災害訓練

にも含められてはおらず，要介護高齢者の多くが何らかの疾病を抱えていることを踏まえると，

ライフラインが回復するまでの数日間は命の危機にさらされている状況におかれていたと考え

る。 

 こうした状況把握から， 

１．災害時の行動計画（マニュアル）の策定(現状の見直しを含め) 

現存の市街対応マニュアルは，震災に対応できていたのかを評価し，見直しが必要なもの

を改めていくことが求められる。 

 

２．通信手段の確保 

今日，通信の役割が大きなものとなっている。次にとるべき対応や避けなければならない危

険を知るという「知る」機能だけでなく，外部への発信（支援，応援など）する『知らせる』機能が

大きいことを再認識し，災害に強い通信手段を確保する必要性が高い。 

 

３．ライフラインの確保 (食糧の備蓄，上下水道，電気，燃料，おむつ等日用品の確保，暖房

機器の確保，医薬品の確保等) 
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施設における食料や燃料などのストックすべき品目，数量の再検討が早急にされるべきであ

る。また，基本的に 3 日分の備蓄を行政は指導してきた。阪神大震災を教訓としているが，施

設の備蓄に関する指導内容も再検討する必要性がある。 

 

４．災害に強い設備・備品の設置  

災害時は，設備，備品の通常の修繕といった業者による対応や流通は機能しにくいことを

前提とした設置を推進する必要性がある。 

 

５．行政，地域医療並びに近隣社会との連携体制の構築  

災害では，限定的な地域内での支援対応には限界がある。そのため，広域圏の範囲でネッ

トワークを構成する組織が有効に機能する。他職種が連携し，協働した支援組織である「東

北・関東大震災共同支援ネットワーク」や「サンダーバード」などを例にして各地域に早急に立

ち上げる必要性が強く求められる。 

 

最後に，市町村が策定する「地域防災計画」等の計画策定の段階から連携を図るべきであ

り，災害時には，施設が緊急時対応の機関の一つであるという認識と位置づけが必要である。 
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３．地元マスメディアの報道にみる被災地（南三陸町 

・女川町および近隣地域）と高齢者福祉の状況 

  



116 

 

２． 地元マスメディアの報道にみる被災地（南三陸町・女川町および近隣地域）と高齢者福祉

の状況（報告：㈱河北新報社） 

 

① はじめに 

悪夢のような東日本大震災から１年。死者・行方不明者が１万９０００人を超える１０００年に

一度の大災害とされ，掛け替えのない尊い命が奪われるとともに，被災者の生活を一瞬にして

変えてしまった。犠牲者の死因は９割以上が津波による溺死で，マグニチュード９・０の揺れそ

のものよりも，その後の巨大津波によって死者や行方不明者が拡大した。阪神・淡路大震災で

は建物の倒壊などによる外傷や圧死が８割を占め，関東大震災では地震後に発生した火災で

大多数が亡くなったのに比べると，被害の実態は大きく異なる。 

特に宮城県は死者・行方不明者が計１万１０００人と，被災地全体の６割近くを占めた。膨大

ながれきの処理や居住地の高台移転，失われた地域経済の再生など課題は山積しており，被

災地は復興どころか，いまだ復旧の途上にある。 

とりわけ女川，南三陸両町は，巨大津波によって町の中心部がほぼ壊滅し，家屋の７，８割

が流失した。まちづくりは一から再興を期す形となる。ともに基幹産業である１次産業の漁業が

漁港や漁船，養殖施設の流失によって深刻な打撃を受け，住民の生活，雇用に暗い影を落と

している。 

両町は震災前から過疎と少子高齢化が進み，高齢者福祉や地域医療の在り方など日本が

抱えていた構造的な課題の縮図とも言える地域であった。本報告書では，被災地に本拠を置

く地元新聞社として「被災者に寄り添う」をモットーに報道を続けてきた河北新報の記事を通じ，

女川，南三陸両町の震災の実情，高齢者をめぐる震災後の動向を探りながら，地域社会再興

の道筋を考察する一助としたい。 

震災前の女川，南三陸両町の高齢者の実態は，宮城県が２０１０年に集計した高齢者人口

調査によると，総人口に占める６５歳以上のお年寄りの割合（高齢化率）が女川町が３３・７％，

南三陸町は２９・３％だった（資料編 C，４ページ参照）。県平均の２２・２％をともに大きく上回り，

県内３５市町村中，女川町は２番目，南三陸町は９番目に高かった。 

加えて，甚大な津波被害があった両町では震災後，町外への転出が際立っている。総務

省の住民基本台帳に基づく２０１１年の人口移動報告によると，南三陸町は１６２８人，女川町

は７２４人の転出超過となっており，人口の流出に歯止めがかかっていない。居住地や仕事が

確保できない，子育てに不安があるなどの理由から，働き盛りの年齢層の転出が多いとされる。

逆に高齢者は生まれ育った地域への愛着が強く，両町では超高齢化がさらに加速していると

みられる。 

住み慣れたわが家や施設を失い，避難生活や仮設住宅暮らしを強いられている「災害弱

者」，特に高齢者への支援は震災発生直後から不備が指摘された。 

津波によって岩手，宮城，福島３県の高齢者入所施設のうち少なくても５９カ所が被災し，

高齢者と職員計５７８人が死亡，行方不明となった（資料編 C，７ページ参照）。沿岸部の高齢

者施設の多くは海に臨み，風光明媚な場所に建てられることが多かった。特別養護老人ホー
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ムは自力の避難が難しいお年寄りが多い。海辺に建てられた高齢者施設は全国的に見られる

が，立地場所の見直しや災害時の避難対策を早急に検討する必要がある。 

また，今回の震災では避難所で体調を崩して命を落とすケースや地域医療機関が崩壊する

中で医薬品の確保さえままならない事態が相次いだ。認知症や肢体不自由などで介護が必

要なお年寄りのケアも，人手不足で限界を超える地域が多かった。震災から１年がたち，仮設

住宅で暮らす高齢者の孤立をいかに防ぐかも大きな課題として浮上している。 

一方で，それぞれ記事からも汲み取れるように，長期化した避難所生活や仮設住宅の暮ら

しなどで，地域で支え合う力が随所で発揮され，東北地方における健全なコミュニティーの存

在も確認できた。国内外からの継続的な支援も大きな力となっている。 

なお，本報告書では河北新報に掲載された社説の中から高齢者福祉や医療に関係する記

事の抜粋，並びに東北福祉大学のボランティア活動や医学部設置構想に関わる記事の一部

も参考資料として掲載した。 

 

② 女川町の被災状況と高齢者福祉  

東日本大震災の大津波によって，女川町では港に面した中心市街地が壊滅した。死者５２

６人（うち死亡確認４１５人），死亡認定者２９０人，行方不明者１２５人に上る（町復興計画を策

定した昨年８月３日現在）。 

住宅や店舗など６５１１棟のうち，６７％に当たる４３６３棟が津波で全壊した。大規模半壊と

半壊，一部損壊は１２％。万石浦に面する浦宿などを除く市街地と離半島部集落の大部分が

壊滅した。町役場や消防署といった行政機関，水産加工場や観光施設など産業基盤はほぼ

失われた状態となった。 

被災前の町の人口は１万１４人と，かろうじて１万人台を保っていた。女川町の住民基本台

帳ネットワークが復旧した昨年１２月末現在の県推計人口では，８２３３人に激減したことが分

かった（資料編 C，２３ページ参照）。 

震災の深い痛手で人口減少に歯止めが掛からないことに加え，出島，江島といった離島も

抱える女川町は高齢化率が高いという悩みもある。県の高齢者人口調査（２０１０年３月末現

在）によると，女川の高齢化率は３３・７％。県平均（２２・２％）を１０ポイント以上も上回り，県内

で最高の七ケ宿町に次いで２番目に高い。 

町民の３人に１人強が６５歳以上という過疎の町。被災からの復旧・復興を目指しながら，高

齢者福祉をどう進めるかが待ったなしの課題となっている。 

高台にありながら１階が水没して被災した町立病院の再建について，町は今年４月の予定

だった公設民営化の計画を前倒しした（資料編 C，１６ページ参照）。昨年１０月に有床診療所

（１９床）と５０床の老人保健施設を併設する「町地域医療センター」に移行。病院施設の全面

復旧を急ぎ，仮設住宅などに入居するお年寄りの在宅医療や健康相談を強化する。 

施設改修が終了する４月までに，老健施設を１００床に増やし，健診センターも設ける。現在

の老健内には高齢者福祉住宅（２６床，４２人収容）を整備する。 



118 

 

平地が少ない女川町は２階建て，３階建ての仮設住宅を整備するなどの苦労を重ねて，や

っと昨年１１月，全ての仮設を完成させた（資料編 C，１９，２１ページ参照）。最大で５７２０人も

いた町民の避難所暮らしが解消した。 

ただ，避難所から仮設住宅に移ったとしても高齢者の健康をめぐる不安は尽きない。孤立

や閉じこもりの生活に陥りやすい上，環境の変化や運動不足などで認知症や要介護度が悪

化するという指摘もある。 

町は昨年１１月１日，「町こころとからだとくらしの相談センター」を開設。仮設住宅の集会所

など７カ所にサブセンターを設置した（資料編 C，２１ページ参照）。震災で精神的なダメージを

負った住民らの引きこもりや自殺を防ぐのが目的だ。 

サブセンターには，保健師などの資格を持つ「ここから専門員」が常駐し，住民の交流を促

すサロン活動を企画したり，悩み相談の窓口になったりする。町地域医療センターとも連携を

図る。年２回，仮設の全戸訪問を実施し，住民の生活状況や健康状態を把握し，病気予防な

どに役立てる。 

暮らしぶりを把握しにくく支援が手薄になりがちだった在宅被災者を支えようとする動きも出

てきた（資料編 C，２３ページ参照）。民間支援団体などが女川町と石巻市の沿岸部で昨年１１

月から，自宅で暮らす被災者を対象にした生活実態の聞き取り調査を実施している。 

調査しているのは，石巻市のボランティアグループと，在宅医療専門の診療所を中心とした

県内外の支援団体や医療機関。看護師や介護福祉士らを含むスタッフが，調査票を手に被

災者が住む家を一軒一軒訪問している。調査結果をデータベース化し，きめ細かいサポート

に役立てる。調査内容は行政に対する問題提起のデータとしても活用する。 

１９９５年の阪神大震災では，仮設暮らしの高齢者の「孤独死」や自殺が社会問題化した。

東日本大震災でも震災との関連が明らかな自殺者が散見され，独り暮らしが引きこもる負の側

面がクローズアップされてきた。地域の特性を生かし，絆を結び合い助け合う心と行動が求め

られる。 

 

③ 南三陸町の被災状況と高齢者福祉  

東日本大震災は，南三陸町に壊滅的な被害をもたらした。過去の被災教訓から津波に対

する防災意識の高かった町だが，大津波は容赦なく押し寄せた（資料編 C，２５ページ参照）。 

町のまとめでは死者４４４人，行方不明者３４９人（うち死亡届提出２５１人）に上った（町震災

復興を策定した昨年８月末現在）。建物被害は全壊が３１６６棟，大規模半壊が９１棟，半壊が

５４棟。被災率は実に６１・１％にも上る。生活インフラの被害も甚大で，上水道や電気の復旧

に長期間を要し，町民の生活再建のおもしになった。 

佐藤仁町長も被災して九死に一生を得た。町防災庁舎や町役場をはじめ行政機能はほぼ

壊滅。基幹産業の水産業関連施設，観光施設も失い，町はゼロから出直す覚悟での復旧・

復興を目指さざるを得ない。集団避難先は町内６カ所，町外５０カ所に及び，最大で町民の７

割を超す１万２４２７人が避難生活を送った。 
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生活，産業の基盤を失った南三陸町から人口の流出が止まらない。同町の住民基本台帳

ネットワークが復旧した結果を受けてまとまった県の推計人口（今年１月１日現在）では，南三

陸町は１万５１４１人と，震災前と比べて２２３７人も減少した（資料編 C，３９ページ参照）。 

町が被災住民を対象に住宅の移転や再建について調査した中間集計では，町外移転を

希望するとした回答が５８３世帯（回答世帯の１７・７％）に上った（資料編 C，３９ページ参照）。

復興が遅れると，人口流出はさらに深刻化する可能性もある。町外移住が１７％強になったこ

とに対し，佐藤町長は「厳しい数字だ」と重く受け止めている。 

南三陸町を襲った津波は，高齢者や生活弱者の命を守るはずの病院や福祉施設にも甚大

な被害を与えた。公立志津川病院（東棟４階，西棟５階）では津波が４階まで達した。入院患

者１０７人のうち７２人が死亡・行方不明となり，看護師と看護助手３人も犠牲になった（資料編

C，２９，３０ページ参照）。 

入院患者の多くは自力歩行が困難な６５歳以上の高齢者だった。病院スタッフは懸命に避

難誘導や救出に努めたが，限界があった。何度も押し寄せる波と強烈な引き波が犠牲を大き

くした。「目の前に患者がいるのに何もできない」。医師らは無力感と絶望感を感じながらも，助

かった患者を他の病院に全員搬送するまで見守り続けた。 

南三陸町志津川の高台にあった特別養護老人ホーム「慈恵園」は，さらに高台へ入所者を

避難させようとしているさなか，津波に襲われた（資料編 C，２８ページ参照）。入所者とショート

ステイ利用者の計６７人のうち４６人が死亡，２人が行方不明となり，職員も１人が亡くなった。

要介護度が高い人たちを車に乗せて移送するのに手間取り，全員を救出できなかった。 

ほぼ全壊した公立志津川病院は昨年４月１８日，町総合体育館敷地内の仮診療所で外来

診療を再開した（資料編 C，２７ページ参照）。さらに６月，「新病院建設まで病床を確保したい」

という町の意向を受けて登米市よねやま診療所の病床を借り，３８床の「間借り病院」を構え

た。 

町は復興計画の中で，地域医療の核である志津川病院を，復興後の環境に合わせた適正

規模や機能の在り方を踏まえて早期再建する方針を打ち出している。しかし，医師と看護職員

の離散が加速するという厳しい現実も被災地にはある。医師は複数施設の勤務を掛け持ちす

るなど激務を続けており，南三陸町は仮診療所と間借り病院を運営するだけで綱渡りの状態

だ。 

町と国立長寿医療研究センターが昨年１０～１１月，全町民を対象に健康状況調査を実施

したところ，６５歳以上の高齢者で「生活不活発病」の疑いが２割を超えることが分かった（資料

編 C，３８ページ参照）。長時間体を動かさないことで日常動作が困難になる症状であり，災害

時の高齢者に起こりやすいとされる。症状を悪化させないようなサポートが急務となっている。  

町は高齢者福祉について，自立生活を支援する体制を早期に構築，心理面での変化に気

を配り，メンタル支援に取り組みながら，孤立を防ぐ支援にも努めるとしている。マンパワーが不

足する現状に配慮し，住民同士で助け合い，支え合う地域づくりも求められている。 
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④ 社説に見る被災地の高齢者福祉と医療  

河北新報は東日本大震災以降，震災に関わる諸問題を検証し，解決の道を探る社説を連

日掲載している。特に被災地における高齢者の福祉，医療の再生は喫緊の課題が多く，テー

マとして取り上げる回数が多い。震災後１年間の社説の中から，福祉・医療にスポットを当てた

記事の一部を紹介する。 

 

⑤ 大震災に関する東北福祉大学の関連記事  

東北福祉大学は，被災１６市町村で約３０００人の学生，教職員がボラティア活動に励み，高

齢者らの心のケアなどにも当たっている。また，仙台厚生病院とともに設置を目指す医学部構

想は地域医療再生に寄与するとして，期待が集まっている。河北新報が取り上げた大学関連

の記事の一端を掲載する。 

 

⑥ おわりに 

東日本大震災からの本格的な復興と東北の新たな発展を目指して，河北新報社は自ら設

置した東北再生委員会（委員長・一力雅彦社長）の議論を基に３分野１１項目からなる提言を

まとめ，今年の元日の朝刊で発表した。 

６県による自立的な復興をリードする広域行政組織「東北再生共同体」の創設を呼び掛け

ているほか，被災地での独自のまちづくりや創造的な産業興しなどの分野で，具体的プロジェ

クトを掲げた。東北一体の再生という視点を重視し，被災地の報道機関として自治体などの復

興計画をより推進させるため，大胆な発想で「戦後」に替わる「災後」の東北像を示している。 

提言は全体の考え方や基本理念をまとめた序文と「安全安心のまちづくり」「新しい産業シ

ステムの創生」「東北の連帯」の各分野に集約される１１項目で構成される。序文では「おこす」

「むすぶ」「ひらく」の三つの基本理念を提示。各提言を貫く考え方として，創造的な発想，人

や地域の絆，グローバルな視野の大切さを強調した。「復興と創造の道しるべ」として「東北の，

東北による，世界のための復興」を宣言。「何十年かかろうと，私たちは必ずやり遂げなければ

ならない」との決意で締めくくっている。 

本報告書と密接に関わる「安全安心のまちづくり」では，特別法や復興特区などによって被

災土地に法定の定期賃借権を設定し，低地から高台への移住を促進・定着させるアイデアを

示した。医師不足が深刻な地域の医療を担う人材育成を図るため，仙台に二つ目の大学医

学部を設置するよう提案。持続可能な復興支援の仕組みをつくる取り組みとして，自治体相

互支援（ペアリング）の制度化も盛り込んだ。 

女川，南三陸両町のように少子高齢化が進行する被災地域の復興に当たっては，保健医

療，介護福祉や各種生活支援サービスを一体的に提供する地域包括ケアを中心とした体制

整備の必要性を指摘。地域医療・福祉のニーズに沿った地域包括ケア体制の確立は，少子

高齢化へと進む全国，世界に開かれた地域医療モデルとなり，医療・福祉ビジネスの展開が

期待できる，と訴えている。 

また，女川，南三陸両町は震災前，観光振興によるまちづくりに力点を置いていた。観光活

性化と交流人口拡大は，今後の地域社会の再生に欠かせない。具体的な取り組みとして，河
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北新報社の提言は被災地への地域再生ビジターズ産業の創出を掲げている。それを支える

「東北の連帯」には，東北再生共同体のほか，東北共同復興債発行や東北再生機構設立に

よる資金調達を提案。東北全体の交通・物流ネットワーク強化にも触れ，太平洋側と日本海側

が一体となったインフラ構築の必要性を訴えた。 

復興への道のりは長期にわたり，幾多の困難が予想されるが，復興を支えるのは「地域の力」

にほかならない。女川，南三陸両町の高齢者福祉・医療の再生，安全安心で住みよいまちづ

くりもまた，単なる震災前への復旧ではなく，新しい地域の創造につながり，全国にモデルを示

せるよう願いながら，地元報道機関として検証報道を続けていきたい。 
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４．被災地での行政・住民（企業等）の協力及び 

コミュニティ復興のための取り組み 

～宮城県南三陸町の取り組み事例から～ 
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３． 被災地での行政・住民（企業等）の協力及びコミュニティ復興のための取り組み 

～宮城県南三陸町の取り組み事例から～（報告：㈱東北地域環境研究室） 

① はじめに 

平成２３年３月１１日（金），午後２時４６分，三陸沖を震源とするマグニチュード９．０，最大震

度７（栗原市）の巨大地震が発生した。東日本大震災である。 

東北の太平洋沿岸の地域では，その後襲来した大津波が市街地を飲み込み，尊い町民の

生命や住まいを奪い，町の主力産業である水産漁業関連施設や漁船を流し去り，商店や公

共施設などに壊滅的な被害をもたらした。 

震災から１年経過した現在も多くの会社や商店は未だに生産，営業を再開できず，地域の

雇用状況は大幅に悪化している。加えて広範囲にわたり地盤沈下した土地のかさ上げに膨大

な予算と時間を要するなど，生活の立て直しや地域経済の再生にはさまざまな課題が山積し

ている。また，このような状態が長引くことで，町外への人口流出がさらに進むのではないかと

懸念されている。 

こうした中，各地において一日でも早く地域の元気を取り戻そうと様々な取り組みが行われて

いる。ここでは，その中から地域の復興，再生に必死に取り組んでいる宮城県南三陸町での取

り組みについて，①住民と行政が協力して取り組み成果を挙げている事例，②地域コミュニティ

の復興にむけ先駆的に取り組んでいる会社，個人について紹介することとしたい。 

 

② “福興市”が復興に向けた町民の心の支えに 

～がれきの中からの復興宣言～ 

東日本大震災で壊滅的な被害を受けた南三陸町で，“福興市”と名付けられた催しが震災

から１ヶ月半後の４月末より毎月開催されている。全国の商店街組織で先進的な防災活動に

取り組む「ぼうさい朝市ネットワーク」の支援を受け，地域の商店主有志が「商売で地元を元気

にして，人口の流出を食い止めたい」との思いから立ち上がったのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （南三陸町復興市  ホームページより） 



124 

 

震災前から「おさかな通り商店街」には，｢商店街がリーダー役となって地域づくりや防災を

行うべき｣との共通理解が形成されていた。その後，先進的な防災活動に取り組む早稲田商店

会の藤村望洋氏と出会ったことがきかけとなり，２００３年に「ぼうさい朝市ネットワーク」に加盟し

ていた。 

３月１１日，テレビで南三陸町の惨状を見た藤村氏は，すぐにネットワークに所属する山形県

酒田市の中通り商店街に向かい，南三陸町への支援の拠点としつつ，全国のメンバーに支援

を要請した。この迅速な対応により同ネットワークは，３月１８日から救援物資を送り続けてきた

ほか，炊き出し等の支援も行ってきた。 

１ヶ月後に現地入りした藤村氏は，失意のどん底にあったおさかな通りの商店主たちに，「あ

なたたちが頑張らなければ，町は復興しない」と福興市の開催を提案した。この提案を受け，リ

ーダー役の山内正文氏が中心となって準備をすすめ，震災からわずか１ヶ月半後の４月２９，３

０日（土，日）に第１回“福興市”を開催したのである。 

 

第１回は，出店テナント２０店のうち町内からの出店は４店と少なかったが，回を重ねるごとに

出店数は増え，第６回（９月２５日（日））には６７店中３３店を地元が占めた。第８回（１１月２７日

（日））からは，JR 東日本による福興市応援ツアーが始まり好評を博している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（JR 東日本 ホームページより） 
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福興市を構想し実現にまで至ったことについては，地元商工業者が中心となり議論を重ね

た結果ではあるが，当初から町が全面的なバックアップ体制をとっていたことが大きく影響して

いる。町としては，非常時における商工振興の柱の事業と位置付け，福興市実行委員会に職

員を派遣した他，用地を提供するなど色々な形で後押しした。 

 

福興市の実績は，以下の通りである。コンスタントに集客し売上高を伸ばしているが，この結

果を単に経済効果の数値としてみることはできない。壊滅的な被害を受けた南三陸町の商店

主や町民にとって，このイベントが復興，再生に向けた心の支えになっていることは間違いない

事実である。これは，震災前から町内外に築いてきた広いネットワークの素地があってこそ実現

できた事例なのである。 

 

【福興市の実績】 

回数 開催日程（※） 集客数 売上高 

第 1 回 4 月 29,30 日 15,000 名 2,758,430 円 

第 2 回 5 月 29 日 8,000 名 3,956,530 円 

第 3 回 6 月 26 日 10,000 名  4,995,331 円 

第 4 回 7 月 31 日 18,000 名 6,172,740 円 

第 5 回 8 月 28 日 20,000 名 6,265,647 円 

第 6 回 9 月 25 日 18,000 名 5,063,928 円 

第 7 回 10 月 30 日 21,000 名 7,002,283 円 

第 8 回 11 月 27 日 18,000 名 5,285,502 円 

第 9 回 12 月 29 日 20,000 名 10,261,030 円 

 合計 148,000 名 51,761,421 円 

                                 (南三陸観光協会調べ) 

※開催日は，第１回は２日間（土日）だったが，第２回から毎月最終日曜日。 

※第９回は，毎年恒例の「おすばで祭り」と合わせて「おすばで福興市」として開催。 

 

 

 

 

 

 

 

第８回福興市の様子（平成

２３年１１月２７日（日）開催） 

（南三陸町福興市  ホームページ

より）   
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実行委員長の山内氏は，「南三陸町は海の町です。行政に〝おんぶに抱っこ〟ではなく，

自分たちの意見をしっかりと持って，納得のいくまちづくりをしたいと思っています。私たちは，

町内にいる方と一緒に頑張って必ずこの町を復興させます。ですから，町外に避難した方には

いつか必ず戻ってきてほしいのです。福興市はその突破口なのです。」と話してくれた。 

 

 

 

 

   

      
南三陸町福興市 実行委員長 山内正文さん 

（南三陸町復興市 ホームページより） 
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 【福興市 会場の様子】 

 

    

   

  

  

（いずれも南三陸町福興市  ホームページより） 
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③ 地域とともに生きる宿として 

～地域コミュニティの拠点機能強化をめざす南三陸ホテル観洋の取り組み～ 

「南三陸ホテル観洋」(以下，「ホテル観洋」)は，客室数２２４室，収容人員１，３００人で宮城

県内トップクラスの大型リゾートホテルである。平成２１年の宿泊客数は２０万人と，町全体の宿

泊客数２４万８千人の８割を占めている。従業員数は２００人で，雇用面での貢献度は町内で

最も高い。また，全国で唯一，従業員をはじめ町民向けに託児所を設けるなど，町の福利厚生

面で大きな役割を果たしていた。 

 

東日本大震災による大津波によって南三陸町の市街地は甚大な被害を受けたが，幸いなこ

とにホテル観洋は高台に位置し，硬い岩盤の上に建っていたことから，２階までの浸水や設備

面での不具合が見られたものの，建物は無事だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災直後，町の中心部から望む南三陸ホテル観洋（手前は公立志津川病院） 

（ホテル観洋 提供）   

  

震災直後は，宿泊客や地元住民３５０人を収容し，災害ボランティアの活動拠点，支援物資

の供給基地となった。その後，災害復旧関係者の宿泊拠点として開放した。 

また，自社ブログで町内の被害状況や住民の生活などを発信し続けた。さらに，町内の商店

が殆どなくなってしまったため，４月下旬からレストランや売店の営業を再開し，調査やボランテ

ィアで訪れる人にも幅広く対応した。 
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その後，被災者の生活の場が避難所から仮設住宅に移る時期が近づいたとき，女将の阿部

憲子さんは「このままでは，町から人がいなくなってしまう。子供たちがいる家庭，町内での再建

をめざす商店主などには優先して来てほしい。｣として，５月５日から８月末まで２次避難所とし

てホテル観洋を開放し，町民６００人を受け入れることを決意したのである。 

 

そして，ホテル観洋に受け入れた家族の子供や町内で暮らす子供たちのために，６月下旬，

館内８階に学習スペース“TERACO（寺子）”をスタートさせた。 

これは，震災後の混乱した生活のなかで恐怖や不安な気持ちを感じたまま限られたスペー

スで暮らしている子供たちの学習環境がなかなか整わないことから，勉強の場を作ることを目的

として大学生ボランティアスタッフの協力を得て学業支援の一環から実現したものである。  

 

 生徒は当初１０人程度だったが現在では１００人を越え，月曜から金曜まで（現在は土日含む

毎日）小，中，高生が熱心に授業を受けており，高校，大学受験を控えていた生徒は全員が

志望校に合格することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

「ＴＥＲＡＣＯ」の授業風景 

（いずれもホテル観洋  提供） 

 

 また，９月には，高齢者の交流促進，孤独死対策のために，お年寄りの外出の機会をつくる

ため，仮設住宅を巡る｢観洋ぐるりんバス｣の無料運行を開始した。 
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観洋ぐるりんバスに乗車しホテル観洋に入る皆さん   控室で久しぶりのおしゃべりに花が咲く 

（いずれも ホテル観洋  提供）  

 このほか，O.G.A FOR AID の協力により，館内でコミュニティスペース「シーサイド・センター」

を設けている（運営は O.G.A FOR AID）。ここは，午前１１時から午後１０時まで，ネットカフェや

スキルアップのための英会話教室，パソコン教室などを行っている。  

津波で町内の様々な施設が流され，大人も子供も集まる場所がない状態のなか，組織や団

体，ボランティアスタッフの協力を上手に仰ぎつつ，気軽に立ち寄って交流をしたり情報を得る

場所であるだけでなく，スキルアップのための場を作り提供していることも地元の方々に対して

大きな支援となっている。 

 

パソコン教室の様子  （ホテル観洋 提供） 

 

地元民間企業として宿泊業を行うホテル観洋が，巨大地震と大津波という“有事”において，

「今何が必要か」，「できることは何か」を即座に判断し，経営資源を活かして行ってきた様々な

取り組みは大いに評価されるべきものである。 

ホテル観洋では７月２４日から一般客の受け入れを再開し，９月には客室稼働率は７０％ま

で回復している。宿泊施設の運営にあたっては，避難者と一般客を同時に受け入れる場合，

地域内での被災者の受け入れ施設の集約化等調整が不可欠であり，行政等との協力体制を

とりつつ進めている。 

非常時において力を発揮することができるのは，普段から地域内で“協力体制”を作り上げ

ていたからこそといえ，ホテル観洋の取り組みは，このことを実践で示している。 
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観光は，関係業種が多岐にわたり，裾野が広く，地域の多様な資源や力を結集し，地域の

活性化を図る上で大きな役割を果たす可能性を有している。 

 それだけに，どんな地域においても，自分たちが住み，暮らしていて，その愛する地域に来訪

してもらいたいと考えるならば，地域ぐるみで地域の資源を発掘し続け，磨き込み，的確な評価

を行って発信していくことが大切である。 

 

 今や，人口減少や少子・高齢化が進み，地域が疲弊する中で，地域の活力を減退させない

ためには，交流人口に着目し，徹底した増加策を講しなければならない。  

これまで，ホテル観洋が年間２０万人の宿泊客を挙げていたという実績は，観光庁によるデ

ータ（※）に基づき試算すると定住人口を９，０００人増やしたことになり，同社の地域における影

響力は極めて大きいものがある。 

 

（※観光庁の試算によれば，定住人口１人の減少に対して，外国人であれば 7 人，国内旅行

の宿泊客は２４人，国内旅行の日帰り客は７９人で補うことができる。(平成 22 年度資料)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年３月２６日 館内ロビー前にて 

（ホテル観洋 提供） 

 

阿部憲子さんは，｢自分たちがこの地域のためにできることは，交流人口を増やしていくこと

です。被害日本大震災の後は，被災地視察として多くの方に訪れていただいています。これだ

け被害が大きかった地域だからこそ，学んでいただけることが多いのだと思います。防災意識を

高めることの大切さ，人と人との絆の大切さなど，色々な意味でこうした場所だからこそ感じてい

ただけることがあると思います。 

魅力のない町に人は来てくれません。だから町ぐるみで頑張るしかないのです。」と力を込め

て話してくれた。 
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南三陸ホテル観洋 女将 阿部憲子さん 

 

 

  

ホテル観洋から望む志津川湾の朝日  

 

（いずれも ホテル観洋  提供） 

 

 



 

Ⅲ．資料編 

 

Ａ．複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する実態調査 

集計一覧 

 

Ｂ．津波被災地域の福祉施設の状況調査 

１ 被災地高齢者福祉施設の状況と現状に関するアンケ

ート調査報告書（資料①），石巻市桃生町桃生総合ト

レーニングセンター福祉避難所事業報告書（資料②） 

２ 宮城県老人福祉施設入所状況調べ 

 

Ｃ．河北新報報道記事 

 

 

  



 

 

Ａ．複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する実態調査 

集計一覧 

 

  



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
60 1 .0 60 1 .1
62 1 .0 62 1 .0
63 2 .0 63 1 .0 63 1 .1
64 3 .1 64 2 .1 64 1 .1
65 147 3.6 65 70 2.6 65 77 5.5
66 117 2.9 66 71 2.6 66 46 3.3
67 149 3.6 67 92 3.4 67 57 4.0
68 216 5.3 68 118 4.4 68 98 7.0
69 167 4.1 69 106 3.9 69 61 4.3
70 223 5.4 70 135 5.0 70 88 6.2
71 162 4.0 71 94 3.5 71 68 4.8
72 194 4.7 72 119 4.4 72 75 5.3
73 189 4.6 73 131 4.9 73 58 4.1
74 208 5.1 74 148 5.5 74 60 4.3
75 210 5.1 75 127 4.7 75 83 5.9
76 171 4.2 76 115 4.3 76 56 4.0
77 187 4.6 77 114 4.2 77 73 5.2
78 221 5.4 78 143 5.3 78 78 5.5
79 200 4.9 79 149 5.5 79 51 3.6
80 190 4.6 80 135 5.0 80 55 3.9
81 150 3.7 81 99 3.7 81 51 3.6
82 143 3.5 82 102 3.8 82 41 2.9
83 160 3.9 83 111 4.1 83 49 3.5
84 116 2.8 84 79 2.9 84 37 2.6
85 91 2.2 85 64 2.4 85 27 1.9
86 95 2.3 86 66 2.5 86 29 2.1
87 61 1.5 87 41 1.5 87 20 1.4
88 71 1.7 88 57 2.1 88 14 1.0
89 55 1.3 89 46 1.7 89 9 .6
90 53 1.3 90 43 1.6 90 10 .7
91 34 .8 91 27 1.0 91 7 .5
92 22 .5 92 18 .7 92 4 .3
93 17 .4 93 9 .3 93 8 .6
94 18 .4 94 13 .5 94 5 .4
95 3 .1 95 1 .0 95 2 .1
96 7 .2 96 7 .3
97 5 .1 97 4 .1 97 1 .1
98 4 .1 98 3 .1 98 1 .1
99 5 .1 99 4 .1 99 1 .1
100 1 .0 100 1 .0
102 1 .0 102 1 .1
合計 4070 99.3 合計 2666 99.1 合計 1404 99.6
無回答 30 .7 無回答 25 .9 無回答 5 .4
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
男性 1588 38.7 男性 1027 38.2 男性 561 39.8
女性 2466 60.1 女性 1629 60.5 女性 837 59.4
無回答 46 1.1 無回答 35 1.3 無回答 11 .8
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

Ａ．複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する実態調査集計一覧

合計（南三陸+女川）
A.年齢

A*.性別

女川南三陸

A－1



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①被害がなかったの
で自宅にいる。

1361 33.2 ①被害がなかったの
で自宅にいる。

1127 41.9 ①被害がなかったの
で自宅にいる。

234 16.6

②被害があったが自
宅で生活している。

687 16.8 ②被害があったが自
宅で生活している。

330 12.3 ②被害があったが自
宅で生活している。

357 25.3

③避難所 13 .3 ③避難所 6 .2 ③避難所 7 .5
④仮設住宅 1770 43.2 ④仮設住宅 1076 40.0 ④仮設住宅 694 49.3
⑤民間借り上げ賃貸
住宅

71 1.7 ⑤民間借り上げ賃貸
住宅

39 1.4 ⑤民間借り上げ賃貸
住宅

32 2.3

⑥親戚・知人宅で暮ら
している。

48 1.2 ⑥親戚・知人宅で暮ら
している。

33 1.2 ⑥親戚・知人宅で暮ら
している。

15 1.1

⑦震災前と同じ高齢
者施設にいる。

5 .1 ⑦震災前と同じ高齢
者施設にいる。

1 .0 ⑦震災前と同じ高齢
者施設にいる。

4 .3

⑧震災前とは別の高
齢者施設にいる。

3 .1 ⑧震災前とは別の高
齢者施設にいる。

1 .0 ⑧震災前とは別の高
齢者施設にいる。

2 .1

⑨震災後に高齢者施
設に入所している。

16 .4 ⑨震災後に高齢者施
設に入所している。

6 .2 ⑨震災後に高齢者施
設に入所している。

10 .7

⑩その他 82 2.0 ⑩その他 37 1.4 ⑩その他 45 3.2
無回答 44 1.1 無回答 35 1.3 無回答 9 .6
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①一人暮らし 465 11.3 ①一人暮らし 237 8.8 ①一人暮らし 228 16.2
②配偶者 1056 25.8 ②配偶者 556 20.7 ②配偶者 500 35.5
③親 75 1.8 ③親 58 2.2 ③親 17 1.2
④子 575 14.0 ④子 390 14.5 ④子 185 13.1
⑤孫 71 1.7 ⑤孫 47 1.7 ⑤孫 24 1.7
⑥兄弟姉妹 47 1.1 ⑥兄弟姉妹 30 1.1 ⑥兄弟姉妹 17 1.2
⑦配偶者と親 42 1.0 ⑦配偶者と親 19 .7 ⑦配偶者と親 23 1.6
⑧配偶者と親と子 78 1.9 ⑧配偶者と親と子 61 2.3 ⑧配偶者と親と子 17 1.2
⑨配偶者と子 560 13.7 ⑨配偶者と子 385 14.3 ⑨配偶者と子 175 12.4
⑩配偶者と子と孫 655 16.0 ⑩配偶者と子と孫 534 19.8 ⑩配偶者と子と孫 121 8.6
⑪子と孫 528 12.9 ⑪子と孫 428 15.9 ⑪子と孫 100 7.1
⑫その他 170 4.1 ⑫その他 131 4.9 ⑫その他 39 2.8

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
ある 769 18.8 ある 508 18.9 ある 261 18.5
ない 2806 68.4 ない 1818 67.6 ない 988 70.1
無回答 525 12.8 無回答 365 13.6 無回答 160 11.4
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

B.お住まい

C.同居者

D.震災前後での同居者の変化

合計 南三陸 女川

A－2



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①会社員 260 6.3 ①会社員 201 7.5 ①会社員 59 4.2
②公務員 43 1.0 ②公務員 36 1.3 ②公務員 7 .5
③主婦 66 1.6 ③主婦 34 1.3 ③主婦 32 2.3
④パートタイム 62 1.5 ④パートタイム 37 1.4 ④パートタイム 25 1.8
⑤農業 287 7.0 ⑤農業 285 10.6 ⑤農業 2 .1
⑥漁業 399 9.7 ⑥漁業 286 10.6 ⑥漁業 113 8.0
⑦自営業(⑤，⑥以外) 276 6.7 ⑦自営業(⑤，⑥以外) 153 5.7 ⑦自営業(⑤，⑥以外) 123 8.7

⑧公的年金での生活 2961 72.2 ⑧公的年金での生活 1891 70.3 ⑧公的年金での生活 1070 75.9
⑨家族の扶養 813 19.8 ⑨家族の扶養 700 26.0 ⑨家族の扶養 113 8.0
⑩資産収入 23 .6 ⑩資産収入 22 .8 ⑩資産収入 1 .1
⑪生活保護 23 .6 ⑪生活保護 14 .5 ⑪生活保護 9 .6
⑫その他 99 2.4 ⑫その他 62 2.3 ⑫その他 37 2.6

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
はい 3029 73.9 はい 2012 74.8 はい 1017 72.2
いいえ 742 18.1 いいえ 444 16.5 いいえ 298 21.1
無回答 329 8.0 無回答 235 8.7 無回答 94 6.7
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
良い 899 21.9 良い 683 25.4 良い 216 15.3
普通 2240 54.6 普通 1431 53.2 普通 809 57.4
悪い 772 18.8 悪い 434 16.1 悪い 338 24.0
無回答 189 4.6 無回答 143 5.3 無回答 46 3.3
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特にない 2594 63.3 ①特にない 1843 68.5 ①特にない 751 53.3
②新たに病気になり、
医療機関を受診した。

555 13.5 ②新たに病気になり、
医療機関を受診した。

335 12.4 ②新たに病気になり、
医療機関を受診した。

220 15.6

③以前からの病気の
症状が悪化して、医療
機関を受診した

379 9.2 ③以前からの病気の
症状が悪化して、医療
機関を受診した

211 7.8 ③以前からの病気の
症状が悪化して、医療
機関を受診した

168 11.9

④体調が悪くなった
が、通院したり薬を飲
んだりはしていない

124 3.0 ④体調が悪くなった
が、通院したり薬を飲
んだりはしていない

70 2.6 ④体調が悪くなった
が、通院したり薬を飲
んだりはしていない

54 3.8

その他 180 4.4 その他 75 2.8 その他 105 7.5
無回答 268 6.5 無回答 157 5.8 無回答 111 7.9
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

合計 南三陸 女川
E.生計の立て方

F.生計の立て方は震災以前と同じ？

1.体調

2.震災前後での体調の変化

A－3



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①必要がない。 577 14.1 ①必要がない。 379 14.1 ①必要がない。 198 14.1
②通院している。 3271 79.8 ②通院している。 2152 80.0 ②通院している。 1119 79.4
③往診・訪問診療を受
けている。

57 1.4 ③往診・訪問診療を受
けている。

44 1.6 ③往診・訪問診療を受
けている。

13 .9

④入院している。 28 .7 ④入院している。 21 .8 ④入院している。 7 .5
⑤福祉施設（老人保
健施設）に入所してい
る。

19 .5 ⑤福祉施設（老人保
健施設）に入所してい
る。

9 .3 ⑤福祉施設（老人保
健施設）に入所してい
る。

10 .7

⑥その他 25 .6 ⑥その他 16 .6 ⑥その他 9 .6
無回答 123 3.0 無回答 70 2.6 無回答 53 3.8
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①現在のサービスで
十分である。

1193 29.1 ①現在のサービスで
十分である。

667 24.8 ①現在のサービスで
十分である。

526 37.3

②町内に病院が欲し
い。

989 24.1 ②町内に病院が欲し
い。

864 32.1 ②町内に病院が欲し
い。

125 8.9

③町内にもっと多くの
診療所が欲しい。

498 12.1 ③町内にもっと多くの
診療所が欲しい。

397 14.8 ③町内にもっと多くの
診療所が欲しい。

101 7.2

④通院のための交通
手段が欲しい。

1079 26.3 ④通院のための交通
手段が欲しい。

757 28.1 ④通院のための交通
手段が欲しい。

322 22.9

⑤往診・訪問診療をし
てくれる診療所・病院
が欲しい。

127 3.1 ⑤往診・訪問診療をし
てくれる診療所・病院
が欲しい。

79 2.9 ⑤往診・訪問診療をし
てくれる診療所・病院
が欲しい。

48 3.4

⑥リハビリをしてくれる
診療所・病院が欲し
い。

159 3.9 ⑥リハビリをしてくれる
診療所・病院が欲し
い。

113 4.2 ⑥リハビリをしてくれる
診療所・病院が欲し
い。

46 3.3

⑦医療について相談
できるところが欲しい。

121 3.0 ⑦医療について相談
できるところが欲しい。

81 3.0 ⑦医療について相談
できるところが欲しい。

40 2.8

⑧その他 223 5.4 ⑧その他 118 4.4 ⑧その他 105 7.5

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
はい 240 5.9 はい 169 6.3 はい 71 5.0
いいえ 3545 86.5 いいえ 2277 84.6 いいえ 1268 90.0
無回答 315 7.7 無回答 245 9.1 無回答 70 5.0
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特にない。 193 4.7 ①特にない。 150 5.6 ①特にない。 43 3.1
②悪くなった。 103 2.5 ②悪くなった。 69 2.6 ②悪くなった。 34 2.4
③よくなった。 1 .0 ③よくなった。 1 .0 ③よくなった。 0 .0
④震災後に発症した。 26 .6 ④震災後に発症した。 16 .6 ④震災後に発症した。 10 .7

無回答 3777 92.1 無回答 2455 91.2 無回答 1322 93.8
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

4*.震災前後での認知症の方の変化

合計

3*.必要な医療サービス

3.現在の受療状況

4.家族に認知症の方がいる？

南三陸 女川

A－4



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特に受けていない。 174 4.2 ①特に受けていない。 141 5.2 ①特に受けていない。 33 1.2

②入院している。 20 .5 ②入院している。 14 .5 ②入院している。 6 .4
③施設に入所してい
る。

29 .7 ③施設に入所してい
る。

16 .6 ③施設に入所してい
る。

13 .9

④訪問介護を受けて
いる。

34 .8 ④訪問介護を受けて
いる。

27 1.0 ④訪問介護を受けて
いる。

7 .5

⑤その他 43 1.0 ⑤その他 20 .7 ⑤その他 23 1.6
無回答 3800 92.7 無回答 2473 91.9 無回答 1327 94.2
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 98.9

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特にない。 1651 40.3 ①特にない。 1157 43.0 ①特にない。 494 35.1
②多少ストレスを感じ
るようになった。

1512 36.9 ②多少ストレスを感じ
るようになった。

944 35.1 ②多少ストレスを感じ
るようになった。

568 40.3

③強いストレスを感じ
るようになった。

670 16.3 ③強いストレスを感じ
るようになった。

424 15.8 ③強いストレスを感じ
るようになった。

246 17.5

④心理的なストレスに
関して周囲の人に相
談するようになった。

35 .9 ④心理的なストレスに
関して周囲の人に相
談するようになった。

19 .7 ④心理的なストレスに
関して周囲の人に相
談するようになった。

16 1.1

⑤心理的なストレスに
関して病院・診療所で
治療を受けるように
なった。

72 1.8 ⑤心理的なストレスに
関して病院・診療所で
治療を受けるように
なった。

30 1.1 ⑤心理的なストレスに
関して病院・診療所で
治療を受けるように
なった。

42 3.0

⑥その他 46 1.1 ⑥その他 32 1.2 ⑥その他 14 1.0
無回答 114 2.8 無回答 85 3.2 無回答 29 2.1
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 1491 36.4 ① 全くなし 1077 40.0 ① 全くなし 414 29.4
② 少し 1842 44.9 ② 少し 1171 43.5 ② 少し 671 47.6
③ かなり 576 14.0 ③ かなり 331 12.3 ③ かなり 245 17.4
無回答 191 4.7 無回答 112 4.2 無回答 79 5.6
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2440 59.5 ① 全くなし 1687 62.7 ① 全くなし 753 53.4
② 少し 1122 27.4 ② 少し 680 25.3 ② 少し 442 31.4
③ かなり 251 6.1 ③ かなり 147 5.5 ③ かなり 104 7.4
無回答 287 7.0 無回答 177 6.6 無回答 110 7.8
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

4**.認知症の方の受けている
　　医療福祉サービス

6.1睡眠途中で目が覚めてしまう

合計

5.震災前後での心理的な状態の
　変化

6.2イライラして怒りっぽい

南三陸 女川
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度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 1893 46.2 ① 全くなし 1283 47.7 ① 全くなし 610 43.3
② 少し 1444 35.2 ② 少し 908 33.7 ② 少し 536 38.0
③ かなり 430 10.5 ③ かなり 297 11.0 ③ かなり 133 9.4
無回答 333 8.1 無回答 203 7.5 無回答 130 9.2
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2222 54.2 ① 全くなし 1548 57.5 ① 全くなし 674 47.8
② 少し 1094 26.7 ② 少し 675 25.1 ② 少し 419 29.7
③ かなり 508 12.4 ③ かなり 300 11.1 ③ かなり 208 14.8
無回答 276 6.7 無回答 168 6.2 無回答 108 7.7
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2648 64.6 ① 全くなし 1844 68.5 ① 全くなし 804 57.1
② 少し 891 21.7 ② 少し 498 18.5 ② 少し 393 27.9
③ かなり 226 5.5 ③ かなり 149 5.5 ③ かなり 77 5.5
無回答 335 8.2 無回答 200 7.4 無回答 135 9.6
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2647 64.6 ① 全くなし 1804 67.0 ① 全くなし 843 59.8
② 少し 933 22.8 ② 少し 544 20.2 ② 少し 389 27.6
③ かなり 221 5.4 ③ かなり 161 6.0 ③ かなり 60 4.3
無回答 299 7.3 無回答 182 6.8 無回答 117 8.3
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2653 64.7 ① 全くなし 1775 66.0 ① 全くなし 878 62.3
② 少し 926 22.6 ② 少し 572 21.3 ② 少し 354 25.1
③ かなり 236 5.8 ③ かなり 171 6.4 ③ かなり 65 4.6
無回答 285 7.0 無回答 173 6.4 無回答 112 7.9
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
① 全くなし 2709 66.1 ① 全くなし 1880 69.9 ① 全くなし 829 58.8
② 少し 823 20.1 ② 少し 452 16.8 ② 少し 371 26.3
③ かなり 239 5.8 ③ かなり 152 5.6 ③ かなり 87 6.2
無回答 329 8.0 無回答 207 7.7 無回答 122 8.7
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

6.3その時の場面が突然頭に浮かぶ

6.4寝つきが悪い

6.5物事に集中できない

6.6震災を思いだし、身体が反応して
　汗ばんだり、息苦しくなったり、むか
　むかしたりドキドキすることがある

合計 南三陸 女川

6.7震災についての夢を見る

6.8何事にもやる気が起きない

A－6



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
記述回答あり 151 3.7 記述回答あり 71 2.6 記述回答あり 80 5.7
無回答 3949 96.3 無回答 2620 97.4 無回答 1329 94.3
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①認定は受けていな
い。

3251 79.3 ①認定は受けていな
い。

2115 78.6 ①認定は受けていな
い。

1136 80.6

②要支援＜１・２＞の
ままである。

113 2.8 ②要支援＜１・２＞の
ままである。

73 2.7 ②要支援＜１・２＞の
ままである。

40 2.8

③要介護＜１～５＞の
ままである。

173 4.2 ③要介護＜１～５＞の
ままである。

104 3.9 ③要介護＜１～５＞の
ままである。

69 4.9

④要支援から要介護
に変更になった。

11 .3 ④要支援から要介護
に変更になった。

4 .1 ④要支援から要介護
に変更になった。

7 .5

⑤要介護から要支援
に変更になった。

5 .1 ⑤要介護から要支援
に変更になった。

2 .1 ⑤要介護から要支援
に変更になった。

3 .2

⑥要支援・要介護そ
れぞれの中で悪い方
へ変更になった。

7 .2 ⑥要支援・要介護そ
れぞれの中で悪い方
へ変更になった。

6 .2 ⑥要支援・要介護そ
れぞれの中で悪い方
へ変更になった。

1 .1

⑦要支援・要介護そ
れぞれの中で良い方
へ変更になった。

4 .1 ⑦要支援・要介護そ
れぞれの中で良い方
へ変更になった。

1 .0 ⑦要支援・要介護そ
れぞれの中で良い方
へ変更になった。

3 .2

⑧申請（新規・区分変
更）をしたいができな
いでいる。

7 .2 ⑧申請（新規・区分変
更）をしたいができな
いでいる。

6 .2 ⑧申請（新規・区分変
更）をしたいができな
いでいる。

1 .1

⑨その他 27 .7 ⑨その他 11 .4 ⑨その他 16 1.1
無回答 502 12.2 無回答 369 13.7 無回答 133 9.4
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
記述回答あり 42 1.0 記述回答あり 18 .7 記述回答あり 24 1.7
無回答 4058 99.0 無回答 2673 99.3 無回答 1385 98.3
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①利用していない。 2520 61.5 ①利用していない。 1484 55.1 ①利用していない。 1036 73.5
②介護予防サービス
＜運動・口腔・栄養＞
を受けている。

19 .5 ②介護予防サービス
＜運動・口腔・栄養＞
を受けている。

10 .4 ②介護予防サービス
＜運動・口腔・栄養＞
を受けている。

9 .6

③認定を受けて，介護
サービスを利用してい
る。

218 5.3 ③認定を受けて，介護
サービスを利用してい
る。

129 4.8 ③認定を受けて，介護
サービスを利用してい
る。

89 6.3

④利用したいができな
いでいる。

11 .3 ④利用したいができな
いでいる。

5 .2 ④利用したいができな
いでいる。

6 .4

⑤その他 21 .5 ⑤その他 15 .6 ⑤その他 6 .4
無回答 1311 32.0 無回答 1048 38.9 無回答 263 18.7
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

合計 南三陸 女川
6.9その他

7.震災前後での要介護認定の変化

7*.申請ができない理由

8.現在利用中の介護サービス

A－7



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①訪問介護 62 1.5 ①訪問介護 48 1.8 ①訪問介護 14 1.0
②訪問入浴 60 1.5 ②訪問入浴 37 1.4 ②訪問入浴 23 1.6
③訪問看護 31 .8 ③訪問看護 25 .9 ③訪問看護 6 .4
④訪問リハビリテー
ション

24 .6 ④訪問リハビリテー
ション

7 .3 ④訪問リハビリテー
ション

17 1.2

⑤居宅療養管理指導 7 .2 ⑤居宅療養管理指導 5 .2 ⑤居宅療養管理指導 2 .1
⑥通所介護 94 2.3 ⑥通所介護 56 2.1 ⑥通所介護 38 2.7
⑦通所リハビリテー
ション

51 1.2 ⑦通所リハビリテー
ション

35 1.3 ⑦通所リハビリテー
ション

16 1.1

⑧短期入所生活介護 23 .6 ⑧短期入所生活介護 12 .4 ⑧短期入所生活介護 11 .8
⑨短期入所療養介護 9 .2 ⑨短期入所療養介護 2 .1 ⑨短期入所療養介護 7 .5
⑩特定施設入居者生
活介護

7 .2 ⑩特定施設入居者生
活介護

3 .1 ⑩特定施設入居者生
活介護

4 .3

⑪福祉用具貸与 61 1.5 ⑪福祉用具貸与 42 1.6 ⑪福祉用具貸与 19 1.3
⑫特定福祉用具販売 5 .1 ⑫特定福祉用具販売 2 .1 ⑫特定福祉用具販売 3 .2
⑬住宅改修費支給 11 .3 ⑬住宅改修費支給 3 .1 ⑬住宅改修費支給 8 .6

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①かつては現在よりも
良いサービスを受けて
いた。

40 1.0 ①かつては現在よりも
良いサービスを受けて
いた。

26 1.0 ①かつては現在よりも
良いサービスを受けて
いた。

14 1.0

②変化はない。 240 5.9 ②変化はない。 176 6.5 ②変化はない。 64 4.5
③現在のほうが良い
サービスを受けてい
る。

25 .6 ③現在のほうが良い
サービスを受けてい
る。

16 .6 ③現在のほうが良い
サービスを受けてい
る。

9 .6

無回答 3795 92.6 無回答 2473 91.9 無回答 1322 93.8
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①現在のサービスで
十分である。

199 4.9 ①現在のサービスで
十分である。

140 5.2 ①現在のサービスで
十分である。

59 4.2

②町内にもっと多くの
介護サービスの事業
者が欲しい。

109 2.7 ②町内にもっと多くの
介護サービスの事業
者が欲しい。

74 2.7 ②町内にもっと多くの
介護サービスの事業
者が欲しい。

35 2.5

③町内にもっと多くの
高齢者福祉施設が欲
しい。

104 2.5 ③町内にもっと多くの
高齢者福祉施設が欲
しい。

60 2.2 ③町内にもっと多くの
高齢者福祉施設が欲
しい。

44 3.1

④町外でもいいので，
利用しやすい介護
サービスや福祉施設
が欲しい。

49 1.2 ④町外でもいいので，
利用しやすい介護
サービスや福祉施設
が欲しい。

26 1.0 ④町外でもいいので，
利用しやすい介護
サービスや福祉施設
が欲しい。

23 1.6

⑤もっと経費負担を軽
減できる制度が欲し
い。

136 3.3 ⑤もっと経費負担を軽
減できる制度が欲し
い。

86 3.2 ⑤もっと経費負担を軽
減できる制度が欲し
い。

50 3.5

⑥介護サービスにつ
いて相談できるところ
が欲しい。

44 1.1 ⑥介護サービスにつ
いて相談できるところ
が欲しい。

27 1.0 ⑥介護サービスにつ
いて相談できるところ
が欲しい。

17 1.2

⑦その他 15 .4 ⑦その他 2 .1 ⑦その他 13 .9

南三陸 女川合計
8*.具体的介護サービス

9.震災前後での介護サービスの変化

10.必要なサービス

A－8



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
はい 450 11.0 はい 419 15.6 はい 31 2.2
いいえ 2429 59.2 いいえ 1491 55.4 いいえ 938 66.6
無回答 1221 29.8 無回答 781 29.0 無回答 440 31.2
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特にない。 1735 42.3 ①特にない。 1149 42.7 ①特にない。 586 41.6
②多少悪くなった。 1289 31.4 ②多少悪くなった。 858 31.9 ②多少悪くなった。 431 30.6
③とても悪くなった。 783 19.1 ③とても悪くなった。 486 18.1 ③とても悪くなった。 297 21.1
④その他 36 .9 ④その他 17 .6 ④その他 19 1.3
無回答 257 6.3 無回答 181 6.7 無回答 76 5.4
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①住まいの状況（住み
心地等）

1106 27.0 ①住まいの状況（住み
心地等）

669 24.9 ①住まいの状況（住み
心地等）

437 31.0

②仕事 396 9.7 ②仕事 290 10.8 ②仕事 106 7.5
③買い物 1261 30.8 ③買い物 924 34.3 ③買い物 337 23.9
④食生活 273 6.7 ④食生活 199 7.4 ④食生活 74 5.3
⑤近隣の人たちとの
関係

401 9.8 ⑤近隣の人たちとの
関係

244 9.1 ⑤近隣の人たちとの
関係

157 11.1

⑥地域での交流 415 10.1 ⑥地域での交流 271 10.1 ⑥地域での交流 144 10.2
⑦余暇や自由時間 145 3.5 ⑦余暇や自由時間 87 3.2 ⑦余暇や自由時間 58 4.1
⑧公的なサービスや
情報

332 8.1 ⑧公的なサービスや
情報

229 8.5 ⑧公的なサービスや
情報

103 7.3

⑨その他 172 4.2 ⑨その他 81 3.0 ⑨その他 91 6.5

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①震災前から同じ活
動に参加している。

594 14.5 ①震災前から同じ活
動に参加している。

400 14.9 ①震災前から同じ活
動に参加している。

194 13.8

②震災前は参加して
いたが今はしていな
い。

838 20.4 ②震災前は参加して
いたが今はしていな
い。

491 18.2 ②震災前は参加して
いたが今はしていな
い。

347 24.6

③震災後に参加する
ようになった。

95 2.3 ③震災後に参加する
ようになった。

70 2.6 ③震災後に参加する
ようになった。

25 1.8

④震災前から参加し
ていない。

2242 54.7 ④震災前から参加し
ていない。

1488 55.3 ④震災前から参加し
ていない。

754 53.5

無回答 331 8.1 無回答 242 9.0 無回答 89 6.3
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

12.震災前後での日常生活の変化

11.ボランティアによる介護支援を
　受けた？

合計 南三陸

12*.不満や不便

13.震災前後での社会活動の変化

女川

A－9



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①町内会や自治会 581 14.2 ①町内会や自治会 406 15.1 ①町内会や自治会 175 12.4
②婦人会 225 5.5 ②婦人会 135 5.0 ②婦人会 90 6.4
③老人会 598 14.6 ③老人会 400 14.9 ③老人会 198 14.1
④消防団 36 .9 ④消防団 27 1.0 ④消防団 9 .6
⑤商工会 44 1.1 ⑤商工会 22 .8 ⑤商工会 22 1.6
⑥宗教的活動（寺社・
教会など）

42 1.0 ⑥宗教的活動（寺社・
教会など）

15 .6 ⑥宗教的活動（寺社・
教会など）

27 1.9

⑦政治的活動 11 .3 ⑦政治的活動 6 .2 ⑦政治的活動 5 .4
⑧ボランティア団体 105 2.6 ⑧ボランティア団体 73 2.7 ⑧ボランティア団体 32 2.3
⑨その他 313 7.6 ⑨その他 237 8.8 ⑨その他 76 5.4

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①特にない。 2661 64.9 ①特にない。 1773 65.9 ①特にない。 888 63.0
②直接的な影響はな
いが，復旧・復興の遅
れにつながっていると
思う。

245 6.0 ②直接的な影響はな
いが，復旧・復興の遅
れにつながっていると
思う。

139 5.2 ②直接的な影響はな
いが，復旧・復興の遅
れにつながっていると
思う。

106 7.5

③食料の確保や義援
金の配分など支援の
推進に影響が出てい
る。

38 .9 ③食料の確保や義援
金の配分など支援の
推進に影響が出てい
る。

28 1.0 ③食料の確保や義援
金の配分など支援の
推進に影響が出てい
る。

10 .7

④漁業・農業への影
響がみられる。

353 8.6 ④漁業・農業への影
響がみられる。

297 11.0 ④漁業・農業への影
響がみられる。

56 4.0

⑤不安が高まり，心理
的なストレスとなって
いる。

154 3.8 ⑤不安が高まり，心理
的なストレスとなって
いる。

83 3.1 ⑤不安が高まり，心理
的なストレスとなって
いる。

71 5.0

⑥今はないが，将来
への不安が強くなって
いる。

527 12.9 ⑥今はないが，将来
への不安が強くなって
いる。

249 9.3 ⑥今はないが，将来
への不安が強くなって
いる。

278 19.7

⑦その他 159 1.3 ⑦その他 111 .2 ⑦その他 48 3.3

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①将来の生活に大い
に希望を持っている。

124 3.0 ①将来の生活に大い
に希望を持っている。

89 3.3 ①将来の生活に大い
に希望を持っている。

35 2.5

②これまでと同様特に
不安などはない。

1043 25.4 ②これまでと同様特に
不安などはない。

749 27.8 ②これまでと同様特に
不安などはない。

294 20.9

③今現在は不安だ
が，将来については特
に不安は感じない。

262 6.4 ③今現在は不安だ
が，将来については特
に不安は感じない。

162 6.0 ③今現在は不安だ
が，将来については特
に不安は感じない。

100 7.1

④これまでにはなかっ
た不安を多少感じるよ
うになった。

1473 35.9 ④これまでにはなかっ
た不安を多少感じるよ
うになった。

930 34.6 ④これまでにはなかっ
た不安を多少感じるよ
うになった。

543 38.5

⑤これまでにはなかっ
た不安を強く感じるよ
うになった。

812 19.8 ⑤これまでにはなかっ
た不安を強く感じるよ
うになった。

502 18.7 ⑤これまでにはなかっ
た不安を強く感じるよ
うになった。

310 22.0

⑥その他 37 .9 ⑥その他 11 .4 ⑥その他 26 1.8
無回答 349 8.5 無回答 248 9.2 無回答 101 7.2
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

14.原発災害の影響について

15.将来の生活に対する思い

13*.現在参加している社会活動

合計 南三陸 女川

A－10



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
①地域社会（コミュニ
ティ）の存続

376 9.2 ①地域社会（コミュニ
ティ）の存続

247 9.2 ①地域社会（コミュニ
ティ）の存続

129 9.2

②生活環境全般 855 20.9 ②生活環境全般 569 21.1 ②生活環境全般 286 20.3
③仕事（生計の確保） 669 16.3 ③仕事（生計の確保） 494 18.4 ③仕事（生計の確保） 175 12.4
④健康 1064 26.0 ④健康 697 25.9 ④健康 367 26.0
⑤住環境 991 24.2 ⑤住環境 608 22.6 ⑤住環境 383 27.2
⑥人間関係 258 6.3 ⑥人間関係 175 6.5 ⑥人間関係 83 5.9
⑦家族の将来 813 19.8 ⑦家族の将来 608 22.6 ⑦家族の将来 205 14.5
⑧その他 133 3.2 ⑧その他 59 2.2 ⑧その他 74 5.3

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
住む場所について 1075 26.2 住む場所について 431 16.0 住む場所について 644 45.7
生活・生き方について 408 10.0 生活・生き方について 346 12.9 生活・生き方について 62 4.4
家族・親類について 294 7.2 家族・親類について 241 9.0 家族・親類について 53 3.8
仕事について 53 1.3 仕事について 35 1.3 仕事について 18 1.3
医療・介護について 13 .3 医療・介護について 7 .3 医療・介護について 6 .4
他者への要望につい
て

30 .7 他者への要望につい
て

17 .6 他者への要望につい
て

13 .9

健康・元気について 54 1.3 健康・元気について 36 1.3 健康・元気について 18 1.3
設備や物資について 73 1.8 設備や物資について 35 1.3 設備や物資について 38 2.7
心の問題について 32 .8 心の問題について 4 .1 心の問題について 28 2.0
経済問題について 11 .3 経済問題について 7 .3 経済問題について 4 .3
地域社会の問題につ
いて

34 .8 地域社会の問題につ
いて

30 1.1 地域社会の問題につ
いて

4 .3

その他 162 4.0 その他 147 5.5 その他 15 1.1
問題・要望なし 34 .8 問題・要望なし 9 .3 問題・要望なし 25 1.8
無回答 1827 44.6 無回答 1346 50.0 無回答 481 34.1
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
a 1077 26.3 a 556 20.7 a 521 37.0
b 602 14.7 b 426 15.8 b 176 12.5
c 178 4.3 c 97 3.6 c 81 5.7
d 63 1.5 d 34 1.3 d 29 2.1
e 4 .1 e 0 .0 e 4 .3
h 1 .0 h 1 .0 h 0 .0
m 1 .0 m 0 .0 m 1 .1
z 135 3.3 z 73 2.7 z 62 4.4

無回答 2039 49.7 無回答 1504 55.9 無回答 535 38.0
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

15*.どのような点に将来の生活
　の不安を感じるか

16.将来の希望などに関する自由
　記述カテゴリー分類①

16*.将来の希望などに関する
　自由記述カテゴリー分類②

合計 南三陸 女川

A－11



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
住む場所について 54 1.3 住む場所について 25 .9 住む場所について 29 2.1
生活・生き方について 34 .8 生活・生き方について 11 .4 生活・生き方について 23 1.6
家族・親類について 198 4.8 家族・親類について 116 4.3 家族・親類について 82 5.8
仕事について 17 .4 仕事について 2 .1 仕事について 15 1.1
医療・介護について 10 .2 医療・介護について 1 .0 医療・介護について 9 .6
他者への要望につい
て

14 .3 他者への要望につい
て

1 .0 他者への要望につい
て

13 .9

健康・元気について 21 .5 健康・元気について 10 .4 健康・元気について 11 .8
設備や物資について 16 .4 設備や物資について 1 .0 設備や物資について 15 1.1
心の問題について 33 .8 心の問題について 0 .0 心の問題について 33 2.3
経済問題について 11 .3 経済問題について 3 .1 経済問題について 8 .6
地域社会の問題につ
いて

11 .3 地域社会の問題につ
いて

1 .0 地域社会の問題につ
いて

10 .7

その他 16 .4 その他 2 .1 その他 14 1.0
問題・要望なし 1 .0 問題・要望なし 0 .0 問題・要望なし 1 .1
3つ以上の回答内容 201 4.9 3つ以上の回答内容 164 6.1 3つ以上の回答内容 37 2.6
無回答 3463 84.5 無回答 2354 87.5 無回答 1109 78.7
合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
避難の必要なしと判
断した

290 7.1 避難の必要なしと判
断した

45 1.7 避難の必要なしと判
断した

245 17.4

自分で避難を判断し
た

1026 25.0 自分で避難を判断し
た

691 25.7 自分で避難を判断し
た

335 23.8

親族の勧めで判断し
た

63 1.5 親族の勧めで判断し
た

19 .7 親族の勧めで判断し
た

44 3.1

他人(親族以外)の勧
めで避難した

63 1.5 他人(親族以外)の勧
めで避難した

9 .3 他人(親族以外)の勧
めで避難した

54 3.8

親族に対して避難を
勧めた

10 .2 親族に対して避難を
勧めた

3 .1 親族に対して避難を
勧めた

7 .5

他人(親族以外)に対し
て避難を勧めた

25 .6 他人(親族以外)に対し
て避難を勧めた

5 .2 他人(親族以外)に対し
て避難を勧めた

20 1.4

判断について不明 444 10.8 判断について不明 146 5.4 判断について不明 298 21.1
その他・複数回答・分
類不能

102 2.5 その他・複数回答・分
類不能

12 .4 その他・複数回答・分
類不能

90 6.4

無回答 2077 50.7 無回答<一般住宅分
未入力のため＞

1761 65.4 無回答 316 22.4

合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

16**.将来の希望などに関する
　自由記述カテゴリー分類③

17.震災発生時の行動カテゴリー
　分類①判断

合計 南三陸 女川

A－12



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
直後は避難できな
かった（怪我・病気・閉
じ込められた・避難経
路がない）

61 1.5 直後は避難できな
かった（怪我・病気・閉
じ込められた・避難経
路がない）

48 1.8 直後は避難できな
かった（怪我・病気・閉
じ込められた・避難経
路がない）

13 .9

自力で避難した 1142 27.9 自力で避難した 753 28.0 自力で避難した 389 27.6
親族の助けによって
避難した

86 2.1 親族の助けによって
避難した

21 .8 親族の助けによって
避難した

65 4.6

他人（親族以外）の助
けで避難した

120 2.9 他人（親族以外）の助
けで避難した

21 .8 他人（親族以外）の助
けで避難した

99 7.0

親族の避難を助けた 15 .4 親族の避難を助けた 5 .2 親族の避難を助けた 10 .7
他人(親族以外)の避
難を助けた

40 1.0 他人(親族以外)の避
難を助けた

7 .3 他人(親族以外)の避
難を助けた

33 2.3

一次避難方法につい
て不明

273 6.7 一次避難方法につい
て不明

65 2.4 一次避難方法につい
て不明

208 14.8

避難しなかった・その
他・複数回答・分類不
能

286 7.0 避難しなかった・その
他・複数回答・分類不
能

10 .4 避難しなかった・その
他・複数回答・分類不
能

276 19.6

無回答 2077 50.7 無回答<一般住宅分
未入力のため＞

1761 65.4 無回答 316 22.4

合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
避難状況に関するコメ
ント （分類不能も含
む）

1786 43.6 避難状況に関するコメ
ント （分類不能も含
む）

895 33.3 避難状況に関するコメ
ント （分類不能も含
む）

891 63.2

避難状況以外のコメン
ト

127 3.1 避難状況以外のコメン
ト

11 .4 避難状況以外のコメン
ト

116 8.2

注目すべき記載（丁寧
な長文の記載、問題
の提起、生死を分ける
ような支援の経験、後
世への貴重な提言な
ど）

110 2.7 注目すべき記載（丁寧
な長文の記載、問題
の提起、生死を分ける
ような支援の経験、後
世への貴重な提言な
ど）

24 .9 注目すべき記載（丁寧
な長文の記載、問題
の提起、生死を分ける
ような支援の経験、後
世への貴重な提言な
ど）

86 6.1

無回答 2077 50.7 無回答<一般住宅分
未入力のため＞

1761 65.4 無回答 316 22.4

合計 4100 100.0 合計 2691 100.0 合計 1409 100.0

17**.震災発生時の行動カテゴ
　リー分類③特記事項

17*.震災発生時の行動カテゴ
　リー分類②一次避難方法

合計 南三陸 女川

A－13



度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
飲みもの 908 14.6 飲みもの 792 18.5 飲みもの 116 6.0
食べもの 1720 27.7 食べもの 1262 29.4 食べもの 458 23.7
着るもの 747 12.0 着るもの 527 12.3 着るもの 220 11.4
寝具 187 3.0 寝具 133 3.1 寝具 54 2.8
住まい 26 .4 住まい 5 .1 住まい 21 1.1
避難所 15 .2 避難所 9 .2 避難所 6 .3
生活用品 889 14.3 生活用品 723 16.9 生活用品 166 8.6
風呂 54 .9 風呂 28 .7 風呂 26 1.3
お金 159 2.6 お金 37 .9 お金 122 6.3
民間のボランティア
サービス

359 5.8 民間のボランティア
サービス

184 4.3 民間のボランティア
サービス

175 9.1

公的なサービス 278 4.5 公的なサービス 134 3.1 公的なサービス 144 7.5
身近な人からのサー
ビス

36 .6 身近な人からのサー
ビス

15 .3 身近な人からのサー
ビス

21 1.1

その他のサービス 239 3.8 その他のサービス 174 4.1 その他のサービス 65 3.4
イベント 11 .2 イベント 3 .1 イベント 8 .4
支援なし 124 2.0 支援なし 28 .7 支援なし 96 5.0
複数回答 273 4.4 複数回答 191 4.5 複数回答 82 4.2
その他 194 3.1 その他 43 1.0 その他 151 7.8
合計 6219 100.0 合計 4288 100.0 合計 1931 100.0

18.震災後の支援で役立ったもの
　3つ（合計）

合計 南三陸 女川

A－14



 

 

Ｂ．津波被災地域の福祉施設の状況調査 

１ 被災地高齢者福祉施設の状況と現状に関するアンケ

ート調査報告書（資料①），石巻市桃生町桃生総合ト

レーニングセンター福祉避難所事業報告書（資料②） 
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福祉避難所事業報告書 

(2011 年 6 月～9 月) 
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Ⅰ 福祉避難所の概要 

 

１. 開設の目的 

石巻市内避難所において避難生活により身体機能が低下している高齢の避難者で、リハ

ビリテーション等を行うことにより身体機能の回復が見込まれる市民を対象に、福祉避難

所を開設する。 

２. 開設場所  桃生農業者トレーニングセンター 

        （設置主体 石巻市） 

３. 定  員  ５０名（家族介助者も含む） 

４. 支援体制 

１）コーディネート 石巻市健康推進課保健師 ・・・１名 

２）施設管理    石巻市健康部健康推進課職員・・１名 

          石巻市臨時雇用者    ・・・２名 

３）看護      石巻市夜間急患センター看護師 

                      日中３～６名・夜間２名 

４）介護      社会福祉法人東北福祉会 

                      日中５～８名・夜間２名 

５）リハビリ    NPO 法人リハビリ１０団体  ・・２～５名 

（OT・PT・NS・Dr） 

          宮城県作業療法師会      ・・２～３名 

６）移動支援    NPO 法人移動支援フォーラム ・・１名 

７）その他     各種ボランティア団体（社会福祉士会など） 

５. 施設設備 

１）居住面積・・１区画を３．５㎡(約４疊程度)とした（国連難民高等弁務官事務所 UNHCR

設置基準より） 

２）パーテーション・・プライバシー保護のため、段ボール製組立式パーテーションによ

り各居住スペースを仕切っている。 

３）電動ベッド・・電動ベッドを導入し、個人毎の高さに調整し、手すり使用により立ち

上がりの確保を行なっている。 

４）食事スペース・・全員で食事できるスペースを確保し、避難者同士の交流を深めるこ

とを目的としている。あわせて、居住スペースの衛生環境を確保している。 

５）休憩スペース・・避難者同士の団欒やコミュニティの場として、また、社会情勢等の

情報を得るためにテレビ視聴が可能なスペースを確保している。 

６）トイレ設置・・高齢者の身体的負担を軽減するために、各エリア（３箇所）に電動ラ
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ップ式トイレを設置している。 

６. 各職種による対応内容 

１）医師・理学療法士、作業療法士等によるリハビリテーション 

２）看護師による２４時間見守り・体調管理（必要な方へベッド上に NC 設置） 

３）社会福祉士・介護支援専門員 等（ボラ含む）による各種手続き支援や、法律・生活

相談 

４）介護士等による日中の時間帯の入浴支援、２４時間の生活支援並びに見守り。買物支

援、通院支援等。 

５）栄養士並びに調理員による朝食・昼食の調理食品の提供（夕食は弁当の物資） 

６）移動支援事業者による通院介助（移動含む）や入退所に伴う移転のための支援。 

７）石巻市保健師による総合的調整が必要な相談、トラブル対応等。 

８）介護支援専門員による、介護保険サービス調整、担当介護支援専門員、包括支援セン

ター職員等との調整等の支援。 

９）作業療法士、理学療法士等並びに介護支援専門員、介護士による対処前仮設住宅等の

訪問を行い、必要な物品等の調整支援。 

６. 福祉避難所利用者数     

１）高齢者  35 名（延べ人数  2,138 名） 

２）家族    12 名（延べ人数   657 名）  合計 47 名 （延べ人数 2,795 名） 

７. 支援団体（敬称略） 

公益社団法人日本看護協会、特定非営利活動法人災害人道医療支援会（Humanitarian Medical 

Assistance)、社団法人宮城県看護協会、一般社団法人宮城県作業療法士会、東日本大震災リ

ハ支援関連１０団体、全国老人デイ・ケア連絡協議会、全国訪問リハビリテーション研究

会、特定非営利活動法人移動支援フォーラム、広島県野村病院、医療法人鉄薫会亀田総合

病院、アマゾンジャパン（株）、伊藤忠商事（株）、眞野あずさ、日本放送協会 全国から

の支援物資 など 

 

 

Ⅱ（社福）東北福祉会の動き 

１. 法人内の体制 

桃生地区に設置されたことにより、せんだんの杜ものうから 10 名の職員を避難所へ派遣

した。 

○派遣職種 ：介護士５名、栄養士１名、相談員（介護支援専門員）１名、調理員２名 

○派遣職員数：仙台市にある３施設（せんだんの杜・せんだんの里・せんだんの館）よ

り１週間交代で各２名を派遣 

 派遣職員数 87 名 （延べ派遣職員数  996 名） 
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○勤務時間：介護職員： 

日勤           ８：００～１７：００  

夜勤          １６：３０～翌９：３０（２交代制） 

相談員・栄養士・調理員  ８：３０～１７：３０ 

２. 外部からの支援 

せんだんの杜ものう内から派遣した職員数が多数であったため、外部からの支援を要請

し、７月１日から（特養は７月１５日より）９月３０日までの間支援を頂いた。 

○避難所への支援：フィオーレ南海（大阪）より ５名 

○特養への支援 ：リデルライトホーム（熊本） 計４名 

白寿会（広島）・苗場福祉会（新潟）・湖成会（静岡）・養和会（鳥取）

計１４名 

 

 

Ⅲ 支援内容 

１. 介護職員：避難所内の主に日常生活全般の支援を行なった。 

支援内容 実際の状況 課題・反省点 今後に向けて 

入浴 ・円滑に入浴ができるよう

男女を曜日毎に分けて対応 

・軽微な介助がほとんどで、

自立できていることは見守

りを実施した 

・入浴設備が隣の建物の為

移動についての支援をした 

・リハ団体と協働したこと

で身体面の評価の仕方など

を学ぶことが出来た 

・密室での関わりの中で、

避難者の方の思いを聞く機

会となり、関係作りにつな

がった 

・入浴の調整を行う

中で、順番に関して

伝え忘れなどがあっ

た 

・手を出し過ぎてし

まい、自立支援の観

点からずれてしまっ

た 

・施設・在宅サービ

スにおいて、要介護

者であっても「自立

支援」という観点を

持つことを改めて見

直すことにつなげら

れる。 

・安心して入浴する

ための支援に多職種

で関わることがで

き、視野が広がった 

排泄 ・日中：自力で行かれる方

がほとんどであったため、

支援することはほとんどな

かった。 

・夜間：１名のみおむつ交

・排泄に関して、自

立していた方がほと

んどであったため特

に課題となる点はみ

られなかった 

・自立している方へ

過度に声掛けするこ

ともせず、「見守る」

という役割も必要で

ある 
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換を支援、夜勤者が対応 

・トイレ使用場所 

日中は主に一般用トイレ、

車椅子用トイレを使用した 

夜間は、３箇所に設けられ

たラップポンを使用する方

が多く、２名程尿器使用す

る方がいた（片づけは職員

対応） 

・ラップポンは１日６回程

度使用回数を確認し、使用

限度の５０回に近い数字の

場合に交換を行った 

・看護師との連携を

図り、排便コントロ

ールなどを行う中で

の連携は重要である 

食事 ・栄養士が支援物資を利用

しながら、朝食・昼食の準

備を行った。 

・仕掛けとしてお盆を使用

することにより、配膳・下

膳を自身で行なうよう自立

を促した 

・利用者全員、職員が一緒

に食事をすることで円滑に

コミュニケーションを取る

ことができ、良好な関係作

りにつなげることが出来た 

・利用者の状態に合わせた

食事を提供することで、栄

養状態の低下を防ぐことに

つながった。 

・準備・片づけ等を

職員が行っていたた

め、避難者の方の役

割を奪う結果にもつ

ながり、自立支援の

観点から外れてしま

っていた感じになっ

てしまった 

・食事形態を状態に

合せて変えたのは良

かったが、今後の生

活でも出来るように

ご家族等へ申し送り

が出来ていなかった 

・必要に応じて食事

量の確認、水分量の

確認を行うことがで

きていなかった 

・次の行き先（仮設

住宅・自宅等）での

生活において、でき

ることを継続するた

めの支援、できなか

ったことを行えるよ

うにするための支援

の大切さ、役割の大

切さを改めて感じ

た。 

・避難所であっても、

生活並びに食事の大

切さを知ることが出

来た 

洗濯・掃除 ・毎朝、体育館内・トイレ・

玄関の掃除機がけ、モップ

での水拭き・から拭きを行

い衛生管理に努めた 

・個人のブース内も定期的

・掃除機は自身で出

来る方も多いので、

各自に任せることも

必要であった 

・洗濯も同様で、洗

・IADL の分野全てに

おいてスタッフが

「やってしまう」と

いうことが多かった

ため、本人の役割を
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に声がけしながら掃除機が

けを行った 

・入浴後の浴室、脱衣場の

清掃、足ふきマットの洗濯

を行った。 

・調理場の衛生管理を栄養

士・調理員が行った 

・避難者の衣類の洗濯は、

入浴した際に依頼され対応

した 

濯機が外に設置され

動線が長かったが、

散歩しながら洗濯を

行うという支援のあ

り方が実現できなか

った 

・洗濯畳等も同様に

本人へ畳んだものを

渡すだけであったた

め、役割として畳ま

ずに渡すことも必要

であった 

 

持って頂くこと、行

ってからのモニタリ

ング・評価の重要性

を学べた 

コミュニケー

ション 

・活動当初は関係づくりの

ため一所懸命会話を持とう

と対応していた 

・利用者には先が見えない

ことでの苛立ちがあり、積

極的に関わることをあえて

行わなかった時期がある 

・お盆頃からは、避難者が

抱える様々な不安や今後へ

の思いを聞くため、積極的

にコミュニケーションを図

るように努めた 

・派遣されたスタッ

フに申し送りが不十

分になったため、避

難者に同じことを何

度も聞いてしまい、

煩わしい思いをさせ

た 

・精神面での支援が

必要であったが、そ

の方の思いを知るこ

と・共感することが

難しかった 

・話しやすい方と接

している時間が多く

なり、避難者へのか

かわりに偏りができ

てしまった 

・関係が深くなるこ

とで、言葉が雑にな

り不快感を持った方

もいた 

・思いを知ること、

気持ちの本質を知る

こと、共感すること

の難しさをスタッフ

が感じ、コミュニケ

ーションの難しさと

大切さを学ぶ機会に

なった 

・言葉遣いについて、

見直す機会となった 

・関わりに偏りが出

ることで、生活状況

にも影響を与えた．

今後の支援の中での

注意点である 

トラブルへの

対応 

・飲酒により、泥酔・口論

等のトラブルがあった 

・スタッフの対応だ

けを行うことで問題

・保健師と連携を図

り、本人が納得でき
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→本人の気持ちを聞きなが

ら、適度な距離を保って思

いを吐き出せるような支援

を行った 

・金銭の盗難トラブルがあ

った 

→一緒に探す等して対応を

行った。 

・避難者同士の口論 

→双方の話しを聞きながら

両者の思いを確認した上で

その後の対応を行った 

がこじれてしまった 

・本人の思いを中途

半端な確認で対応を

したことにより、余

計に怒りを持たせて

しまう結果につなげ

てしまった 

・双方の思いを聞き

ながら対応では無く

偏りが出てしまう対

応を行った 

る対応を行うことが

出来た。保健師の声

掛け、タイミング等

専門職としての対応

を学ぶことができた 

・対人援助職として、

介護だけでなく相談

機能を担っているこ

とを理解するととも

にコミュニケーショ

ン能力を高めること

が必要であると 

買い物支援 ・次の生活に向けた必要物

品の買い物について移動及

び店内での購入支援を行っ

た 

・移動ボランティアの活用

が多かった． 

・閉所が近づく９月中頃は

介護職員へ直接依頼される

方が多くなった． 

・購入されたものは、家具

類・食器類が多くなった 

・自ら申し出ること

が出来る方はスムー

ズに買い物に行くこ

とができ、購入する

ことができたが、言

えずにいた方のニー

ズを拾い上げること

が少なかった 

 

・ニーズを掘り起こ

す対応が必要である

と改めて感じた 

・仮設住宅の場所に

よっては買い物が不

便な場所もあり、買

物難民となってしま

う方も出てくるた

め、スタッフとして

何が出来るか考える

必要がある．関係機

関や行政並びに商店

などに働きかけをし

ていく必要がある 

 

認知症の方へ

の対応 

・ アルツハイマー型認知 

症の方が避難しており、環

境の違いが大きく、混乱が

強く出るなど時もあった 

・認知症の方は、他者から

の非難を受ける場面もあ

り、本人の支援とともに、

他者へ認知症の方に対する

対応の仕方や病気について

・双方が安心して暮

らせるための策を早

期に手だてすること

が必要であった 

・対応者が変わるこ

とで対応の継続性が

失われた時もあり、

避難者の方へ不安を

持たせてしまった 

・認知症に対する正

しい理解をスタッフ

が再確認するととも

に、地域の方への説

明等が大切である 
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説明する 

２. 相談職員；避難所内での相談支援、申請等手続きにおける支援、外部サービスとの

調整を主に行った。 

支援内容 実際の状況（評価含む） 課題・反省点 今後に向けて 

相談支援 ・退所に向けた相談が主で

あった 

・夫婦間の問題についても

対応することがあった 

・不安や不満など「こころ」

の相談も受けることが多か

った 

・退所等に関する説

明の中で、不安を持

たせてしまう結果に

つながったことがあ

った 

・精神に疾患のある

避難者への説明が上

手くいかず対応に苦

慮した 

・夫婦間の問題につ

いて、対人援助職と

してどこまで対応す

べきかの線引きが難

しかった 

・不安や不満を解消

することに関心がい

ってしまい、根本的

な部分が薄れてしま

うように解決をして

しまった 

・相談援助職として

｢対象者理解｣、「伝え

る力」の必要性を強

く感じ、今後の課題

として学びを深めて

いく 

・要援護者だけでな

く、取り巻くご家族

の状態にも臨機応変

に対応できるよう医

学的知識の必要性が

ある 

・ご家族の状況に対

しての支援の必要性

があるのかを確認し

ながら、全ての援助

者が共有し共通認識

の中で関わることが

必要である 

・ 物事の表面だけ 

を見るのではなく、

本質的な部分まで見

ることが出来るため

の学びが必要である 

・多職種連携の必要

性がある 

外部サービス

調整 

・避難所内で支援（リハビ

リ・介護・健康管理等）を

終結するのではなく、コミ

ィニティーとの関係性を構

築するための方法として外

部サービスの調整を支援し

・多職種が協働する

中で支援を行ったた

め、避難所内だけで

完結する様な関わり

になっていた 

・滞在中、外部サー

・避難所を施設とし

てとらえるのか、在

宅としてとらえるの

かを明確にすること

が必要である 

・在宅としてとらえ
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た 

・担当ケアマネジャーがい

る方について、現状報告を

行うとともに次の展開に向

けた相談・調整を行った 

ビスを新たに導入さ

れた方が数名しかい

なかった 

・ 担当ケアマネジ 

ャーと役割が重複し

たため、対象者の方

の混乱を招いてしま

った 

・居住地域の変更も

あり、外部サービス

を導入することに消

極的になった 

ることが大切であ

り、退所前からサー

ビスを導入し関係を

作ることで以前の生

活に早く戻れると感

じた 

・役割を明確にする

ことと、責任を持つ

ということの両方の

意味を互いに認識

し、確認作業を行い

ながら対応すること

が大切である 

退所に向けた

支援 

・仮設住宅に移るための支

援として、必要書類の確認

及び整備を支援した 

・退所前訪問をリハビリス

タッフと共に行い、引っ越

した際に必要な手すり、シ

ャワーチェアなど福祉用具

の選定・準備の支援を行っ

た 

・担当ケアマネジャーと連

携を密にとり、退所日から

逆算した中でサービスの調

整等を一緒に行った 

・仮設住宅入居に関する説

明会への同行、契約等手続

きの支援を行った 

・引っ越しに必要な車両・

人員の手配並びに必要物品

の買い物支援を介護職と一

緒に行った 

・外部サービスとの

調整同様に、役割が

重複し、特に福祉用

具の選定等について

混乱を招いた 

・ご家族の状況によ

って、退所日が数度

変更になることもあ

り、その後の対応に

苦慮した 

・閉所が近づくほど

退所のことだけが目

的となってしまう現

状も多々見られた 

・買い物や受診等の

支援を行う中で、コ

ミュニケーションを

多くとることがで

き、その中で不安等

を吐露されるが、聞

きとるだけで、その

後のケアやフォロー

が薄くなってしまっ

・退所することが 

目的という結果につ

ながった 

・避難所を在宅とし

てとらえ、入所や退

所が目的ではないと

いうことを共通認識

として持ち合わせ、

在宅生活をどの様に

支援するべきなのか

を考えることにつな

がった 

・退所前訪問を多職

種で行ったことによ

り、視点の違いや、

専門性をいかに活用

するかという視点を

持てたことで、考え

方にも広がりが出た 

・避難者からのニー

ズや相談ごとを聞く

だけにとどまったこ

とは大きな反省点で
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た ある 

申請支援等 ・介護認定の新規申請を支

援した 

・生活支援金、義援金受理

に関する申請を社会福祉士

会で行っていた内容を引継

ぎ、申請の支援を行った 

・仮設住宅に必要な申請に

関して、ご家族で出来ない

方について一緒に支援しな

がら行った 

・社会福祉士会から

の引継ぎを経て申請

代行などを行うこと

もあったが、状況確

認が不足したことで

対応の不備につなが

ったケースもあった 

・サービスを受ける

ためだけに介護認定

の申請を行ったケー

スもあり、必要の有

無の見極めが弱かっ

た 

・関係機関との情報

共有の大切さを改め

て感じ、不備がある

ことでの利用者に対

する不利益が生じな

いように今後の業務

内容の中での対応を

見直していく 

・アセスメントをし

っかりと行うこと

で、その方の本質を

知り、不必要な支援

に結び付けないよう

対応を行う 

退所後の支援 ・リハビリスタッフ、介護

職員と共に仮設住宅へ移ら

れた方の所を訪問し、引っ

越し後の状態、困りごと、

ニーズ等の聞き取り調査を

行い、必要なことに関して

調整並びに担当ケアマネジ

ャーへ報告する等して不安

解消できるように支援し

た。 

・どこまで関わるべ

きなのかというライ

ンを明確にすること

ができず、その場限

りの対応を行ってし

まった 

・ニーズを聞いた上

で、ケアマネジャー

等へ報告した後の確

認を行わなかったケ

ースもあり、任せき

りの対応をした 

・関わり・関係を切

らないという思いを

大切にするとともに 

関係機関との連携を

密にすることで、相

談者がいつでも安心

して相談できる環境

設定を作る必要性を

学んだ 

・避難所から仮設住

宅へ移ることを目標

として支援していた

経過があった。しか

し、そこがゴールで

はないことから、本

人の望む生活をどの

様に支援することで

実現できるのかを検

討することが重要で

あることに気づけ

た。 
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３.まとめ 

６月１３日から９月３０日まで３ヶ月半の活動期間が滞りなく終了した。 

避難所が閉鎖となったことが終了ではない、福祉雛所を活用された皆さんは、自宅（修

繕中）、仮設住宅、養護老人ホーム、有料老人ホームなどの「居場所」へ移られている。震

災前の日常に戻るには相当の時間がかかることから、これからが始まりといっても過言で

はない。 

福祉雛所の運営には、法人内で協力・連携を図りニーズに応えながら、それぞれが専門

性を発揮できたことが大きな柱となっている。さらには、全国から支援を頂けたことによ

る賜物であると感じている。開設当初から関わっていた石巻市健康推進課の保健師、石巻

市立病院急患センター看護師、リハビリ１０団体のほか、多くの方々と試行錯誤しながら

支援できたことが大きな事故やトラブルがなく終了につながっている。改めて、ご協力、

ご支援をいただいた関係各位に感謝いたします。 

今後のサポートは、東北福祉会だけでなく、多くの団体が支援策を検討し、実施してい

くことが期待されている。その中で当法人が行うべきことは何か？何をするべきなのか？

を検討する必要が求められ、今回ご支援をいただいた関係機関・団体とのつながりを活か

して、幅広く、長期間の支援ができるよう法人内の連携を強化しなければならない。 

今回の震災は数多くの尊い命を奪い、多くの悲しみを与える結果となっている。その中

で、３ヶ月半の間に避難所へ派遣された職員は多くの経験を得るとともに、深い悲しみを

持った方々と接して様々な思いを感じ取っている。その思いを今後の勤務の中でどの様に

活かせるのか、経験をどう活かしていくのか、更に深めていければと考える。 

派遣された職員は、期間中現場を守ってくれていた職員へ報告することで、今後の支援

内容について共通認識し検討できるように連携を図れればと考える。また、今後の有事の

際にどの様に対応すべきか等、災害対策マニュアルの改訂作業の際にも提言をするなど、

復興だけでなく防災・減災にも目を向けていけるようにしなればならない。 

今後、災害が来ないことを切望するが、有事の際には今回の経験を活かせるよう振返り

ながら、日々対応をしていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

註) 本報告書は、2011 年 10 月に作成された｢石巻市桃生町桃生総合トレーニング 

センター(準)福祉避難所運営委託事業総括｣をもとに編集したものです。 



 

 

Ｂ．津波被災地域の福祉施設の状況調査 

２ 宮城県老人福祉施設入所状況調べ 

 

 

  



様式３ 入所状況調（ 平成23年3月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

83 83 90 3 9.0 2 31.0 2 0 0 0
54 52 98 1 9.0 2 56.0 2 0 0 0
94 92 208 2 14.5 4 46.0 4 0 0 0
50 49 103 5 30.0 5 21.6 0 5 0 0
50 50 127 2 11.0 0 0.0 0 0 0 0
40 39 156 1 7.0 1 39.0 0 1 0 0

七ヶ宿町 30 29 36 1 14.0 2 47.0 0 2 0 0
大河原町 50 50 305 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 50 128 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
柴 田 町 56 56 383 1 18.6 1 80.6 1 0 0 0

40 40 104 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
10 10 36 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 104 261 1 11.0 0 0.0 0 0 0 0
711 704 2,035 17 - 17 - 9 8 0 0

仙 台 市 2,488 2,445 12,893 48 - 38 - 34 2 1 1
50 48 554 0 0.0 1 126.0 1 0 0 0
29 29 95 1 31.0 0 0.0 0 0 0 0
80 78 429 1 38.0 1 104.0 1 0 0 0
50 45 454 0 0.0 1 63.0 1 0 0 0
50 50 378 4 32.8 0 0.0 0 0 0 0
54 53 670 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
29 25 110 4 8.0 3 8.0 2 1 0 0
60 60 513 1 3.0 1 110.0 1 0 0 0
50 50 180 1 18.0 0 0.0 0 0 0 0
84 83 299 1 8.0 2 13.5 1 1 0 0
50 47 136 2 33.0 2 48.0 0 2 0 0

山 元 町 50 50 146 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 49 460 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 49 427 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
利 府 町 50 50 326 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 197 276 6 22.1 9 63.7 6 3 0 0
大 郷 町 54 53 281 0 0.0 1 12.0 1 0 0 0
富 谷 町 50 50 323 4 14.0 2 15.0 2 0 0 0
大 衡 村 52 52 265 3 7.0 3 44.7 3 0 0 0

3,630 3,563 19,215 78 - 64 - 53 9 1 1
50 49 241 0 0.0 1 29.1 1 0 0 0
54 54 465 1 2.3 0 0.0 0 0 0 0
40 40 372 1 48.4 1 32.2 1 0 0 0
200 195 319 7 33.9 5 93.5 5 0 0 0
54 53 468 0 0.0 1 84.0 1 0 0 0
50 50 228 2 29.9 1 0.6 1 0 0 0
54 52 210 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 424 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 374 0 0.0 1 64.0 0 1 0 0
50 50 148 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 29 85 0 0.0 1 25.3 1 0 0 0

54 52 283 1 3.7 0 0.0 0 0 0 0
50 50 123 2 18.5 0 0.0 0 0 0 0
60 60 147 1 114.0 1 1.0 0 1 0 0
50 50 163 1 32.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 264 1 134.8 1 0.3 1 0 0 0
60 59 65 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
52 52 191 2 28.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 223 2 18.0 1 64.0 1 0 0 0
30 29 100 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 66 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0

1,180 1,163 4,959 23 - 14 - 12 2 0 0
50 49 615 3 23.0 1 21.0 0 1 0 0
50 48 626 0 0.0 1 3.0 1 0 0 0
50 49 208 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
50 47 403 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 590 0 0.0 2 94.5 1 1 0 0
50 49 180 3 44.7 4 81.8 0 4 0 0
50 50 192 2 20.5 2 23.0 2 0 0 0
20 18 136 0 0.0 2 50.5 1 1 0 0
50 50 108 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 106 2 9.0 0 0.0 0 0 0 0
40 39 136 3 25.0 1 37.0 1 0 0 0
54 52 340 2 22.0 4 36.0 3 1 0 0
50 49 129 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 173 2 10.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 40 40 186 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 51 163 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 130 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 104 2 6.0 1 84.0 1 0 0 0
50 50 103 3 1.0 2 72.0 1 1 0 0
30 30 45 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 55 133 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
86 86 82 4 6.5 2 21.0 2 0 0 0
20 18 19 3 8.0 2 19.3 2 0 0 0

1,078 1,062 4,907 32 - 24 - 15 9 0 0
85 84 335 2 8.0 2 35.0 2 0 0 0
54 53 441 1 33.0 1 5.0 1 0 0 0
50 50 121 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 250 1 4.0 1 59.0 1 0 0 0
50 51 127 2 2.0 1 4.0 1 0 0 0
30 30 82 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

南三陸町 54 54 121 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0

373 371 1,477 8 - 5 - 5 0 0 0
全体 県分
121 83

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 124

194 28

恵潮苑

唐桑園
春圃苑

7

恵心寮

慈恵園

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多くは
重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

12415832,5936,863合　計 6,972 1

かごぼうの里

キングス・タウン

いなほの里

南風園

涼風園

一心苑

アゼイリア

21

23
恵風荘

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

前月中の退所者

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

うらやす

杜の風

けやき

釜房みどりの園

柏松苑

別紙のとおり
清楽苑

13

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

松島長松苑

事
務
所

所在地

塩 竃 市

仙
南
保
健
福
祉

仙
台
保
健
福
祉

名 取 市

岩 沼 市

蔵王町

白 石 市

多賀城市

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

ざおうの杜

第二釜房みどりの園

楽園が丘

川 崎 町

みどり荘

岩出の郷
敬風園

小　計

千葉福寿園

みやざき

大崎ホーム

美 里 町

加 美 町

栗原市

りんどう苑

百才館

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ
小　計

七峰荘
57

大 崎 市

北
部
保
健
福
祉

十符・風の音

ゆうらいふ

寿楽苑

みやま荘

和風園
郷和荘

亘 理 町

常盤園

第二清楽苑

チアフル岩沼

第二日就苑

多賀城苑

小　計

小　計

東
部
保
健
福
祉

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

登 米 市

東松島市

石 巻 市

小　計

やくらいサンホーム

桂葉

山王

ファミリオ
おしか清心苑

いちょうの里

白鳥苑

みさとの杜

第二和香園

雄心苑

花水木

柳風園

きたかみ

青風園

仁風園

不老園

和香園

矢本華の園

光風園
萩風園
松風園

さーらの樹

東和

おながわ
迫風園
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年3月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 242 3 4.3 4 54.3 4 0 0 0
仙台楽生園 90 89 256 1 27.0 2 38.5 2 0 0 0
思行園 50 46 145 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
自生苑 70 68 129 0 0.0 1 1.0 1 0 0 0

シオンの園 70 70 282 2 12.5 1 19.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 54 125 1 3.0 2 87.5 1 0 1 0

賓樹苑 100 100 314 2 2.0 1 3.0 1 0 0 0
大石原苑 50 49 120 2 40.0 0 0.0 0 0 0 0
リベラ荘 50 49 369 3 4.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 150 371 1 3.0 1 118.0 1 0 0 0
国見苑 50 50 396 1 9.0 1 11.0 1 0 0 0

せんだんの館 100 98 628 2 23.0 2 53.5 2 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 192 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 59 276 2 6.0 2 17.3 1 1 0 0

小計 14 1,055 1,042 3,845 20 - 17 - 15 1 1 0
暁星園 56 56 243 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
パルシア 50 50 815 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
かむりの里 50 49 363 2 12.0 2 76.0 2 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 52 230 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 338 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 5 258 257 1,989 4 - 2 - 2 0 0 0

チアフル遠見塚 50 50 489 1 16.0 0 0.0 0 0 0 0
潮音荘 50 50 463 2 14.0 0 0.0 0 0 0 0
杜の里 130 126 680 2 4.0 0 0.0 0 0 0 0
萩の風 40 39 277 1 24.0 1 4.2 1 0 0 0

小計 4 270 265 1,909 6 - 1 - 1 0 0 0
大東苑 50 49 137 2 5.5 3 32.0 3 0 0 0
白東苑 50 50 775 2 5.5 1 59.0 1 0 0 0
茂庭苑 100 99 118 1 7.0 1 24.0 1 0 0 0

八木山翠風苑 50 50 511 1 3.0 1 83.0 1 0 0 0
サン・つばき 50 49 794 4 12.6 2 30.8 2 0 0 0

一重の里 60 51 178 1 12.0 1 12.0 1 0 0 0
春の森から 50 50 350 3 9.6 0 0.0 0 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 244 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 460 448 3,107 14 - 9 - 9 0 0 0

愛泉荘 50 50 245 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
泉和荘 50 45 170 0 0.0 3 120.0 2 1 0 0

泉陵虹の苑 50 48 227 1 36.0 2 86.5 2 0 0 0
水泉荘 100 99 341 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
泉寿荘 95 92 436 2 5.0 3 5.0 2 0 0 1

百合ヶ丘苑 50 49 320 0 0.0 1 82.0 1 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 304 1 7.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 445 433 2,043 4 - 9 - 7 1 0 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 38

退所理由

34 2 1 1

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

38

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区

太白区

38 12,8932,488 2,445 48

入所希望者

宮城野区

青葉区

定員

合　計

入所現員
事
務
所

所在地 施設名
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年3月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 1 11.0 0 1 0 0
18 18 8 1 1.0 1 6.0 1 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 1 72.0 1 0 0 0

8 8 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 9 9 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
269 266 135 2 - 3 - 2 1 0 0

仙 台 市 1,110 1,086 565 19 - 14 - 0 6 3 5
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 5 1 0.0 1 40.0 0 1 0 0
27 27 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 59 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 9 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
27 25 10 0 0.0 1 3.1 0 1 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 16 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 10 0 0.0 1 41.0 0 1 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 1 10.0 1 41.0 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 7 1 1.0 1 4.0 0 1 0 0
18 18 18 2 0.1 0 0.0 0 0 0 0

松 島 町 18 18 34 1 43.0 1 96.0 0 0 0 1
七ヶ浜町

18 16 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 9 1 10.0 1 138.0 0 1 0 0
9 9 2 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 13 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 1 1.0 1 12.0 1 0 0 0

大 衡 村 9 6 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,613 1,573 863 33 - 22 - 1 12 3 6
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 11.7 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 26 2 3.2 2 26.7 1 0 1 0
9 9 8 1 7.2 1 20.1 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 1 7.4 1 42.0 0 0 0 1
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 6 1 3.0 2 7.5 1 0 1 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 1 1.0 0 1 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 1 0.2 0 1 0 0
18 17 21 0 0.0 1 36.8 1 0 0 0

ながさか

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

ふなおか

もみの木

ふれあい
リリーハイム

もも太郎さん

オリーブ

あやめの里

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ
こもれびの家

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

しんせん長春館

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター
あぶくま

事
務
所

所在地

白 石 市

角 田 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

幸福の街

つくし

仙
台
保
健
福
祉

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

小　計

富 谷 町

大河原町

柴 田 町

岩 沼 市

しろいし

涌 谷 町

加 美 町

大 和 町

亘 理 町

山 元 町

利 府 町

大 崎 市

悠里の郷

メサイア

七ヶ宿こもれびの家

退所理由

あいやまこもれびの家

21

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者

ゆう柴田

前月中の退所者

むくげ
蔵王ユートピア

ふるさと

たかのす

花水木

さくらの杜

やすらぎ苑利府

かなでの杜

95

もも太郎さん(大郷）
なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

すずらん
けやき

そよかぜ

ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま
後楽庵

バルムなかにいだ

スローライフ
ゆうらいふ

北
部
保
健
福
祉
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 1 0.4 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
16 16 3 2 0.4 1 89.4 0 1 0 0
18 17 5 0 0.0 1 1.0 0 1 0 0
18 17 19 1 8.0 2 71.0 0 0 1 1
27 27 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 26 1 1.6 1 2.0 0 0 0 1
9 9 2 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 16 6 0 0.0 1 21.0 0 0 0 1

18 18 4 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 15 1 9.7 0 0.0 0 0 0 0
565 552 269 15 - 15 - 3 5 3 4
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 1 38.0 1 46.0 0 1 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 10 1 1.7 0 0.0 0 0 0 0

18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 14.0 1 6.0 1 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 0 0.0 1 15.0 0 1 0 0
18 18 1 1 0.0 1 6.0 0 0 0 1
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 15 2 6 0.3 0 0.0 0 0 0 0

18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 36.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 10 0 0.0 1 3.6 1 0 0 0
18 17 1 4 1.0 2 39.5 0 2 0 0

女 川 町 9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 1 0 0.0 1 19.0 0 1 0 0
33 33 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 2.0 1 13.0 0 1 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 1 12.0 1 46.0 0 1 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 525 180 20 - 10 - 2 7 0 1
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 15 0 0.0 1 12.0 0 1 0 0
9 9 29 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 28 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 2 2.0 2 7.6 0 0 1 1
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 141 184 2 - 3 - 0 1 1 1
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 53

美 里 町

さくらおか

あゆかわの郷

ぽらん気仙沼

あんど
にしだて

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

さくら
翔裕園

グループホーム青葉
グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

せんだんの杜
ものうなかつやま

しらさぎ苑

ぐらんす

あいわ

村伝さいち
気仙沼市

小　計

グループホームきたかみ

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

いこいの家

桑の実

星谷ブランチ

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

はまゆり

栗 原 市

ぎんなん荘
山王こもれびの家

まりやの家
ＳＡＫＵＲＡ

しわひめ

梅ヶ丘の里

桂葉

なごみ

けやきの里
うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

38

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

せんだんの杜
ものううした

なんてん河北

14

こころ

あさみず

グループホーム親孝行

やすらぎ
あさぎり

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝

花水月
よつば荘

まいはあと
快栗駒

たんぽぽ

128 26合　計 3,127 3,057 1,631 72
207 142

北
部
保
健
福
祉

7

小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

53

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年3月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 8 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 7 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 8 8 2 1.4 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 2 1 10.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 8 15 1 18.0 1 62.0 0 0 0 1

さくら高野原 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 7 0 0.0 1 2.0 0 0 1 0

みつばち 18 16 10 0 0.0 1 8.0 0 1 0 0
小計 15 220 212 147 4 - 3 - 0 1 1 1

みやぎの杜 27 27 43 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 16 3 0 0.0 1 3.3 0 0 0 1
やわらぎ 18 18 10 3 9.3 3 73.6 0 1 0 2

愛の家GH仙台岩切 27 27 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
グループホーム

よもぎ杢 18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 10 189 187 102 4 - 4 - 0 1 0 3
くつろぎ保養館

仙台東 18 17 7 0 0.0 1 0.8 0 0 0 1

なんてん伊在荘 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 9 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 8 19 0 0.0 1 25.0 0 1 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた 17 17 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 134 132 72 1 - 2 - 0 1 0 1

おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
袋原ふれあいの家 27 27 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台柳生 18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 18 2 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0

縄文の風 18 16 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 1 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 17 2 1 1.0 1 32.0 0 1 0 0
やぎあん 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 2 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 15 270 266 33 4 - 1 - 0 1 0 0
いずみの杜 18 18 52 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 54 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 17 4 0 0.0 1 30.0 0 1 0 0

蘭 27 27 15 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 5 0 0.0 1 0.9 0 1 0 0

なんてん水の森公園 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス松陵 18 18 3 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 17 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 12 6 3 1.3 2 1.0 0 0 2 0

小計 17 297 289 211 6 - 4 - 0 2 2 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 14

565 191,110 1,086

退所理由前月中の退所者

50 614 3

前月中の新たな入所者

入所希望者

合　計

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

宮城野区

事
務
所

施設名 定員

65

青葉区

太白区

泉区
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様式３ 入所状況調（ 平成23年6月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 83 92 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 95 1 3.0 1 167.0 1 0 0 0
29 17 29 17 0.0
94 93 189 2 3.5 2 82.0 2 0 0 0
50 50 100 2 12.5 1 1.0 1 0 0 0
50 49 116 1 32.0 1 51.0 1 0 0 0
40 40 57 4 12.0 4 39.0 2 2 0 0
30 20 30 6 8.5 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 36 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 50 251 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 50 72 2 5.0 1 94.0 1 0 0 0

67 65 331 9 4.1 5 49.8 3 1 0 1
80 71 304 33 5.2 0 0.0 0 0 0 0
40 39 88 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
10 9 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 102 284 4 38.0 2 24.0 1 1 0 0
861 821 2,115 82 - 17 - 12 4 0 1

仙 台 市 2,517 2,290 12,023 82 - 49 - 41 6 1 0
50 0 0 0 0
29 28 90 1 5.0 1 33.0 1 0 0 0
80 79 458 2 24.0 2 44.0 2 0 0 0
50
50 48 414 2 1.0 3 5.7 2 1 0 0
54 55 688 0 0.0 1 57.0 1 0 0 0
29
60 61 542 1 1.0 3 35.0 2 1 0 0
50
84 83 301 4 6.3 4 32.0 4 0 0 0
50 50 137 1 0.2 0 0.0 0 0 0 0
50 45 168 15 5.0 2 1.0 0 0 0 0

山 元 町 50 51 142 2 2.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 65 488 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 46 439 1 31.0 1 47.0 0 1 0 0
利 府 町 50 51 328 2 5.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 207 272 5 11.8 2 68.8 2 0 0 0
大 郷 町 54 55 294 1 4.0 1 7.0 1 0 0 0

50 50 337 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 52 275 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
3,709 3,316 17,396 119 - 69 - 56 9 1 0
50 50 219 1 12.1 1 35.1 0 1 0 0
54 54 485 1 1.5 0 0.0 0 0 0 0
40 43 387 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 190 313 7 20.3 5 64.7 4 1 0 0
54 54 477 1 34.1 2 30.9 2 0 0 0
50 49 234 0 0.0 1 20.9 1 0 0 0
54 50 210 1 5.5 3 113.9 1 2 0 0
29 29 64 29 3.6 0 0.0 0 0 0 0
54 53 443 2 41.5 2 50.8 1 1 0 0
54 53 361 0 0.0 1 159.0 1 0 0 0
50 55 137 0 0.0 2 19.5 1 1 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 94 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

54 54 302 2 41.5 2 41.5 0 1 1 0
50 50 127 3 6.0 1 59.9 0 1 0 0
60 60 152 1 65.0 2 42.0 0 0 0 0
50 51 158 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 267 3 22.0 1 44.4 1 0 0 0
60 58 65 0 0.0 1 43.0 1 0 0 0
52 50 193 3 7.0 1 96.0 1 0 0 0
54 51 240 1 1.0 2 5.0 2 0 0 0
30 29 101 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 29 40 0 0.0 1 37.0 0 1 0 0

1,209 1,192 5,069 55 - 28 - 16 9 1 0
50 50 607 1 23.0 0 0.0 0 0 0 0
50 48 626 2 3.5 1 138.0 1 0 0 0
50 49 213 2 15.0 1 41.0 1 0 0 0
50 48 401 3 4.0 0
94 68 616 19 11.0 5 112.0 2 0 0 3
50
50 41 236 2 1.0 2 50.5 2 0 0 0
20 24 128 1 0.1 2 0.1 1 0 1 0
50 50 105 3 8.0 0
50 48 115 4 1.3 4 35.5 4 0 0 0
40
100 45 159 26 2.0 0
54 52 339 1 0.0 1 15.0 1 0 0 0
50
30 47 184 16 0.0 2 28.0 1 0 1 0

女 川 町 40 39 174 2 40.0 1 60.0 1 0 0 0
50 49 152 1 3.0 2 41.5 1 1 0 0
50 50 122 2 9.5 0 0.0 0 0 0 0
50 50 99 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 87 1 2.0 1 6.0 1 0 0 0
30 30 49 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 132 0 0.0 1 88.0 1 0 0 0
86 86 87 3 5.3 0 0.0 0 0 0 0
20 20 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 28 111 3 6.7 0 0.0 0 0 0 0
29 26 70 11 4.5 0 0.0 0 0 0 0

1,276 1,050 4,828 103 - 23 - 17 1 2 3
85 103 339 9 6.0 5 23.0 5 0 0 0
54 90 431 4 4.5 4 36.2 3 1 0 0
50
50 49 258 3 2.0 1 62.0 1 0 0 0
50 56 152 13 1.0 2 39.0 2 0 0 0
30 30 87 0 0.0 1 10.8 0 1 0 0

南三陸町 54

373 328 1,267 29 - 13 - 11 2 0 0
全体 県分
130 91

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 145

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多く
は重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

15038830,6756,707合　計 7,428 44112 25

7

恵心寮

慈恵園

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

前月中の退所者

不老園
矢本華の園

山王

きたかみ

仁風園
雄心苑

花水木
ファミリオ

おしか清心苑

いちょうの里

白鳥苑

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム

川 崎 町

みどり荘

ざおうの杜あおそ

16

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

別紙のとおり
清楽苑

けやき
名 取 市

事
務
所

所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

柴 田 町
第二常盤園

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

ざおうの杜

第二釜房みどりの園

楽園が丘
蔵王町

常盤園

塩 竃 市

小　計

59

青風園

ゆうらいふ

岩出の郷
敬風園

小　計

仙
台
保
健
福
祉

多賀城苑

郷和荘

富 谷 町

寿楽苑
百才館

加 美 町

大崎ホーム

かごぼうの里

やくらいサンホーム

けいけん荘

七峰荘

十符・風の音

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

和風園

松島長松苑
第二清楽苑

日就苑

桜花

うらやす

チアフル岩沼

第二日就苑亘 理 町

小　計

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

東松島市

ほたるの郷

東
部
保
健
福
祉

千葉福寿園

恵風荘
恵潮苑

唐桑園

キングス・タウン

万葉苑

北
部
保
健
福
祉

大 崎 市

楽々楽館

アゼイリア

登 米 市

光風園

りんどう苑

涼風園

一心苑

第二和香園

22

栗原市

春圃苑

石 巻 市

杜の風

みやざき

美 里 町

和香園
小　計

桂葉

みさとの杜
いなほの里

26

おながわ
迫風園

萩風園
松風園

さーらの樹

東和
柳風園
南風園

ゆりの郷
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年6月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 189 6 1.8 5 26.6 4 1 0 0
仙台楽生園 90 90 274 2 14.0 2 15.5 2 0 0 0
思行園 50 46 151 1 67.0 0 0.0 0 0 0 0
自生苑 70 65 111 2 11.5 5 59.0 5 0 0 0

シオンの園 70 71 290 0 0.0 1 23.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 52 130 1 2.0 1 85.0 1 0 0 0

賓樹苑 100 100 318 5 8.6 1 11.0 0 0 0 0
大石原苑 50 48 133 1 5.0 2 5.5 2 0 0 0
リベラ荘 50 51 389 2 2.5 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 147 375 3 3.0 4 23.2 4 0 0 0
国見苑 50 50 398 2 8.5 2 75.0 2 0 0 0

せんだんの館 100 99 641 0 0.0 1 75.0 1 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 202 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 59 273 3 1.6 0 0.0 0 0 0 0

自生苑サテライト 29 12 111 12 14.7 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 1,084 1,050 3,985 40 - 24 - 22 1 0 0

暁星園 56 55 213 2 8.0 2 105.0 1 1 0 0
パルシア 50 50 817 2 35.0 1 25.0 1 0 0 0
かむりの里 50 48 379 3 4.0 4 59.2 4 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 52 230 2 8.0 0 0.0 0 0 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 49 343 1 13.0 2 6.4 2 0 0 0
小計 5 258 254 1,982 10 - 9 - 8 1 0 0

チアフル遠見塚 50 50 517 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130
萩の風 40 39 258 1 18.8 0 0.0 0 0 0 0

小計 4 270 89 775 2 - 0 - 0 0 0 0
大東苑 50 50 113 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
白東苑 50 52 793 5 0.0 1 60.0 1 0 0 0
茂庭苑 100 100 220 3 4.6 2 48.0 1 1 0 0

八木山翠風苑 50 50 510 4 13.8 3 35.3 3 0 0 0
サン・つばき 50 49 823 3 6.6 3 36.4 2 1 0 0

一重の里 60 57 192 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
春の森から 50 48 366 0 0.0 1 13.0 0 1 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 263 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 460 456 3,280 15 - 10 - 7 3 0 0

愛泉荘 50 50 242 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
泉和荘 50 50 47 4 14.2 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 49 235 1 22.0 1 6.0 1 0 0 0
水泉荘 100 99 366 4 14.7 1 8.0 1 0 0 0
泉寿荘 95 94 463 2 3.5 2 42.0 1 0 1 0

百合ヶ丘苑 50 50 328 2 8.5 0 0.0 0 0 0 0
泉ふるさと村 50 49 320 1 13.0 2 23.5 1 1 0 0

小計 7 445 441 2,001 15 - 6 - 4 1 1 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 48

入所希望者

12,023

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

4982

退所理由

41 6 1 0

宮城野区

定員

合　計

入所現員
事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区

太白区

39 2,517 2,290

青葉区
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年6月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 17 4 0 0.0 1 0.0 0 1 0 0
18 18 7 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 2.0 2 5.0 0 0 0 2
18 10 1 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 0 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 1.0 1 49.0 0 0 0 1
9 8 2 4 2.0 3 32.0 0 1 0 2

8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 7 1 0 0.0 1 11.0 0 1 0 0
18 18 14 1 1.0 1 57.0 0 0 0 1
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 0.0 1 1.0 0 0 0 1
296 285 134 12 - 10 - 0 3 0 7

仙 台 市 1,128 1,105 635 19 - 11 - 4 6 1 2
18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 5 4 5.0 3 9.0 0 3 0 0
27 27 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 1 20.1 1 69.3 0 1 0 0
18 20 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
27 27 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 18 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 2.0 1 19.0 0 1 0 0
18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 1 13.0 0 0 0 1
18 17 2 7 1.4 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 1 6.0 1 72.0 0 1 0 0

18 8 3 2 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 15 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18

松 島 町 18 16 17 0 0.0 1 51.0 1 0 0 0
七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 14 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 8 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,667 1,588 869 38 - 19 - 5 12 1 3
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 24 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 1.0 1 2.0 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 2 15.3 2 98.6 0 1 0 1
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 5 2 0.8 1 12.0 0 0 0 1
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 17.0 0 1 0 0
18 21 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 3 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
15 12 2 3 6.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

仙
台
保
健
福
祉

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

大河原町

柴 田 町

丸 森 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

朝日サポートセンター

仙
南
保
健
福
祉

小　計

富 谷 町

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ

ウインズの森角田

ひまわりの郷

さわやか
ふなおか

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

悠里の郷

メサイア

ふれあい

オリーブ

あやめの里

リリーハイム

もも太郎さん

なんてん岩沼

ニチイケアセンター
亘理うらきど

しんせん長春館

あぶくま

こもれびの家

別紙のとおり

ももせやすらぎの里

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

退所理由

あいやまこもれびの家

22

定員

幸福の郷

入所希望者

花水木

さくらの杜

ながさか

入所現員

しろいし
幸福の街

つくし

施設名

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

もみの木

けやき

そよかぜ

やすらぎ苑利府

かなでの杜

98

もも太郎さん(大郷）

さかもと

すずらん

ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

なんてん吉岡

桜の家

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

やすらぎ苑古川

いちいの杜

加美

サンすまいるしかま
後楽庵

バルムなかにいだ
にこトピア加美

なのはな
北
部
保
健
福
祉

スローライフ
ゆうらいふ
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

退所理由

定員 入所希望者入所現員施設名

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 23 15 5 0.0 0 0.0 0 0 0 0
16 18 3 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 18 0 0.0 1 23.0 0 1 0 0
27 26 18 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 7 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 21 0 0.0 1 20.3 0 1 0 0
9 10 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 3 3.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 6 0 0.0 1 4.7 1 0 0 0

18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 10 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
592 582 241 21 - 8 - 1 5 0 2
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 2 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 16 3 0 0.0 1 0.0 0 1 0 0
18 14 2 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 6 3 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 15 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 2 0.0 1 18.5 0 0 0 1
18
9
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 1 0.0 1 1.0 0 1 0 0
18
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 31 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 0 0.0 1 1.1 0 1 0 0
9
9 9 20 1 14.0 0 0.0 0 0 0 0
18

女 川 町 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 0.5 1 108.0 0 0 0 1
33 34 7 2 5.0 2 24.0 0 1 0 1
9 9 1 1 1.0 1 2.0 0 0 1 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 1 37.0 1 0 0 0
9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
536 430 177 15 - 10 - 1 5 1 3
9
18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 11 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9
9
9
9
18
9
9
9
144 39 12 0 - 0 - 0 0 0 0

全体 県分

美 里 町

栗 原 市

快豊里

米山

しわひめ

梅ヶ丘の里

あさみず

村伝
桑の実

東松島市

石 巻 市

さくら
翔裕園

グループホーム青葉

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あんど

いこいの家

グループホームきたかみ

グループホーム日和

のどか

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

グループホーム親孝行

39

ほほえみ

みんなの家

まいはあと
快栗駒

157 25

よつば荘

2

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

あゆかわの郷

さくらおか

14

こころ

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ＳＡＫＵＲＡ

47

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計 3,235 2,924 1,433 86
212 146

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

にしだて

村伝さいち

ぽらん気仙沼

39

小　計

北
部
保
健
福
祉

桂葉

せんだんの杜
ものうなかつやま

しらさぎ苑

あいわ

宮野
小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

せんだんの杜
ものううした

うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

花水月

なごみ

けやきの里

小　計

はさま

はまゆり
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年6月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 30 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 30 1 0.8 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 8 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 3 1 2.0 1 20.0 0 1 0 0

広瀬の郷 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 6 1 1.1 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 8 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 10 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 218 155 5 - 1 - 0 1 0 0

みやぎの杜 27 27 44 0 0.0 0 0.0 0 2 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 17 7 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 15 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 3 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 9 5 1 0.0 0 0.1 0 0 0 0

デイジー 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 17 16 0 0.0 1 0.5 0 1 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 18 12 3 0.0 0 0.0 0 0 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 202 128 6 - 1 - 0 3 0 0
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 26 6 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 16 10 1 1.1 1 1.8 0 0 0 1

なつぎ埜 18 11 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 134 125 69 2 - 1 - 0 0 0 1

おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
袋原ふれあいの家 27 26 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ゆきあい 9 9 0 1 0.0 1 1 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台柳生 18 17 4 0 0.0 1 41.0 1 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 19 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

縄文の風 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 17 1 0 0.0 1 65.0 0 0 0 1

ほくとの里 18 17 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 15 270 267 57 1 - 3 - 2 0 0 1
いずみの杜 18 19 50 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 8 50 1 7.8 1 5.1 0 0 1 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 2 4.0 0 0.0 0 0 0 0

蘭 27 27 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 17 2 1 0.0 1 0.0 1 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 17 10 0 0.0 1 12.0 1 0 0 0
長徳 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 16 8 1 2.0 2 2.8 0 2 0 0

小計 17 297 293 226 5 - 5 - 2 2 1 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 13

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

6351,128 1,105

宮城野区

事
務
所

施設名 定員

66

青葉区

太白区

泉区

合　計 11 1

前月中の新たな入所者

入所希望者

19

退所理由前月中の退所者

24 6

B2-10



様式３ 入所状況調（ 平成23年7月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 83 92 1 3.0 1 14.0 0 1 0 0
54 52 81 3 9.7 3 27.0 3 0 0 0
29 20 36 5 2.6 5 0.7 0 5 0 0
94 94 183 3 9.3 2 38.5 2 0 0 0
50 49 110 0 0.0 1 24.0 0 1 0 0
50 50 113 1 28.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 40 1 4.0 1 18.0 1 0 0 0
30 14 26 4 1.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 50 251 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 50 71 1 105.0 1 26.0 1 0 0 0

67 67 325 7 9.8 3 9.2 1 2 0 0
80 79 313 9 6.8 1 2.0 1 0 0 0
40 37 88 1 3.0 1 10.0 0 0 0 1
10 9 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 103 289 2 8.0 2 113.0 1 1 0 0
861 827 2,095 38 - 21 - 10 10 0 1

仙 台 市 2,546 2,455 13,079 50 - 45 - 37 7 1 0
50
29 28 93 1 5.0 1 34.0 0 1 0 0
80 80 460 4 24.0 2 85.5 2 0 0 0
50
50 46 426 0 0.0 2 11.5 2 0 0 0
54 55 680 1 0.0 1 1.2 0 0 1 0
29
60 60 556 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 83 306 3 12.0 2 84.5 1 1 0 0
50 50 138 1 0.4 1 28.0 0 0 0 1
50 47 184 3 4.6 1 1.0 0 1 0 0

山 元 町 50 49 148 0 0.0 1 24.0 1 0 0 0
松 島 町 50 46 510 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 45 431 0 0.0 1 47.0 1 0 0 0
利 府 町 50 51 336 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 200 276 1 4.2 1 5.2 1 0 0 0
大 郷 町 54 55 297 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

50 50 342 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 11 25 11 4.5 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 52 275 1 28.0 1 47.0 0 1 0 0
3,767 3,463 18,562 76 - 59 - 45 11 2 1
50 50 226 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 495 0 0.0 1 49.5 1 0 0 0
40 42 390 0 0.0 1 98.6 1 0 0 0
200 198 313 11 29.7 3 49.8 3 0 0 0
54 53 477 0 0.0 1 10.0 1 0 0 0
50 50 237 1 0.6 0 0.0 0 0 0 0
29 29 61 1 6.0 1 1.0 0 0 1 0
54 51 230 1 7.8 0 0.0 0 0 0 0
54 53 443 1 5.1 1 63.9 1 0 0 0
54 53 362 0 0.0 1 188.0 1 0 0 0
50 53 138 0 0.0 2 3.0 2 0 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 96 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

54 53 305 0 0.0 1 17.7 1 0 0 0
50 51 132 2 29.3 1 27.6 0 1 0 0
60 60 151 1 18.0 0 0.0 0 0 0 0
50 52 172 2 3.0 1 42.0 1 0 0 0
50 50 270 2 22.2 2 66.0 2 0 0 0
60 57 63 0 0.0 4 55.0 4 0 0 0
52 47 160 3 13.6 1 68.3 0 1 0 0
54 50 251 0 0.0 1 9.0 1 0 0 0
30 30 102 1 18.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 43 1 13.0 0 0.0 0 0 0 0

1,209 1,195 5,117 27 - 22 - 19 2 1 0
50 54 585 6 1.0 2 70.0 2 0 0 0
50 50 569 2 8.5 0 0.0 0 0 0 0
50 48 216 1 5.0 2 87.0 1 1 0 0
50 48 364 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
94 77 634 11 10.1 2 29.5 2 0 0 0
50
50 44 245 4 0.5 1 106.0 0 1 0 0
20 26 130 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 110 1 2.0 2 53.5 2 0 0 0
50 50 111 3 2.0 1 67.0 1 0 0 0
40 8 100 8 3.2 0 0.0 0 0 0 0
100 62 163 17 1.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 324 3 9.0 1 84.0 1 0 0 0
50
30 52 187 6 1.0 1 4.0 1 0 0 0

女 川 町 40 40 174 1 13.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 163 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
50 54 118 1 6.0 2 53.0 2 0 0 0
50 50 107 1 5.0 1 3.0 0 1 0 0
50 49 88 2 18.5 2 50.0 1 1 0 0
30 30 55 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 51 140 0 0.0 1 205.0 1 0 0 0
86 83 92 0 0.0 3 49.0 3 0 0 0
20 20 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 119 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
29 26 70 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 18 82 18 5.4 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,122 4,963 89 - 21 - 17 4 0 0
85 106 315 3 4.6 0 0.0 0 0 0 0
54 91 424 3 4.7 2 13.0 2 0 0 0
50
50 50 262 2 2.0 1 27.0 1 0 0 0
50 60 152 9 4.6 3 35.0 3 0 0 0
30 34 90 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

南三陸町 54

373 341 1,243 17 - 6 - 6 0 0 0
全体 県分
133 93

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 129

97 27

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多く
は重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

12924731,9806,948合　計 7,515 2

楽々楽館

いなほの里

涼風園

一心苑

アゼイリア

22

3

春圃苑

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

和風園

松島長松苑

川 崎 町

第二常盤園
釜房みどりの園

常盤園

退所理由前月中の退所者

入所現員

八宮荘

定員
事
務
所

所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市

柏松苑

柴 田 町

ざおうの杜

第二釜房みどりの園

塩 竃 市

小　計

仙
台
保
健
福
祉

蔵王町

みどり荘

ざおうの杜あおそ

楽園が丘

赤井江マリンホーム
日就苑

角 田 市

ひだまり

桜花

うらやす

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

61

第二清楽苑

岩出の郷

成田の里

別紙のとおり

大崎ホーム

けやき

杜の風

清楽苑

東
部
保
健
福
祉

風の路

恵心寮

16

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

敬風園

小　計

北
部
保
健
福
祉

りんどう苑

光風園

チアフル岩沼

第二日就苑

多賀城苑

亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

十符・風の音

矢本華の園

郷和荘

富 谷 町

寿楽苑
百才館

千葉福寿園

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

みやざき

美 里 町

迫風園

柳風園

キングス・タウン

南風園

大 崎 市

かごぼうの里

石 巻 市

万葉苑

登 米 市

雄心苑

花水木
ファミリオ

おしか清心苑

唐桑園

萩風園
松風園

さーらの樹

東和

おながわ

ゆりの郷

小　計

栗原市

加 美 町 やくらいサンホーム

桂葉

山王

いちょうの里

青風園

ゆうらいふ

小　計

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

東松島市

ほたるの郷

27
恵風荘
恵潮苑

不老園

7

慈恵園

白鳥苑

みさとの杜

第二和香園

きたかみ

仁風園

和香園

B2-11



様式３－２ 入所状況調（ 平成23年7月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 233 5 1.6 5 19.0 5 0 0 0
仙台楽生園 90 90 280 1 32.0 1 27.0 1 0 0 0
思行園 50 47 154 1 13.0 0 0.0 0 0 0 0
自生苑 70 68 111 3 3.0 2 48.5 1 0 1 0

シオンの園 70 70 292 2 44.0 2 16.8 2 0 0 0
アルテイル青葉 55 52 132 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

賓樹苑 100 97 324 1 2.0 4 57.3 2 2 0 0
大石原苑 50 48 135 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
リベラ荘 50 51 325 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 147 402 4 5.3 4 30.8 3 1 0 0
国見苑 50 50 406 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの館 100 100 655 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 193 1 35.0 1 39.0 1 0 0 0
エコーが丘 60 61 280 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

自生苑サテライト 29 19 111 7 5.2 0 0.0 0 0 0 0
アルテイル宮町 29 0 79 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 16 1,113 1,060 4,112 28 - 19 - 15 3 1 0
暁星園 56 54 242 1 7.4 1 0.8 1 0 0 0
パルシア 50 50 823 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
かむりの里 50 50 381 4 9.6 2 35.5 2 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 230 0 0.0 2 64.0 0 2 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 48 346 1 27.0 2 37.0 2 0 0 0
小計 5 258 253 2,022 6 - 7 - 5 2 0 0

チアフル遠見塚 50 49 528 0 0.0 1 18.0 1 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 123 703 3 3.3 2 20.5 2 0 0 0
萩の風 40 39 272 1 5.5 1 28.5 0 1 0 0

小計 4 270 211 1,503 4 - 4 - 3 1 0 0
大東苑 50 50 111 1 5.0 2 87.0 2 0 0 0
白東苑 50 49 795 0 0.0 3 143.0 3 0 0 0
茂庭苑 100 100 209 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

八木山翠風苑 50 50 504 1 5.0 1 30.0 1 0 0 0
サン・つばき 50 50 838 2 17.0 1 24.5 1 0 0 0

一重の里 60 57 197 2 6.0 1 3.0 1 0 0 0
春の森から 50 86 362 2 5.1 1 14.5 1 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 49 258 0 0.0 1 14.0 1 0 0 0
小計 8 460 491 3,274 8 - 10 - 10 0 0 0

愛泉荘 50 50 245 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
泉和荘 50 48 180 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 47 234 0 0.0 2 86.0 2 0 0 0
水泉荘 100 101 374 1 3.0 2 26.5 1 1 0 0
泉寿荘 95 95 471 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 49 336 0 0.0 1 31.0 1 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 328 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 445 440 2,168 4 - 5 - 4 1 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 45

入所希望者

13,079

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

4550

太白区

40 2,546 2,455

青葉区

退所理由

37 7 1 0

宮城野区

定員

合　計

入所現員
事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年7月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 3 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 1 0 0.0 1 0.0 0 0 0 1
9 10 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 1 105.0 1 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 8 2 0 0.0 1 18.0 0 0 0 1
9 8 0 0 0.0 1 24.0 0 0 0 1
9 8 2 4 2.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 7 1 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 1 5.0 1 1.5 0 0 0 1
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 1.0 1 2.0 0 0 0 1

296 283 150 8 - 6 - 1 0 0 5
仙 台 市 1,128 1,109 681 19 - 20 - 14 3 0 4

18 18 18 1 1.9 1 2.6 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 5 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 20 4 1 0.0 1 0.0 1 0 0 0
18
27 27 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 18 0 0.0 1 0.6 1 0 0 0
18 18 4 1 2.0 1 2.0 0 0 1 0
18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 9 0 0.0 1 2.0 0 0 0 1
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 9 2 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 16 4 1 1.5 0 0.0 0 0 0 0
18

松 島 町 18 18 16 2 8.5 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 17 3 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0
18 17 3 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0

大 郷 町 18 12 0 0 0.0 2 12.0 0 1 0 1
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 7 0 0.0 1 1.8 0 0 0 1

大 衡 村 9 9 0 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
1,667 1,605 908 30 - 30 - 16 7 1 7
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 1 2.0 1 26.0 1 0 0 0
18 18 25 1 1.8 1 1.7 0 1 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.0 1 13.0 0 1 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 21 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 1 1.8 1 0.0 0 0 1 0
15 12 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大河原町

柴 田 町

ひまわりの郷
丸 森 町

さわやか

ふなおか

もみの木

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

仙
台
保
健
福
祉

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

朝日サポートセンター

仙
南
保
健
福
祉

小　計

富 谷 町

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

清水沢あさひ園

桜の家
さかもと

前月中の新たな入所者

すずらん

おうじゅ

ウインズの森角田

施設名

リリーハイム

もも太郎さん

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

なんてん岩沼
しんせん長春館

あぶくま

こもれびの家

別紙のとおり

大 崎 市

しろいし
幸福の街

つくし

オリーブ

あやめの里

ニチイケアセンター
亘理うらきど

ももせやすらぎの里

うらやす

小松崎あさひ園

入所希望者

花水木

さくらの杜

ながさか

入所現員

涌 谷 町

加 美 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

そよかぜ

やすらぎ苑利府

かなでの杜

98

もも太郎さん(大郷）

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

悠里の郷

メサイア

ふれあい

前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

けやき

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

スローライフ
ゆうらいふ

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま
後楽庵

バルムなかにいだ

北
部
保
健
福
祉

B2-13



人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

前月中の新たな入所者

施設名 入所希望者入所現員

退所理由

定員

前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 22 14 0 0.0 1 0.0 0 0 0 1
16 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 1 66.0 1 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 1 1 1.0 2 0.0 0 0 0 2
18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
592 592 238 8 - 8 - 2 2 1 3
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 1 0.5 2 21.0 0 2 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 1 5.0 1 1.0 0 1 0 0

9 9 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 16 2 1 2.0 1 0.0 0 1 0 0
18 16 4 2 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 5 3 0 0.0 1 5.0 0 1 0 0
9
18 14 0 0 0.0 1 54.0 0 0 0 1
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
9
9 17 0 1 0.0 2 16.0 0 0 0 2
18 15 0 1 0.0 3 16.0 0 2 1 0
18
18 20 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 43 3 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 32 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 0 0.0 1 1.1 0 1 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

女 川 町 9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 34 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 2 1 1.0 1 1.0 0 1 0 0
9 8 2 0 0.0 1 104.0 0 0 0 1
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 0.7 1 25.8 0 1 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 455 176 13 - 15 - 0 10 1 4
9
18 22 12 4 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 11 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 1 3.0 0 0 0 3
9
9
9
9
9
18
9
9 0 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9

144 42 30 4 - 1 - 0 0 0 3
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 63

栗 原 市

美 里 町

翔裕園

さざなみ

馬っこ山

せんだんの杜
ものうなかつやま

しらさぎ苑

あいわ

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

あさみず

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

グループホーム青葉

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

石 巻 市

さくら

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

にしだて

はまゆり

あんど

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

まいはあと
快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

3

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

あゆかわの郷

さくらおか

14

こころ

桂葉

うぐいすの里
こもれびの家

2219 19

いこいの家

グループホームきたかみ

グループホーム親孝行

39

小　計

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝おもせ

桑の実

村伝さいち

ぽらん気仙沼

小　計

3,235

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

北
部
保
健
福
祉

小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

村伝

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

せんだんの杜
ものううした

宮野

60

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計 2,977 1,502 63
213 147
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年7月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 7 8 0 0.0 1 41.0 0 0 0 1

せせらぎの里 9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 3 1 6.0 1 55.0 1 0 0 0
愛和の郷 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 217 186 1 - 2 - 1 0 0 1

みやぎの杜 27 27 46 2 3.0 2 96.0 2 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 18 5 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 18 4 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 26 3 1 1.0 2 12.0 2 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 3 1 3.0 2 56.5 2 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 8 7 0 0.0 1 8.6 1 0 0 0

デイジー 18 17 3 0 0.0 1 5.0 0 0 0 1
にこトピア萩野町 18 18 15 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 17 14 0 0.0 1 3.0 0 1 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 203 130 7 - 9 - 7 1 0 1
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 26 5 1 6.0 1 46.0 0 1 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 17 8 0 0.0 1 90.0 1 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 8 6 0 0.0 1 0.0 1 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 16 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 11 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 134 123 74 1 - 3 - 2 1 0 0

おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
袋原ふれあいの家 27 27 5 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台柳生 18 18 3 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 19 5 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 18 1 14.0 1 18.0 1 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 17 5 0 0.0 1 3.0 1 0 0 0

縄文の風 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 1 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 17 1 0 0.0 1 5.0 1 0 0 0
やぎあん 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 19 4 0 0.0 1 3.0 0 0 0 1

小計 15 270 270 64 5 - 4 - 3 0 0 1
いずみの杜 18 19 52 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 50 1 1.3 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 1 0 0

蘭 27 27 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 19 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 2 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 7 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 17 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 42 1 6.0 1 3.0 0 0 0 1
ふくろうの杜寺岡 18 16 5 1 2.0 1 4.5 1 0 0 0

小計 17 297 296 227 5 - 2 - 1 1 0 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 21

事
務
所

施設名 定員

66

青葉区

太白区

泉区

合　計 14 3

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

6811,128 1,109

宮城野区

20 0

前月中の新たな入所者

入所希望者

19

退所理由前月中の退所者

4
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様式３ 入所状況調（ 平成23年8月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 83 86 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 50 82 1 62.0 3 130.0 3 0 0 0
29 24 35 4 3.1 0 0.0 0 0 0 0
94 94 176 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 114 1 4.0 1 20.0 0 1 0 0
50 48 109 1 8.0 2 75.0 0 2 0 0
40 40 41 1 1.0 1 48.0 0 1 0 0
30 18 30 5 5.3 1 1.0 1 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 50 253 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 50 71 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

67 67 312 1 0.1 1 3.8 1 0 0 0
80 80 328 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 38 91 0 0.0 1 17.0 1 0 0 0
10 10 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 104 292 1 30.0 0 0.0 0 0 0 0
861 836 2,096 16 - 10 - 6 4 0 0

仙 台 市 2,575 2,492 13,180 87 - 50 - 44 6 0 0
50
29 28 82 1 14.0 1 6.0 1 0 0 0
80 80 464 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
50 48 427 2 2.5 0 0.0 0 0 0 0
54 55 689 1 2.0 1 149.0 1 0 0 0
29
60 60 562 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 84 306 2 13.5 1 128.0 1 0 0 0
50 50 113 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 200 4 2.3 1 3.0 1 0 0 0

山 元 町 50 49 143 3 7.2 3 4.7 1 2 0 0
松 島 町 50 47 517 1 27.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 48 440 2 83.0 2 115.0 2 0 0 0
利 府 町 50 50 340 0 0.0 1 11.0 1 0 0 0
大 和 町 200 207 273 5 12.7 6 47.2 3 3 0 0
大 郷 町 54 55 299 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

50 50 349 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 21 18 10 5.0 1 0.7 0 1 0 0

大 衡 村 52 52 283 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
3,796 3,526 18,685 118 - 67 - 55 12 0 0
50 49 223 1 6.0 2 125.5 1 1 0 0
54 54 498 1 2.4 0 0.0 0 0 0 0
40 42 355 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 198 314 5 26.0 5 52.1 5 0 0 0
54 53 477 1 36.1 2 77.6 2 0 0 0
50 50 243 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 65 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 230 1 25.2 0 0.0 0 0 0 0
54 53 446 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 360 1 37.0 1 115.0 1 0 0 0
50 46 134 1 33.0 7 14.5 3 0 0 4

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 94 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

54 52 311 1 10.2 2 24.0 2 0 0 0
50 51 135 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
60 58 151 0 0.0 2 72.5 1 1 0 0
50 52 175 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 263 2 42.0 2 18.0 2 0 0 0
60 58 58 5 24.0 0 0.0 0 0 0 0
52 51 161 0 0.0 2 53.5 2 0 0 0
54 50 243 2 26.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 104 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 47 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,209 1,191 5,087 21 - 25 - 19 2 0 4
50 54 579 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 48 492 1 2.0 3 73.0 0 3 0 0
50 47 220 1 3.0 2 80.0 1 1 0 0
50 46 304 0 0.0 2 78.5 0 2 0 0
94 77 634 11 10.1 2 29.5 2 0 0 0
50
50 45 203 2 8.0 1 27.0 1 0 0 0
20 29 134 4 1.0 1 1.0 1 0 0 0
50 50 111 2 30.5 1 146.0 1 0 0 0
50 50 104 2 1.0 2 8.0 2 0 0 0
40 33 88 27 4.0 2 11.0 2 0 0 0
100 71 119 12 2.0 3 2.0 3 0 0 0
54 53 323 0 0.0 1 4.0 1 0 0 0
50
30 54 188 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 40 40 175 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 160 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 54 131 1 2.0 1 77.0 1 0 0 0
50 47 109 0 0.0 3 52.6 3 0 0 0
50 49 89 1 16.0 1 19.0 1 0 0 0
30 30 53 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 56 145 1 13.0 0 0.0 0 0 0 0
86 81 78 3 13.0 5 45.0 5 0 0 0
20 20 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 28 118 1 7.0 2 3.0 1 1 0 0
29 28 60 1 2.0 1 2.5 1 0 0 0
29 29 85 11 7.3 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,169 4,719 83 - 33 - 26 7 0 0
85 106 323 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 89 424 1 6.0 3 26.0 3 0 0 0
50
50 49 231 1 2.0 2 28.0 1 1 0 0
50 61 123 1 0.0 1 1.0 1 0 0 0
30 32 82 0 0.0 2 1.1 1 1 0 0
54
80 19 78 18 2.5 0 0.0 0 0 0 0
453 356 1,261 21 - 8 - 6 2 0 0

全体 県分
135 94

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 143

いなほの里

南三陸町

小　計

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

東松島市

登 米 市

東
部
保
健
福
祉

さーらの樹

小　計

やくらいサンホーム

桂葉

山王

ファミリオ
おしか清心苑

いちょうの里

白鳥苑

和香園

雄心苑

涼風園
アゼイリア

ほたるの郷
ゆりの郷

8

慈恵園
いこいの海・あらと

唐桑園

松風園

東和

寿楽苑
百才館

キングス・タウン

南風園

27
恵風荘

みさとの杜

恵潮苑

第二和香園

風の路

恵心寮

柳風園

きたかみ

仁風園

不老園
矢本華の園

一心苑

萩風園

岩出の郷

花水木

石 巻 市

万葉苑

郷和荘

けやき

富 谷 町
成田の里

みやざき

美 里 町

亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

十符・風の音

別紙のとおり
清楽苑

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

16

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

常盤園

加 美 町

栗原市

りんどう苑

塩 竃 市

小　計

62

敬風園

小　計
大崎ホーム

楽々楽館

北
部
保
健
福
祉

大 崎 市

かごぼうの里

千葉福寿園

青風園

ゆうらいふ

和風園

松島長松苑
第二清楽苑

チアフル岩沼

第二日就苑

多賀城苑

角 田 市
みどり荘

ざおうの杜あおそ

事
務
所

所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

ざおうの杜

第二釜房みどりの園

楽園が丘

川 崎 町

第二常盤園
釜房みどりの園

蔵王町

柴 田 町

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

うらやす

柏松苑

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

前月中の退所者

杜の風

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多く
は重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

14325931,8487,078合　計

仙
台
保
健
福
祉

7,624 40112 27

22

春圃苑

光風園

おながわ
迫風園
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年8月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 242 2 2.5 2 27.5 2 0 0 0
仙台楽生園 90 89 283 0 0.0 1 21.0 1 0 0 0
思行園 50 50 154 3 10.0 0 0.0 0 0 0 0
自生苑 70 66 107 2 3.5 3 56.6 3 0 0 0

シオンの園 70 69 289 1 2.0 1 2.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 55 153 3 5.0 0 0.0 0 0 0 0

賓樹苑 100 99 324 5 12.2 3 31.3 3 0 0 0
大石原苑 50 48 138 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
リベラ荘 50 51 319 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 148 388 3 4.3 2 25.0 1 1 0 0
国見苑 50 50 424 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの館 100 100 664 3 0.0 2 6.5 2 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 191 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 60 286 0 0.0 1 1.0 1 0 0 0

自生苑サテライト 29 21 107 3 4.1 1 1.5 0 1 0 0
アルテイル宮町 29 26 110 26 2.8 0 0.0 0 0 0 0

小計 16 1,113 1,092 4,179 51 - 16 - 14 2 0 0
暁星園 56 56 241 2 4.5 1 130.5 1 0 0 0
パルシア 50 53 831 3 36.0 0 0.0 0 0 0 0
かむりの里 50 50 387 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 235 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 343 2 16.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 5 258 260 2,037 7 - 1 - 1 0 0 0

チアフル遠見塚 50 49 526 2 3.0 2 78.0 2 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 122 702 4 5.0 3 42.0 3 0 0 0
萩の風 40 39 270 1 19.7 1 33.1 1 0 0 0

小計 4 270 210 1,498 7 - 6 - 6 0 0 0
大東苑 50 50 95 2 21.0 1 1.0 1 0 0 0
白東苑 50 49 785 2 3.0 2 71.0 2 0 0 0
茂庭苑 100 99 214 5 9.0 6 71.0 2 4 0 0

八木山翠風苑 50 48 516 1 6.0 3 56.3 3 0 0 0
サン・つばき 50 50 844 2 20.1 2 48.8 2 0 0 0

一重の里 60 58 197 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
春の森から 50 87 355 1 20.8 0 0.0 0 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 273 2 3.5 1 1.4 1 0 0 0
第二白東苑 29 4 70 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 495 3,349 16 - 15 - 11 4 0 0
愛泉荘 50 48 248 1 29.0 3 138.0 3 0 0 0
泉和荘 50 46 185 0 0.0 2 79.0 2 0 0 0

泉陵虹の苑 50 49 240 2 6.5 0 0.0 0 0 0 0
水泉荘 100 101 385 0 0.0 1 8.0 1 0 0 0
泉寿荘 95 93 383 1 8.0 3 9.0 3 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 48 342 0 0.0 1 10.0 1 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 334 2 11.0 2 32.5 2 0 0 0

小計 7 445 435 2,117 6 - 12 - 12 0 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 50

入所希望者

13,180

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

5087

若林区

41 2,575 2,492

青葉区

退所理由

44 6 0 0

太白区

宮城野区

定員

合　計

入所現員
事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年8月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 17 5 0 0.0 1 0.5 0 1 0 0
18 18 7 1 3.0 1 12.0 0 0 0 1
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 1 0.8 1 9.5 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 1 3.0 0 1 0 0
18 17 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 8 2 1 1.0 1 8.0 0 0 1 0
9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 7 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 14 0 0.0 1 42.0 1 0 0 0
9 9 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 279 155 3 - 6 - 1 3 1 1
仙 台 市 1,128 1,112 689 16 - 11 - 3 4 1 2

18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 3 0 0.0 1 71.0 0 1 0 0
27 27 4 1 0.5 1 2.0 0 1 0 0
27 27 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 5 0 0.0 1 0.0 0 1 0 0
18
27 27 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 17 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 1 1.0 2 2.5 0 0 0 2
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 8 1 0 0.0 1 2.0 0 1 0 0

18 17 3 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
18

松 島 町 18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 11 3 1 0.0 1 0.0 0 0 1 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 0 0 0.0 2 24.0 1 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,667 1,596 906 22 - 20 - 4 8 2 4
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 1 2.0 1 55.0 0 0 0 1
18 18 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 10 0 0.0 1 64.9 0 0 0 1
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 1 3.0 0 0 0 1
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 3 25.0 1 0 0 2

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 13 5 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 24 0 0.0 1 86.4 0 1 0 0

さくら

おうじゅ

ウインズの森角田

大河原町

柴 田 町

ひまわりの郷
丸 森 町

さわやか

ふなおか

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

仙
台
保
健
福
祉

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

小　計

富 谷 町

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

多機能型ケアホーム
つきのき

桜の家
さかもと

前月中の新たな入所者

すずらん

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

朝日サポートセンター

なんてん岩沼

ニチイケアセンター
亘理うらきど

しんせん長春館

あぶくま

こもれびの家

別紙のとおり

ももせやすらぎの里

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

しろいし
幸福の街

つくし

オリーブ

あやめの里

施設名

リリーハイム

もも太郎さん

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

涌 谷 町

加 美 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

大 崎 市

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者

花水木

さくらの杜

ながさか

入所現員

もみの木

けやき

そよかぜ

やすらぎ苑利府

かなでの杜

98

もも太郎さん(大郷）

悠里の郷

メサイア

ふれあい

前月中の退所者

むくげ

リラの風
ふるさと

たかのす

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

スローライフ
ゆうらいふ

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま
後楽庵

バルムなかにいだ

北
部
保
健
福
祉
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

前月中の新たな入所者

施設名

退所理由

定員 入所希望者入所現員

前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 20 14 0 0.0 2 2.6 0 0 0 2
16 18 2 1 1.8 1 12.5 0 0 1 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 16 1 1.0 1 70.0 1 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 23 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 1 0 0.0 1 3.0 0 1 0 0

18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 11 1 2.2 1 13.2 0 1 0 0
18 18 3 2 0.6 1 1.9 0 1 0 0
592 586 249 9 - 14 - 2 4 1 7
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 8 13 0 0.0 1 26.2 0 0 0 1

18 17 2 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 1 0.4 0 0.0 0 0 0 0
9 5 3 0 0.0 1 5.0 0 1 0 0
9
18 12 0 0 0.0 2 55.0 1 0 0 1
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 17 0 0 0.0 1 2.0 0 0 0 1
18 16 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
18 20 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 0 0.0 1 7.0 0 0 1 0
9 9 33 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

女 川 町 9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 1 0.5 2 161.0 0 2 0 0
33 34 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 1 0.0 1 64.0 0 0 0 1
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 446 183 8 - 9 - 1 3 1 4
9
18 22 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9
9
9
9
18
9
9 8 0 8 3.7 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 57 32 8 - 0 - 0 0 0 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 47

栗 原 市

美 里 町

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

翔裕園

グループホーム青葉

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あんど

あさみず

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

さくら

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

にしだて

はまゆり

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

まいはあと
快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

5

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

あゆかわの郷

さくらおか

14

こころ

うぐいすの里
こもれびの家

168 18

桂葉

せんだんの杜
ものうなかつやま

しらさぎ苑

あいわ

宮野

いこいの家

グループホームきたかみ

グループホーム親孝行

39

小　計

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝
桑の実

村伝さいち

ぽらん気仙沼

小　計

3,235 2,964 1,525 50
213 147

北
部
保
健
福
祉

小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

49

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年8月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 37 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 37 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 8 4 1 14.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 17 3 0 0.0 1 25.0 0 0 0 1
青葉の風 9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 1 8.0 1 61.0 1 0 0 0
愛和の郷 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 217 179 2 - 2 - 1 0 0 1

みやぎの杜 27 27 47 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 18 3 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 3 3 1.0 3 5.3 0 1 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 3 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 8 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 18 3 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 17 14 1 5.0 1 4.0 0 2 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 205 129 7 - 4 - 0 3 0 0
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 27 6 0 0.0 1 95.0 0 1 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 17 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 3 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 17 15 1 1.2 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 11 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 8 134 126 79 2 - 1 - 0 1 0 0

おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
袋原ふれあいの家 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台柳生 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 17 5 0 0.0 1 48.0 1 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

縄文の風 18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 10 0 0.0 1 48.0 0 0 1 0

ほくとの里 18 18 1 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 17 6 0 0.0 1 36.0 1 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 19 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 15 270 267 77 1 - 3 - 2 0 1 0
いずみの杜 18 19 49 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 50 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

蘭 27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 2 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 1 1.0 1 20.0 0 0 0 1

むらでん高森 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 10 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 40 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 17 4 1 2.5 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 297 225 4 - 1 - 0 0 0 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 10

事
務
所

施設名 定員

66

青葉区

太白区

泉区

合　計 3 4

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

6891,128 1,112

宮城野区

11 1

前月中の新たな入所者

入所希望者

16

退所理由前月中の退所者

2
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様式３ 入所状況調（ 平成23年9月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 82 86 0 0.0 1 40.0 1 0 0 0
54 51 76 3 25.0 2 63.0 2 0 0 0
29 26 34 2 2.9 0 0.0 0 0 0 0
94 93 177 2 3.0 3 28.0 3 0 0 0
50 50 120 1 2.0 1 1.0 1 0 0 0
50 50 104 2 6.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 19 32 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 50 226 1 14.0 1 95.0 0 0 0 1
村 田 町 50 50 82 1 4.0 1 127.0 1 0 0 0

67 65 321 1 32.0 2 93.7 2 0 0 0
80 94 341 2 4.0 2 3.0 2 0 0 0
40 40 91 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
10 10 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 104 297 1 0.5 1 27.0 0 1 0 0
861 854 2,102 18 - 14 - 12 1 0 1

仙 台 市 2,575 2,501 13,271 68 - 55 - 45 9 0 1
50
29 29 84 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
80 80 472 1 4.0 1 17.0 1 0 0 0
50
50 49 432 2 14.0 1 138.0 1 0 0 0
54 63 705 0 0.0 1 161.0 1 0 0 0
29
60 60 572 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 83 311 1 7.0 2 26.0 2 0 0 0
50 50 118 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 53 202 3 4.0 0 0.0 0 0 0 0

山 元 町 50 50 148 2 24.0 1 50.0 0 1 0 0
松 島 町 50 73 513 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 61 446 3 82.0 0 0.0 0 0 0 0
利 府 町 50 50 344 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 208 256 4 8.7 3 53.8 3 0 0 0
大 郷 町 54 55 306 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

50 50 355 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 21 20 1 3.0 1 2.0 1 0 0 0

大 衡 村 52 52 284 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
3,796 3,588 18,839 86 - 65 - 54 10 0 1
50 50 230 1 0.8 0 0.0 0 0 0 0
54 54 503 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 42 368 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 199 326 4 26.9 3 48.7 2 1 0 0
54 54 475 2 67.2 1 115.5 0 1 0 0
50 50 246 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 74 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 230 2 36.8 0 0.0 0 0 0 0
54 53 439 1 22.4 1 3.0 0 1 0 0
54 54 297 1 33.0 0 0.0 0 0 0 0
50 47 98 3 4.0 2 26.5 0 2 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 102 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

54 52 313 2 8.0 2 73.1 2 0 0 0
50 50 140 0 0.0 1 32.4 0 1 0 0
60 60 134 2 45.0 0 0.0 0 0 0 0
50 52 175 1 12.0 1 100.0 1 0 0 0
50 50 267 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
60 60 63 2 24.0 0 0.0 0 0 0 0
52 51 172 2 30.0 1 2.7 1 0 0 0
54 54 243 1 22.0 1 39.0 1 0 0 0
30 29 106 0 0.0 1 26.0 1 0 0 0
30 30 47 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,209 1,204 5,048 24 - 14 - 8 6 0 0
50 53 575 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0
50 48 498 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 46 224 1 4.0 2 118.0 0 2 0 0
50 49 308 3 4.0 0 0.0 0 0 0 0
94 94 386 6 14.3 0 0.0 0 0 0 0
50
50 46 206 2 1.5 1 133.0 1 0 0 0
20 29 135 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 51 115 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 104 3 1.3 3 5.3 3 0 0 0
40 40 70 8 4.0 2 1.0 2 0 0 0
100 84 120 9 4.0 1 1.0 1 0 0 0
54 53 331 2 0.0 2 26.0 2 0 0 0
50
30 55 184 2 8.0 1 58.0 1 0 0 0

女 川 町 40 39 176 0 0.0 1 63.0 1 0 0 0
50 49 170 0 0.0 1 18.0 1 0 0 0
50 52 134 0 0.0 2 27.0 2 0 0 0
50 47 109 0 0.0 3 52.6 3 0 0 0
50 50 117 3 12.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 53 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 55 147 0 0.0 1 44.0 1 0 0 0
86 81 69 3 54.0 3 102.0 3 0 0 0
20 20 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 76 1 3.5 0 0.0 0 0 0 0
29 28 119 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 85 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,207 4,529 44 - 24 - 21 3 0 0
85 107 325 3 9.0 2 19.0 2 0 0 0
54 89 416 3 18.0 2 64.6 2 0 0 0
50
50 49 234 1 49.0 1 33.0 1 0 0 0
50 64 123 4 29.0 1 31.0 1 0 0 0
30 32 82 0 0.0 1 4.3 1 0 0
54
80 40 61 21 2.5 0 0.0 0 0 0 0
453 381 1,241 32 - 7 - 6 1 0 0

全体 県分
135 94

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 124

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多く
は重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

12420431,7597,234合　計 7,624 20101 21

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

うらやす

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

前月中の退所者

柴 田 町
第二常盤園

楽々楽館

いなほの里

涼風園

一心苑

アゼイリア

22

青風園

ゆうらいふ

聖母の家

ざおうの杜

杜の風

事
務
所

所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

第二釜房みどりの園

楽園が丘

川 崎 町

みどり荘

ざおうの杜あおそ
蔵王町

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

16

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

常盤園

加 美 町

栗原市

りんどう苑

塩 竃 市

小　計

62小　計
大崎ホーム

仙
台
保
健
福
祉

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

和風園

別紙のとおり
清楽苑

大 崎 市

かごぼうの里

多賀城苑

十符・風の音

郷和荘

けやき

岩出の郷
敬風園

チアフル岩沼

第二日就苑亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

松島長松苑
第二清楽苑

不老園

石 巻 市

万葉苑

富 谷 町
成田の里

いこいの海・あらと

恵潮苑

登 米 市

東
部
保
健
福
祉

風の路

きたかみ

ほたるの郷
ゆりの郷

慈恵園

おしか清心苑

春圃苑

光風園

寿楽苑
百才館

キングス・タウン

南風園

27

和香園

やくらいサンホーム

桂葉

山王

ファミリオ

小　計

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

東松島市

8

矢本華の園

唐桑園

恵心寮

小　計

雄心苑

花水木

さーらの樹

恵風荘

第二和香園

みさとの杜

仁風園

美 里 町

いちょうの里

白鳥苑

北
部
保
健
福
祉

千葉福寿園

みやざき

南三陸町

東和

おながわ
迫風園

柳風園

萩風園
松風園
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年9月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 101 245 2 3.5 1 4.0 0 1 0 0
仙台楽生園 90 90 286 1 10.0 0 0.0 0 0 0 0
思行園 50 49 155 0 0.0 1 58.0 1 0 0 0
自生苑 70 65 110 0 0.0 1 120.0 1 0 0 0

シオンの園 70 70 290 2 52.5 1 14.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 53 142 0 0.0 2 22.0 2 0 0 0

賓樹苑 100 99 338 1 2.0 1 24.0 1 0 0 0
大石原苑 50 49 140 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
リベラ荘 50 49 321 0 0.0 2 106.0 2 0 0 0

せんだんの里 150 146 397 3 57.6 5 30.8 5 0 0 0
国見苑 50 50 422 2 18.0 2 56.0 1 1 0 0

せんだんの館 100 100 677 2 20.5 4 51.0 3 0 0 1
仙台敬寿園 60 58 208 0 0.0 2 37.5 1 1 0 0
エコーが丘 60 60 290 1 2.0 1 25.0 1 0 0 0

自生苑サテライト 29 23 65 3 52.6 1 76.0 1 0 0 0
アルテイル宮町 29 28 115 2 3.9 0 0.0 0 0 0 0

小計 16 1,113 1,090 4,201 20 - 24 - 20 3 0 1
暁星園 56 54 224 1 11.0 2 91.0 2 0 0 0
パルシア 50 53 831 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
かむりの里 50 50 393 3 17.3 3 92.0 3 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 235 1 14.0 1 60.0 0 1 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 368 1 13.0 1 23.0 1 0 0 0
小計 5 258 258 2,051 6 - 7 - 6 1 0 0

チアフル遠見塚 50 49 533 1 25.0 1 27.0 1 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 121 697 0 0.0 1 2.5 1 0 0 0
萩の風 40 40 261 2 11.5 1 33.6 1 0 0 0

小計 4 270 210 1,491 3 - 3 - 3 0 0 0
大東苑 50 50 97 1 53.0 1 27.9 1 0 0 0
白東苑 50 48 782 4 4.5 5 29.2 5 0 0 0
茂庭苑 100 100 214 3 14.0 2 24.0 1 1 0 0

八木山翠風苑 50 48 520 2 4.5 2 39.5 2 0 0 0
サン・つばき 50 50 853 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

一重の里 60 58 205 1 4.0 1 41.0 1 0 0 0
春の森から 50 84 349 1 0.6 3 14.3 0 3 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 275 1 14.0 1 12.0 1 0 0 0
第二白東苑 29 20 80 20 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 508 3,375 33 - 15 - 11 4 0 0
愛泉荘 50 49 250 2 13.0 1 23.0 1 0 0 0
泉和荘 50 46 190 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 50 242 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
水泉荘 100 98 385 0 0.0 3 85.3 3 0 0 0
泉寿荘 95 95 395 2 20.0 0 0.0 0 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 47 347 1 13.0 2 21.0 1 1 0 0
泉ふるさと村 50 50 344 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 445 435 2,153 6 - 6 - 5 1 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 55

入所希望者

13,271

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

5568

退所理由

45 9 0 1

太白区

宮城野区

定員

合　計

入所現員

41 2,575 2,501

青葉区

事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年9月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 4 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 1 0.0 1 0.0 0 1 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 9 1 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 2 0.2 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 0 1 0.2 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 1 46.0 0 0 1 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 1 29.0 1 42.0 1 0 0 0
9 9 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 287 140 9 - 3 - 1 1 1 0
仙 台 市 1,128 1,109 700 16 - 20 - 11 2 1 6

18 18 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 28 0 0.0 1 43.0 1 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 7 1 0.0 1 0.0 0 0 1 0
18
27 27 6 1 6.0 1 72.0 0 1 0 0
27 27 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 1.0 1 2.0 0 0 0 1
18 32 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 33 12 0 0.0 1 4.3 0 1 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 1 1.0 1 72.0 0 1 0 0
18 19 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 1 2.0 1 43.0 0 1 0 0
18

松 島 町 18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 2.7 0 1 0 0
8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 12 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,667 1,623 955 23 - 28 - 12 7 2 7
18 17 5 0 0.0 1 8.0 0 0 0 1
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 2 0.0 2 5.1 2 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 1 38.5 0 1 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 0 0.0 1 48.0 1 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 13 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 24 0 0.0 1 66.4 1 0 0 0

北
部
保
健
福
祉

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

大河原町

柴 田 町

つくし

オリーブ

あやめの里

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

丸 森 町

しんせん長春館

小　計

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

十符の里
すずらん
けやき

そよかぜ

ふかふか・はうす

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター

なんてん岩沼

川 崎 町

悠里の郷

メサイア

あぶくま

こもれびの家

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

富 谷 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

仙
台
保
健
福
祉

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

しろいし

前月中の新たな入所者

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

リリーハイム

もも太郎さん

ニチイケアセンター亘
理うらきど

ひまわりの郷

やすらぎ苑利府

かなでの杜

98

もも太郎さん(大郷）
なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

花水木

ウインズの森角田

幸福の街

さくらの杜

ながさか

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

ふなおか

もみの木

ふれあい

グループホームコスモス

和楽路

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

後楽庵

バルムなかにいだ

スローライフ
ゆうらいふ
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 1 0.6 1 39.3 0 1 0 0
18 21 13 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
16 18 2 1 0.2 1 5.3 0 0 0 1
18 18 3 1 1.0 1 9.0 0 0 0 1
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 18 1 11.0 1 3.0 1 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 7 0 0 0.0 1 30.0 0 1 0 0
27 27 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 0 0.0 1 27.0 0 1 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 1 0.3 1 36.4 0 1 0 0

18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 1 0 0.0 1 36.0 0 0 0 1
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
592 582 258 8 - 14 - 5 5 0 4
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 12 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 6 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9
18 12 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 17 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
18 20 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 1 1 1.0 1 8.0 0 1 0 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18

女 川 町 9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 2 0.5 1 87.0 0 0 0 1
33 33 9 0 0.0 1 3.0 0 0 0 1
9 10 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 1 9.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 454 182 11 - 3 - 0 1 0 2
9
18 22 9 1 10.0 1 14.0 0 0 1 0
9
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9
9
9
9
18
9
9 9 0 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 59 37 2 - 1 - 0 0 1 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 49

北
部
保
健
福
祉

美 里 町

栗 原 市

小　計

グループホームきたかみ

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

いこいの家

翔裕園

グループホーム青葉

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あいわ

グループホーム親孝行

あゆかわの郷

しらさぎ苑

ぽらん気仙沼
桑の実

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

さくら

さくらおか

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

はまゆり

村伝さいち

うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

まいはあと
快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

1318 14

あんど

あさみず

4

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

3,005 1,5723,235 53

にしだて

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

桂葉

せんだんの杜
ものうなかつやま

宮野
小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

49

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計

39

小　計

213 147

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝

14

こころ
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年9月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 23 41 0 0.0 1 124.0 0 0 0 1
ほくと苑 8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 6 2 0 0.0 1 4.0 1 0 0 0

広瀬の郷 18 18 5 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 26 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 17 14 0 0.0 1 0.8 0 0 0 1

なんてん上杉 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 215 199 1 - 3 - 1 0 0 2

みやぎの杜 27 26 49 0 0.0 1 2.0 1 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 17 6 0 0.0 1 13.0 0 0 0 1

ふれあいの家白鳥 18 18 3 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 26 3 0 0.0 1 17.0 1 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 8 8 1 0.4 1 8.1 1 0 0 0

デイジー 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 18 14 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 203 137 3 - 4 - 3 0 0 1
くつろぎ保養館

仙台東 18 17 11 0 0.0 1 110.0 0 0 0 1

なんてん伊在荘 27 26 11 1 6.0 1 30.0 1 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 7 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 17 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 116 114 73 2 - 2 - 1 0 0 1
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 5 1 1.0 1 91.0 0 0 0 1

なんてん長嶺荘 18 18 3 1 3.0 1 24.0 1 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 19 0 0.0 1 14.0 1 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 17 5 1 5.0 1 20.0 0 1 0 0

縄文の風 18 18 6 0 0.0 1 92.0 1 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 2 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 8 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 5 0 0.0 1 16.0 1 0 0 0

なつぎ埜 18 13 4 3 0.0 1 0.0 0 1 0 0
小計 16 288 281 75 8 - 7 - 4 2 0 1

いずみの杜 18 19 49 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

蘭 27 26 15 0 0.0 1 84.0 1 0 0 0
フォークソング 18 18 7 1 0.1 1 1.1 0 0 1 0

なんてん水の森公園 18 17 7 0 0.0 2 48.0 1 0 0 1
いずみの里 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 30 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 4 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 296 216 2 - 4 - 2 0 1 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 20

宮城野区

事
務
所

施設名 定員

66

青葉区

泉区

合　計 11

太白区

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

201,128 1,109 2700 1

前月中の新たな入所者

入所希望者

16

退所理由前月中の退所者

6
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様式３ 入所状況調（ 平成23年10月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

83 83 69 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0
54 50 76 2 30.0 3 73.0 3 0 0 0
29 27 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
94 94 171 1 74.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 123 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 106 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 20 33 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 38 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 51 233 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 49 83 0 0.0 1 6.0 1 0 0 0

67 68 329 3 16.0 0 0.0 0 0 0 0
80 94 350 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 92 1 38.0 1 36.0 1 0 0 0
10 10 40 0 0.0 1 54.0 1 0 0 0

丸 森 町 104 104 298 3 17.0 3 44.0 0 3 0 0
861 860 2,118 12 - 9 - 6 3 0 0

仙 台 市 2,575 2,467 13,413 52 - 54 - 46 5 1 2
50
29 29 88 2 18.5 1 36.0 0 1 0 0
80 79 476 1 3.0 2 148.5 2 0 0 0
50
50 49 434 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 65 710 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
29
60 65 573 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 84 302 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 119 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 53 201 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

山 元 町 50 50 146 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 74 522 1 16.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 64 451 2 32.0 1 27.0 1 0 0 0
利 府 町 50 49 347 0 0.0 1 78.0 1 0 0 0
大 和 町 200 208 264 3 23.7 3 24.0 3 0 0 0
大 郷 町 54 55 311 3 11.6 3 81.6 3 0 0 0

50 50 363 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 25 18 4 2.4 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 52 291 1 16.0 1 32.0 1 0 0 0
3,796 3,568 19,029 71 - 66 - 57 6 1 2
50 50 239 1 31.3 1 45.3 0 1 0 0
54 53 508 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0
40 42 372 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 196 345 0 0.0 3 85.1 3 0 0 0
54 53 471 0 0.0 1 38.0 1 0 0 0
50 50 227 1 22.2 1 29.0 1 0 0 0
29 29 81 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 230 0 0.0 2 108.5 1 1 0 0
54 53 382 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 282 0 0.0 1 53.0 1 0 0 0
50 50 95 3 9.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 105 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

54 51 313 1 15.3 2 14.6 2 0 0 0
50 50 142 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
60 59 142 0 0.0 1 36.0 0 1 0 0
50 51 176 0 0.0 1 56.0 1 0 0 0
50 50 268 3 26.4 3 11.6 3 0 0 0
60 57 66 0 0.0 3 79.0 3 0 0 0
52 52 176 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 250 0 0.0 1 35.0 1 0 0 0
30 28 105 0 0.0 1 60.0 1 0 0 0
30 30 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,209 1,193 5,026 10 - 22 - 18 4 0 0
50 51 533 0 0.0 2 36.0 1 1 0 0
50 47 472 1 39.0 2 14.5 1 1 0 0
50 50 228 5 6.0 1 21.0 1 0 0 0
50 48 312 1 10.0 2 40.5 2 0 0 0
94 93 384 0 0.0 1 8.0 1 0 0 0
50
50 48 208 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
20 29 135 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 121 0 0.0 1 10.0 0 1 0 0
50 50 108 1 4.0 1 100.0 1 0 0 0
40 40 100 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
100 90 137 9 3.4 3 1.5 2 1 0 0
54 54 334 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
30 53 184 0 0.0 2 15.0 2 0 0 0

女 川 町 40 39 179 1 13.0 1 24.0 1 0 0 0
50 50 183 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
50 53 145 2 8.5 1 8.0 1 0 0 0
50 50 117 1 7.0 1 90.0 1 0 0 0
50 49 99 2 3.0 1 23.0 0 1 0 0
30 30 54 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 152 1 12.0 2 66.0 2 0 0 0
86 83 76 3 21.0 1 111.0 1 0 0 0
20 20 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 79 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 125 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 88 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,218 4,573 32 - 22 - 17 5 0 0
85 102 327 0 0.0 5 4.0 2 0 0 3
54 85 384 1 18.0 5 4.0 0 0 0 5
50
50 49 237 1 2.0 1 48.0 0 1 0 0
50 63 123 4 29.0 1 3.0 1 0 0 0
30 31 73 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54
80 44 62 3 1.0 0 0.0 0 0 0 0
453 374 1,206 9 - 12 - 3 1 0 8

全体 県分
135 94

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 131

1101 19

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多くは重
複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

13113431,9527,213合　計 7,624 10

前月中の退所者

16

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

けやき

22

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

うらやす

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

ざおうの杜

常盤園

入所現員

八宮荘

定員

えんじゅ

柴 田 町
第二常盤園

楽園が丘

川 崎 町

みどり荘

ざおうの杜あおそ
蔵王町

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

名 取 市

岩 沼 市

みやま荘

事

務

所
所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市

ひだまり

青風園

ゆうらいふ

チアフル岩沼

第二日就苑亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

松島長松苑
第二清楽苑
十符・風の音

塩 竃 市

小　計

62

第二釜房みどりの園

杜の風

楽々楽館

別紙のとおり
清楽苑

多賀城苑

郷和荘

かごぼうの里

岩出の郷
敬風園

大崎ホーム

涼風園

一心苑

アゼイリア

寿楽苑
百才館

りんどう苑

恵心寮

美 里 町

きたかみ

仁風園

不老園

石 巻 市

万葉苑

光風園

南風園

いなほの里

小　計

雄心苑

花水木

多賀城市

千葉福寿園

和風園

東
部
保
健
福
祉

風の路

北
部
保
健
福
祉

大 崎 市

ファミリオ
おしか清心苑

いちょうの里

白鳥苑

みさとの杜

うぐいすの里

愛光園

和香園
第二和香園

恵潮苑

富 谷 町
成田の里

登 米 市

春圃苑

小　計

仙
台
保
健
福
祉

やくらいサンホーム

桂葉

山王

ほたるの郷
ゆりの郷

8

慈恵園

加 美 町

栗原市

キングス・タウン

27
恵風荘

いこいの海・あらと

松風園
さーらの樹

東和

おながわ
迫風園

柳風園

みやざき

南三陸町

小　計

小　計

気

仙

沼

保

健

福

祉

気仙沼市

東松島市
矢本華の園

唐桑園

萩風園
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年10月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 249 3 2.3 4 64.3 3 1 0 0
仙台楽生園 90 89 292 1 5.0 2 37.5 1 1 0 0
思行園 50 48 161 0 0.0 1 103.0 1 0 0 0
自生苑 70 62 97 2 4.0 6 29.8 6 0 0 0

シオンの園 70 70 294 1 10.0 1 57.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 54 150 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0

賓樹苑 100 99 343 4 10.3 4 66.0 4 0 0 0
大石原苑 50 49 142 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
リベラ荘 50 51 330 2 18.5 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 145 399 4 7.7 5 30.2 5 0 0 0
国見苑 50 50 421 1 2.0 1 18.0 1 0 0 0

せんだんの館 100 100 692 4 31.5 2 38.0 2 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 212 2 10.5 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 60 290 0 0.0 3 27.0 2 0 1 0

自生苑サテライト 29 23 63 1 4.0 1 3.0 0 0 0 1
アルテイル宮町 29 28 117 1 4.0 1 3.1 1 0 0 0

小計 16 1,113 1,088 4,252 27 - 31 - 27 2 1 1
暁星園 56 55 231 2 6.5 2 26.8 2 0 0 0
パルシア 50 53 846 1 5.0 1 21.0 1 0 0 0
かむりの里 50 50 367 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 240 2 32.0 2 32.5 1 1 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 343 1 3.0 1 41.0 1 0 0 0
小計 5 258 259 2,027 6 - 6 - 5 1 0 0

チアフル遠見塚 50 48 545 0 0.0 1 1.0 0 0 0 1
潮音荘 50
杜の里 130 119 701 0 0.0 2 8.8 2 0 0 0
萩の風 40 40 257 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 4 270 207 1,503 0 - 3 - 2 0 0 1
大東苑 50 50 97 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
白東苑 50 50 785 2 5.0 0 0.0 0 0 0 0
茂庭苑 100 100 220 1 10.0 2 115.0 0 2 0 0

八木山翠風苑 50 50 522 2 7.0 0 0.0 0 0 0 0
サン・つばき 50 50 855 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

一重の里 60 57 208 0 0.0 1 2.0 1 0 0 0
春の森から 50 50 359 2 19.4 0 0.0 0 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 289 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
第二白東苑 29 25 80 5 1.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 482 3,415 12 - 3 - 1 2 0 0
愛泉荘 50 50 258 2 24.0 1 25.0 1 0 0 0
泉和荘 50 45 195 2 2.5 3 109.0 3 0 0 0

泉陵虹の苑 50 47 247 0 0.0 3 30.6 3 0 0 0
水泉荘 100 96 403 0 0.0 2 36.0 2 0 0 0
泉寿荘 95 95 407 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 48 351 3 8.7 2 70.5 2 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 355 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 445 431 2,216 7 - 11 - 11 0 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 54

入所希望者

13,413

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

5452

太白区

宮城野区

定員

合　計

入所現員

退所理由

46 5 1 241 2,575 2,467

青葉区

事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年10月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 1 3.0 1 12.0 0 0 0 1
18 18 6 1 5.0 1 18.0 0 1 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 1 5.0 0 0 0 1

8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 1 20.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 1 90.0 1 0 0 0
9 9 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 3.0 1 5.0 0 0 0 1

296 286 134 4 - 5 - 1 1 0 3
仙 台 市 1,128 1,114 718 18 - 12 - 4 4 0 4

18 18 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 1 21.0 0 1 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 29 2 24.0 1 17.0 1 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 1 0.0 0 1 0 0
18
27 26 11 1 6.0 1 2.5 0 1 0 0
27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 32 20 1 0.2 2 49.0 1 1 0 0
18 31 12 0 0.0 2 6.6 2 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 17 1 2.0 1 34.0 0 1 0 0
18 17 9 0 0.0 1 35.0 1 0 0 0

18 9 2 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 3 5 0.0 1 1.5 0 1 0 0

七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 11 0 1 0.0 2 0.0 1 0 0 1
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 1 1.5 0 0.0 0 0 0 0
9 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,685 1,639 992 32 - 26 - 10 11 0 5
18 17 5 1 1.5 1 79.0 0 1 0 0
18 17 5 0 0.0 1 28.9 0 1 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 27 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 7 0 0.0 1 2.0 1 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.6 1 53.0 0 1 0 0
18 18 11 1 0.6 0 0.0 0 0 0 0
9 8 10 0 0.0 1 41.0 0 1 0 0
18 16 6 1 2.0 2 71.7 0 2 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 1 1.2 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 12 9 0 0.0 1 68.4 1 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 19 1 13.9 1 43.2 0 1 0 0

北
部
保
健
福
祉

七ヶ宿こもれびの家

ふなおか

もみの木

ふれあい

オリーブ

リリーハイム

名 取 市

塩 竃 市

小　計

仙
南
保
健
福
祉

角 田 市

柴 田 町

丸 森 町

川 崎 町

ゆう柴田

事
務
所

所在地

白 石 市

さくら

ウインズの森角田

しろいし

大河原町

蔵 王 町

ひまわりの郷

山 元 町

利 府 町

すずらん
けやき

そよかぜ

多賀城市 ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

松 島 町
グループホームコスモス

岩 沼 市

亘 理 町

小　計

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

仙
台
保
健
福
祉

富 谷 町

大 和 町

幸福の街

つくし

前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

花水木

さくらの杜

多機能型ケアホーム
つきのき

ながさか

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター

なんてん岩沼

あやめの里

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

もも太郎さん

ニチイケアセンター亘理
うらきど

しんまち

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

たいじん荘

しんせん長春館

おうじゅ

バルムなかにいだ

なんてん吉岡

悠里の郷

メサイア

あぶくま

こもれびの家

十符の里
やすらぎ苑利府

もも太郎さん(大郷）

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり
ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま

かなでの杜

99
サンすまいるおおひら

たじりの杜

スローライフ
ゆうらいふ

後楽庵
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

前月中の退所者 退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 21 13 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
16 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 16 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 7 0 0 0.0 1 30.0 0 1 0 0
27 25 14 1 36.0 3 33.3 0 3 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 1 0.6 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 1 0.2 1 4.3 0 1 0 0

18 18 6 1 48.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 2 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 6.9 0 0.0 0 0 0 0
592 581 270 13 - 14 - 2 12 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 1 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 1 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 11 5 0 0.0 1 65.0 0 0 1 0
18 17 0 0 0.0 1 29.3 0 0 0 1
18 18 3 2 0.0 1 2.0 0 0 1 0
9 2 3 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 1 0 0.0 2 15.0 1 1 0 0
18 19 1 0 0.0 1 0.7 1 0 0 0
18 2 14 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 0 0 0.0 1 7.0 0 0 0 1

18 17 1 1 1.0 1 0.0 0 0 1 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 0 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 32 10 1 7.0 2 84.0 0 0 1 1
9 10 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 459 205 12 - 10 - 2 1 4 3
9
18 22 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 9 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9
9
18
9
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 76 58 9 - 0 - 0 0 0 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 55

北
部
保
健
福
祉

美 里 町

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

ぽらん気仙沼

まいはあと

1115 25

あゆかわの郷

快栗駒

やすらぎ

3,041

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

あんど
にしだて

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

455

星谷ブランチ

さくらおか

あさぎり

なんてん河北

1,659 70

はまゆり

村伝さいち

堤通り
桂葉

せんだんの杜
ものうなかつやま

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あいわ

グループホーム親孝行

グループホームきたかみ

はさま

翔裕園

ぬくもりの家

ぐらんす

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

うぐいすの里
こもれびの家

宮野

のどか

小　計

合　計 3,253

14

こころ

あさみず

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町

小　計

東松島市

さくら

ポラーノの杜

村伝
桑の実

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

グループホーム日和

ねむの木
石 巻 市

愛慈

希慈

なんてん雄勝

いこいの家

グループホーム青葉

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ
しらさぎ苑

栗 原 市

39

小　計

214 148

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜

東
部
保
健
福
祉
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年10月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 43 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 43 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 2 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 17 4 0 0.0 1 23.0 1 0 0 0
青葉の風 9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 26 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 18 14 1 0.4 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 10 1 10.0 1 37.0 0 1 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 217 198 4 - 2 - 1 1 0 0

みやぎの杜 27 27 50 1 24.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 16 6 0 0.0 1 53.0 0 0 0 1

ふれあいの家白鳥 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 9 13 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 17 3 0 0.0 1 63.0 0 1 0 0
にこトピア萩野町 18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 204 142 3 - 2 - 0 1 0 1
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 8 2 4.0 2 110.0 0 0 0 2

なんてん伊在荘 27 26 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 17 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 116 115 70 2 - 2 - 0 0 0 2
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 26 19 1 36.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 18 5 1 2.0 1 21.0 0 1 0 0

縄文の風 18 18 2 2 4.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 15 5 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 288 284 79 7 - 1 - 0 1 0 0

いずみの杜 18 18 49 0 0.0 1 120.0 1 0 0 0
さちの家 9 9 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 4 0 0.0 1 30.0 0 1 0 0

蘭 27 25 17 0 0.0 1 72.0 1 0 0 0
フォークソング 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 17 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス松陵 18 18 7 2 2.0 2 36.5 1 0 0 1
ひまわり 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 43 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 294 229 2 - 5 - 3 1 0 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 12

青葉区

泉区

合　計

太白区

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

事
務
所

1,128 1,114

宮城野区

施設名 定員

前月中の新たな入所者

入所希望者

1871866

退所理由前月中の退所者

4412 4 0
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様式３ 入所状況調（ 平成23年 11月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

83 83 85 1 9.0 1 12.0 0 1 0 0
54 52 80 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
29 27 39 1 3.0 1 2.5 1 0 0 0
94 94 164 2 8.0 2 33.0 2 0 0 0
50 50 125 1 6.0 1 61.0 0 1 0 0
50 50 106 1 13.0 1 26.0 0 1 0 0
40 39 51 0 0.0 1 40.0 0 1 0 0
30 20 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 30 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 51 251 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
村 田 町 50 50 82 1 21.0 0 0.0 0 0 0 0

67 65 334 2 2.0 3 43.1 3 0 0 0
80 94 362 1 3.0 1 6.0 0 0 1 0
40 40 96 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
10 10 37 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 103 286 2 23.0 3 15.0 3 0 0 0
861 858 2,176 14 - 14 - 9 4 1 0

仙 台 市 2,575 2,475 13,514 57 - 56 - 45 5 3 3
50
29 29 88 1 13.0 1 38.0 1 0 0 0
80 78 484 2 22.0 3 24.0 3 0 0 0
50
50 47 407 0 0.0 2 49.0 2 0 0 0
54 65 723 3 3.0 2 39.0 2 0 0 0
29
60 63 577 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 84 307 1 8.0 1 6.0 1 0 0 0
50 50 124 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 208 0 0.0 4 5.8 3 1 0 0

山 元 町 50 50 151 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 74 524 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 65 417 1 30.0 0 0.0 0 0 0 0
利 府 町 50 49 349 3 3.0 3 62.7 3 0 0 0
大 和 町 200 208 268 4 11.3 4 40.5 3 1 0 0
大 郷 町 54 55 317 1 10.0 1 38.0 1 0 0 0

50 50 368 1 78.0 1 14.0 1 0 0 0
29 27 19 2 2.1 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 52 295 1 1.0 1 68.0 1 0 0 0
3,796 3,570 19,140 77 - 79 - 66 7 3 3
50 50 245 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 515 1 12.1 1 99.4 1 0 0 0
40 42 383 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 199 319 6 13.4 3 100.1 2 1 0 0
54 53 477 2 50.2 2 88.3 2 0 0 0
50 50 217 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 89 1 9.0 1 5.0 0 1 0 0
54 51 230 1 6.8 2 26.9 1 1 0 0
54 54 384 1 21.7 0 0.0 0 0 0 0
54 54 284 1 32.0 0 0.0 0 0 0 0
50 48 103 0 0.0 2 2.3 1 1 0 0

色 麻 町

涌 谷 町 30 26 109 0 0.0 3 42.7 1 2 0 0
54 52 315 2 26.0 1 26.6 1 0 0 0
50 50 143 1 33.9 1 48.0 0 1 0 0
60 60 159 3 41.7 2 94.0 1 1 0 0
50 52 176 1 39.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 274 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
60 58 66 2 11.0 1 27.0 1 0 0 0
52 52 183 1 10.0 1 42.6 0 1 0 0
54 54 260 2 53.0 2 94.0 2 0 0 0
30 30 103 2 26.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 54 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,209 1,197 5,088 27 - 22 - 13 9 0 0

第二釜房みどりの園

入所希望者

桜寿苑

柏松苑

柴 田 町
常盤園

第二常盤園

聖母の家

蔵王町

楽園が丘

前月中の退所者 退所理由

仙
南
保
健
福
祉

白 石 市

八宮荘

えんじゅ

ひだまり

角 田 市
みどり荘

事
務
所

多賀城市
多賀城苑

桜花

前月中の新たな入所者

所在地 施設名 定員 入所現員

川 崎 町
釜房みどりの園

ざおうの杜

ざおうの杜あおそ

ゆりの里七ヶ宿

和風園

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

小計 16

仙
台
保
健
福
祉

郷和荘

富 谷 町
杜の風

成田の里

亘 理 町

日就苑

第二日就苑

けいけん荘

別紙のとおり

塩 竃 市
清楽苑

ウィズ月見ヶ丘

名 取 市

松陽苑

うらやす

けやき

岩出の郷

千葉福寿園

山王

うぐいすの里

桂葉

岩 沼 市
チアフル岩沼

赤井江マリンホーム

第二清楽苑

十符・風の音

加 美 町

青風園

やくらいサンホーム

みやざき

七峰荘

小計 62

北
部
保
健
福
祉

大 崎 市

大崎ホーム

愛光園

白鳥苑

みやま荘

松島長松苑

りんどう苑

楽々楽館

かごぼうの里

寿楽苑

百才館

敬風園

小計 22

ゆうらいふ

美 里 町
いなほの里

みさとの杜

栗原市

いちょうの里

若藤園
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

入所希望者

前月中の退所者 退所理由
事
務
所

前月中の新たな入所者

所在地 施設名 定員 入所現員

50 51 530 1 12.0 1 111.0 0 1 0 0
50 49 457 3 27.0 1 25.0 0 1 0 0
50 50 232 5 6.0 1 21.0 1 0 0 0
50 49 298 1 65.0 0 0.0 0 0 0 0
94 91 349 0 0.0 2 22.5 2 0 0 0
50
50 49 212 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
20 29 136 1 1.0 1 30.0 1 0 0 0
50 48 124 1 2.0 3 59.3 2 1 0 0
50 50 110 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 39 24 1 6.5 2 4.5 2 0 0 0
100 88 150 1 3.0 3 5.0 1 1 1 0
54 54 321 1 4.0 1 71.0 1 0 0 0
50
30 53 186 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 40 39 178 1 43.0 1 6.0 1 0 0 0
50 50 194 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 54 153 2 9.0 1 25.0 0 1 0 0
50 50 140 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 48 97 2 4.0 3 37.0 2 1 0 0
30 29 57 0 0.0 1 57.0 1 0 0 0
54 54 159 2 7.0 2 18.0 2 0 0 0
86 98 74 1 22.0 2 87.0 2 0 0 0
20 19 19 0 0.0 1 8.6 1 0 0 0
29 29 126 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 83 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 28 91 2 0.0 3 4.3 2 1 0 0

1,305 1,227 4,500 26 - 29 - 21 7 1 0
85 99 328 0 0.0 5 41.0 4 1 0 0
54 83 380 1 3.0 3 17.0 3 0 0 0
50
50 49 238 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 62 121 1 3.0 2 50.0 2 0 0 0
30 32 74 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54
80 54 57 10 1.5 0 0.0 0 0 0 0
453 379 1,198 13 - 10 - 9 1 0 0

全体 県分
135 94

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 154

花水木

おながわ

登 米 市

迫風園

光風園

萩風園

松風園

やもと赤井の里

南風園

柳風園

東
部
保
健
福
祉

石 巻 市

和香園

第二和香園

アゼイリア

涼風園

仁風園

雄心苑

一心苑

風の路

小計 27

ファミリオ

おしか清心苑

きたかみ

万葉苑

東松島市

矢本華の園

不老園

さーらの樹

東和

ほたるの郷

ゆりの郷

5

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

恵風荘

恵潮苑

恵心寮

小計 8

合　計 7,624

キングス・タウン

春圃苑

唐桑園

南三陸町
慈恵園

いこいの海・あらと

3

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、そ
の多くは重複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

157 154 118 287,231 32,102
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年 11月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 249 2 3.5 2 136.5 2 0 0 0
仙台楽生園 90 90 309 2 28.5 1 69.0 1 0 0 0

思行園 50 47 160 0 0.0 1 27.0 1 0 0 0
自生苑 70 63 102 5 4.0 7 27.5 6 0 1 0

シオンの園 70 69 298 0 0.0 1 58.0 1 0 0 0
アルテイル青葉 55 55 150 3 1.0 2 66.0 2 0 0 0

賓樹苑 100 99 343 4 10.3 4 66.0 4 0 0 0
大石原苑 50 49 150 1 7.0 1 46.0 1 0 0 0
リベラ荘 50 50 341 0 0.0 1 60.0 0 1 0 0

せんだんの里 150 147 397 4 13.2 2 31.0 2 0 0 0
国見苑 50 50 426 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの館 100 100 698 2 15.0 2 40.0 2 0 0 0
仙台敬寿園 60 59 218 0 0.0 1 54.0 0 1 0 0
エコーが丘 60 60 286 3 12.3 5 32.4 4 0 1 0

自生苑サテライト 29 27 101 6 6.8 2 3.5 0 1 0 1
アルテイル宮町 29 29 120 1 5.3 0 0.0 0 0 0 0

小計 16 1,113 1,094 4,348 33 - 32 - 26 3 2 1
暁星園 56 53 236 1 16.1 2 15.2 1 0 0 1

パルシア 50 53 850 1 35.0 1 156.0 1 0 0 0
かむりの里 50 50 378 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

Ｊ＆Ｂ 52 52 216 1 18.0 0 0.0 0 0 0 0
リーフ鶴ヶ谷 50 50 340 1 35.0 1 32.0 1 0 0 0

小計 5 258 258 2,020 4 - 4 - 3 0 0 1
チアフル遠見塚 50 49 545 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0

潮音荘 50
杜の里 130 120 699 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
萩の風 40 39 248 0 0.0 1 4.0 0 1 0 0

小計 4 270 208 1,492 2 - 1 - 0 1 0 0
大東苑 50 50 98 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
白東苑 50 50 785 2 12.0 2 40.0 1 0 0 1
茂庭苑 100 100 224 3 2.0 2 9.0 0 1 1 0

八木山翠風苑 50 50 531 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
サン・つばき 50 48 857 1 6.3 3 39.2 3 0 0 0

一重の里 60 57 217 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
春の森から 50 50 363 1 16.6 1 3.7 1 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 290 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
第二白東苑 29 28 90 4 2.0 1 2.0 1 0 0 0

小計 9 489 483 3,455 11 - 9 - 6 1 1 1
愛泉荘 50 50 262 1 29.0 1 13.0 1 0 0 0
泉和荘 50 45 141 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 47 245 2 2.5 2 10.0 2 0 0 0
水泉荘 100 96 406 0 0.0 3 93.0 3 0 0 0
泉寿荘 95 94 423 0 0.0 1 82.0 1 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 50 357 3 10.0 2 23.0 2 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 365 1 13.0 1 45.0 1 0 0 0

小計 7 445 432 2,199 7 - 10 - 10 0 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 56

前月中の退所者 退所理由

太白区

泉区

定員 入所現員 入所希望者

前月中の新たな入所者
事
務
所

所在地 施設名

合　計 41 2,575

仙
台
保
健
福
祉

青葉区

宮城野区

若林区

2,475 13,514 57 356 45 5 3
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年 11月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 0.1 1 1.3 0 0 0 1
18 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 8 0 0 0.0 1 2.0 0 0 0 1
9 8 2 0 0.0 1 0.2 0 1 0 0
9 8 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 15 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 1 2.0 1 8.0 0 1 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 283 139 3 - 4 - 0 2 0 2
仙 台 市 1,137 1,122 698 29 - 19 - 10 6 0 3

18 18 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 3 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 2 3 6.5 3 10.1 0 3 0 0
27 25 31 0 0.0 2 103.0 1 0 0 1
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 9 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
27 26 9 3 6.0 4 3.0 1 3 0 0
27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 31 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 30 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 2 5.3 1 68.0 0 1 0 0

18 11 1 2 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 1 1.0 1 67.0 0 0 0 1
18
18 17 19 0 0.0 1 120.0 1 0 0 0
18 16 4 1 0.0 1 2.0 0 1 0 0

七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.0 1 3.8 0 1 0 0

仙
南
保
健
福
祉

白 石 市

ながさか

たかのす

しろいし

幸福の街

幸福の郷

ふなおか

退所理由前月中の新たな入所者 前月中の退所者

入所現員
事
務
所

所在地

さくら

さくらの杜

施設名 定員 入所希望者

角 田 市

花水木

むくげ

ウインズの森角田

さわやか

ふれあい

丸 森 町
リリーハイム

ひまわりの郷

蔵 王 町
蔵王ユートピア

ふるさと

七ヶ宿こもれびの家

大河原町

あやめの里

ゆうゆう・多賀城

貞山みよりの家

あいやまこもれびの家

柴 田 町

ゆう柴田

もみの木

多機能型ケアホーム
つきのき
つくし

川 崎 町

清水沢あさひ園

オリーブ

ももせやすらぎの里

名 取 市

こもれびの家

おうじゅ

もも太郎さん

うらやす

メサイア

さかもと

松 島 町
桜の家

コスモス松島

小　計 23

別紙のとおり

塩 竃 市

小松崎あさひ園

あぶくま

朝日サポートセンター

しんせん長春館

なんてん岩沼

亘 理 町

しんまち

悠里の郷

たいじん荘

ニチイケアセンター
亘理うらきど

利 府 町
やすらぎ苑利府

十符の里

仙
台
保
健
福
祉

岩 沼 市

山 元 町

多賀城市
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

退所理由前月中の新たな入所者 前月中の退所者

入所現員
事
務
所

所在地 施設名 定員 入所希望者

8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 14 0 3 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,694 1,644 965 46 - 33 - 13 15 0 5
18 18 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 2.6 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 27 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 12 0 0.0 1 99.6 1 0 0 0
9 8 11 0 0.0 1 41.0 0 1 0 0
18 16 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 8 0 0.0 1 13.0 0 1 0 0
9 8 0 0 0.0 1 75.2 0 1 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 1 0.4 0 0.0 0 0 0 0
15 12 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 20 1 24.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 1 0.1 1 2.6 0 1 0 0
18 21 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
16 16 4 0 0.0 3 47.3 0 2 1 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 2 5.5 2 61.5 1 0 0 1
27 25 18 0 0.0 2 35.5 1 1 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 12 2 9.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 1 0.2 0 0.0 0 0 0 0

18 16 5 0 0.0 2 71.5 1 0 0 1

18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 1 2.5 0 0 0 1
592 578 268 11 - 15 - 4 7 1 3
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

もも太郎さん(大郷）

富 谷 町

そよかぜ

ひかりの里

いちいの杜

サンすまいるおおひら

太陽

グループホームコスモス

大 和 町

すずらん

けやき

なんてん吉岡

にこトピア加美

サンすまいるしかま

小　計 99

北
部
保
健
福
祉

大 崎 市

やすらぎ苑古川

笹森の屋

あったかいご ふるかわ

プロンプター甲斐

たんぽぽ

なのはな

和楽路

なんてん岩出山

ふかふか・はうす

ひだまり

たじりの杜

かなでの杜

加美

バルムなかにいだ

しわひめ

涌 谷 町

後楽庵

スローライフ

ゆうらいふ

美 里 町

花水月

よつば荘

歩風楽

みのりの家

宮野

小　計 39

栗 原 市

ぎんなん荘

山王こもれびの家

まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

まいはあと

快栗駒

けやきの里

うぐいすの里
こもれびの家

堤通り

なごみ

梅ヶ丘の里

桂葉

いこいの家

ぬくもりの家

グループホーム青葉

グループホーム桜花

グループホーム親孝行

せんだんの杜
ものうなかつやま

仙
台
保
健
福
祉

石 巻 市

東
部
保
健
福
祉

加 美 町
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

退所理由前月中の新たな入所者 前月中の退所者

入所現員
事
務
所

所在地 施設名 定員 入所希望者

9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 0 0.0 1 17.0 0 0 0 1
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 4 2 0.5 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 5 1 5 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 20 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 7 13 5 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 0 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 18 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 0
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 3 1 3 1.3 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 32 9 1 6.0 1 86.0 0 0 0 1
9 10 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 1 4.5 0 0 1 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 482 189 20 - 3 - 0 0 1 2
9
18 22 11 0 0.0 1 7.0 0 1 0 0
9
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 24 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 1 0.5 1 37.0 0 0 1 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 1 2.5 0 1 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 110 92 1 - 3 - 0 2 1 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→保健福祉事務所→市町村 計 58

馬っこ山

しらさぎ苑

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

隠居の家

ひかり

せんだんの杜
ものううした

希慈

ねむの木

愛の家グループ
ホーム石巻開北

ぐらんす

東松島市

さざなみ

グループホーム日和

すみちゃんの家

あさぎり

やすらぎ

グループホームきたかみ

愛慈

あいわ

あゆかわの郷

なんてん河北

なんてん雄勝

小　計 39

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

星谷ブランチ

みずなしの丘

村伝

桑の実

ぽらん気仙沼

こころ

のどか

登 米 市

あんど

にしだて

あさみず

快豊里

ほほえみ

はさま

さくら

翔裕園

村伝さいち

村伝おもせ

あんしん館

さくらおか

米山

みんなの家

小　計 14

合　計 3,262 3,097 1,653

ぽらん

リアスの杜

ポラーノの杜

南三陸町
はまゆり

リアスの丘

3 12
214 148

81 58 17 26

石 巻 市

東
部
保
健
福
祉
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年 11月1日現在 ）

施設区分認知症高齢者グループホーム 　　長寿社会政策課　在宅・施設支援班
　　電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 48 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 23 48 0 0.0 1 124.0 1 0 0 0
ほくと苑 8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 7 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 6 1 18.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 8 12 0 0.0 1 5.0 1 0 0 0
ひなた 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 26 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 3 2 2.0 2 32.0 2 0 0 0
愛和の郷 18 17 14 0 0.0 1 2.4 1 0 0 0

なんてん上杉 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 7 1 9.0 1 12.0 0 0 0 1

みつばち 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 215 215 4 - 6 - 5 0 0 1

みやぎの杜 27 25 52 0 0.0 2 60.0 2 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 17 5 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 15 0 0.3 1 5.5 0 1 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 18 17 6 7 0.2 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 18 3 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ジャパンケアサービ
ス遊宴・萩野町 18 18 12 2 5.5 2 6.5 0 1 0 1

グループホーム
よもぎ杢 18 17 8 0 0.0 1 39.0 0 0 0 1

小計 11 216 211 135 12 - 6 - 2 2 0 2
くつろぎ保養館

仙台東 18 17 5 2 3.0 1 12.0 0 1 0 0

なんてん伊在荘 27 27 8 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグループ
ホームひなたぼっこ 17 17 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 116 115 68 3 - 1 - 0 1 0 0
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 18 3 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 18 1 14.0 1 12.0 0 1 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 17 3 0 0.0 1 9.0 1 0 0 0

縄文の風 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

事
務
所

所在地

若林区

青葉区

宮城野区
仙
台
保
健
福
祉

太白区

施設名 定員 入所現員 入所希望者

前月中の新たな入所者 前月中の退所者 退所理由

B2-37



あったかいご
こおりやま 18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 7 1 7.0 1 7.0 1 0 0 0
こまち 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 16 3 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 288 285 80 4 - 3 - 2 1 0 0

いずみの杜 18 18 49 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 5.2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 17 4 0 0.0 1 6.0 0 1 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

蘭 27 27 23 2 18.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 9 1 0.1 1 1.8 0 1 0 0

なんてん水の森公園 18 18 6 2 3.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 5 1 4.0 1 36.0 1 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 44 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 296 200 6 - 3 - 1 2 0 0

各施設→　　長寿（在宅・施設支援班）→　保健福祉事務所　　→　市町村 計 19

6合　計 66 1,137 1,122

仙
台
保
健
福
祉

10

泉区

太白区

29 0698 319
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様式３ 入所状況調（ 平成23年 12月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

83 83 84 1 3.0 1 30.0 0 1 0 0
54 53 83 2 2.0 1 12.0 1 0 0 0
29 29 30 2 1.7 0 0.0 0 0 0 0
94 93 151 0 0.0 1 124.0 1 0 0 0
50 50 127 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 105 1 14.0 2 31.0 0 2 0 0
40 40 59 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0
30 20 40 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 28 39 0 0.0 2 46.5 1 1 0 0
大河原町 50 50 248 1 0.1 2 21.0 2 0 0 0
村 田 町 50 50 83 0 0.0 1 86.0 1 0 0 0

67 69 331 4 18.0 3 36.1 2 0 0 1
80 94 359 1 14.0 2 6.0 1 1 0 0
40 40 82 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
10 10 39 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 103 293 3 17.0 3 5.2 3 0 0 0
861 861 2,153 16 - 18 - 12 5 0 1

仙 台 市 2,575 2,474 13,748 43 - 43 - 37 4 0 2
50
29 29 92 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
80 78 486 2 14.0 2 7.0 2 0 0 0
50
50 49 400 2 19.5 0 0.0 0 0 0 0
54 64 724 1 6.0 2 30.5 2 0 0 0
29
60 61 587 0 0.0 2 23.5 2 0 0 0
50
84 84 309 1 5.0 1 48.0 1 0 0 0
50 50 124 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 45 212 0 0.0 4 6.5 1 3 0 0

山 元 町 50 50 155 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 75 533 1 7.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 63 421 1 31.0 3 106.0 2 0 0 1
利 府 町 50 49 355 1 7.0 1 47.0 1 0 0 0
大 和 町 200 208 272 3 15.3 3 127.7 3 0 0 0
大 郷 町 54 55 321 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

50 50 371 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 27 23 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 52 296 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
3,796 3,563 19,429 55 - 61 - 51 7 0 3
50 49 247 0 0.0 1 16.2 0 1 0 0
54 53 518 3 27.4 3 10.2 2 1 0 0
40 41 392 0 0.0 1 38.2 1 0 0 0
200 195 316 2 56.8 6 82.4 6 0 0 0
54 54 484 1 286.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 207 0 0.0 1 47.5 1 0 0 0
29 29 94 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 230 2 64.5 0 0.0 0 0 0 0
54 54 389 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 292 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 47 103 2 6.0 3 40.0 2 1 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 30 113 4 41.8 1 24.0 1 0 0 0

54 53 321 1 11.1 0 0.0 0 0 0 0
50 49 158 0 0.0 1 64.4 0 1 0 0
60 60 164 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 51 173 3 27.7 4 38.3 2 2 0 0
50 50 279 1 15.6 1 34.8 1 0 0 0
60 58 66 2 11.0 2 19.0 2 0 0 0
52 52 192 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 53 245 1 11.0 1 1.0 1 0 0 0
30 28 100 0 0.0 2 56.0 2 0 0 0
30 30 60 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 26 42 19 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,238 1,218 5,185 41 - 27 - 21 6 0 0

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

退所理由

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

16

ざおうの杜

前月中の退所者

第二常盤園

楽々楽館

いなほの里

23

青風園

ゆうらいふ

事
務
所

所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

柴 田 町

楽園が丘

川 崎 町

みどり荘

ざおうの杜あおそ
蔵王町

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

常盤園

加 美 町

りんどう苑

塩 竃 市

小　計

62

第二釜房みどりの園

小　計

仙
台
保
健
福
祉

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

和風園

別紙のとおり
清楽苑

うらやす

亘 理 町

多賀城苑

十符・風の音

郷和荘

けやき

岩出の郷
敬風園

チアフル岩沼

第二日就苑

大崎ホーム

杜の風
富 谷 町

成田の里

桂葉

かごぼうの里

大 崎 市

けいけん荘

七峰荘

松島長松苑
第二清楽苑

やくらいサンホーム

美 里 町

いちょうの里

白鳥苑

山王

小　計

北
部
保
健
福
祉

栗原市

金成の家

千葉福寿園

みやざき

みさとの杜

寿楽苑
百才館
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様式３ 入所状況調（ 平成23年 12月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

入所現員定員

退所理由

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

前月中の退所者
事
務
所

所在地

50 51 511 1 18.0 1 27.0 1 0 0 0
50 49 426 1 37.0 1 102.0 1 0 0 0
50 49 242 0 0.0 1 8.0 0 1 0 0
50 50 258 2 11.0 1 71.0 1 0 0 0
94 92 314 2 14.0 1 86.0 1 0 0 0
50
50 50 213 2 15.5 1 37.0 1 0 0 0
20 30 137 2 18.0 1 5.0 1 0 0 0
50 49 127 2 13.0 1 57.0 0 1 0 0
50 50 118 2 4.0 2 46.0 2 0 0 0
40 39 29 2 8.5 2 53.5 2 0 0 0
100 88 156 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 331 2 10.0 2 13.0 2 0 0 0
50
30 52 197 1 1.0 2 32.0 2 0 0 0

女 川 町 40 39 176 2 30.0 2 38.0 2 0 0 0
50 49 189 1 5.0 2 26.0 0 2 0 0
50 54 164 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 140 0 0.0 3 106.7 3 0 0 0
50 49 99 2 17.5 1 7.0 0 1 0 0
30 30 59 1 27.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 162 1 3.0 1 18.0 1 0 0 0
86 97 90 1 3.0 2 78.0 2 0 0 0
20 20 22 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 128 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 87 1 8.0 1 6.0 1 0 0 0
29 29 99 2 5.5 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,232 4,474 31 - 28 - 23 5 0 0
85 100 332 4 5.0 1 65.0 1 0 0 0
54 82 389 0 0.0 1 56.0 1 0 0 0
50
50 50 241 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 66 121 3 4.5 0 0.0 0 0 0 0
30 32 84 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54
80 64 61 10 1.5 0 0.0 0 0 0 0
453 394 1,228 17 - 2 - 2 0 0 0

全体 県分
136 95

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 136

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多くは重
複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

13616032,4697,268合　計 7,653 40109 23

やもと赤井の里

涼風園

一心苑

アゼイリア

不老園

石 巻 市

万葉苑

和香園
第二和香園

雄心苑
仁風園

いこいの海・あらと

恵潮苑

慈恵園

花水木

さーらの樹

恵風荘

矢本華の園

唐桑園

風の路

きたかみ

27

萩風園
松風園

恵心寮

ほたるの郷
ゆりの郷

おしか清心苑
ファミリオ

8

登 米 市

春圃苑

光風園

キングス・タウン

小　計

小　計

気
仙
沼
保
健
福
祉

気仙沼市

東松島市

迫風園

柳風園

南三陸町

東和

おながわ

東
部
保
健
福
祉

南風園
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様式３－２ 入所状況調（ 平成23年 12月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 240 2 4.0 2 12.5 2 0 0 0
仙台楽生園 90 90 320 1 8.0 1 71.0 1 0 0 0
思行園 50 48 163 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
自生苑 70 70 100 5 4.0 1 22.0 1 0 0 0

シオンの園 70 69 295 1 14.0 1 61.0 0 1 0 0
アルテイル青葉 55 56 147 1 90.0 0 0.0 0 0 0 0

賓樹苑 100 99 338 2 13.0 2 47.5 2 0 0 0
大石原苑 50 46 155 0 0.0 3 81.0 1 0 0 2
リベラ荘 50 49 269 0 0.0 1 36.0 1 0 0 0

せんだんの里 150 146 408 2 12.0 3 63.0 3 0 0 0
国見苑 50 50 412 1 2.0 1 24.0 1 0 0 0

せんだんの館 100 100 710 1 10.0 1 1.0 1 0 0 0
仙台敬寿園 60 60 222 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 58 288 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

自生苑サテライト 29 27 87 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
アルテイル宮町 29 28 105 0 0.0 1 4.0 1 0 0 0

せんじゅ 80 0 300 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 1,113 1,096 4,559 18 - 17 - 14 1 0 2

暁星園 56 55 220 2 3.6 1 24.5 1 0 0 0
パルシア 50 52 865 2 25.0 2 40.0 1 1 0 0
かむりの里 50 49 399 2 9.0 3 58.3 3 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 219 0 0.0 1 2.0 0 1 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 345 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 5 258 257 2,048 6 - 7 - 5 2 0 0

チアフル遠見塚 50 50 556 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 119 714 0 0.0 1 5.0 1 0 0 0
萩の風 40 40 143 1 36.1 0 0.0 0 0 0 0

小計 4 270 209 1,413 2 - 1 - 1 0 0 0
大東苑 50 50 100 1 7.0 1 119.0 1 0 0 0
白東苑 50 49 790 2 7.0 3 51.0 3 0 0 0
茂庭苑 100 100 237 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

八木山翠風苑 50 50 535 1 1.0 1 48.0 1 0 0 0
サン・つばき 50 50 865 2 5.2 0 0.0 0 0 0 0

一重の里 60 57 226 0 0.0 1 60.0 0 1 0 0
春の森から 50 50 366 1 4.3 1 8.9 1 0 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 304 1 7.0 1 20.0 1 0 0 0
第二白東苑 29 29 90 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 485 3,513 9 - 8 - 7 1 0 0
愛泉荘 50 48 283 0 0.0 2 45.0 2 0 0 0
泉和荘 50 44 146 0 0.0 1 6.0 1 0 0 0

泉陵虹の苑 50 46 248 1 2.5 2 17.5 2 0 0 0
水泉荘 100 96 428 5 4.4 3 45.0 3 0 0 0
泉寿荘 95 93 429 0 0.0 1 110.0 1 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 50 306 2 19.5 1 91.0 1 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 375 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 445 427 2,215 8 - 10 - 10 0 0 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 43

22,575 2,474 13,748 43 43 37 4 0合　計

入所現員

41

事
務
所

所在地 施設名

青葉区

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区

退所理由

太白区

宮城野区

定員 入所希望者

前月中の新たな入所者 前月中の退所者
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様式１５ 入所状況調（ 平成23年 12月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 5.0 1 11.0 1 0 0 0
18 18 6 1 5.0 1 11.0 1 0 0 0
18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 1.0 1 6.0 0 0 0 1

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 8 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 6 4 0 0.0 1 28.0 0 1 0 0

8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 292 140 5 - 4 - 2 1 0 1
仙 台 市 1,137 1,128 780 14 - 7 - 5 0 1 1

18 18 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 4 1 1.0 2 17.0 1 1 0 0
27 27 31 2 9.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
27 27 9 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 2.0 1 2.0 0 1 0 0
18 32 22 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 28 8 0 0.0 2 24.0 1 1 0 0
18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 12 2 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 16 11 0 0.0 1 9.0 0 1 0 0
18
18 18 18 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 45.0 0 0 0 1
8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 14 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 2 0.5 1 42.0 0 0 0 1
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 1 0 0.0 1 13.0 0 1 0 0
1,694 1,662 1,084 27 - 16 - 7 5 1 3
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 1 107.1 0 0 0 1
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 27 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 1 4.0 1 8.0 0 1 0 0
18 18 6 1 0.9 1 2.9 0 1 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 1 19.7 0 1 0 0
18 18 8 1 5.4 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 7 1 2.0 1 1.0 0 1 0 0
18 18 9 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 1 1.0 0 1 0 0
18 18 6 1 1.2 1 43.2 0 0 0 1

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 13 8 1 1.3 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 15 19 0 0.0 2 15.0 0 1 0 1

北
部
保
健
福
祉

コスモス松島

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

大河原町

つくし

オリーブ

あやめの里

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

柴 田 町

丸 森 町

小　計

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

十符の里
すずらん
けやき

そよかぜ

ふかふか・はうす

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター

なんてん岩沼仙
台
保
健
福
祉

悠里の郷

メサイア

あぶくま

こもれびの家

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

富 谷 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

松 島 町

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

しろいし

前月中の新たな入所者

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

リリーハイム

もも太郎さん

ニチイケアセンター亘
理うらきど

ひまわりの郷

しんせん長春館

やすらぎ苑利府

かなでの杜

99

もも太郎さん(大郷）
なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり

前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

花水木

ウインズの森角田

幸福の街

さくらの杜

ながさか

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

ふなおか

もみの木

ふれあい

グループホームコスモス

和楽路

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

後楽庵

バルムなかにいだ

スローライフ
ゆうらいふ

B2-42



人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

事
務
所

所在地

退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 1 0.0 1 0.5 0 1 0 0
18 21 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
16 18 3 3 2.8 2 64.8 0 2 0 0
18 16 5 0 0.0 2 40.0 1 0 1 0
18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 18 2 2.0 1 40.0 1 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 0 0 0.0 1 3.0 0 1 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 33.6 0 0 0 1
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 1 0.3 2 37.1 1 1 0 0

18 17 5 1 0.4 0 0.0 0 0 0 0

18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 2 13.0 2 12.0 0 0 1 1
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
592 580 252 19 - 21 - 3 11 2 5
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 8 13 0 0.0 1 6.1 1 0 0 0

9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 7 1 0.5 1 1.0 1 0 0 0
18 18 0 1 0.3 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 6 4 1 1.8 1 1.0 0 0 0 1
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 10 6 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 5 1 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 9 0 0.0 1 114.0 1 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 33 10 1 9.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 6 0 0.0 1 11.0 1 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 489 201 13 - 5 - 4 0 0 1
9
18 20 10 0 0.0 1 5.0 0 1 0 0
9 9 30 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 7 0 0.0 1 87.0 0 1 0 0
9 10 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 24 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 27 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 1 0.5 1 21.0 0 0 0 1
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 134 151 4 - 3 - 0 2 0 1
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 49

北
部
保
健
福
祉

美 里 町

栗 原 市

小　計

グループホームきたかみ

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

いこいの家

翔裕園

グループホーム青葉

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あいわ

グループホーム親孝行

あゆかわの郷

しらさぎ苑

ぽらん気仙沼
桑の実

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

米山

さくら

さくらおか

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

はまゆり

村伝さいち

うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

まいはあと
快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

1116 19

あんど

あさみず

3

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

3,157 1,8283,262 68

にしだて

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

桂葉

せんだんの杜
ものうなかつやま

宮野
小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

49

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計

39

小　計

214 148

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝

14

こころ
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成23年 12月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 52 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 24 52 1 27.0 0 0.0 0 0 0 0
ほくと苑 8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 8 2 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 8 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 27 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 18 14 1 0.2 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 10 1 1.0 1 47.0 1 0 0 0
木かげ 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 15 220 218 229 4 - 1 - 1 0 0 0

みやぎの杜 27 27 54 3 6.0 1 104.0 1 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台福室 18 18 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 18 17 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 17 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 216 214 142 4 - 1 - 1 0 0 0
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 6 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 26 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 7 1 0.0 1 48.0 1 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 16 15 0 0.0 1 1.1 0 0 0 1

小計 7 116 114 69 2 - 2 - 1 0 0 1
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 17 3 1 4.0 1 48.0 1 0 0 0

縄文の風 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ほくとの里 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 17 5 0 0.0 1 36.0 1 0 0 0

人来田の風 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 17 2 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 288 285 82 2 - 2 - 2 0 0 0

いずみの杜 18 18 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 54 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 4 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

蘭 27 27 24 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
いずみの里 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

コスモス松陵 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 1 1.0 1 28.0 0 0 1 0

むらでん高森 18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 45 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 297 258 2 - 1 - 0 0 1 0

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 7

宮城野区

事
務
所

施設名 定員

66

青葉区

泉区

合　計 5

太白区

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

71,137 1,128 0780 1

前月中の新たな入所者

入所希望者

14

退所理由前月中の退所者

1
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様式３ 入所状況調（ 平成24年1月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 83 67 4 10.0 4 34.0 3 1 0 0
54 52 86 1 25.0 2 75.0 2 0 0 0
29 28 32 1 0.5 2 6.7 1 0 0 1
94 94 148 3 20.0 2 30.5 2 0 0 0
50 46 120 2 4.5 6 27.8 2 4 0 0
50 50 102 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
40 39 56 2 3.0 2 29.0 1 1 0 0
30 20 42 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 29 38 3 11.7 2 56.0 2 0 0 0
大河原町 50 47 227 1 5.0 3 58.0 3 0 0 0
村 田 町 50 49 82 2 43.0 2 39.0 2 0 0 0

67 69 328 1 12.0 1 6.2 1 0 0 0
80 89 362 2 8.0 2 8.0 1 0 1 0
40 40 81 2 8.0 2 52.0 2 0 0 0
10 10 40 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 103 288 2 5.0 2 27.0 2 0 0 0
861 848 2,099 27 - 32 - 24 6 1 1

仙 台 市 2,655 2,522 13,854 115 - 56 - 46 7 1 2
50 43 728 5 10.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 97 1 11.0 1 11.0 1 0 0 0
80 79 484 3 17.3 2 45.5 2 0 0 0
50
50 49 404 2 32.0 2 48.5 2 0 0 0
54 59 731 4 15.0 0 0.0 0 0 0 0
29
60 61 600 1 18.0 1 31.0 1 0 0 0
50
84 83 306 3 5.0 4 102.0 4 0 0 0
50 49 121 0 0.0 1 10.0 1 0 0 0
50 46 213 1 10.0 0 0.0 0 0 0 0

山 元 町 50 50 156 1 6.0 1 99.0 0 1 0 0
松 島 町 50 49 533 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 52 427 1 27.0 2 118.0 2 0 0 0
利 府 町 50 50 362 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 209 278 2 6.7 1 8.7 1 0 0 0
大 郷 町 54 55 321 0 0.0 1 68.0 1 0 0 0

50 50 373 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 23 2 3.5 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 53 299 2 1.0 1 199.0 0 1 0 0
3,876 3,617 20,310 144 - 73 - 61 9 1 2
50 50 247 1 19.1 0 0.0 0 0 0 0
54 53 523 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 41 395 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
200 197 332 7 19.6 5 42.5 5 0 0 0
54 54 487 1 22.4 1 8.2 1 0 0 0
50 49 209 1 24.4 1 24.4 0 1 0 0
29 28 100 1 12.0 2 7.0 1 1 0 0
54 51 267 1 8.1 3 4.2 2 1 0 0
54 54 390 1 4.0 1 7.1 1 0 0 0
54 53 299 0 0.0 1 16.3 1 0 0 0
50 49 101 3 15.0 1 40.0 1 0 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 27 108 0 0.0 3 60.7 0 3 0 0

54 54 328 1 38.7 0 0.0 0 0 0 0
50 48 123 0 0.0 1 1.6 0 1 0 0
60 60 170 1 20.0 1 19.0 1 0 0 0
50 51 176 2 18.0 2 42.0 2 0 0 0
50 50 282 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
60 59 72 2 12.0 1 2.0 1 0 0 0
52 51 194 1 22.0 2 32.5 2 0 0 0
54 52 252 1 14.0 1 12.0 1 0 0 0
30 28 104 1 24.0 1 81.0 1 0 0 0
30 30 65 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 43 3 0.0 1 1.0 1 0 0 0

1,238 1,218 5,267 28 - 28 - 21 7 0 0
50 51 498 1 41.0 1 15.0 1 0 0 0
50 49 435 1 48.0 1 86.0 0 1 0 0
50 50 249 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 241 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
94 91 316 1 49.0 2 68.5 1 1 0 0
50
50 49 212 1 1.0 2 5.5 2 0 0 0
20 30 140 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 118 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 120 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 29 1 5.0 0 0.0 0 0 0 0
100 89 160 2 2.0 1 3.0 1 0 0 0
54 56 325 2 3.0 0 0.0 0 0 0 0
50
30 51 199 2 7.0 3 12.0 3 0 0 0

女 川 町 40 40 174 2 2.5 1 67.0 0 0 1 0
50 50 198 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
50 54 158 1 2.0 1 16.0 0 1 0 0
50 50 139 2 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 103 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
30 29 60 0 0.0 1 76.0 1 0 0 0
54 54 165 2 6.0 1 20.0 1 0 0 0
86 94 90 0 0.0 3 21.0 3 0 0 0
20 20 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 88 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 130 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 105 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,233 4,474 21 - 17 - 13 3 1 0
85 99 345 1 10.0 2 34.0 2 0 0 0
54 80 398 0 0.0 4 28.3 4 0 0 0
50
50 49 248 1 10.0 2 52.0 2 0 0 0
50 65 123 0 0.0 1 1.0 1 0 0 0
30 31 90 1 12.0 2 19.5 0 2 0 0
54
80 71 63 8 1.2 1 5.0 1 0 0 0
453 395 1,267 11 - 12 - 10 2 0 0

全体 県分
137 95

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 162

小　計

山王

北
部
保
健
福
祉

東和

おながわ
迫風園

柳風園

みさとの杜

栗原市

かごぼうの里

金成の家

千葉福寿園

やくらいサンホーム

桂葉

大 崎 市

美 里 町

いちょうの里

白鳥苑

第二和香園

萩風園
松風園

矢本華の園

ファミリオ

和香園

仁風園

やもと赤井の里

おしか清心苑

雄心苑

8

唐桑園

恵心寮

春圃苑
キングス・タウン

恵風荘
27

光風園

みやざき

いこいの海・あらと

恵潮苑

慈恵園

風の路

きたかみ

ほたるの郷
ゆりの郷

小　計

小　計

気

仙

沼

保

健

福

祉

気仙沼市

東松島市

登 米 市

東
部
保
健
福
祉

南三陸町

花水木

さーらの樹
南風園

亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

松島長松苑
第二清楽苑

不老園

石 巻 市

万葉苑

富 谷 町
成田の里

十符・風の音

郷和荘

けやき

岩出の郷
敬風園

チアフル岩沼

第二日就苑

仙
台
保
健
福
祉

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

和風園

別紙のとおり

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

常盤園

大崎ホーム
寿楽苑
百才館

加 美 町

りんどう苑

塩 竃 市

小　計

63

第二釜房みどりの園

小　計

清楽苑

うらやす

多賀城苑

みどり荘

ざおうの杜あおそ
蔵王町

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

事

務

所
所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

柴 田 町

楽園が丘

川 崎 町

前月中の退所者

第二常盤園

楽々楽館

いなほの里

涼風園

一心苑

アゼイリア

23

青風園

ゆうらいふ

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

16

ざおうの杜

杜の風

3129 27

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

退所理由

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多くは重
複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

16223133,4177,311合　計 7,733 3
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様式３－２ 入所状況調（ 平成24年1月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 246 2 4.5 2 30.0 2 0 0 0
仙台楽生園 90 90 328 1 8.0 2 79.5 2 0 0 0
思行園 50 48 163 1 8.0 1 102.0 1 0 0 0
自生苑 70 69 104 7 0.0 0 0.0 0 0 0 0

シオンの園 70 67 293 4 8.8 6 52.8 6 0 0 0
アルテイル青葉 55 56 148 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

賓樹苑 100 100 335 3 48.6 2 3.5 2 0 0 0
大石原苑 50 45 152 0 0.0 1 40.0 0 0 0 1
リベラ荘 50 48 248 0 0.0 1 33.0 1 0 0 0

せんだんの里 150 145 416 2 6.5 2 72.5 1 1 0 0
国見苑 50 50 425 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの館 100 100 707 2 11.0 3 56.7 2 1 0 0
仙台敬寿園 60 60 223 1 8.0 1 3.0 1 0 0 0
エコーが丘 60 58 299 2 2.0 1 8.0 1 0 0 0

自生苑サテライト 29 28 107 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
アルテイル宮町 29 28 107 1 8.1 1 4.3 1 0 0 0

せんじゅ 80 65 310 66 0.0 1 1.0 1 0 0 0
小計 17 1,193 1,157 4,611 93 - 24 - 21 2 0 1

暁星園 56 55 216 2 8.2 1 93.0 1 0 0 0
パルシア 50 52 872 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
かむりの里 50 49 406 1 10.0 1 140.0 1 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 51 227 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 331 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 5 258 257 2,052 3 - 2 - 2 0 0 0

チアフル遠見塚 50 49 568 2 49.0 3 80.0 2 1 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 119 711 2 10.5 2 69.5 2 0 0 0
萩の風 40 40 140 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 4 270 208 1,419 4 - 5 - 4 1 0 0
大東苑 50 50 104 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
白東苑 50 47 793 0 0.0 2 7.5 2 0 0 0
茂庭苑 100 99 235 1 2.0 2 40.0 1 1 0 0

八木山翠風苑 50 49 539 1 2.0 2 59.5 2 0 0 0
サン・つばき 50 50 871 2 26.6 2 85.2 1 1 0 0

一重の里 60 55 229 1 24.0 1 36.0 0 0 1 0
春の森から 50 48 370 0 0.0 2 23.0 1 1 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 308 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
第二白東苑 29 29 90 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 477 3,539 5 - 11 - 7 3 1 0
愛泉荘 50 48 275 2 10.0 2 30.0 2 0 0 0
泉和荘 50 45 150 1 7.0 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 47 249 3 1.6 2 43.5 2 0 0 0
水泉荘 100 94 425 1 25.0 3 38.7 3 0 0 0
泉寿荘 95 91 437 1 6.0 3 87.0 3 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 48 322 0 0.0 2 67.5 2 0 0 0
泉ふるさと村 50 50 375 2 11.0 2 48.5 0 1 0 1

小計 7 445 423 2,233 10 - 14 - 12 1 0 1

定員 入所現員
事
務
所

所在地 施設名 入所希望者

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

56

退所理由

115 46 7 1

仙
台
保
健
福
祉

青葉区

宮城野区

若林区

太白区

泉区

2合　計 42 2,655 2,522 13,854
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様式１５ 入所状況調（ 平成24年1月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 0.5 1 4.0 1 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 2 12.0 1 79.0 1 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 0.1 1 4.0 0 0 0 1
18 10 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 9 2 1 0.2 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 287 143 7 - 3 - 2 0 0 1
仙 台 市 1,146 1,143 796 31 - 20 - 10 3 1 6

18 18 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 6 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 32 0 0.0 1 23.0 0 0 0 1
9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
27 27 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 33 23 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 32 16 4 10.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 13 1 6.0 1 15.7 0 0 0 1
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 13 3 2 0.5 1 2.0 0 0 1 0

18 17 7 1 3.0 0 0.0 0 0 0 0
18
18 17 14 1 10.0 2 112.0 2 0 0 0
18 18 1 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ浜町

18 19 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 3 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 13 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 1 1.1 0 0.0 0 0 0 0
1,703 1,667 1,115 44 - 25 - 12 3 2 8
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 1 1.2 1 84.5 0 1 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 28 1 0.0 1 36.2 0 1 0 0
9 9 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 1 0.7 1 3.3 0 1 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 13 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 20 2 18.0 1 18.1 0 1 0 0

北
部
保
健
福
祉

後楽庵

バルムなかにいだ

スローライフ
ゆうらいふ

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり
ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

さくらの杜

ながさか

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

ふなおか

もみの木

ふれあい

前月中の退所者

むくげ

蔵王ユートピア
ふるさと

たかのす

花水木

すずらん
けやき

そよかぜ

やすらぎ苑利府

かなでの杜

50

もも太郎さん(大郷）
なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

悠里の郷

メサイア

あぶくま

こもれびの家

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

リリーハイム

もも太郎さん

ニチイケアセンター亘
理うらきど

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

しろいし

前月中の新たな入所者

川 崎 町

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

富 谷 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

松 島 町

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター

なんてん岩沼

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

小　計

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

仙
台
保
健
福
祉

しんせん長春館

幸福の街

つくし

オリーブ

あやめの里

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ

ウインズの森角田

ひまわりの郷

コスモス松島

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

大河原町

柴 田 町

丸 森 町
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

前月中の退所者 退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者事
務
所

所在地

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 21 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 85.2 0 0 0 1
18 18 2 2 2.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 18 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 26 12 1 1.0 1 57.0 0 1 0 0
9 10 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 3 0 0.0 1 23.0 0 0 0 1
18 18 5 1 20.0 1 71.0 0 0 0 1
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 0 1 0.2 1 3.2 0 1 0 0

18 17 5 1 1.7 1 51.9 1 0 0 0

18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
594 585 268 14 - 10 - 1 6 0 3
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 7 15 0 0.0 1 12.1 0 1 0 0

9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 16 3 0 0.0 1 12.0 0 0 0 1
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 3 0.3 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 1 52.0 0 1 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 3 3 0.5 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 5 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 0 1 0.0 1 10.0 0 1 0 0

18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 6 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 9 1 18.0 1 94.0 1 0 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 35 7 3 6.0 1 28.0 0 1 0 0
9 10 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 503 185 18 - 6 - 1 4 0 1
9
18 19 12 0 0.0 1 7.0 0 1 0 0
9 9 34 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 23 1 13.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 28 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 135 155 2 - 1 - 0 1 0 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 45

北
部
保
健
福
祉

165 98

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝

こころ

小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

45

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計

小　計

堤通り

愛慈

希慈

なんてんおがつ

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

桂葉

14

宮野

あさみず

2

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

3,177 1,8663,273

39

85

にしだて

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

米山

さくら

さくらおか

あさぎり

1316 14

あんど

39

ほほえみ

みんなの家

快豊里

快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

まいはあと

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

はまゆり

村伝さいち

ぽらん気仙沼
桑の実

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あいわ

グループホーム親孝行

あゆかわの郷

しらさぎ苑

せんだんの杜
ものうなかつやま

小　計

グループホームきたかみ

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

いこいの家

翔裕園

グループホーム青葉

美 里 町

栗 原 市

B2-48



様式１５－２ 入所状況調（ 平成24年1月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 40 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 23 40 0 0.0 1 54.0 1 0 0 0
ほくと苑 8 8 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 9 1 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 9 14 1 17.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 27 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 17 14 0 0.0 1 0.9 0 1 0 0

なんてん上杉 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
木かげ 18 18 7 2 9.0 2 25.5 0 0 0 2

セントケアホーム
北根黒松 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛・グループホー

ム
仙台栗生

18 17 9 17 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 16 238 235 200 21 - 4 - 1 1 0 2
みやぎの杜 27 26 56 0 0.0 1 104.0 1 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台福室 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ふれあいの家白鳥 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 9 0 0.0 1 12.0 0 0 1 0
コスモス鶴ヶ谷 9 18 8 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 17 3 0 0.0 1 12.0 0 1 0 0
にこトピア萩野町 18 18 15 1 18.2 1 46.0 1 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 18 16 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 1 8.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 214 156 3 - 4 - 2 1 1 0
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 27 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 8 1 3.0 1 15.0 0 0 0 1

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 16 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 116 115 68 1 - 1 - 0 0 0 1
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 25 3 0 0.0 2 58.0 2 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 3 1 2.0 1 4.0 0 0 0 1

なんてん長嶺荘 18 17 6 0 0.0 1 7.5 1 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 18 3 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

縄文の風 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご
こおりやま 18 17 3 0 0.0 1 23.0 1 0 0 0

ほくとの里 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 17 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 288 283 94 2 - 5 - 4 0 0 1

いずみの杜 18 18 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 57 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 5 1 0.0 1 0.3 0 0 0 1

蘭 27 26 28 0 0.0 1 90.0 0 0 0 1
フォークソング 18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん水の森公園 18 18 7 1 1.5 1 80.0 1 0 0 0
いずみの里 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス松陵 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 4 1 6.0 1 0.0 1 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 3 0 0.0 1 1.0 0 1 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 9 3 1 27.0 1 58.0 1 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 45 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 296 278 4 - 6 - 3 1 0 2

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 20

合　計

退所理由前月中の退所者事
務
所

施設名 定員 入所現員所在地

前月中の新たな入所者

入所希望者

仙
台
保
健
福
祉

青葉区

67 20

宮城野区

若林区

太白区

泉区

10 3 1 61,146 1,143 796 31
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様式３ 入所状況調（ 平成24年2月1日現在 ）
施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班

電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

83 83 71 2 2.0 2 52.0 2 0 0 0
54 54 101 2 16.0 1 9.4 1 0 0 0
29 28 35 1 0.5 1 4.0 1 0 0 0
94 94 155 3 7.3 3 132.0 2 1 0 0
50 46 110 2 8.0 3 50.0 0 3 0 0
50 49 91 2 5.5 3 44.7 3 0 0 0
40 40 61 1 4.0 1 42.0 1 0 0 0
30 20 47 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 30 29 35 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大河原町 50 50 231 4 32.7 1 24.0 1 0 0 0
村 田 町 50 50 98 1 3.0 1 19.0 1 0 0 0

67 70 320 2 13.2 2 7.5 0 2 0 0
80 80 345 2 4.0 1 9.0 1 0 0 0
40 37 83 1 37.0 3 28.0 3 0 0 0
10 10 41 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

丸 森 町 104 103 303 2 29.0 2 31.0 0 2 0 0
861 843 2,127 25 - 24 - 16 8 0 0

仙 台 市 2,655 2,539 13,896 71 - 57 - 47 9 0 1
50 46 758 3 4.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 101 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
80 79 479 2 18.0 2 61.0 2 0 0 0
50
50 48 408 0 0.0 1 125.0 1 0 0 0
54 58 739 0 0.0 1 21.0 1 0 0 0
29
60 61 584 3 6.0 3 17.0 1 0 0 2
29 26 337 26 3.0 0 0.0 0 0 0 0
50
84 84 313 2 7.0 1 71.0 1 0 0 0
50 50 131 1 11.0 0 0.0 0 0 0 0
50 46 225 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

山 元 町 50 50 155 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
松 島 町 50 49 541 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
七ヶ浜町 50 55 435 3 60.0 0 0.0 0 0 0 0
利 府 町 50 50 361 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
大 和 町 200 208 288 3 18.6 4 31.7 4 0 0 0
大 郷 町 54 56 329 1 6.0 0 0.0 0 0 0 0

50 50 376 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 33 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 52 53 296 1 3.0 1 15.0 1 0 0 0
3,905 3,666 20,785 116 - 70 - 58 9 0 3
50 50 253 1 30.0 1 18.1 0 1 0 0
54 54 531 1 25.4 0 0.0 0 0 0 0
40 40 399 1 37.3 1 43.1 1 0 0 0
200 192 326 3 38.0 8 62.5 8 0 0 0
54 54 480 2 84.3 2 23.7 2 0 0 0
50 50 211 1 95.8 0 0.0 0 0 0 0
29 29 100 1 9.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 257 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 396 0 0.0 2 115.6 1 1 0 0
54 53 304 0 0.0 1 121.1 0 1 0 0
50 49 103 1 1.0 1 2.0 1 0 0 0

色 麻 町
涌 谷 町 30 29 100 3 14.5 1 23.7 0 0 0 1

54 52 331 0 0.0 2 34.3 2 0 0 0
50 48 130 2 23.9 2 21.2 0 2 0 0
60 60 175 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 51 173 3 12.3 3 68.7 1 2 0 0
50 50 289 4 32.3 4 79.9 4 0 0 0
60 59 88 2 11.0 1 96.0 0 1 0 0
52 51 186 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
54 54 26 2 60.0 0 0.0 0 0 0 0
30 28 96 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
30 30 56 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 33 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,238 1,216 5,043 27 - 29 - 20 8 0 1
50 52 489 1 25.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 451 1 1.0 1 4.0 0 1 0 0
50 50 251 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 50 245 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
94 90 332 1 28.0 2 44.5 2 0 0 0
50
50 56 210 2 5.5 1 4.0 1 0 0 0
20 30 146 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 49 113 1 37.0 1 153.0 0 1 0 0
50 50 119 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
40 40 29 1 8.0 1 55.0 1 0 0 0
100 90 161 2 7.0 1 10.0 1 0 0 0
54 56 330 1 18.0 1 1.0 1 0 0 0
50
30 50 198 0 0.0 1 1.0 1 0 0 0

女 川 町 40 40 174 1 1.0 1 16.0 1 0 0 0
50 50 203 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
50 48 156 0 0.0 6 30.5 4 0 0 2
50 49 145 0 0.0 1 162.0 1 0 0 0
50 50 104 1 8.0 1 35.0 1 0 0 0
30 30 63 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
54 52 174 0 0.0 4 82.0 3 1 0 0
86 95 89 1 4.0 0 0.0 0 0 0 0
20 17 22 0 0.0 3 24.3 3 0 0 0
29 28 89 0 0.0 1 8.0 1 0 0 0
29 29 130 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
29 29 108 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

1,305 1,229 4,531 14 - 26 - 21 3 0 2
85 98 343 0 0 1 17.0 1 0 0 0
54 78 397 0 0 0 0.0 0 0 0 0
50
50 49 252 1 1 1 69.0 1 0 0 0
50 65 126 1 9 1 169.0 1 0 0 0
30 32 78 2 11.6 1 18.2 0 1 0 0
54
80 72 64 3 1.4 2 4.5 2 0 0 0
453 394 1,260 7 - 6 - 5 1 0 0

全体 県分
138 96

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 155

北
部
保
健
福
祉

栗原市

金成の家
小　計

雄心苑

花水木

千葉福寿園

みやざき

山王

石 巻 市

南三陸町

東和

おながわ
迫風園

柳風園

小　計

小　計

気

仙

沼

保

健

福

祉

気仙沼市

8

東松島市
矢本華の園

唐桑園

萩風園
松風園

さーらの樹

春圃苑

光風園

慈恵園

寿楽苑
百才館

キングス・タウン

南風園

27
恵風荘

やくらいサンホーム

桂葉

不老園

いこいの海・あらと

恵潮苑

富 谷 町
成田の里

登 米 市

東
部
保
健
福
祉

風の路

恵心寮

美 里 町

きたかみ

和香園
第二和香園

ほたるの郷
ゆりの郷

ファミリオ
おしか清心苑

仁風園

亘 理 町
けいけん荘

七峰荘

松島長松苑
第二清楽苑

万葉苑

いちょうの里

白鳥苑

みさとの杜

大 崎 市

かごぼうの里

多賀城苑

十符・風の音

郷和荘

けやき

岩出の郷
敬風園

チアフル岩沼

第二日就苑

大崎ホーム

仙
台
保
健
福
祉

名 取 市

岩 沼 市

多賀城市

みやま荘

和風園

チアフル三色吉

別紙のとおり
清楽苑

ウィズ月見ヶ丘
松陽苑

常盤園

加 美 町

りんどう苑

塩 竃 市

小　計

64

第二釜房みどりの園

小　計

楽園が丘

川 崎 町

みどり荘

ざおうの杜あおそ
蔵王町

釜房みどりの園

柏松苑

角 田 市

ゆりの里七ヶ宿

聖母の家

ざおうの杜

杜の風

事

務

所
所在地

仙
南
保
健
福
祉

桜寿苑

仙南ｼﾞｪﾛﾝﾄﾋﾟｱ

白 石 市
ひだまり

柴 田 町
第二常盤園

楽々楽館

いなほの里

涼風園

一心苑

アゼイリア

23

青風園

ゆうらいふ

16

退所理由

やもと赤井の里

入所希望者

前月中の新たな入所者

施設名

若藤園

うぐいすの里

愛光園

えんじゅ

前月中の退所者

0120 29

入所現員

八宮荘

定員

赤井江マリンホーム
日就苑

桜花

うらやす

（注）入所希望者数は、以前の措置制度とは異なり、申込は契約制となり自由かつ複数施設へ申し込むことができるようになっているため、その多くは重
複しております。この為「入所希望者数」を従来の待機者数と同様に捉えることはできない性格のものです。

15518933,7467,348合　計 7,762 6
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様式３－２ 入所状況調（ 平成24年2月1日現在 ）

施設区分 特別養護老人ホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

洛風苑 100 100 246 4 1.5 4 28.5 4 0 0 0
仙台楽生園 90 90 334 1 15.0 0 0.0 0 0 0 0

思行園 50 48 166 1 4.0 1 25.0 1 0 0 0
自生苑 70 68 116 1 2.0 2 110.0 2 0 0 0

シオンの園 70 70 290 6 12.5 3 49.0 2 1 0 0
アルテイル青葉 55 55 148 0 0.0 1 69.0 1 0 0 0

賓樹苑 100 100 338 1 5.0 1 15.0 1 0 0 0
大石原苑 50 46 158 3 21.0 2 17.0 0 2 0 0
リベラ荘 50 51 240 3 17.6 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 150 148 388 5 12.2 2 112.5 2 0 0 0
国見苑 50 49 402 0 0.0 3 68.0 3 0 0 0

せんだんの館 100 100 707 2 11.0 3 56.7 2 1 0 0
仙台敬寿園 60 60 225 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
エコーが丘 60 57 300 1 2.0 2 17.5 2 0 0 0

自生苑サテライト 29 29 116 3 4.3 2 8.0 0 2 0 0
アルテイル宮町 29 27 120 0 0.0 1 6.0 1 0 0 0

せんじゅ 80 70 320 7 0.0 2 1.0 2 0 0 0
小計 17 1,193 1,168 4,614 38 - 29 - 23 6 0 0

暁星園 56 56 260 1 1.5 0 0.0 0 0 0 0
パルシア 50 52 882 1 35.0 1 88.0 1 0 0 0

かむりの里 50 49 400 1 9.0 1 80.0 1 0 0 0
Ｊ＆Ｂ 52 52 230 1 50.0 0 0.0 0 0 0 0

リーフ鶴ヶ谷 50 50 323 1 33.0 1 19.0 0 1 0 0
小計 5 258 259 2,095 5 - 3 - 2 1 0 0

チアフル遠見塚 50 50 579 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0
潮音荘 50
杜の里 130 119 716 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩の風 40 40 153 1 9.3 1 7.7 1 0 0 0

小計 4 270 209 1,448 2 - 1 - 1 0 0 0
大東苑 50 50 94 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
白東苑 50 50 790 3 5.6 0 0.0 0 0 0 0
茂庭苑 100 99 240 2 6.0 2 19.0 2 0 0 0

八木山翠風苑 50 48 540 1 5.0 2 19.5 2 0 0 0
サン・つばき 50 50 871 1 1.7 1 0.4 1 0 0 0

一重の里 60 54 232 2 12.0 3 56.0 2 1 0 0
春の森から 50 48 368 3 30.7 3 20.5 2 1 0 0

大年寺山ジェロントピア 50 50 312 1 14.0 1 21.0 1 0 0 0
第二白東苑 29 29 36 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 9 489 478 3,483 13 - 12 - 10 2 0 0
愛泉荘 50 47 273 1 1.0 2 10.5 2 0 0 0
泉和荘 50 46 154 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0

泉陵虹の苑 50 48 251 3 3.5 2 27.0 2 0 0 0
水泉荘 100 98 438 4 24.0 1 109.0 0 0 0 1
泉寿荘 95 88 446 2 25.5 5 66.5 5 0 0 0

百合ヶ丘苑 50 50 320 2 5.5 0 0.0 0 0 0 0
泉ふるさと村 50 48 374 0 0.0 2 42.0 2 0 0 0

小計 7 445 425 2,256 13 - 12 - 11 0 0 1

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 57

青葉区

42 2,655 2,539

事
務
所

所在地 施設名

仙
台
保
健
福
祉

泉区

若林区

退所理由

47 9 0 1

太白区

宮城野区

定員

合　計

入所現員 入所希望者

13,896

前月中の新たな入所者 前月中の退所者

5771
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様式１５ 入所状況調（ 平成24年2月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 7 0 0.0 1 3.5 0 1 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 5 1 0.1 1 1.3 0 0 0 1
18 11 5 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ宿町 9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

村 田 町 9 8 2 0 0.0 1 8.0 0 0 0 1
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

8 8 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

296 287 166 3 - 3 - 0 1 0 2
仙 台 市 1,146 1,136 797 16 - 16 - 6 4 2 4

18 18 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 2 0 0.0 1 13.0 0 1 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 25 27 0 0.0 1 96.0 1 0 0 0
9 9 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 17 1 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18
27 27 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 28 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 4 0 0.0 1 68.0 0 1 0 0
18 38 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 37 15 6 3.1 1 52.0 1 0 0 0
18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 14 5 1 0.5 0 0.0 0 0 0 0

18 18 5 1 9.0 0 0.0 0 0 0 0
18
18 17 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

七ヶ浜町

18 18 3 0 0.0 1 0.7 1 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 11 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 郷 町 18 16 4 3 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

大 衡 村 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
1,703 1,687 1,127 28 - 21 - 9 6 2 4
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 1 1.2 0 0.0 0 0 0 0
18 18 4 1 4.0 1 19.0 0 0 0 1
18 18 29 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 0.3 1 5.1 0 1 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 10 0 0.0 1 18.0 0 1 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

色 麻 町 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
15 14 4 1 3.8 0 0.0 0 0 0 0
9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 25 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

北
部
保
健
福
祉

コスモス松島

後楽庵

バルムなかにいだ

スローライフ
ゆうらいふ

やすらぎ苑古川

なのはな

いちいの杜

にこトピア加美

加美

サンすまいるしかま

ひかりの里

笹森の屋

ひだまり
ふかふか・はうす

あったかいご ふるかわ

なんてん岩出山

太陽
プロンプター甲斐

グループホームコスモス

和楽路

さくらの杜

ながさか

七ヶ宿こもれびの家

ゆう柴田

うらやす

小松崎あさひ園
清水沢あさひ園

ふなおか

もみの木

ふれあい

前月中の退所者

むくげ

リラの虹
ふるさと

たかのす

花水木

すずらん
けやき

そよかぜ

やすらぎ苑利府

かなでの杜

100

もも太郎さん(大郷）
なんてん吉岡

サンすまいるおおひら

たじりの杜

悠里の郷

メサイア

あぶくま

こもれびの家

別紙のとおり

さわやか

ももせやすらぎの里

リリーハイム

もも太郎さん

ニチイケアセンター亘
理うらきど

退所理由

あいやまこもれびの家

23

定員

幸福の郷

入所希望者施設名 入所現員

しろいし

前月中の新たな入所者

蔵 王 町

小　計

仙
南
保
健
福
祉

富 谷 町

大 和 町

山 元 町

利 府 町

松 島 町

十符の里

しんまち

ゆうゆう・多賀城
貞山みよりの家

たいじん荘

桜の家
さかもと

朝日サポートセンター

なんてん岩沼

角 田 市

岩 沼 市

亘 理 町

小　計

涌 谷 町

加 美 町

大 崎 市

川 崎 町

しんせん長春館

幸福の街

つくし

オリーブ

あやめの里

多機能型ケアホーム
つきのき

さくら

おうじゅ

ウインズの森角田

ひまわりの郷

事
務
所

所在地

白 石 市

名 取 市

塩 竃 市

多賀城市

大河原町

柴 田 町

丸 森 町

仙
台
保
健
福
祉
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人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他
施
設

前月中の退所者 退所理由

定員 入所希望者施設名 入所現員

前月中の新たな入所者事
務
所

所在地

9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 6 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 21 10 1 3.0 1 25.0 0 1 0 0
18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 16 2 0 0.0 2 68.0 1 1 0 0
18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
27 27 21 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 0 0.0 1 3.0 1 0 0 0
27 27 12 2 5.5 1 1.0 0 1 0 0
9 9 0 1 0.1 1 13.3 1 0 0 0
18 15 2 0 0.0 1 28.5 0 0 0 1
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
6 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 17 1 0 0.0 1 18.0 0 0 0 1
18 18 15 1 2.7 1 19.0 0 1 0 0
18 18 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
594 581 272 9 - 12 - 3 6 0 3
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 1 1 2.0 0 0.0 0 0 0 0

9 7 13 1 0.8 1 7.3 0 0 0 1

9 9 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 2 2 2.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 18.0 0 1 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 15 4 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 2 1 2.0 1 26.0 0 0 0 1
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 13 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 3 0 0.0 1 44.0 0 1 0 0
18 17 2 0 0.0 1 4.0 0 0 0 1

18 18 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 36 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9
9 9 22 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 7 1 1 1.0 0 0.0 0 0 0 0

女 川 町 9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 1 11.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
33 35 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
8 8 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 10 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

536 506 187 9 - 5 - 0 2 0 3
9 5 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 19 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 32 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 8 0 0 0.0 1 103.0 1 0 0 0
9 10 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 26 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 32 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
18 17 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 1 2.5 0 0.0 0 0 0 0
9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

144 140 158 1 - 1 - 1 0 0 0
全体 県分

各施設→ 保健福祉事務所→ 長寿（在宅・施設支援班）→ 保健福祉事務所→市町村 計 42

北
部
保
健
福
祉

215 148

せんだんの杜
ものううした

気仙沼市

あんしん館

リアスの杜
ポラーノの杜

村伝

小　計

東
部
保
健
福
祉

ねむの木

42

登 米 市

隠居の家

愛の家グループホーム
石巻開北

合　計

せんだんの杜
ものうなかつやま

3,273 50

39

小　計

堤通り

愛慈

希慈

なんてん雄勝

ひかり

ﾂｸｲ大街道　ｻﾝﾌﾗﾜｰ

ぬくもりの家

桂葉
宮野

14

こころ

あさみず
快豊里

米山

さくら

さくらおか

2

ぐらんす

星谷ブランチ

やすらぎ

3,201 1,910

にしだて

39

ほほえみ

みんなの家

しわひめ

梅ヶ丘の里
なごみ

けやきの里

1213 15

あんど

快栗駒

たんぽぽ
ぎんなん荘

山王こもれびの家
まりやの家

ＳＡＫＵＲＡ

うぐいすの里
こもれびの家

みのりの家
歩風楽

花水月
よつば荘

まいはあと

気
仙
沼
保
健
福
祉

南三陸町
リアスの丘

みずなしの丘

ぽらん

村伝おもせ

はまゆり

村伝さいち

ぽらん気仙沼
桑の実

あさぎり

なんてん河北

グループホーム桜花

すみちゃんの家

さざなみ

馬っこ山

あいわ

グループホーム親孝行

あゆかわの郷

しらさぎ苑

小　計

グループホームきたかみ

はさま

グループホーム日和

のどか

東松島市

石 巻 市

いこいの家

翔裕園

グループホーム青葉

美 里 町

栗 原 市
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様式１５－２ 入所状況調（ 平成24年2月1日現在 ）

施設区分 認知症高齢者グループホーム 長寿社会政策課　在宅・施設支援班
電話022-211-2549　FAX 022-211-2596

人員 平均待機期間(月) 人員 平均利用期間(月)
死
亡

入
院

在
宅

他

施

設

せんだんの里
国見ヶ丘３丁目 8 8 43 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せんだんの里 24 23 43 1 4.0 1 36.0 1 0 0 0
ほくと苑 8 8 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

せせらぎの里 9 9 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ハートピアエスト 9 9 1 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

広瀬の郷 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
青葉の風 9 9 14 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひなた 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
楽庵 9 9 28 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

さくら高野原 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛和の郷 18 18 15 1 0.1 0 0.0 0 0 0 0

なんてん上杉 18 18 10 1 2.0 1 30.0 1 0 0 0
木かげ 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム
北根黒松 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

みつばち 18 17 10 0 0.0 1 18.0 0 0 1 0
愛・グループホー

ム
仙台栗生

18 17 10 1 10.0 1 29.0 0 0 0 1

小計 16 238 235 211 4 - 4 - 2 0 1 1
みやぎの杜 27 27 57 1 36.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台福室 18 17 8 1 1.8 2 78.0 1 0 0 1

ふれあいの家白鳥 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やわらぎ 18 18 17 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

愛の家GH仙台岩切 27 27 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
あったかいご燕沢東 18 18 10 1 7.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス鶴ヶ谷 9 18 10 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

デイジー 18 17 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
にこトピア萩野町 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ジャパンケアサー
ビス遊宴・萩野町 18 17 16 1 7.0 1 6.0 0 1 0 0

グループホーム
よもぎ杢 18 18 12 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 11 207 213 158 4 - 3 - 1 1 0 1
くつろぎ保養館

仙台東 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん伊在荘 27 27 6 1 6.0 1 102.0 0 1 0 0
ニチイのほほえみ
仙台やまとまち 18 18 8 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

すだちの里 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ウィンズの森
遠見塚３丁目 9 9 19 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

連坊小路グループ
ホームスカイ 9 9 5 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

テルウェルグルー
プホームひなた

ぼっこ

17 17 16 1 1.4 0 0.0 0 0 0 0

小計 7 116 116 70 2 - 1 - 0 1 0 0
おちあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

袋原ふれあいの家 27 25 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ゆきあい 9 9 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台柳生 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なんてん長嶺荘 18 18 5 2 24.0 1 7.0 1 0 0 0
やすらぎホーム富沢 27 27 20 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ニチイのほほえみ

仙台なかた 18 18 3 1 2.0 1 22.0 0 1 0 0

縄文の風 18 17 3 0 0.0 1 5.4 0 0 1 0
あったかいご
こおりやま 18 16 3 0 0.0 1 77.0 1 0 0 0

ほくとの里 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
やぎあん 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

あったかいご
西多賀 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

人来田の風 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
こまち 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
萩ヶ丘 18 18 9 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

なつぎ埜 18 18 2 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
小計 16 288 283 80 3 - 4 - 2 1 1 0

いずみの杜 18 18 51 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
さちの家 9 9 60 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台あさひがおか 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

ニチイのほほえみ
仙台八乙女 18 18 6 1 0.0 1 4.7 0 0 0 1

蘭 27 27 28 1 12.0 0 0.0 0 0 0 0
フォークソング 18 17 6 1 0.4 2 3.0 0 1 0 1

なんてん水の森公園 18 17 6 0 0.0 1 72.0 1 0 0 0
いずみの里 18 18 18 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
コスモス松陵 18 18 7 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ひまわり 18 18 4 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

セントケアホーム北中山 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
南光台ｹｱｾﾝﾀｰそよ風 9 3 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
愛の家グループ
ホーム仙台実沢 18 18 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

むらでん高森 18 18 15 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
長徳 18 18 13 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

はごうの杜 18 18 45 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0
ふくろうの杜寺岡 18 18 6 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0

小計 17 297 289 278 3 - 4 - 1 1 0 2

各施設→ 　　長寿（在宅・施設支援班） →　保健福祉事務所　　→　市町村 計 16

4797 2

前月中の新たな入所者

入所希望者

16

退所理由前月中の退所者

46

太白区

入所現員

仙
台
保
健
福
祉

所在地

若林区

161,146 1,136

宮城野区

事
務
所

施設名 定員

67

泉区

合　計

青葉区
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謹んで東日本大震災の被災者の皆様へ 

お見舞いを申し上げますとともに， 

亡くなられた方々の 

ご冥福をお祈り申し上げます。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業  

「複合大規模災害地域の高齢者福祉に関する総合的調査研究事業」 
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